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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……いやはや疲れた。下級の天使達はどうにも杓しやく子し定じよう規ぎなのが多くて敵かなわん」

　熾し天てん使しアブデルは面めん倒どう臭くさそうに呟つぶやくと、うんと一つ伸びをした。

　ここは天界。俗世界を遥はるかに離はなれた、遠く高き神聖な処ところである。

　アブデルと一いつ緒しよに歩いていた天使達の監かん査さ役やく、大天使ラグエルが、こちらもやや疲れた表情で言いい訳わけのように言う。

「とはいえ、守しゆ護ご対象の人間が、たとえ一時的な仮のものとはいえ悪あく魔まと契約を交わしたとなれば、さすがに黙だまっているわけにもいくまい。ましてや全天一神に忠実と名高いそなたが見守っていながらだ。一応呼び戻して釈明してもらわねば、前ぜん線せんで日々悪魔達と鎬しのぎを削っている現場の下位天使達を宥なだめられんのも道どう理り」

「それは分かっている。その事に文句を言うつもりはないし、呼び戻したそなたを責める気はない」

　先日、アブデルが守護している賀か茂も是これ雄おが、過去に十万人の犠ぎ牲せい者しやを出しＳ級悪魔で現在天使達の監察処分扱いとなっている桂かつらたまとの間で契約を交わし、悪魔の力を行使した事が天界で問題となり、事情を確たしかめるため急きゆう遽きよ呼び戻されたのだ。

「まあ、悪魔の力を使ったと言っても、あくまでそれはあの場の皆を守るため。契約の内容も、悪魔を崇すう拝はいするとか魂たましいを売り渡すなどと約束したわけではない。咎とがめられるような事は何もない以上、いずれは皆も納得しよう。少しの辛しん抱ぼうだ」

　ラグエルはそう言ってアブデルの肩をポンと叩たたいた。

「うむ。審しん理りの責任者はそなただ。何も心配はしていない。だがこの俺おれの監視の目が離れた隙すきに、賀茂の奴やつめが肉の欲望に負けてたまちゃんに対し破は廉れん恥ちな振ふる舞まいに及びはせぬかと、それが心配でな。我われらのような純粋理性を本ほん性しようとする熾天使とは違い、人の身である以上は様さま々ざまな物質的誘ゆう惑わくから自由になる事は叶かなわぬ故ゆえ……」

　アブデルは不安げな面おも持もちで地上を見下ろした。

　そして、ハッとしたように目を留とめる。

「……これは？」

「いかがした？」

「いや、まだこれと言ってどうというわけではないのだが……」

　アブデルは地上から目を離さずに、不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　ラグエルも下を覗のぞき込む。そして、アブデルの心配を察知したように苦にがい表情になった。

「……そなたの審理、少し急がせた方が良いかも知れんな」

「うむ。なるべく早く地上に戻れるよう尽じん力りよくしてくれ」

　二人ふたりは難むずかしい顔でうなずきあうと、足早に歩み去っていった。




　天上界でアブデルとラグエルが首を傾かしげていたのと同じ頃ころ。

　地上で優ゆう雅がに夜のティータイムを満まん喫きつしていた菜な間ま尺しやく八はち郎ろうことベリアルも、形の良い口くち髭ひげをしごきながら首を傾かしげていた。

「ふぅむ。妙だな……」

「どうなさったの、お父とう様さま？」

　隣となりで眼鏡めがねのレンズを拭ふいていた娘の真ま理り子こが、お下げ髪を揺らして小首を傾げる。

　菜間は真理子の顔を見ると、小さく肩を竦すくめた。

「いや、例のたまの漏らした妖よう気きなのだがね。吹ふき溜たまって妖気スポットと化していた場所から、悉ことごとく妖気が消えているのだよ」

　そう言いながら、手に持った水晶玉を見せる。

　真理子は眼鏡を掛けて水晶玉に映った地球の様よう子すを見た。

「確たしかに、ほとんど消えてますわね……」

　真理子は霊れい視し力りよくだけなら菜間をも凌しのぐ。世界中に撒まき散らされたたまの妖気がほとんど消滅している事を一目で確かく認にんすると、不ふ思し議ぎそうに菜間の顔を見た。

「でも、それが何か問題でも？　浄化するよう細工なさったのはお父様じゃ……？　一週間程度で浄化させてしまうように仕込んだはずだと思いましたけど……？」

「私が仕込んだのはあくまで『自然に』浄化させる細工。大多数を占める小規模スポットは予定通り数日で浄化したが、濃のう度どの濃こい場所では当初の予想に反して最低でも数年かかりそうなものもたくさんあった。だが、その全すべてのスポットから妖気が消えている。この浄化の速度は明らかに不自然だ」

「という事は、誰だれかが浄化して回っていると……？」

「或あるいは、膨ぼう大だいな量の妖気を何かに使おうとしている者がいるか……」

　菜間は考え込むように顎あごに手を当てた。

「使うって、でもお父様、あんな膨大な量の妖気を一気に使うような術なんて……」

　十数年に亘わたる長い歳さい月げつを掛けて少しずつ漏れていった妖気の量は、たま本人の現在の魔ま力りよくの総量をも上回る。その量は桁けた外はずれで、悪魔陣営としては、来きたる水みず瓶がめ座ざの時代には、たまの撒き散らした妖気溜まりも貴重な戦力として活用する予定だった程だ。そんなものを一気に使い切るような術なんて、その影えい響きよう範はん囲いは地球規模。そこらの人間術師に出来る仕し業わざではない。賀か茂もがアブデルの力を使って祓はらっているのかとも思ったが、たまの妖気は天使の霊視すら阻害する。世界中に散らばったスポット全部をこんなに早く突き止めるなんて考えがたいし、それに何よりもまず、貧乏なあの二人ふたりにそんな旅費を工く面めん出来るとも思えない。たまがずっと日本に住んでいるため妖気スポットの多くも日本国内に固まっているとはいえ、それでも全国津つ々つ浦うら々うらにまで及ぶのだ。

　菜間は真理子の考えを読み取ったように、大きく一つうなずいた。

「恐らく個人の仕業ではないだろう。無む論ろん、人間による組そ織しき的てきな行動でもない。一番考えられる可能性としては、妖よう気きが自然浄化し始めたのを見て焦あせった協会の連中が、消え去る前にきちんと確かく保ほしておこうと回収に出たか何かといったところだろうとは思うが」

「でもそれでしたらお父とう様さまにも一言連絡があるはずじゃ？　たまさんの妖気スポットの管理はお父様の担当でしょ？」

「いやいや、事前の連絡だとか無断で管かん轄かつを超えた越えつ権けん行為をしないとか、組そ織しきを円えん滑かつに運営するための協きよう調ちよう性せいといったものは、基本的に美徳に分類されるものだからね。悪徳を栄えさせてこそ悪あく魔まだ。組織の一員として働く際には独どく断だん専せん横おう越権行為こそが悪魔としての面めん目もく躍やく如じよ。相そう談だんも無しに勝手に動くのは悪魔として当然のあり方なのだよ。私がたまの妖気スポットを自然浄化してしまうよう細工した時だって、悪魔仲間の誰だれにも連絡せずに独断でやっただろう？」

「それはそうですけど。でもそこまで納得しているのなら何故なぜそんな浮かない顔をなさってるの？」

「いや、実は妖気が自然に浄化するよう細工するついでにちょっとした仕掛けを施ほどこしてあったのだがね……」

「仕掛け？」

「うむ。あれだけの妖気をただそのまま浄化してはもったいない。妖気だ魔力だと忌いまわしい物のように言われても、上じよう手ずに使えば素す晴ばらしい事だってたくさん起こせる。どうせなら、消えるまでの間ちょっとでも世の中を楽しくする役に立ててやろうと思ってね。そうすれば、たまも妖気を撒まき散らしてきた事への負い目が少しは軽くなるだろうと」

「そんな細工をなさってたの？　ちっとも気付きませんでしたわ。言ってくださればお手て伝つだいしましたのに」

「いや、仮にも悪魔たるこの私が良い事をするというのは些いささか決まりが悪くてね。特に、娘のお前の前では」

　菜な間まはそう言ってはにかむように苦笑した。

　真ま理り子こはそんな父を見て、釣られたように笑う。

「それで、世の中を楽しくする事って、具体的にどんな仕掛けを？」

「何、大したことではないのだがね。妖気を浴びた人が、より健康に、よりマッチョに、より毛深くなるよう、影えい響きよう力りよくの方向付けを変えてやったのだよ。人生何と言っても健康が一番だからね」

「あの、健康なのはともかくマッチョと毛むくじゃらは……」

「いいかね真理子。強くて健康な内ない臓ぞうこそが隆りゆう々りゆうたる筋肉を作るのだよ。力士でもプロレスラーでもボディビルダーでも何でもそうだが、たくさん食べてそれをきちんと消化吸収出来る内臓がなければ、いくら鍛きたえたところで筋肉は付かん。逆に言えば、より健康な体であればよりマッチョになるのは自明の理。マッチョとはすなわち健康であり、健康とはすなわち幸せ。老ろう若にやく男なん女によを問わず全すべての人にとってマッチョで剛毛な体を手に入れる事こそは、神のいかなる恩おん寵ちようをも凌しのぐこの世の最上の至し福ふくなのだぐはぁっ!?」

　菜な間まの横よこっ面つらをいきなり真ま理り子このモーニングスターが打ち抜いた。

「女の子が剛毛マッチョになって幸せなわけないじゃないですかっ！」

「大丈夫だ。落ち着きなさい真理子。私もこれだけでは確たしかに余りに男性側に偏重している事は気付いている。ちゃんとバランスを取るようにもう一つ細工をしてあるとも」

　菜間は陥没したこめかみからどくどくと流れ出る鮮せん血けつをハンカチで優ゆう雅がに拭ふきながら、真理子を宥なだめるよう穏おだやかに言い聞かせる。

　じとーっと疑わしい目を向ける真理子。

「どんな細工ですの？」

「うむ。マッチョになった男は皆、女物の際きわどいビキニの水着を着て町を練り歩きたくなる衝しよう動どうに駆かられるようにしてあるのだよ。筋肉で男に寄った分は、ちゃんとこうして女物の水着によってバランスをぶあぁっっ!?」

「ただの変態じゃありませんか！」

　菜間の言葉を途中で遮さえぎるように、真理子のモーニングスターが今度は菜間の脳天を抉えぐった。

　鮮血を垂れ流してテーブルに突っ伏す菜間を見ながら、腰に手を当てて溜ため息いきを漏らす真理子。

「まったく。お父とう様さまと来たら、ろくでもない事しかしないんだから……」

　呆あきれたようにそう言うと、真理子は菜間の見ていた水晶玉を手に取った。

「まさかマッチョ化する人間が多すぎて妖よう気きを使い果たしたなんて事はないと思いたいですけど……」

　心配そうに再び霊れい視しの『眼』を開くと、水晶玉を通してより入念に様よう子すを確かく認にんしにかかる。

　その『眼』にふと、とある人ひと影かげが映った。

「この子、確たしか先日日本に派は遣けんされてきたばかりの下級悪あく魔ま……？　たまさんにちょっかいを出したような噂うわさも耳にしましたけど、何故なぜ彼女がこの場所に……？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる真理子。

　一応菜間にも知らせた方がよいかと、ちらりと横を見た。

　菜間はさっきの一いち撃げきが思ったより効いたらしく、脳天に空あいた穴からだらしなく脳みそを垂れ流しつつ、紳士らしからぬ態度で机に突っ伏していた。




「あ～、終わった終わった」

　煌こう々こうと照る月明かりの下。先日日本に左さ遷せんされてきたばかりの小悪魔ペデラスティリアは、温泉旅りよ館かんの露ろ天てん風ぶ呂ろで肩まで湯に浸つかりながら大きく一つ伸びをした。

　過去にたまが漏らした妖気の溜たまり場ばを巡っては、国際悪魔協会から渡された呪じゆ符ふを埋めて回っていたところである。

　何でも協会側の話によると、22世紀半ば頃ごろから始まる水みず瓶がめ座ざの時代になったら使う予定だったたまの妖よう気きスポットが何故なぜか最近急に自然浄化し始めて、このままだと今世紀中までに全すべて消えてなくなりかねない状況になったので、まだたくさん残っている内に有効利用しておこうという話になったらしい。そして、そのための実働隊の一人ひとりとして日本国内担当に抜ばつ擢てきされたのが、現在日本在住のペデラスティリアというわけである。

「あー、疲れたわー……」

　肩をトントンと叩たたきながら大きく息を吐くペデラスティリア。

　たまの妖気は世界中に撒まき散らされたとは言っても、本人がずっと日本にいる以上は妖気スポットの数も日本が一番多い。九割以上が日本である。それをたった一人で全部探し出し、呪じゆ符ふを埋めて回ったのだ。簡かん単たんな仕事ではない。特にペデラスティリアのような下級悪あく魔までは、たまの強烈な妖気によって霊れい視し能力が完全に攪かく乱らんされてしまうため、妖気スポットを探すだけでも困こん難なんを極きわめるのだ。ペデラスティリアに指示が来た時に妖気スポットの位置情報が渡されなかったという事は、指示した協会本部の幹部達でさえ正せい確かくな位置を把は握あくしていないという事。それをペデラスティリア一人の力で探すとなると、現実的に考えて不可能に等しい。

　だが幸いにして、ペデラスティリアには有力な武器があった。一つは、過去にたまと接触した経けい験けんがあるという事。その時、たまの妖気や魔力のサンプルとなる物をいくつか入手している。能力の高い悪魔や天使や霊能力者であれば、このサンプルから妖気が因果関係を攪乱する際の「癖くせ」のようなものを見つけ出して、同じ癖で霊視が攪乱される場所を探すという方法で妖気スポットの場所を絞り込める。もちろん下級悪魔のペデラスティリアにはそんな高度な技術はないが、ここでもう一つの武器の出番。どんなお願ねがいでも叶かなえてくれる、魔法の杖つえだ。本来は人間に貸し与えて人生を誤らせるために作られた道具だが、下級悪魔のペデラスティリアは自分の能力不足を補うために愛用している。この杖は充分な魔力と正確な命令さえあればトップクラスの悪魔達をも凌しのぐ能力を発揮出来るから、サンプルを元にたまの妖気スポットを探すくらいは朝飯前なのだ。

　そんなわけで、無事に位置を特定する事に成功したペデラスティリアだが、さすがに全国数百箇所に上るスポットを隈くま無なく巡り歩くのは大変だった。交通費は必要経費として協会側が持ってくれる事になっていたのだが、タクシーを妖気スポットの側そばに待たせて呪符の埋め込み作業なんかやってたら確実に怪あやしまれるし、そもそも車で近づいたらほぼ間違いなく高こう濃のう度どの妖気の影えい響きようで事故を起こすか故障するに決まってる。となると、結局最後は自分の足で歩くしかない。宿泊代を経費で落として高級温泉旅りよ館かんにでも泊まって豪遊しないと、とてもじゃないが割に合わない。

「あー、生き返るわぁ……」

　温泉特有の硫い黄おう臭しゆうを胸一杯に吸い込みながら、ペデラスティリアは大きくひとつ息を吐いた。温泉に付きもののマグマだとか硫い黄おうだとかは地じ獄ごくにも定番のものであるため、悪あく魔まにとって温泉地というのは非常に癒いやされる場所なのだ。そんな温泉が悪魔だけでなく人間にとっても保養地であるという事実は、人間の本質が天使よりも悪魔に近い事を端たん的てきに示しているんじゃないかと思ったりする。日本でキリスト教の布教がなかなか進まない事と、日本が温泉大国である事も、きっと何か深い関係があるに違いない。

　そんなどうでもいい事を考えながら、ペデラスティリアは夜空を見上げた。

「それにしても、とんでもない量だったなー。あの子が漏らした妖よう気き……」

　全国を回って目まの当あたりにしたたまの妖気を思い出しながら、ふと呟つぶやく。

　誰だれの助けも得ず、たった一人ひとりで十万人以上の被害者を出した悪魔だけに贈おくられるＳ級認定証。それをたまが、ただ無自覚に妖気を垂れ流しただけでゲットしたという話を聞いた時には正直半信半疑だったペデラスティリアだったが、今回全国各地で見てきた妖気スポットの様よう子すを考えれば信じざるを得ない。本来、妖気なんてものはただ漠ばく然ぜんと触れた物の秩序を若じやつ干かん狂わせる程度の影えい響きよう力りよくしか持っておらず、人が触れても微かすかに体たい調ちようが狂わされて悪お寒かんがする位くらいのものである。それがたまの妖気と来たら、余りにも強すぎるものだから生き物は病気になるわ機き械かいは壊こわれるわ歳とし経た動植物は化けるわ、しかもあくまで方向性の定まらない漠然とした妖気なもんだから、実際にどんな影響が出るかは触れてしまってからのお楽しみというひどいものである。その影響力といったら、中堅幹部クラスの悪魔が二十四時間年中無休で働き続けてるのと変わらない。そんなのが全国各地に何百何千とあるのだから、そりゃほっといてもとんでもない撃げき墜ついスコアを稼かせげるわけだ。しかも、あれですら元々の妖気の量からしたら減ってしまっているというのだから、本来はどれだけとんでもなかったのか想像も付かない。

「……まぁでも今回の術で撒まき散らされた妖気全部使い切っちゃうだろうから、あの子のせいで新たな被害が出るって事はもうないだろうけど」

　今回協会側から渡された呪じゆ符ふは、たまの妖気を全部一つにまとめて凝ぎよう固こさせ、そこから新たな悪魔を誕たん生じようさせるという代しろ物ものである。誕生させる悪魔の名は、第二のリリトリリトベート。リリトとはカバラにある原初の人間アダムの最初の妻で、アダムの肋ろつ骨こつから作られたイヴと違ってアダム同様大地から作られ、その後堕だ天てん使しルシファーの妻となり大勢の悪魔を生んだという悪魔たちの太古の母である。年老いて生理が上がってしまい、もう子供を産めなくなったリリトの代わりに、新たなるリリト、第二のリリトリリトベートを作り、来きたる最終戦争ハルマゲドンまでの間に悪魔の軍勢を増やそうというのが協会側の計画なんだそうである。リリトにはリリムという呼び名でよく知られた娘達もいるのだが、どれも小粒な淫いん魔まばかりで、寝ている聖せい職しよく者しやを夢の中で誑たぶらかすくらいの事しか出来ず、母親ほどの魔力と出産性能を受けついだ者はいなかったため、たまの妖気を使って一から生み出そうという話になったのだそうだ。

　一部には、いっそたま本人をリリトのポジションに据すえてはどうかという案もあったらしいが、熾し天てん使しのアブデルが常に側そばにいるのでは身み柄がらを奪だつ取しゆするのは難むずかしいという事で却下になった。過去に一度、大だい悪あく魔まベリアルがたまを奪いに行って失敗に終わった事もあるそうで、それ以来「あのベリアルですらダメだった以上、下手へたに動けば大事になるのは間違いないし、本人に手を出すのは禁止にしよう」という事になっているらしい。ペデラスティリアが日本に赴ふ任にんする際にたまの事を全く知らされなかったのも、それが関係しているようだ。以前たまを自分の相棒にしようとちょっかいを出した事がもし上にバレたら懲ちよう戒かいものである。

「まぁ、あの子自身を悪魔陣営に引き込んで新しい悪魔をいっぱい生んでもらうなんて、出来っこないけどねー……」

　そもそもどうやったら赤ちゃんが出来るのかすら知らなさそうなたまの顔を思い浮かべながら、お猪口ちよこに注いだ日本酒をきゅっと飲み干すペデラスティリア。無む邪じや気きな笑え顔がおを思い出すと同時に、思わず自分の頰ほおも緩ゆるんでくる。

「撒まき散らした妖よう気きが全部なくなって、新たな被害はもう出ないって知ったらあの子、喜ぶかな……」

　ふとそんな事を呟つぶやいた。

　呪じゆ符ふを埋め込みに行ったら存在するはずの妖気スポットがすでに消滅していたというケースが結構あったが、あれは恐らくたま自身か関係者が地じ道みちに消して回っていたんだろう。だが、今回ペデラスティリアが埋め込んだ呪符はたまの妖気を全部吸い取って第二のリリトリリトベート計画に注ぎ込む事になるから、一気に全すべてのスポットから妖気が消える事になる。そりゃあ驚おどろくだろう。そして新たに誕たん生じようしたリリトベートが起こす悪事や災さい難なんの責任はリリトベートのものだから、たまはもう関係ない。あの子に直接責任がかかる形で新たな被害者が出るって事は、今後はもう起こらないはずだ。

　そしてハッと我われに返る。

「いや、別にあの子が喜ぼうがどうしようが関係ないんだけどね。こっちは仕事でやっただけだし、そのついでにあの子が漏らした妖気で撃げき墜ついスコア稼かせぐのを邪魔してこれ以上業ぎよう績せきで差が付かないようにしてやろうって思っただけだし、以前迷めい惑わく掛けた事の罪滅ぼしとかこれっぽっちも考えてないし、そもそも悪魔が他人に迷惑掛けて何が悪いのよって感じだし、っていうか悪い事してこその悪魔なわけだし……」

　赤くなりながら誰だれにともなくぶつぶつと一人ひとり言いい訳わけをするペデラスティリア。

　照れ隠しのように別の事を考える。

「……そういや妖気スポットいくつか消えてたせいで呪符余っちゃったんだけど、これどうしよっかな」

　後ろ髪の中から、複雑な図形と呪文が彫り込まれたコースターサイズのメダリオン型呪符を数枚取り出す。妖気を全部吸収して加工し転送する機き能のうを持った、上位の悪魔でなければ作れない高度な呪具ではあるが、しかし現存するたまの妖気スポットには全部もう仕込み済みだし、持っていても使い道がない。余ったら返せとは言われてないし、金属製で重いので持って歩くには正直邪じや魔まだ。

「ま、要いらないよね」

　露ろ天てん風ぶ呂ろの外の藪やぶの中に、ぽいっと不法投棄するペデラスティリア。身軽になった気分で、うーんと手足を伸ばす。

　現在、旅りよ館かんの部へ屋やにしつらえた祭さい壇だんにたまの加工された妖よう気きが転送されている真っ最中。三日後にはリリトベートの誕たん生じようだ。その後は、ペデラスティリアがリリトベートの監かん視し役やく兼教育係としてしばらく面めん倒どうを見てやる事になっている。いずれ女王リリトの座を受け継ぐ予定のリリトベートだ。今の内にしっかり手て懐なずけておけば、後のち々のちペデラスティリアにも何かと運が開けてくるはず。

「あ～……いい湯だわぁ……」

　一仕事終えた後の心地ここちよい解放感に包まれながら、ゆっくりと全身を湯に浸すペデラスティリアだった。
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　平日の昼下がり。駅前の路上。

　賀か茂も是これ雄おはいつものように机を出して「占うらない　一回五百円」の張り紙をすると、卓上のロウソクに火を点ともして椅い子すに腰を下ろした。

　霊れい能のう力りよく者しや一族の家庭に生まれ、自らも霊能力者である賀茂の、修行とバイトを兼ねた日々の日につ課かである。

　持ち前の霊視能力によって、物事の因果関係を距きよ離りおよそ半径百キロ、時間およそ過去一ヶ月から一週間後の未来までの範はん囲いで辿たどる事が出来るため、ちょっとした失うせ物もの捜しや簡かん単たんな未来の吉きつ凶きようであればかなりの精度で当てる事が出来る。料金は世間の相場からするとかなり安く、ゲームセンターの占いマシン並にもかかわらず、的中率が高いため評判もそこそこ良く、稼かせげる時は一日で一万円以上稼げる事もある。家が霊能力者稼か業ぎようなどという収入の不安定な仕事で貧乏なため、月の小こ遣づかいももらえない賀茂にとって、この路上占い師のバイトは貴重な収入源でもある。

「さてと……」

　セッティングを終えて椅子に腰を下ろすと、賀茂は駅前の人混みを一いち瞥べつした。

　……今日きようはあんまり稼げそうにないかな。

　歩いている人の顔ぶれを見ながら胸の内で呟つぶやく。

　占いなんかが好きなのは、やはり若い女の子だ。それも一人ひとりより数人連れのほうが、遊び感覚で気楽に立ち寄ってもらいやすい。こういうタイプの客は相そう談だん内容も他愛たわいのない恋愛相談などがほとんどで、占うほうとしても気が楽だ。だが視界に入ったのは男ばかり。しかも大半が三、四十代の勤め人といった格好だ。占い屋なんかに相談を持ちかける人種からは一番遠い存在である。そういう客もいないわけではないのだが、中年男性が占い屋に足を運ぶような事態というのは大たい抵てい、自分の会社が倒産しそうだとか夜逃げするのにいい方角はとか自殺した場合残された家族の将来はどうなるかとか、洒落しやれにならない重い相談事と決まっている。人の一生がかかったような相談をたった五百円で請うけ負うのはさすがにちょっと割に合わないので出来れば御ご免めん被こうむりたい。

　そんな事を考えながら駅前の人混みを眺めていた賀茂だが、不意にその中に見知った顔を見つけて反射的に目を逸そらした。

　中学からの馴な染じみで今も同じクラスの佐さ々さ木き律りつ子こ。

　黙だまっていればかなりの美人に入るはずで、校内でもそれなりにファンはいるようだが、「強引」という概がい念ねんを仮に擬ぎ人じん化かしたらこんな感じだろうかという押しの強さと、「野や次じ馬うま根こん性じよう」という観かん念ねんを戯ぎ画が化かしたらぴったり当てはまるであろう無責任な物見高さが相あい俟まって生み出される無む駄だな行動力は、賀茂にとっては頭痛の種でしかない。仕事中に顔を合わせたくない相手ナンバーワンだ。

　出来ればこっちに気付かずに通り過ぎていってくれはしないだろうかと、儚はかない期待に縋すがりながら顔を伏せる賀か茂も。

　しかし、現実は非情である。

　律りつ子こは遠くから賀茂の姿を見つけると、大きく手を振って近づいてきた。

「やっほー賀茂君」

　声を掛けられて無視するわけにもいかず、仕方なく顔を上げる賀茂。

「ああ、律子か」

　さも、声を掛けられて初めて律子の存在に気付いたかのような振りをする。

　律子はお客様用の椅い子すに腰を下ろすと、卓に肘ひじを突いて足を組む。

「今バイト中？　ちょっと話あったんだけど邪じや魔ましちゃ悪いかしら」

「そう言いながらどっかり腰を据すえてるのは何なんだ」

「いや、別に邪魔だったら後回しにするとは言ってないし」

「だったら聞くなよ……」

「邪魔じゃないかどうか一応聞いておくのは礼れい儀ぎでしょ？　贈おくり物ものもらった時に『つまらない物ですが』って言われて『つまらない物と思ったら寄よ越こすなよ』とか言っちゃう小学生じゃあるまいし、一いち々いちそんな事に引っかかってたら馬ば鹿かと思われるわよ」

　律子はそう言ってあしらうと、ずいっと身を乗り出した。そして周囲を憚はばかるように小声で囁ささやく。

「……そんな事より賀茂君、マッチョの教室って噂うわさ知ってる？」

「は……？　マッチョの教室？」

　きょとんとして聞き返す賀茂。

　律子は無む駄だに真ま面じ目めぶった顔で説明し始めた。

「一年生のとある教室で、ここ最近急きゆう激げきにマッチョが増加してるらしいのよ。しかもマッチョになるだけじゃなくて、ムダ毛が濃こくなったり髭ひげまでもじゃもじゃ生はえてきたとか」

「何だそりゃ……」

「気になるでしょ？　一体何が起こってるのかちょっと調しらべてみる気ない？」

「いや、そんな事調べてどうするんだよ」

「どうって何が起きてるのか把は握あくするんじゃない」

「だから把握してどうすんだ」

　呆あきれ顔がおで賀茂がそう言った瞬しゆん間かん、律子は大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「賀茂君って思った以上に愚おろかな大衆なのね」

「何だよいきなり」

「疑問を持ったらまずは調べる。それがどんな些さ細さいに見える事であっても。それが学問を前進させ科学と技術を発展させてきた原動力でしょ？　一見くだらない事に見えても、何の役に立つか分からなくても、不ふ思し議ぎだと思ったら分かるまで調べ抜く。そうする事で科学は進歩してきたのよ。それが何の役に立つかなんて事は、調しらべてみなくちゃ分かりっこない。けれど愚おろかな大衆は調べる前から『そんな事調べてどうするんだ』って馬ば鹿かにするのね。本当に馬鹿なのは自分たちなのに」

「っていうか、マッチョが増えてるなんて話、自分で調べりゃいいじゃないか」

「言われなくたってとっくに調べたわよ。マッチョ化した子達全員ストーキングして日ひ頃ごろどんなトレーニングメニュー組んでどんな食事摂とってどんなプロテイン飲んでんのかも全部チェックしたし、尿と血液サンプルも採ってステロイドとかの薬やく物ぶつ反応も調べたわ。でも全然分からないのよ。薬物反応はないし、特にトレーニングしてる気け配はいもないし。そもそも最適なトレーニングメニュー組んで最適な食事とプロテイン摂取したってこんな短期間で急きゆう激げきにマッチョ化出来るわけないし」

「尿とか血液のサンプルなんてどうやって採ったんだ……」

　相変わらず律りつ子この行動力は常人の理解を超える。

「とにかく。明らかに今の科学では解明出来ない不ふ思し議ぎな事が生じてるの。それだけは確たしかなのよ。となれば賀か茂も君の出番でしょ？　報ほう酬しゆうはちゃんと払うわよ」

　そう言って五百円玉を机の上に置く律子。

　しかし賀茂は受け取りを渋るように頰ほお杖づえを突いてぼやいた。

「確かに不思議かもしれないけど害があるわけじゃないし、それにあんまり学校で仕事したくないんだよなぁ……」

　霊れい視し能力なんて持っている事が周囲にバレると絶対に騒さわぎになるし、プライバシーを侵害されるんじゃないかと警けい戒かいされてみんなに避けられても困るので、校内では霊能力関係の話は一切秘密にしている。非常時や緊きん急きゆう時じならともかく、ただマッチョが増えているというだけでわざわざ動きたくない。

　だが律子は真剣な顔で賀茂の言葉に抗こう議ぎした。

「害がないですって？　それじゃ賀茂君アンタ、たまちゃんがある日突然髭ひげを生はやした剛毛マッチョになっても何も問題ないって言うわけ？」

「は？　何でたまちゃんが？」

「あるクラスってのはたまちゃんのいる１－Ｂ。そして謎なぞの剛毛マッチョ化現象は男子だけじゃなく女子にも起きつつあるのよ」

「いやちょっと待って。女子にも……？」

「そうよ。その内昔の共産圏で男性ホルモン打ってドーピングしてた女子オリンピック選手みたいに、胸がなくなったり声が低くなったり髭が生えたり生理が止まったりした子が出てくるかも知れない。そしてそれがたまちゃんかも知れない。もしそうなったら、この事態を知りながら何も調べようとしなかった賀茂君の責任なのよ！　それとも賀茂君は、ちっちゃくて可愛かわいいたまちゃんよりも、髭が生えたマッチョなたまちゃんのほうが好きだとでも言うの？　男になったたまちゃんと二人ふたりで男同士の禁断の恋の花園に踏み入って、背はい徳とくと悦楽の狭はざ間まで千ち々ぢに心を乱したいの？」

　無む駄だに熱あつい調ちよう子しで迫ってくる律りつ子こ。

「いや、さすがにそれはちょっと困るけど」

「でしょ？　たまちゃんがそんな事になったら困るでしょ？　じゃあやっぱり調しらべてみなくちゃ」

　得たりとばかりに笑う律子。

　何だか言いくるめられたような気もするが、しかしただマッチョ化するというだけでなく女子が男性化しているとなると、さすがにちょっと問題があるような気もする。放置しておいて後のち々のち何か起きたりしたら、少々気分が悪い。霊れい能のう力りよく絡みの話ではなさそうだが、一応念のため軽く霊視してみるくらいはしておいたほうがいいかも知れない。

「分かった。取りあえず帰ったらたまちゃんにも話聞いてみて、明日あすの放ほう課か後ごにでも調べに行ってみるから」

　賀か茂もはそう言ってうなずくと、律子の出した五百円玉を受け取った。

　それを見て律子が立ち上がる。

「よし。んじゃまずはたまちゃんの話を聞きに行きますか」

「え？　今すぐ？」

「当然でしょ。お金受け取ったんだからすぐ仕事にかかってくれなきゃ困るわよ」

「いや、でもその教室見に行くのは明日の放課後なんだし、たまちゃんの話を聞くのは別に急がなくても今夜で充分……」

「ダメよ。今夜のウチの晩御飯は牛ぎゆう鍋なべなんだから。人の目を盗んで一人ひとりで肉ばっかり喰くう不届き者が江え戸ど中じゆうを跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているこの荒すさんだご時世に鍋奉行たる私が抜けたりしたら、奉行所の面目丸まる潰つぶれで将軍様に合わせる顔がないわ」

「いや、別に律子が来なくても……」

「何言ってんの。仕事の話ならあぶでる様も同席するでしょ。普通に遊びに行ってもたまちゃんとお喋しやべりして帰るだけで終わっちゃうけど、賀茂君に仕事を依頼したという形を取れば確かく実じつにあぶでる様がついてくる！　そのためにこちとらわざわざ五百円も払ってんのよ！　なのにその私が行かなくてどうすんの！　それにそもそも依頼者の私がいなかったら何聞いたらいいか分かんないでしょうが！」

「いや、でも今アブデルいないぞ」

　賀茂がそう言った途と端たん、律子はキョトンとしたように動きを止めた。

「へ？　外出中？　どっかの即売会にでも行ってんの？」

「そうじゃなくて、実はこないだボクがたまちゃんと契約して力を使った事で、守しゆ護ご対象の人間が悪あく魔まと契約を交わした責任について呼び出しを喰くらったとかで、数日前から天界に帰ってるんだ」

「ええ？　何それマジで？　いつ戻るのよ？」

「形式的なものだからそんなに時間かからないはずって言ってたけど、いつ戻るかははっきりとは……」

「とにかく今はまだいないわけね？」

「うん。地上に戻ってきてたら、こっちに流れ込むアブデルの霊れい力りよくが増えるからすぐ分かるはずだし。今はまだ帰ってきてないよ」

「そっかー。じゃあいいや。また今度にするわ」

「え？」

「それじゃ、お仕事の邪じや魔ましちゃ悪いし私はこれで。明日あすの放ほう課か後ごよろしくね」

　アブデルが不在と分かるや否いなや、急に物分かりのいい態度に変わって去っていく律りつ子こ。

「いや、ちょっと……」

　賀か茂もは調ちよう子しを狂わされて思わず呼び止めかけたが、考えてみれば律子の依頼はどうせ明日学校でしか出来ないのだし、今は帰ってくれるならそのほうが有あり難がたいと思い直して口を噤つぐんだ。

　そのままホッとした気分で占うらないのバイトを続けた賀茂だったが、その後家庭持ちの中年男性客からの重く暗い深刻な内容の身の上相そう談だんが五件も続き、これなら律子に居座られてバイトどころじゃなくなってたほうが気が楽だったとぐったり後悔しながら帰宅する羽は目めになるとはこの時は思いもしないのだった。
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　翌日の放ほう課か後ご。

　賀か茂もは昨日きのう律りつ子こから請うけ負った仕事の都合で、１－Ｂの教室前に来ていた。

　隣となりには依頼者である律子。

　一いつ緒しよに教室の戸を開けると、中から小学生のような小こ柄がらで可愛かわいらしいショートカットの女の子が嬉うれしそうに手を振ってきた。

「あ、賀茂さんに律子さん」

　このクラスの生徒で賀茂の家に居い候そうろう中の悪あく魔まっ娘こ、桂かつらたまである。向かいに座っているのは猫耳娘の鍋なべ島しま真ま央お。元は身寄りのない化け猫娘だが、律子に引き取られてたまと同じクラスに放り込んである。教室に鍵かぎを掛けられたりしないよう、二人ふたりに残ってもらう事にしておいたのだ。すでに他ほかの生徒達は全員下校していて、教室にはたまと真央以外は誰だれもいない。

　真央が猫耳を隠すために被かぶっている帽子を暑苦しそうに脱ぎながら、目を輝かがやかせて尋たずねてくる。

「それで、何やるの？　何か面おも白しろい事？」

「そうよ。超面白い事が始まるから期待してなさい」

　無責任に期待を煽あおる律子。

　賀茂がやる気なさそうに肩を竦すくめた。

「いや、ちょっと部へ屋やの中霊れい視ししてみるだけで、別に面白い事は……」

　しかし、何か面白そうな事が始まりそうな期待を煽られた真央は、そんな賀茂の言葉にも興こう奮ふん気味に食いついてくる。

「霊視？　何か捜すの？　私も捜し物得意だよ！　何捜すの？　競きよう争そうする？」

「いや、捜し物じゃなくて……」

　律子が割って入った。

「こないだからここのクラスにマッチョが急増してるって言ってたでしょ？」

「うん。律りっちゃんが調しらべてた奴やつでしょ？」

「あれ結局原因よく分からなかったから、賀茂君のうさんくさい力でちょっと別角度からアプローチしてみようかと思って頼んだのよ」

「なんだ。つまんない」

　一気に興味が失うせた様よう子すで机に伏せる真央。

　律子が取りなすように言う。

「まあ、所しよ詮せん賀茂君のやる事だからね。面白い事っつってもこのくらいが限界なのよ。これでも本人は頑がん張ばってるんだから、あんまりいじめないであげて」

「そもそもボクは面白いなんて一言も……」

　不本意な顔で呟つぶやく賀茂。

「……まあとにかくざっと『見る』だけ『見て』さっさと帰ろう」

　気持ちを切り替えて軽く精神を集中すると、霊れい視しの『眼』を開いた。それと同時に目の前に見えている物と関かかわりのある様さま々ざまな因果関係が視覚的なビジョンとなって現れる。物理的な因果関係、人の意志が己おのれの肉体を通じて物に働きかける因果関係、人間同士の関係、そして、それら通常の俗世の因果関係に脇わきから直接影えい響きようを与えてねじ曲げる霊的な影響力……。

　そこで賀か茂もはハッとした。

　明らかに、通常の俗世的な因果関係に脇から影響を及ぼして正しい因果関係を搔かき乱そうとする力が『見え』た。しかしその力は特定の目的のために使われている様よう子すはなく、ただ漠ばく然ぜんと漂っているだけ。妖よう気きだ。因果関係に直接影響する力を魔ま力りよくや霊力と呼び、特定の目的のために方向付けられずに漠然と漂っているだけのものは妖気や霊気と呼ぶ。妖気や霊気は特定の目的に向けて方向付けられていないため、作用する力が弱く、わずかに因果関係を歪ゆがめる程度で現実に影響を及ぼす事はほとんどない。精せい々ぜいで悪お寒かんがしたりする程度だ。賀茂が見つけたのもそれと同じ、極ごく々ごく漠然とした妖気。こんなものはそこらに漂う人じん畜ちく無む害がいな浮遊霊や妖怪が通りかかった際に残していく足跡のようなものであって、別段珍しいものではない。放っておいてもいずれ風に吹き散らされ、太陽の光の下で浄化されてしまうようなものだ。

　しかし。

　……こんな弱い妖気が残ってるなんて。

　賀茂は首を傾かしげた。

　妖気や霊気といった霊的な物は、生きた生身の実体とは相あい性しようが悪い。多くの人が出入りする場所というのは妖気や霊気や浮遊霊などが人にくっついて集まりやすい反面、集まった妖気や霊気もあっという間に吹き散らされて消えてしまうのが常だ。なのにこんな、うっかりしたら見逃してしまいそうなほどの弱い妖気が残っているという事は、ついさっきまでこの妖気の持ち主がここにいたと考える他ほかはない。

　賀茂は念のため、振り返ってたまを『見た』。たまは見た目の可愛かわいらしい外見とは裏うら腹はらに強力な力を持ったＳ級悪魔であり、過去に自分の知らない間に妖気を漏らして周囲に大きな被害を与えた事がある。今は妖気を外に漏らさないようにする事だけは完全にマスターしているので無害なはずだが、何かの弾みにうっかり漏らしてしまうような事でもあったのだろうか。

　だが、たまを『見て』も異変はない。妖気を漏らしたのであれば、たまの衣服などにも妖気が付着したまま残り、因果関係がぐちゃぐちゃに搔き乱されて賀茂の『眼』では何も『見え』なくなるはずだ。漏らした妖気がほんの少量で、賀茂の霊視が通用する程度であったとしても、そこには通常の因果関係が妖気によって歪められた様子が『見て』取れるはず。しかしその種の異常は何もない。

　……まあ、たまちゃんのわけないか。

　たまの妖気は、ただ漠然と漂って周囲の因果関係を歪めるだけでも容易に人を病気にしたり命を奪う程の強さがある。たまが漏らしていたのだとしたら、賀茂が見つけたような微かすかな妖よう気きで済むはずはない。

　賀か茂もはついでに隣となりの真ま央おも見てみた。真央は病気で死ぬところを飼っていた化け猫に助けられ、魂たましいを飼い猫の体へと移してもらって生き延び、その後無む意い識しきに人に化けた事で今の姿になっている。一応体は化け猫なので、妖気を発する事が絶対にないとは言い切れない。

　だが、真央にも異常なし。

　となると、生徒の誰だれかからか。

　賀茂はさっきの微かすかな妖気に『眼』を戻すと、過去の因果系列を辿たどってみた。すると、三十分も遡さかのぼらないうちにすぐ妖気の主が『見え』た。このクラスの男子生徒。がっしりした肉付きで、随ずい分ぶんと体格がいい。一年生とは思えない体だ。賀茂はその男子生徒に『眼』を移すと、正体を探ってみた。目の前にいるわけじゃないのであまり細かく『見る』事は出来ないが、人間かどうか見分けるくらいは難むずかしい事ではない。

　しかし。

　……正しよう真しん正しよう銘めいの、ただの人間だな。

　賀茂は首を傾かしげた。明らかに普通の人間。タチの悪い霊れいに取とり憑つかれたような様よう子すもなく、妖気を発するような要素は何もない。にもかかわらず、目の前の妖気は明らかに彼が漏らしたものだ。

　……どういう事だ？

　賀茂は怪け訝げんそうな面おも持もちで再び教室内を『見』回した。

　すると、教室の隅すみにまたしても微かな妖気。強さといい因果系列への影えい響きようの仕方の癖くせといい、たった今調しらべたのと同じ物だ。

　だが、その妖気を漏らした主を辿ってみると、今度は別の男子生徒に行き着いた。彼もさっきの男子生徒同様、筋肉ムキムキで高校生離ばなれした体をしている。そしてやはり、妖気を漏らすような要素は全くない、ごく普通の人間だ。

　奇妙に思って、もう一度丁てい寧ねいに教室内を点検してみた。

　すると、あるわあるわ、最初は気付かなかった微かな妖気が教室中あちらこちらに見つかった。しかも、その妖気の主が全部別人だ。奇妙な事に、何故なぜか全員が高校生とは思えないようなすごい筋肉をしている。中には女子も数名いたが、彼女たちも男子顔負けの筋肉である。更さらに喉のど仏ぼとけが突きだし口元の産うぶ毛げも髭ひげのように濃こく、制服や髪がなければ一いつ瞬しゆん女と分からないほどだ。

　そこで賀茂は、律りつ子こから受けた元々の依頼の内容を思い出した。

　最近この教室で急きゆう激げきにマッチョが増えているという話。そして律子が調べても原因が突き止められなかったという。

　……まさかマッチョ化の原因に、何か霊的な要素が働いてる？

　マッチョ化させる呪じゆ詛そとかマッチョ化祈き願がんのおまじないとか、そんなものがあるのかどうか知らないが、しかしとにかくこの妖よう気きとマッチョ化との間には何らかの関係があると見るのが一番自然な状況だ。

　律りつ子こが聞いてきた。

「どうよ賀か茂も君。何か分かりそう？」

「まだはっきりとは分からないけど……」

　曖あい昧まいに答えながら、賀茂は時間を遡さかのぼって終礼中の教室の様よう子すを『見て』みた。

　……マッチョ化率が高いほど妖気が強いな。

　全員揃そろっている状態で順番にしらみつぶしに見ていく。マッチョ化した人間を目の前に置いて直接『見て』いるわけではないので妖気とマッチョ化の関連性は今ひとつ辿たどりづらいが、少なくとも筋肉が多いほど妖気も多くなる傾向なのは間違いなさそうだ。

　……妖気が一番多い奴やつが感染源なのか？

　そんな事を考えながら生徒一人ひとり一人をしらみつぶしにチェックしていた賀茂は、ふと妙な物を見つけた。

　……『見え』ない奴がいる？

　クラス全員という事は当然たまも含まれるのだから、強力な妖気に阻はばまれて霊れい視し出来ない者がいるのは予あらかじめ分かっている。だが、たまとは別にもう一人、賀茂の『眼』では『見え』ない者がいる。場所は黒板前。一体何者だ？

「たまちゃん。今日きようの終礼の時に教室の前に立ってた人って誰だれだか分かる？」

「え？」

　突然質問されたたまは、キョトンとした顔で首を傾かしげる。

「担任の先生だけですけど……？」

　そう言って確かく認にんするように真ま央おを見るたま。

　真央もうなずく。

「そうだよ。こないだから代理で来てる先生」

「代理？」

　聞き返す賀茂。

　たまがうなずいた。

「前の先生が産休でお休みするから、二学期から代わりの先生になったんです」

「始業式で挨あい拶さつしてたでしょ。憶おぼえてないの？」

　真央が非ひ難なんがましい目を向ける。

「そういやいたっけな。このクラスだったのか」

　新任の先生の挨拶なんて、自分のクラスの担任になるのでもない限りいちいち真ま面じ目めに聞かないので忘れていた。大学を出たばかりといった感じの若い女の先生だった覚えがある。

　二学期になってから新しく来た教師、最近になって突然増えだしたマッチョ、そして謎なぞの妖よう気き。どう考えてもその新任教師が怪あやしい。

　……一度きちんと調しらべてみる必要があるな。

　妖気が強すぎて霊れい視しも出来ないような強力な相手。本当ならアブデルが戻ってくるまで手を出すのは待ちたいところだ。だが、アブデルはいつ戻るか分からないし、すでに生徒達に影えい響きようが出ている以上放置しておくわけにもいかない。問題は、霊視出来ない相手をどうやって調べるかだが……。

　賀か茂もが考え込んでいると、律りつ子こが口を挟んできた。

「どうしたの？　その新しい先生がマッチョ化の犯人なの？」

「いや、まだ断定は出来ないけどもしかしたら関係あるかも……」

　調べている最中にごちゃごちゃうるさく聞かれても邪じや魔まなので、妖気の事などは伏せて曖あい昧まいに答える賀茂。

　律子は一人ひとり合点してうなずく。

「……そういやマッチョ化しだした時期と先生替わった時期って一いつ緒しよなのよね。新しい先生は別にマッチョじゃなかったからノーチェックだったわ。私とした事が……」

　小さく舌打ちすると、気持ちを切り替えるようにパンと手を叩たたく。

「よし！　それじゃこれからその先生を尾行する事に決定ね！　今から職しよく員いん室しつ前に張り込みに行くわよ！」

　そう言うが早いか教室を出て行く律子。

「あっ！　待ってよ律りっちゃん！」

　真ま央おが慌あわてて追いかける。

「あっ、あの……っ」

　たまが、どうすべきか迷ったように律子の背中と賀茂を見比べた。

　賀茂は諦あきらめたように肩を竦すくめる。

「どうせ止めてもムダだし、取りあえず行っとこう。教室内は大体もう『見』終わったし」

　どっちみち、新任教師は纏まとう妖気が強すぎて霊視出来ない。正体を摑つかむには直接尾行でもする他ほかはない。尾行をするなら、男が一人で若い女教師をつけるのは何だか変態ストーカーみたいで怪しいし、律子でも何でも一緒にいたほうがバレた時に多少なりとも誤ご魔ま化かしやすい。それに律子は昔賀茂が貸してやったアブデルお手製の魔ま除よけの銀の十字架を未いまだに返さないで肌身離はなさず持っている。たまの妖気からも身を守れる代しろ物ものだから、あの新任教師が妖気を漏らしたり何かの術を掛けてきたとしてもまず心配はないはずだ。律子が一緒に尾行してくれるというならメリットのほうが大きいはず。真央も元々は化け猫の体だから妖気の影響は受けにくいし、実際マッチョ化の兆候は今のところ全く出ていない。念のため簡かん単たんな護ご符ふでも作って持たせておけば、まず大丈夫だろう。たまは自分の強烈な妖気によって他の妖気や魔力の影響は全すべて搔かき消してしまうから、新任教師の妖気や謎なぞのマッチョ化など心配する必要はない。

　賀か茂もはたまを促うながして教室を出ると、鍵かぎを掛けてから律りつ子こ達の後を追いかけた。




　日も暮れて暗くなった一駅離はなれた隣となり町まち。

「ここだな……」

　職しよく員いん会かい議ぎその他諸もろ々もろの仕事を終えて下校した新任教師の後をつけてきた賀茂たちは、数年前に廃校になってそのまま放置されたままの薄うす暗ぐらい中学校の校舎を見上げた。ただでさえ夜の学校というのは薄気味悪いものだが、廃校となったままずっと放置されている汚れた校舎が夜の闇やみに黒々と聳そびえ立っている様よう子すは一いつ層そう不気味な感じを増している。女教師は仕事が終わると真まっ直すぐにここへ来て、中に入っていった。

　たまが怯おびえたように賀茂の腕にぎゅっとしがみつく。

「先生、こんなとこに何の用なんでしょう……？」

　怯えるたまとは対照的に、真ま央おは興きよう味み深ぶかそうな顔でキョロキョロと辺あたりを見回す。

「あれ？　ここって何か見覚えあるよ私。来た事あるかも」

　そう言って匂においを嗅かぎつつ耳をぴょこぴょこ動かした。

　賀茂が答える。

「真央が猫から人の姿になった場所だよ。ボクも真央に拾われた後、しばらく一いつ緒しよにここに住んでたろ」

「あっ、そうそう！　昔の私のお家うちだよ！　何であの先生、勝手に私の家に入ってんの!?」

　思い出すと同時に腹を立て出す真央。

　それを聞いて律子が興味をそそられた様子で尋たずねる。

「へー、そうなんだ。ここで真央ちゃんが化けたって事は、何かそういう化け猫製造所みたいなとこなの？」

「元々たまちゃんの漏らした妖気の溜たまったスポットの一つで、そこに菜な間まさんが細工して、年取った動物の妖よう怪かい化かを促進するようにしてあったらしい」

　賀茂はそう説明してから、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「でも一体何の用事でこんな場所に……？」

「たまちゃんの漏らした妖気に用があんじゃないの？　妖気纏まとってて霊れい視し出来ないって事は、あの先生も妖怪だか魔ま物ものだかのお仲間なんでしょ？」

「だけどたまちゃんの妖気は以前ボクとアブデルで祓はらっちゃったから、今はもうただの廃校でしかないはずなんだけど……」

　そう言いながら、中に入る前に念のため『眼』を開いて校舎を霊視してみる賀茂。

　そこで思わずハッとする。

　校舎全体を微かすかに妖気が覆おおっているのが『見え』た。

　……あの若い新任教師の仕し業わざか？

　放置された廃校、しかも中には過去にたまの妖よう気きに中あてられて死んだ動物の死し骸がいなども打ち捨てられているという状態なので、祓はらった後で再び自然発生的に漠ばく然ぜんと妖気が漂い出しただけの可能性もなくはない。だが、あの教師は直接霊れい視しする事が出来ないくらい濃こい妖気を纏まとっている。明らかに人ではない。それがこの廃校で何かをしているとしたら、この妖気だってその影えい響きようだと考えた方が自然だ。侵入者に備えて罠わなが仕掛けられている可能性もあるし、少し丁てい寧ねいに『見て』おいた方がいい。

　そう考えて改めて精神を集中すると、少し時間を遡さかのぼって校舎の周辺を『見て』みる。すると、男が一人ひとり、学校内に侵入したのが『見え』た。ボディビルでもやっているのか、随ずい分ぶんと体格のいい男だ。更さらに時間を遡るともう一人。もっと遡るとまた一人。あの新任教師がここへ来る前一時間程の間に三十人近くが集まっているのが『見え』た。しかも全員揃そろいも揃ってムキムキマッチョだ。仲間なのか。それとも、彼らも１－Ｂの生徒達と同じように何らかの術で突然マッチョ化させられたのだろうか。どっちにしろ、人数でも体格でも相手の方が勝まさるところへ迂う闊かつに踏み込むのは賢けん明めいとは言えない。今日きようのところはこの場所が突き止められただけでよしとして、一いつ旦たん引き返したほうが良さそうだ。

　賀か茂もがそう判断してみんなのほうを振り返ろうとした時、不意に足音がした。

　それと同時に、まだ開いていた霊視の『眼』に、微かすかな霊力を持った人ひと影かげが『見え』る。

　ハッと身構える賀茂。

「誰だれだ！」

　思わず強い口く調ちようで問とい質ただすと同時に、浄きよめの塩を入れた小瓶を咄とつ嗟さに右手に構えた。

　賀茂の声に反応して律りつ子こと真ま央おが咄嗟に臨りん戦せん態勢を取り、たまが賀茂の後ろに隠れる。

　だが、街灯で照らされた人影を見て賀茂は思わず眼をぱちくりさせた。

「あれ？　その顔、確たしか……」

　人影のほうも賀茂を見て驚おどろいたように立ち止まる。

「あなたは高校生どころか現役ナンバーワン霊能力者の賀茂さん！　まさかこんなところで出会うとは！」

　水晶の振り子ペンデユラムを手に持ち、キザな感じにウェーブした髪を軽く乱しながらこちらを見つめるその顔は、元・自称高校生ナンバーワン霊能力者の芦あし屋や浩ひろ満みつ。以前、賀茂が霊能力者関係の業界誌に載ったのに嫉しつ妬として一方的に勝負を挑んできた事のあるハタ迷めい惑わくな男だ。

　律子が芦屋の顔を見て思い出したように言う。

「あれ？　アンタ確か以前賀茂君に体育倉庫で裸に剝むかれてた……」

「おや、ボクの事を知っているのかい？　そう。賀茂さんの圧倒的な実力の前に完かん膚ぷ無きまでに叩たたきのめされてようやく自分が蛆うじ虫むし以下の存在だという事に気付く事が出来た愚おろかで憐あわれで惨みじめな男！　それがこのボク、芦屋浩満さ！」

　何故なぜか得意げに髪を搔かき上げながら、気取った調子で卑ひ屈くつすぎる名乗りを上げる芦屋。

　賀か茂もはめんどくさい奴やつと出くわしたなぁと内心溜ため息いきをつきつつ、無視するわけにも行かないので仕方なく尋たずねる。

「こんなとこで何やってんだ？」

　芦あし屋やは賀茂のほうに向き直ると答えた。

「実は最近、妙な現象が起きていまして……」

「妙な現象？」

「はい。ごく普通の人がある日突然トップボディビルダーのようにマッチョ化するという現象で」

「マッチョ化？」

　思わず聞き返す賀茂。

　芦屋は真ま面じ目めな顔でうなずく。

「はい。しかも、マッチョ化した人間は皆うっすらとした妖よう気きを纏まとうようになり、術にかかりにくくなるのです。つい先日も、恋人に振られたという女から『元恋人に、公衆の面前で全裸でドジョウすくいを踊らせて欲しい』という依頼を受けたのですが、このターゲットもマッチョ化していて妖気を纏っており、なかなかこちらの術が効かず、これはマッチョ化現象の謎なぞを解くほうが先決だという事で、尾行して身辺調ちよう査さをしていたのですが……」

　芦屋は呪じゆ詛そ呪殺系の裏うら稼か業ぎようが専門だ。蠟ろう人にん形ぎようを使って標的の体を自在に操あやつる事が出来る。かかってしまえば非常に強力な術だが、芦屋本人の霊れい力りよくは正直言って一般人に毛が生はえた程度なので、狙ねらう相手の髪の毛を入手した程度では術を掛ける事は出来ない。何度も暗示をかけて精神的優ゆう位いに立ち、相手に対する影えい響きよう力りよくを何倍にも増幅させてようやく操れるようになる。そんな芦屋にとっては、たとえ微かすかな妖気であっても大きな障害だろう。

「要するにそのターゲットの男がこの廃校舎に入ってったって事か……」

　賀茂は再び薄うす暗ぐらい校舎を見上げた。

「さっき霊視して様よう子すを探った時、三十人くらいの男が集まってたんだ。全員すごい筋肉してたけど、あの中の一人ひとりがそのターゲットだとしたら、他ほかの連中もここ最近マッチョ化したのかな……」

「ところで賀茂さんはどうしてまたこんなところで？」

「ああ、いや実はウチの学校で急にマッチョが増えだしたクラスがあってさ。様子を調しらべたらどうも変な妖気の痕こん跡せきがある上に、最近そのクラスの担任になった先生が凄すごい妖気を纏ってて正体が全然『見え』ないんだ。それで怪あやしいと思って後をつけてきたんだけど……」

「なるほど！　つまりその教師がこのマッチョ化現象を引き起こしている犯人というわけですね！　まさか天下の賀茂さんがこのボクと同じ目的で動いているとは、何という幸運！　こんな心強い事はない！　早さつ速そく乗り込んでその教師をぶちのめして、こんな術はさっさと解かせてしまいましょう！」

　虎とらの威いを借かる狐きつねといった感じで一気に調ちよう子しづく芦あし屋や。そのまま勢いよく校舎の門を乗り越えようとする。

　賀か茂もは慌あわてて引ひき留とめた。

「いや、ちょっと待てって。関係があるのはほぼ間違いないと思うけど、直接の犯人かどうかもまだ分かってないし、その先生がマッチョ化させてるとしても何の目的なのかも分からないのに……」

　第一、もしあの教師が何か悪い事を企たくらんでマッチョ化させているのだとしても、あんな強力な妖よう気きを纏まとっているような相手に真っ正面から喧けん嘩かを売るなんて自殺行為だ。妖気の強さはたまと同等。まともにやりあって勝てる相手じゃない。アブデルはまだ戻っていないのだ。元々安定して引き出せるのはアブデルの本来の力の一パーセント程度でしかなかったが、今使えるのはは体感で更さらにその千分の一。たったの〇・〇〇一パーセントである。それでも賀茂自身の霊れい力りよくと比べればずっと強いが、これでは精せい々ぜいでその辺の鎮ちん守じゆの神様と同じ程度だ。そこらの平凡な妖怪程度ならともかく、たまと同等の妖気を漂わせるような相手に不用意な真似まねは出来ない。

　その時、不意に校門の向こう側に人ひと影かげが現れた。

　長い髪を夜風にたなびかせ、スーツの上からでもはっきり分かるグラマーなボディを揺らしながら姿を見せたのは、賀茂たちが尾つけてきた新任女教師。

　……いつからそこに？

　真ま央おの耳や鼻ですら気付かないほど突とつ如じよとして出現した女教師に、賀茂は虚きよを突かれて動きを止めた。

　女教師は皆の顔をぐるりと見回す。

「マッチョ化の原因を調しらべてるのね」

　そして、艶つややかな唇の端はしをきゅっと上げて笑った。

「私の仕し業わざよ。私があのマッチョ化の、直接の実行犯」

　あっさりそう認めると、「それでどうするつもり？」とでも言いたげに婉えん然ぜんと微笑を浮かべる。

　突然の出現に唐突な自供。

　賀茂は相手の意図が読めずに内心動揺する。

　だが、こちらを動揺させる事自体が狙ねらいなのかも知れない。精神的に主しゆ導どう権けんを握る事は相手に対する影えい響きよう力りよくを増す事。精神的優ゆう位いに立つ事で、霊的な力の作用は本来の何倍にもなるのだ。

　賀茂は軽く冷や汗を浮かべながら、なるべく平静を装よそおって問とい質ただした。

「目的は何だ？　マッチョ化させた連中をこんな場所に集めて何を企んでる？」

　女教師は軽く肩を竦すくめると、呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「新任教師だからって舐なめられてるのかしらね。先生に向かってその口の利き方はないでしょう？」

「教師なんかになりすまして学校内に入ってきて、何が目的なんだ？」

　相手のペースに巻き込まれないよう警けい戒かいしながら、改めて問とい質ただす賀か茂も。

　女教師は再び肩を竦すくめると苦笑した。

「そういきり立たないで。男の子なら誰だれだって鍛きたえ上げた肉体に憧あこがれるものでしょう？　誰にも迷めい惑わくなんかかけてないわ」

「女子までマッチョ化してるじゃないか！　気付いてないのか？　ただマッチョ化しただけじゃなく男性化してるんだ！　髭ひげまで生はえてきてる子だっているんだぞ」

「男の子になっているのだから問題ないでしょう？　女子のままマッチョになったら嫌いやがるかもしれないけど、男の子ならマッチョになれて喜ぶはずだもの」

「ふざけるな！　一体何のためにそんな事を……」

　女教師は夜空を見上げた。そして、遠い月を眺めながら独り言でも呟つぶやくように言う。

「……私はね。独占欲が強いのよ」

「……？」

　話が見えず怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる賀茂。

　女教師は続ける。

「この世の全すべての男を自分の物にしたいのね。そのためにはこの世で女は私だけになればいい。だから、世界中の人を全て男の人に変えてしまう事にしたの。マッチョ化はそのついで。私、逞たくましい方が好みだから」

「は……？」

　分かるような分からないような無む茶ちやな理屈に、世界中の人間が標的だという予想外のスケールの大きさ。賀茂はどう反応していいのか分からなくなって言葉を失う。

　女教師は視し線せんを下げると自分の両手を見つめた。

「だけど、今の私じゃ残念ながら少し力が足りないの。私を生み出すのに使われた妖よう気きの量が予定よりも少なくて、不完全なまま生まれてしまったから。世界中を逞しい男に変えてしまうためには、もっと力が必要なのよ」

　生み出すのに使われた妖気が足りなかった？　どういう意味だ？　纏まとっている妖気の量から人間じゃない事は分かっていたが、一体何者だ？

　賀茂が尋たずねようとした時、女教師は先手を打つようにニヤリと笑った。

「……だから、元の妖気の持ち主に力を分けてもらおうと思って、近づくためにわざわざ先生なんかになりすましたの」

　そう言った瞬しゆん間かん、女教師の姿が消えた。

　それと同時に背後で上がるたまの悲鳴。

「きゃあっ!?」

「たまちゃん!?」

　ハッと振り向くと、女教師がたまを捕まえて抱え上げていた。

「本当はもっと親しくなってから連れて行くつもりだったけど、まあいいわ。このまま連れて帰りましょう」

「たまちゃんを離はなせ！」

「離せないわ。私はこの子の妖よう気きから生まれた。この子はいわば、私の半身だもの。本来、一いつ緒しよにいるべきなのよ」

　女教師はそう言うとパチンと指を鳴らした。

　それと同時にどこからともなく現れるマッチョな男達。霊れい視しした時に『見え』た連中だ。賀か茂も達の前に立ちはだかる。

「コイツら……！」

　思わず立たち竦すくむ賀茂に、女教師が余裕たっぷりに説明する。

「増えた筋肉の量に比例して私への忠誠心も上がるようになってるの。彼らは今のところ最もマッチョで最も忠誠心の高い、いわば親しん衛えい隊たいね」

　その言葉の通り、ボディビルの世界大会に出ても違和感なさそうなとんでもない体つきばかりだ。まるでゴリラか熊くまみたいなサイズと重量感。とてもじゃないが、正面からは突破出来そうにない。

　圧倒的な筋量に一いつ瞬しゆん怯ひるんだその瞬間、女教師が賀茂に向かって投げキッスをした。それに乗せて強力な魔ま力りよくがこちらに向けて放たれたのが『見え』る。

「なっ!?」

　想像以上の強大さに思わず目を見張る賀茂。アブデルの霊力を引き出す暇ひまはない。

「くそっ！」

　咄とつ嗟さに護ご身しん用ようの札をポケットから取りだすと、己おのれの全身全霊の霊力を込めた。そして向かってくる魔力に対し、斜め四五度の角度で受け流す。アブデルの強大な霊力を制せい御ぎよしてきた経けい験けんがあるお陰で、大きな力の扱いは多少慣なれている。真っ正面から向かってくる魔力の向きをわずかに逸そらす程度なら、自分だけの霊力でも何とかなる。

　ところが。

　受け流したちょうどその先に芦あし屋やがいた。

「しまった……っ！」

　芦屋の霊力は賀茂よりずっと劣る上、そもそも除霊が主な仕事の賀茂と違って呪じゆ詛そ呪殺系の仕事がメインの芦屋には魔力を祓はらい除のけるような技術も経験もほとんどない。

　なすすべもなく固まる芦屋に、女教師の放った魔力が真っ正面から激げき突とつした。

　それと同時にボンと破裂音のような物が響ひびき、芦屋の服が細切れに裂けて吹っ飛ぶ。

「大丈夫かっ!?」

　思わず駆かけ寄る賀か茂も。

　だが、芦あし屋やの姿を見てギョッとして足を止める。

　破れた服の下から現れたのは、はち切れんばかりに肥大した巨大な筋肉の塊かたまりのような体と、それをびっしりと覆おおう針金のような剛毛。さっきまでの、細身でどちらかといえば華きや奢しやな印象だった芦屋の面おも影かげはどこにもない。

「こ、これは……」

　啞あ然ぜんとして芦屋を見つめる賀茂。

　その時、丸太のように太くなった芦屋の腕が賀茂に向かって伸びた。そのまま賀茂の右腕を摑つかまえる。

「なっ、何するんだ！　離はなせ！」

「すいません！　離せません！」

「離せませんってどういう事だ！」

「賀茂さんに向かってこんな真似まねしたら、あの化け物級の霊れい力りよくで魂ごと消滅させられるのは分かってます！　でも仕方ないんです！　あの人の邪じや魔まはさせられない！」

「あの人の邪魔!?」

「すぐそこにいるあの人です！　あの美しい女の人！」

　女教師を目で示す芦屋。

　そこで賀茂はさっきの女教師の言葉を思い出してハッとする。筋肉量に比例して忠誠度が上がると言っていた。そしてこの芦屋のはち切れんばかりの肉体。これだけ筋肉を増やされてしまっては、完全にあの女教師の言いなりだ。

　以前アブデルの霊力を見せつけて脅おどしたらあっさり態度を翻ひるがえしてみっともなく命いのち乞ごいしてきた姿からは想像も出来ない、命いのち懸がけの決死の表情。あの芦屋が、死を覚悟してまで抵抗するなんて。

　女教師は、動けない賀茂を見ながら勝ち誇ったような顔で髪を搔かき上げた。

「それじゃ、そろそろお別れにしましょうか。この子が手に入った以上、この町にいる理由はもうないし」

　その時、不意に女教師の背後で声がした。

「残念だけどそうはいかないわね」

「律りつ子こさん！」

　たまが驚おどろきと安あん堵どの入り交じった顔で振り返る。

　いつの間にか律子がマッチョの壁かべをなぎ倒して、女教師の背後を取っていた。

「この展開はこれはこれで面おも白しろいから野や次じ馬うまとして成り行きを見物していたいのは山々なんだけど、たまちゃん攫さらわれちゃうのを何もしないで見てたとなると、あぶでる様が帰ってきた時に怒られちゃうからねー」

　女教師の肩を摑つかまえながら、緊きん張ちよう感かんのない声で言う律りつ子こ。

　だが、律子がたまを奪い返そうと手を伸ばしたその瞬しゆん間かん。

　女教師の体がドロンと煙になって消きえ失うせた。

　律子の手には、女教師の着ていたスーツだけが残る。

「律ちゃん！　上！」

　真ま央おが叫んだ。

　上を見ると、校舎の三階くらいの高さに浮かんだ女教師の姿。スーツを脱ぎ捨てて、大きく肌を露ろ出しゆつした真っ黒いボディスーツ姿を晒さらしている。顕あらわになった背中から伸びた蝙蝠こうもりのような黒い羽根を隠そうともせず、大きく悠ゆう々ゆうと広げて羽ばたく。艶つややかな髪が羽根の起こした風に揺れ、山羊やぎのような角つのが二本覗のぞいた。

「ごめんなさいね。でもそのあぶでる様とやらと一いつ緒しよにマッチョになって私の僕しもべになれば、きっともう怒られる心配なんて不要になるわ」

　女教師は上空で余裕たっぷりに微笑を浮かべる。そして、からかうように芦あし屋やを指さした。

「言い忘れてたけど、それ、伝染うつるから」

「え？」

　賀か茂もが問い返した瞬間、摑まれていた右腕の袖そでがボンと音を立てて爆はぜた。そしてその下からは、賀か茂も自身の太ももよりも太い腕が姿を現す。
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　マズい！

　このまま全身がマッチョ化したら、あの女教師の言いなりになってしまう！

　慌あわてて芦あし屋やを振ふり解ほどく賀か茂も。太くなった右腕のパワーのお陰で芦屋の手を外す事に成功した。賀茂は間かん髪ぱつ入いれず、自分の左手に霊れい力りよくを込めて右腕の付け根にあてがった。

「熾し天てん使しアブデルの名において命ずる！　邪じや悪あくな力よ去れ！」

　だが本来のアブデルの霊力からすると微々たる力しか引き出せない今、完全に祓はらう事は到底出来ない。何とか腕より先へ呪のろいが上がってくるのを止めるだけで精一杯だ。

「それじゃ、さよなら。あなた達が完全にマッチョ化したらまた会いましょう」

　賀茂が右腕の処置をしている隙すきに、夜の闇やみへ溶け込むように姿をくらます女教師。

「賀茂さぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん！」

　夜空の向こうから、たまの声が遠く響ひびいた。

　ハッと顔を上げる賀茂。しかし賀茂は右腕のマッチョ化を食い止めるのに必死で動けない。下手へたに気を逸そらしたら、その瞬しゆん間かん全身に術が回ってあの女教師の言いなりだ。そうなったらもうたまを救うどころではない。

「たまちゃん！」

　動きの取れないまま、姿の見えない闇に向かって必死に叫ぶ賀茂。

　しかしたまの声は返ってこなかった。

　芦屋もあれだけ大勢いたマッチョ達も、女教師の後を追っていったのか忽こつ然ぜんと姿を消し、辺あたりには静せい寂じやくが戻る。

　後に残された賀茂は、まだマッチョ化の収まらない右腕を押さえながら、たまたちの去った北の空をいつまでも見つめていた。
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　数日後、賀か茂もの家。

「さっぱりだわ、情報」

　訪ねてきた律りつ子こはそう言うと、お茶ちや請うけに出された羊よう羹かんを真ま央おと二人ふたりでもっちゃもっちゃと平らげた。

　攫さらわれたたまの行方ゆくえについてである。

「律子の情報網もうでもダメか……」

　賀茂は落胆すると、半ば無む意い識しきに右腕をぎゅっと押さえた。あの日伝染うつされたマッチョ化の呪のろいは未いまだに完治しておらず、今も右腕には湿しつ布ぷのようにべたべたと呪じゆ符ふが貼はり付けてある。

　律子は頰ほお杖づえを突くと溜ため息いきを漏らした。

「情報網ったって、所しよ詮せん私のは女の噂うわさのネットワークでしかないからね。女が三人以上集まる場所の話ならどんな話でも入ってくるけど、男しかいない世界の情報は割と難むずかしいのよ」

「そうか……。女はたまちゃんとあの教師の二人ふたりだけで残りは全部男だからな」

「しかも女の子が近づいたらマッチョが伝染って男性化しちゃうでしょ？　そこで情報途と切ぎれちゃうのよね」

　そう言って律子は面めん倒どう臭くさそうに伸びをする。たまが攫さらわれた時、律子もマッチョ化した連中を殴ったり蹴けったりしてかなり接触していたはずだが、アブデルお手製の魔ま除よけの十字架のお陰でマッチョ化の術が伝染した気け配はいはない。真央のほうは逃げ回っていたため、何の問題もなく無事である。

　賀茂家の居い候そうろうの巫女みこ少女、勘由解かでの小こう路じみきが、隣となりの部へ屋やから襖ふすま越ごしに尋たずねてきた。

「それでしたら男性化した女性の噂を追っていけば、大ざっぱな足取りくらいは摑つかめるのでは……？」

　現在みきは、賀茂家の仏間に籠こもって精しよう進じん潔けつ斎さい中ちゆう。みきはかつて怒りに吞のまれ、神しん託たくを受けて自ら鬼と化そうとした事がある。お兄にい様さまと慕したうアブデルがいてくれるお陰で精神の安定を保ち、鬼にならずに今こん日にちまで無事に過ごしてきたが、そのアブデルが不在の今、ちょっとした事でいつでも再び鬼になる危険があるのだ。そのため、仏間に結界を張って外界との接触を断ち、清浄な室内をアブデルの写真や着ていた服などで満たす事で精神の安定と身の安全を図っているのである。

　みきの問いにぽりぽりと頭を搔かく律子。

「私もそれである程度の絞り込みはかけられるかと思ったんだけど、感染速度が予想以上に早くて今もう全国各地で毎日のように発生してるのよね。何の手がかりにもならないわ」

「全国で同時多発って、そんなに広まってるのか？」

　驚おどろく賀茂。

　律子は肩を竦すくめる。

「インフルエンザなんかと違って発症したからって寝込むわけじゃないし、広まるのはあっという間よ。この辺あたりは私が早めに動いたお陰で対応も早かったけど、他ほかの地域じゃそういうわけにもいかないし。まさかマッチョ化にお祓はらいが効くなんて思わないだろーしね」

　そう言ってお茶をぐいっと空あける。まるで自分一人ひとりの手て柄がらのような口振りだが、対応をしたのは賀か茂もである。とはいえ律りつ子こが最初に言ってこなければ賀茂だって見逃していたのは間違いないので、何となく反はん論ろんもしづらくて黙だまって流す賀茂。

　律子はみきへ逆に聞き返した。

「それよりみきちゃんのほうはどうなのよ？　例のお筆先で居所捜せばすぐ見つかるんじゃないの？」

　みきには、筆に神しん霊れいを降ろして神しん託たくを受ける「お筆先」という術がある。かつて兄の仇かたきを捜してたまの居場所を捜し当てた事もあるこの術ならば、今回もたまや女教師の妖よう気きに邪じや魔まされずに見つけ出す事は可能だ。

　だが襖ふすまの向こうからはみきの疲れたような声。

「今回はたま様に加えてもう一人強い妖気を持った者がいる上に、居場所を霊的に隠す手立ても講こうじられている様よう子すで……。せめて一週間は潔けつ斎さいしてからでなければ、なかなか……」

　たまの妖気を透すかして居場所を見つけられるような高位の神霊を筆に降ろすには、強い霊力と極度の精神統一が必要になる。ただでさえアブデル不在で情緒が乱れ、鬼と化さぬようにするだけですでに精一杯のみきにとって、これは極きわめてハードルの高い作業だ。賀茂の母がいれば代わりに占うらなってくれそうなものだが、生あい憎にく両親共に出張中。仕方ないのでみきは五ご穀こくを断ち、肉も魚も断ち、好きなお菓子の類たぐいも全すべて断って、霊力を高めている最中である。そのため栄養不足気味で尚なお更さら元気が出ないのだ。

「それにしてもその女悪魔、何を考えてマッチョ化が伝染する術などを……」

　溜ため息いき混じりに呟つぶやくみき。

　賀茂が半ば呆あきれながら答える。

「本人の趣しゆ味みらしい。全世界を剛毛マッチョだらけにしてマッチョのハーレムを作るんだとか何とか……」

「そんな馬ば鹿か馬鹿しい目的のためにたま様を……」

　みきも襖の向こうで呆れたように溜め息を漏らした。

　その時。

「馬鹿馬鹿しくはありませんぞ」

　突然、良く通る声が室内に響ひびいた。

　賀茂がハッとして顔を上げると、いつの間に現れたのか口くち髭ひげを湛たたえ髪をオールバックにした一いち分ぶの隙すきも無い紳士が立っていた。菜な間ま尺しやく八はち郎ろうこと大悪魔ベリアルだ。隣となりには養女でホムンクルスの真ま理り子こが、相変わらず眼鏡めがねにお下げの控えめな出いで立たちでお淑しとやかに控えていた。




「つまり、たまちゃんの妖よう気きを元にして作った『第二のリリトリリトベート』が、あの女教師の正体だと…」

　菜な間まの説明を聞いた賀か茂もは、確かく認にんするように呟つぶやいた。

　菜間はうなずくと、軽く紅茶を一口啜すする。

「そう言う事です。たまの妖気から作られたあの女悪あく魔まは、更さらなる力を得るために必ずたま本人を必要とする。しかも今はアブデル君が天界へ呼び戻されているため加か護ごが弱まっており、君たちの力ではリリトベートには到底太刀たち打うち出来ない。なので、この私が実の父としてたまを保護し、そのままなし崩し的にずっと私の手元に置いてしまうまたとないチャンスだと思ってやってきたのですが、残念ながら手遅れだったようですな」

　たまのいない室内を見回して、溜ため息いきをつく菜間。

「お父とう様さま……どさくさに紛まぎれてそんな事を企たくらんでたんですの……？」

　隣となりに座っていた真ま理り子こが呆あきれたような視し線せんを送った。

　だが逆に菜間は堂々と胸を張る。

「もちろんだとも。悪魔たる者、いついかなる時でも私利私欲を最さい優ゆう先せんさせねば。人の手助けをする時は、必ず裏に己おのれの欲を忍ばせておくのが悪魔の嗜たしなみというものだからね」

　賀茂は敢あえてツッコまずに頭を下げた。

「すみません。目の前で攫さらわれてしまいました。一いつ緒しよにいたのにボクは何も出来なかった……。アブデルの力を借りなきゃボクなんて何も……」

「いや、ご自分を責める事はありません。リリトベートを誕たん生じようさせるに当たって使われた妖気の総量は、たま本人の持つ妖気の量とほぼ同等、その上予あらかじめ高度な魔術の使い方を本能レベルで組み込んであり、その実力たるや現存する全すべての悪魔の中で最強といっても過言ではない。実際、ここへ来る前に一度、私を含めた上級悪魔達数名でチームを作り、リリトベートを捕ほ獲かくすべく出動したのですが、私と同格の老練なＳ級悪魔達が悉ことごとくマッチョ化の術にかかって奴やつの下僕となってしまい、無傷で帰き還かんしたのは元からマッチョだったためこれ以上マッチョ化しようがなかった私一人ひとりだけという有様。君がマッチョ化を免まぬかれただけでも大したものだ」

「菜間さんと同レベルの悪魔達が？　いや、それよりも捕獲って一体……？　さっきの話じゃ、菜間さんたち悪魔が自分たちのために生み出したはずじゃ……」

「確たしかに、元は私の仲間たちが自分の目的のために生み出したものです。そして、どんな悪魔をも凌しのぐ力を与える以上、我われ々われの意志に背そむいて暴ぼう走そうした際の用心に、本来ならば彼女の精神を制せい御ぎよするための術を組み込む予定となっていました。しかしながら、彼女を作るために選定された妖気スポットのいくつかはすでに浄化され干上がっており、制御をかけるための妖気が足りなかったらしいのです。しかも現場担当者は制御をかける術式を刻んだ呪じゆ符ふを、余ったからといって捨ててしまった。その結果として彼女は精神面の制御を欠いたまま生まれてしまったのです。誰だれの言う事もまるで聞かぬ、全くもって自由奔放な存在として。その結果が、あの伝染性のマッチョ化の呪のろいです。我われ々われのもとに戻ってこないだけならいざ知らず、まさかあんな恐ろしい振ふる舞まいに及ぶとは思わなかった」

「確たしかに、ただマッチョになるだけじゃなくて増えた筋肉量に比例して忠誠心も増すなんて、いずれ世界中があの女の支配下に……」

「いや、恐ろしいのはそこではないのです。精神面の支配などよりも、全すべての人をマッチョ男にしてしまう事それ自体のほうが遥はるかに恐ろしい」

　律りつ子こが口を挟んだ。

「菜な間まさん的には剛毛マッチョが増えるのは大だい歓かん迎げいなんじゃないの？」

　菜間は真顔で否定する。

「皆がマッチョとなり皆がマッチョを受け入れるような世界では意味がない。嫌いやがる相手に対し、汗を滴したたらせながら剛毛の生はえた肉にく塊かいで無む理り矢や理り迫っていくからこそ良いのです。それに」

　ちょっと言葉を切って一口紅茶を啜すすると、菜間は一いつ層そう真ま面じ目めな表情で続けた。

「ご存じのように、あの呪のろいは全すべての人間を剛毛マッチョな男へと変えてしまう。元の性別を問わず、強制的に男にしてしまうのです。すなわち、あの呪いが全世界に広まれば、地上には男しか存在しなくなるという事。そうなると人は子供を産み育てることが出来ず、子孫を残せなくなれば生き物は一世代で滅んでしまう。すなわち人類滅亡です」

「人類全滅したら悪あく魔ま的てきには万ばん々ばん歳ざいなんじゃないの？」

　今度は真ま央おが首を傾かしげた。

　再び即座に否定する菜間。

「とんでもない。新たな人間が生まれなければ新たな人間の魂たましいも生まれず、新たな魂の供給が絶たれれば我々悪魔としても死活問題。生ける人々の苦悩と、堕だ落らくして天国への門を閉ざされ悪魔の手に落ちた魂の永えい劫こうの苦しみこそが、我らの活力であり命の源であるというのに、新たな魂が供給されないとなれば悪魔は皆滅ぶしかありません。従ってこれは、人と悪魔双方にとって絶滅の危き機きなのです。悪魔は人をからかい誑たぶらかし神に背そむかせてこそ悪魔。人無しには我々は生きては行けないのです」

「人類滅亡の危機……」

　そこまで深刻な事態とは思っていなかった賀か茂もだが、言われてみれば確かに菜間の言う通り。全人類が男になれば、新たな子供は生まれず一世代で滅んでしまう。

「一体どうすれば……」

「申もうし訳わけないが、君達に食い止める事は出来ません。止める方法は術の発動者であるリリトベートを倒す事のみ。しかしリリトベート一人ひとりが相手でも到底太刀たち打うち出来ないというのに、上級悪魔が何人も彼女の下僕となってしまった現状では、ただの人間に勝ち目などあるはずもない」

「菜間さんはどうするつもりなんです？」

「悪あく魔まの軍団全勢力を以もつて一気にリリトベートを叩たたきます」

「全勢力で？」

　真ま理り子こが隣となりで驚おどろいた声を上げた。そこまでは聞かされていなかったらしい。

　菜な間まは真ま面じ目めな顔でうなずく。

「下僕にされた悪魔達は、無敵の力を誇る暴ぼう虐ぎやくの王ビレト、森しん羅ら万ばん象しよう全すべての知ち識しきに通じた帝王パイモン、そして女であれば全すべて自分の思い通りに操あやつれる愛欲の貴公子シトリーだ。三人とも、元はリリトベートを倒すために厳げん選せんされた、とびきりの力を持つ悪魔達。しかも彼らの従える軍団数は六六六ある悪魔の軍団の約半分に上る。中途半端な戦力で敵かなう相手ではないからね。少しずつ様よう子す見で兵を投入して、片っ端から撃げき破はされるような事になっては意味がない。叩く時は持てる戦力を全て投入して一気に片を付けねばならん」

「でもお父とう様さまに全軍を動かすような権限は……」

「無む論ろんいくらこの私でも、全軍を動かす権限はない。だが私には、権限はなくとも全軍を動かす能力がある。かつて天界において、敬けい虔けんなる神の僕しもべであった天使達を神に背そむかせサタンのもとに集つどわせ悪魔の身に堕おとさせたのは、何を隠そうこの私の弁舌なのだからね」

　菜間はそう言ってウィンクをして見せた。

　そして賀か茂も達のほうを振り返ると話を続ける。

「ただし、今すぐというわけにはいきません。こちらの兵がマッチョ化の術に対抗出来るだけの肉体を作る必要もありますし、それに全軍を動かすとなると、天使達が黙だまってはおりませんからな。要いらぬ衝しよう突とつを避けるため、予あらかじめ天界への根回しも必要となります。もっともこれは人類の危き機きでもあるのですから、交渉次第では天使達の協力を得る事も出来るでしょうし、可能なら、悪魔に力を貸した廉かどで彼らが天を追放されるような仕込みもしたい。しかしこれらの準備をしている間にたまの魔力がリリトベートに全て吸い取られてしまっては、いよいよ手が付けられなくなってしまいます。そこで、無む茶ちやは承知で一つだけお願ねがいしたい事がある」

「分かってます」

　賀茂は皆まで言わせずうなずいた。

「たまちゃんはボクが助け出します。あの女悪魔を倒したり世界を救うなんて大それた事は出来なくても、隙すきを見てたまちゃんを取り戻すくらいなら出来るはず。ボクが一いつ緒しよにいながら攫さらわれた。無事に取り戻すのはボクの責任です」

　断固とした口く調ちようで言い切る賀茂。

　自分はたまとずっと一緒にいると約束した。ずっと側そばにいて守り支えると誓ったのだ。それなのに自分のすぐ目の前で攫われた。何としても自分の手で再びたまを取り戻さなければならない。それは自分の義務であり責任であり使命だ。

　それに、その女悪魔は結果的に人類を滅ぼすようなとんでもない事をしようとしていて、そのためにたまの魔力を使おうとしている。それだけは断じて阻止しなければならない。たまは、もう二度と自分の力で世の中に被害を出すような事がないようにと願ねがい、そのためにこれまでずっと頑がん張ばってきた。起きている時も寝ている時も常に自分の妖よう気きを漏らさぬよう神経を張りつめ、一いつ時ときも気の休まる時がないような生活を、文句一つ言わず真ま面じ目めにずっと続けてきているのだ。そのたまの魔ま力りよくを、人類滅亡に使わせるなんて事は決してさせちゃいけない。そうなる前に、何としてもたまを救い出さなければならない。たとえどんな危険が待ち受けていようともだ。

　菜な間まは賀か茂もの目を見て満足げにうなずく。

「それでは、これをお渡ししておきましょう」

　内ポケットから封筒を取りだして賀茂に渡す菜間。

「これは……？」

　賀茂が中身を取り出して広げると一枚の地図だ。

「リリトベートの隠れ家です。あなたの霊れい視し力りよくでは彼女自身とたまの妖気に阻はばまれてしまい、見つける事は難むずかしいでしょう。居場所を隠すため結界を張っている可能性もある。参考にしてください。それともう一つ」

　菜間はもう一つ別の大判封筒を取りだした。

「これはいざという時に使ってください。それまでは決して開封せぬように」

「はい」

　封筒を受け取る賀茂。手に持った感触からは、布か何かが入っているような感じがする。予あらかじめ呪じゆ印いんを書き込んだ携けい帯たい用ようの魔法円の類たぐいだろうか。

「それでは我われ々われはこれで失礼します。事態は一刻を争いますからな。一秒たりとも無む駄だには出来ません」

　菜間はそう言うと立ち上がった。

「行くぞ真ま理り子こ」

「はい、お父とう様さま」

　真理子も立ち上がる。

　菜間は玄関先で振り返ると、賀茂を見つめて最後にもう一度念を押した。

「くれぐれも、戦おうなどという気は起こさぬように。常に退路を確かく保ほして、危あやうい時はまず逃げる事を考えてください。逃げる事は次のチャンスを確保する事であり、決して恥ではない。たまと正式に契約を交わす前に死ねば、君の魂たましいは天に昇ってしまう。あの子と契約し、あなたの魂が死後あの子の物となる事が約束されるまでは、絶対に死んではいけない。よいですな」

「はい」

　賀茂は真まっ直すぐ菜間を見つめ返してうなずく。

「菜間さん達も、どうか気を付けて。あなた達に何かあればたまちゃんが悲しみます」

「………」

　菜な間まは答える代わりに小さく微笑すると、無言で背を向けた。そのまま大きく一度手を振ると、真ま理り子こと二人ふたりで家を出て行く。

　その後ろ姿を、賀か茂もは黙だまって見送った。

　家の中ではみきが、

「こんな簡かん単たんに居場所の地図が手に入るなんて、一体私は何のために辛つらい思いをして精しよう進じん潔けつ斎さいを……」

　とがっくりうなだれていた。
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　伝染性マッチョ化の呪のろいが全国的に感染拡大し出した頃ころ、日本の遥はるか上空、神々の住まう高たか天まが原はらでも異変が起きつつあった。

　まだ暗い夜明け前。

　鶏にわとりのやかましい鳴き声で目を醒さました天あま照てらす大おおみ神かみは、仕事前の身み支じ度たくをするべく、まずは顔を洗いに洗面所へと向かった。

　太陽神である彼女の仕事は、自分の光溢あふれる美び貌ぼうでもって地上を隅すみ々ずみまで明るく照らす事。彼女の輝かがやきによって地上には朝がもたらされ、木々や草花は彼女の輝きを糧かてに生長し、それを草食動物が食べ、その草食動物を肉食動物が食べる。また、その光がもたらす暖かさによって地上の生き物たちは寒さを逃のがれ、温められた大気は上昇気流を生んで空気の対流を作り、それが風となって種子を運び、雨となって大地を潤うるおす。この世に生きる全すべての生き物は何らかの形で太陽の恵みを受けており、太陽なくしては何者も生きてはいけない。太陽こそはこの世の生命の源であり、太陽神として地上を照らす事は八百やお万よろずの神々の誰だれよりも大切で重大な仕事なのである。

　……それにしても昨日きのうのあの内ない掌しよう典てんは一体……。

　ふと思い出して胸の内で呟つぶやく。

　内掌典というのは、思い切り簡かん単たんに言えば宮中の賢かしこ所どころにて天照大神や皇こう祖そ皇こう霊れい、八百万の神々に仕えている巫女みこである。天照大神は毎日捧ささげられる神しん饌せんをつまみに賢所へちょこっと立ち寄るのだが、その時に見た内掌典の様よう子すがいつもと随ずい分ぶん違ったのだ。何だか体が一回りも二回りも大きくなっていて、まるで熊くまのよう。そしてその顔には、青々とした髭ひげの剃そり跡あと。どう見ても男だったが、あれは一体何だったんだろうか。余りにも奇妙なので思わず手を伸ばして気付かれぬよう触れてみたが、大きな体は断じて着ぶくれなどではなく、間違いなく本人の筋肉によるもの。顎あごの青々とした物も汚れではなく確たしかに髭の剃り跡だった。内掌典が誰も出しゆつ仕し出来ないような非常事態でも起きて、男の掌しよう典てん職しよくが急きゆう遽きよ代わりを務めたのかとも思ったが、そうだとしてもわざわざ女装して内掌典の格好をする意味が分からない。

　……今日きようも同じ内掌典だったら、思い切って何なのか尋たずねてみるか……。

　そんな事を考えながら洗面所に着くと、顔を洗う。

　だが、顔を洗っていた天照大神は、手の平に普ふ段だんと違う奇妙な感触を憶おぼえて動きを止めた。

　何だろう。

　鼻と口の間に、何かたわしの毛のようなものがある気がする。

　天照大神は怪け訝げんそうな顔で、確かめるように鏡かがみを覗のぞいた。

　鏡に映るその顔は文字通り目ま映ばゆく照り輝き、いつも通り何者も比ひ肩けんし得ない美しさ。眩まぶしすぎて自分でも直視出来ない程である。

　だが天照大神はふと、鏡に映った自分の顔に奇妙な物を見つけた。

　顔を洗っている時に違和感のあった、鼻のすぐ下、口の上の辺あたり。

　己おのれの放つ輝かがやきに目が眩くらんでよく見えないが、あたかも太陽の黒点のように、何か黒い物が見える。

　よく見ようと鏡かがみに目を近づけてみた天あま照てらす大おおみ神かみはギョッとした。

　髭ひげだ。

　黒々とした口髭が生はえている。

　思わず口元へやった手に、顔を洗った時と同じもっさりとした感触が触れた。

　見間違いでも錯さつ覚かくでも幻覚でもない。確たしかに髭が生えている。

　天照大神は慌あわてた。

　冗じよう談だんではない。

　女神である自分に髭が生えた？　こんな馬ば鹿かな事があるものか。光り輝く美び貌ぼうでもってこの世を遍あまねく照らし出すのが仕事だというのに、その大切な美しい顔に髭？　こんな顔で人前になんか出れっこない！　一体どうすれば……！

　その時、高たか天まが原はらにおける天照の食事係、豊とよ受うけ姫びめの声がした。

「天照様ー、朝ご飯出来ましたよー。そろそろ起きてくださーい」

　そう言って部へ屋やの戸を開けようとする。

　ギョッとする天照大神。

　どうしよう！

　こんな髭ひげ面づら、絶対に見せられない！

　見られたら絶対に笑われる！

　両手で顔を覆おおって立ち尽くす天照大神の見ている前で、戸が少しずつ開いていく。

「ちょっ、ちょっと待って！　すぐに行くから！　今ちょっと着替えてる最中だから開けないで！」

　咄とつ嗟さにそう叫ぶと同時に必死で戸を押さえる天照大神。

　しかし戸の向こうからは豊受姫の吞のん気きな声が返ってくる。

「あー、だったらお着替え手て伝つだいますよ。その方が早いですし」

　そして、戸を開けようとして戸板をがたがた言わせた。

「あれー？　天照様、何か内側で引っかかってます？」

「いや、だから開けないでって！」

「んもー、何恥ずかしがってるんですか。女同士、いいじゃないですか。早くしないと日の出の時間ずれちゃいますよ。そしたら地上の天文学者とか大パニックじゃないですか」

　そこへ、戸の外で別の声がした。

「おう、豊受の姉ねえちゃん。どうした？」

　手た力ぢから男おの神の声だ。高天原一の力持ちである。

「あ、手力男様。いや、何か天照様の様よう子すが変で……」

「何ぃ？　天あま照てらす様が？」

「ご飯出来たから呼びに来たんですけど、戸を開けてくださいって言っても開けてくれなくて……」

「ようし。そういう事なら俺おれに任せとけ」

　手た力ぢから男おの神が戸に手をかけた。

　青ざめる天照大おおみ神かみ。霊れい威いにおいては高たか天まが原はらに並ぶ者無き日ひの本もとの国の最高神・天照大神といえど、単純な力比べでは手力男の神には敵かなわない。

　天照大神は咄とつ嗟さにその場を離はなれると、窓から抜け出して駆かけ出した。

「あっ、天照様!?」

「どこへ行かれるんです！」

　部へ屋やへ踏み込んできた豊とよ受うけ姫びめと手力男神の驚おどろいた声を背後に聞きながら、一いち目もく散さんに向かう先は天あまの岩いわ戸と。

　かつて弟の須す佐さ之の男おが高天原で暴あばれまくって迷めい惑わくをかけまくって、姉としてみんなに合わせる顔が無くなった時に引ひき籠こもった事のある天照大神とっておきの隠れ部屋。あそこなら自分から戸を開けない限り、絶対に外からは開かない。

　天照大神の行く先に気付いた豊受姫と手力男神が慌あわてた声を出した。

「ちょっと待ってください天照様！」

「あなたが引き籠もったら世界は……！」

　必死で叫ぶ二柱の神の目の前で、巨大な岩の戸がぴったりと閉じられる。

　そして。

　この日より、世界は明けない夜に包まれた。




　地上、人間界である。

　昼なお暗い町の片かた隅すみの小料理屋。入り口に掲かかげられた年月を経た看板には、墨すみで大書した「男おとこ気ぎ屋や」の文字。

　時間は正午過ぎ。昼食の時間帯である。

　だが、店内の灯あかりは点ついているが暖簾のれんは出ておらず、戸には「準備中」の札がかかったままだ。

　店の戸が開いて常連客達数名が入ってきた。全員体中に打ち身や痣あざを作って満まん身しん創そう痍いだ。

「嬢じようちゃん！　買い出し行ってきたぞ！」

　一人ひとりが店の奥に声をかける。

　店主である亀かめ川かわ華か夢む理りが薬くすり箱ばこを手に慌てて出てきた。

「ありがとうございます。大変だったでしょう？」

「なぁに、訳わけの分からん病気で急に筋肉増えただけの俄にわかマッチョ連中如ごときに、長年鍛きたえ続けた俺おれ達の鋼はがねの肉体が負けるかよ」

　そう言ってドンと胸を叩たたく常連。

　華か夢む理りは心配そうな顔で尋たずねる。

「それで、町の様よう子すはどうでした……？」

　買い出しに行った常連達は、困った顔で頭を搔かいた。

「ああ、この一帯はもう駄だ目めだな。老ろう若にやく男なん女によ問わず、みんな俄にわかマッチョになっちまった。幼稚園に通ってるガキまでが俺らと変わらねえ体格で力比べしてやがる」

「店でも代金なんか受け取らねえ。どこもみんな、欲しけりゃ腕ずくで奪ってみろってな状態だ」

「お陰であっちこっちで奪い合いの争いが起きて、どこもかしこも荒れ放題だ。俺たちも結局は力ずくで買ってきたんだから余り他人ひとの事は責められないが」

「とにかく、筋力腕力に自信のない奴やつは外出は控えた方がいい。外はもう、力こそが正義って状態だ」

　そう言って店の奥へ目をやる。

　その視し線せんの先には避ひ難なんしてきた近所の住民達。皆、これといって筋肉が肥大することもなく、太っていたり瘦やせていたりとごくありふれた自然な体格である。

　男おとこ気ぎ屋やの常連は基本的に元からマッチョなので、それ以上マッチョ化しない。つまり謎なぞのマッチョ化病には罹かからない。そして感染しない彼らが外部と接触する必要のある仕事を全すべて引き受ける事で、店の中へのマッチョ化感染を防いでいるのである。困っている人がいたら助けるのが男というもの。男気溢あふれる連中ばかりが集つどうこの男気屋が避ひ難なん所じよとなるのは、自然の成り行きだった。

「しかし、外出を控えると言ってもこの先この状態がいつまで続くか分かりませんし、それにこれだけの人数になるとさすがにこの店では手狭で……」

　華夢理が不安そうに店内を見回す。避難してきた住民は五家族十七名。それに常連客と店長の華夢理を加えると三十名近くになってしまう。座席数二十そこそこの小さな小料理屋である男気屋では、この人数はさすがに多すぎる。しかし、どこかへ移動すると言ったって、外はすでに荒くれマッチョの徘はい徊かいする荒野だ。襲しゆう撃げきされたら女子供はひとたまりもない。

　その時、店の戸が開いた。

「お困りのようですなぁ、男気屋はん」

　声のした方を向いた華夢理は、嫌いやな物を見たように眉まゆを顰ひそめた。

「入いり柄がら井いさん……」

　男気屋のすぐ隣となりで営業しているチェーン店のオーナー。下品な紫むらさき色いろのスーツを着て、左右には黒服の屈強そうなボディガードを連れている。金に任せた強引なやり方でライバル店を潰つぶすのが常じよう套とう手段の男で、男気屋も一度は潰されかけた。今はそれぞれの客層の違いで住み分けが出来て休戦状態ではあるが、余り見たい顔ではない。

「何しに来たんです……」

「おお怖い怖い。そない睨にらまんでもよろしいがな。仲良うしましょうや。客商売は愛あい想そが一番でっせ」

　ヘラヘラと品のない笑えみを浮かべると、入いり柄がら井いは葉巻をふかした。

　そして吸すい殻がらを投げ捨てると、綺き麗れいに磨みがいた床ゆかに汚れをなすりつけるようにして火を踏み消す。

「用件いうんは他ほかでもありまへん。あんさんも今の世の中どないなっとるか知ってますやろ？　どこもかしこも筋肉マッチョばっかりや。うちみたいな若い女向けの店なんか閑かん古こ鳥どりですわ。そもそも女がほとんどおらんようなってしもたんやから。これからは男の時代。おたくみたいに男気溢あふれる男らしい店こそがこれからの主役ですわ」

「そんなふうに浮かれていられる状況だとは思いませんけど」

「またまた、そない謙けん遜そんしはって。いやらしいわぁ。このご時世にこんな満員の店なんて、ここ以外あらしまへんで」

　入柄井はそう言って、人で溢れた店内を舐なめるように見回した。

「そやけど、見たところこの店では狭すぎてお客さんを捌さばき切れまへんやろ？　一方ウチはこの男おとこ気ぎ屋やの男気溢れる味が欲しい。そこで一つ相そう談だんなんですけどな。亀かめ川かわはん、アンタ、ウチの店に来て料理長やってもらえまへんやろか」

「は？」

「もちろんお給料は弾みまっせ。出来高で、純利の二十パーでどないです？　ウチの店の客席数と回転率やったら間違いなくこの店の一日の売り上げより儲もうかりまっせ。悪い話やおまへんやろ？」

「折せつ角かくですが、男気屋の味は男気屋の暖簾のれんのかかった店でしかお出しするわけにはいきません。お引き取りください」

「やっぱりなぁ。そう言うやろと思ってましたんや。そやけど今は筋力こそが正義の時代。あんさんがなんぼ断ったかて、最後には筋肉のある方が勝つんや！」

　そう言うが早いか、入柄井は全身に力を込めた。

　それと同時にボンと音を立てて弾はじけ飛ぶスーツとシャツ。

　そしてその下からは、入柄井本来の小太りなたるんだ体とはまるで別物の、一片の脂肪もない筋肉で覆おおわれた鎧よろいのような堅太りの肉体が現れた。

「断る言うんやったら力ずくで連れていきまひょか！」

　うひゃひゃひゃひゃ、と高笑いをしながら華か夢む理りに摑つかみかかる入柄井。

　思わず身を竦すくめる華夢理。

　だが次の瞬しゆん間かん、バチンとゴムのちぎれるような音が店内に響ひびいた。

「うぎゃあ────────────────────っ!!」

　入いり柄がら井いは悲鳴を上げると、足を押さえて倒れ込む。アキレス腱けんだ。華か夢む理りに飛びかかろうとした際に、アキレス腱が断裂したのである。

「いたいいたいいたいいたい！」

　泣き叫ぶ入柄井。

「社長！」

「大丈夫ですか社長！」

　ボディガードが慌あわてて入柄井の側そばにしゃがみ込む。

「大丈夫なわけあるかい！　病院や！　はよ救急車呼んでくれ！」

「社長しっかり！」

「すぐ医者に連れてきますんで！」

　屈強なボディガードに担ぎ上げられて、外の闇やみの中へ去っていく入柄井。

　呆あきれて見送る常連客達。

「急に肥大した筋肉の収しゆう縮しゆく力りよくに、腱が耐えられなかったんだな」

「腱は筋肉ほどすぐには鍛きたえられないからな」

「これだから自分で鍛えたわけでもない俄にわかマッチョは……」

　華夢理は常連達に混じって入柄井の去った後を見つめながら、一体いつまでこんな状態が続くんだろうかと、不安げに溜ため息いきを漏らした。




　時間は昼間だというのに完全に夜の闇に包まれたままの暗い郊外の新しん興こう住宅地。

　最近建ったばかりの新しい家の中で、吉よし野の実みのる三十九歳は細い腕にダンベルを持ってコンセントレーション・カールをしながらじっとテレビを見ていた。

　国会中継の最中である。

　全国的に猛威を振るう謎なぞのマッチョ化現象、日が昇らない謎なぞの気象異常、そして血気盛んなマッチョ男の増加と一日中ずっと夜である事から生じてきた治安の乱れ。これらの原因究明や対応措置について、野党側が問とい質ただしている様よう子すが映し出されている。

「ですから、その削った予算を票集めのためにばらまくのをやめて、対策費に充あてたらいいんじゃないですか！　総理にお伺うかがいします！　総理！」

「えー、ばらまきだ何だとさっきから威勢良く仰おつしやられておるようですが、我われ々われとしてはこれはばらまきではなく必要な施策として行っておるわけでありまして」

「官房長官には聞いてない！　総理に聞いてるんだ！」

「不規則発言は控えてください」

「そもそもマッチョ化したからといって一体何の問題があるのかと言えば、特に何もないわけであります。身体が頑がん健けんになるというのであればこれはむしろ望ましい事と言えるわけでありまして、これを闇やみ雲くもに批判して政争の具にしようというのは、ある意味で、貧弱な体しか持たない議ぎ員いんのある種のやっかみみたいなものではないかと」

「貧弱だと!?」

「自分は柳腰の癖くせに何を言う！」

「取り消せ！」

　大声で野や次じが飛び、野党側の理事が詰め寄った。与党側の理事も応戦すべく駆かけ寄る。

　そして次の瞬しゆん間かん。

　双方の理事の体がもりもりと膨ぼう張ちようし、ボンと破裂音をさせて服が弾はじけ飛んだ。その下から現れたのは、まるで闘とう牛ぎゆうのような巨大な筋肉の塊かたまり。怒ど張ちようした互いの肉体に血管を浮かび上がらせながら、激はげしいつかみ合いが始まる。

「閣かく僚りようも議員達も全員感染か……」

　吉よし野のは溜ため息いきを漏らすと、ダンベルを置いてテレビを消した。

「国の救援は諦あきらめた方が良さそうだな……」

　そう呟つぶやいて、窓の外へ目をやる。

　外では誰だれかが喧けん嘩かをしている真っ最中らしく、怒号が家の中まで響ひびいてくる。ここのところ毎日だ。謎なぞの伝染性マッチョ化現象は筋肉だけでなく血の気も増してしまうらしく、さっきの国会議員達のように些さ細さいな事からすぐ争いが生じてしまうのだ。特に、自制心の未発達な子供達が急きゆう激げきにマッチョ化するとどうしようもない。力が弱ければ子供の癇かん癪しやくで済んでも、ゴリラみたいな体で暴あばれられては手がつけられない。

　昼なお暗い闇やみの世界で、毎日町の至る所で発生する暴ぼう力りよく沙ざ汰た。

　か弱き一般市民には、外を出歩く事すら危険な有あり様さまだ。

　否いな、家にいたところで安全とは限らない。感染し、筋力こそが全すべてになってしまった連中、特に分別のない元幼児達は、己おのれの力を誇示するためにそこらの家をぶっ壊こわすなんて事も平気でやってのけるのだ。すでに向かいの家は塀へいを全て殴り壊され、隣となりの家は壁かべに人型の穴を空あけられた。この家だって門柱がへし折られ、建たて家や自体もいつ破は壊かいされるか分かったものではない。

　唯一の救いは、吉野が持ち前の凝こり性しような性格で調しらべた情報から判断する限り、どうやら元々筋肉マッチョな人間はこの伝染性マッチョ化現象には感染しないか、仮に感染してもほとんど血の気は増さないという事。事実、元から鍛えている人間が多いと思われる警けい察さつや自じ衛えい隊たいは、今のところ暴動を起こす事もなく冷静さを保っている。武器を持っている集団が無事でいるお陰で、内乱やクーデターといった事態には至っていない。

　とは言うものの、治安の悪化はすでに警察官の手に負えるレベルではないし、自衛隊が出動して無事な人たちの救出活動に当たろうにも、命令を出す政府までがマッチョ化にやられてしまった現状では動きようがない。

　結局、自分と家族は自分で守るしかないという事。そして、こういう時に最後に頼れるのは自分の肉体だけだという事だ。

　こんな事なら日ひ頃ごろからしっかり鍛きたえておけば良かったと後悔しながらダンベルを持ち上げる吉よし野の。

　そこへ、十歳になる娘の紗さ智ちが旅行鞄かばんを抱えて下りてきた。

「お父とうさん。支し度たく出来たよ」

「そうか。じゃあ行くか」

　吉野は振り返ると、すでにまとめてあった自分の荷物を手に持った。

　行き先は、東とう北ほくに住む知り合いが作っているボディビルチーム。

　そこなら自前マッチョだらけだから感染の危険もないし、マッチョ化した人間に襲しゆう撃げきされても対抗する力は充分あるだろう。そしてトレーニング器具も揃そろっているから、そこに匿かくまってもらいながら自分も体を鍛えて感染しない肉体を作るのだ。

　玄関を出ると、ガレージに向かう二人ふたり。

　それと入れ違うように、表で騒さわいでいた連中の一人ひとりが吹っ飛ばされて家の窓をぶち破った。

　見るとまだほんの幼児だ。

「お父さん！　子供が！」

　紗智が立ち止まって反射的に手を差し伸べようとする。

「触るんじゃない！」

　吉野は慌あわてて紗智を抱だき留とめた。

　その二人の目の前で、ムクムクと体が膨ふくらんでいく幼児。口元には髭ひげが生はえ、胸元には胸毛が茂り、あっという間に見違えるような筋肉質のマッチョダンディへと変へん貌ぼうを遂げる。

　そこへ追い打ちをかけようと乗り込んでくる別の剛毛マッチョ。こちらも服装を見る限り、ほんのさっきまでは乳児だったようだ。吉野と紗智には目もくれず、先程投げ飛ばした相手目掛けて摑つかみかかっていく。

　その様よう子すを呆ぼう然ぜんとして見つめる紗智。

「走れ紗智！」

　吉野は娘の手を引きながら、全力で車まで走った。車の後部座席に二人の荷物を放り込むと急いでエンジンをかけ、そのままシートベルトを締しめる暇ひまもなく急発進。

　マッチョ化した子供同士の容よう赦しやない喧けん嘩かに巻き込まれてボロボロになっていく家を後にして、二人を乗せた車は振り返らずに走り去っていった。




　所変わってこちらは魔ま法ほうの国ヘクセニア。

　王女付きの教育係セバスティエンヌ・ウリエリスは、魔法によって描き出された王国の領土マップを難むずかしい表情で睨にらんでいた。

「また昨日きのうよりも……」

　そこへ、王女のサラがやってきた。心配そうにセバスティエンヌを見上げる。

「どうなのセバスティエンヌ……」

「サラ様……」

　ハッとして振り返るセバスティエンヌ。慌あわてて魔ま法ほうを解くと、地図を搔かき消す。

　だがサラはその様よう子すを見て悟ったように呟つぶやいた。

「また減ってるのね……」

「………はい」

　隠し通すわけにもいかず、セバスティエンヌはうなずくと再び地図を表示させた。

「昨日きのうよりも更さらに減っています。減る面めん積せきは日に日に倍加していくようで……」

　ヘクセニアの領土は、人間達の心によって増減する。夢を見る子供の心を持った人数が多ければ多いほど領土は拡大し、逆に減れば減るほど領土も縮しゆく小しようしてしまうのだ。近代以降、迷信を信じない人間がどんどんと増えてしまい、王国の領地も年々減少傾向にあったのは事実だが、その一方で世界的な人口増大による子供の数の増加による相そう殺さいで、国土の減少はある程度緩かん和わされていた。いくら教育が進もうと子供のうちは誰だれだって夢見がちなものだし、人口が増えているのは教育の行き届かない発展途上国だというのもプラスに働いた。しかし、ここ最近になって突とつ如じよとして領土が急速に減り始めた。まるでどんどん子供がいなくなりつつあるかのようだ。子供まで巻き込む形で大規模な戦争でも起きたのか、あるいは子供に罹かかりやすい伝染病でも蔓まん延えんしているのか。今はまだ辺境の一部が消えている程度だが、放っておけばいずれ国土全体が消滅しかねない。

「人間界に、何か大きな異変が起きている事は間違いなさそうですね……」

　セバスティエンヌは暗い表情で溜ため息いきを漏らした。

　サラも小さくうなずく。

「……実はね。最近たまさんからのお手紙が来てないの」

「たま様……というと、以前サラ様が人間界に行った時にご迷めい惑わくをかけた、あの……？」

「うん。あの後帰国してからずっと文通してたんだけど、急にお返事が来なくなって……。何も言わずにいきなり一方的に打ち切るような子じゃないし、きっと何かあったんじゃないかと思うの。もしかしたら領土減少の原因になってる事とも何か関係あるかも……」

「それは……有り得る事ですね……」

　セバスティエンヌは考え込むように顎あごに手を当てた。たまは強大な力を持った悪あく魔まだ。何者かがたまの力を悪用しようと考える可能性は常にあるだろう。そして、たまの力を利用すれば、世界規模の異変だって起こせてしまう。サラ王女も過去にたまの魔力を使って人類を全すべて子供並みの頭にしてしまおうとしたくらいだ。

　その時サラが不意に、周囲を憚はばかるようにセバスティエンヌの耳元に口を寄せた。

「あのね、セバスティエンヌ」

「何でしょうサラ様？」

「女王様には内ない緒しよにしてて欲しいんだけど、私、こっそり人間界に様よう子すを見に行ってこようかと思うの」

「人間界に？」

　ビックリして思わず声を上げるセバスティエンヌ。

「ちょっとセバスティエンヌ！　しーっ！」

　サラは慌あわてて口に人差し指を当てる。

「も、申もうし訳わけ御座いません。ですが、サラ様がお忍びで人間界へ行くなどと聞いては……」

「だって、こんなに急きゆう激げきに領土が減るなんて、子供がもの凄すごい勢いでどんどん死んじゃってるとしか思えないじゃない？　そんな事は止めなきゃいけないし、もしたまちゃんが巻き込まれてるならお友達として助けなくちゃいけないし、このままほっといたら王国だってなくなっちゃうし」

「それはその通りですが、しかしサラ様が今ご自身で仰おつしやられた通り、人間界は非常に危険な事態になっている可能性が高いのですから、何もご自分が出向かずとも……」

「駄だ目めよ」

　サラは断固とした声で首を振る。

「危険な可能性が高いって分かってる場所へ臣民を送り出して、自分はお城でのんびり待ってるだなんて、そんな事許されないわ。私は王女。王女には国のみんなの安全を守る義務と責任があるのよ」

　そう言って、サラは真まっ直すぐにセバスティエンヌの目を見つめた。そして続ける。

「でも、女王様に言えばきっと今のセバスティエンヌみたいに止めようとなさるに決まってる。だから、お忍びでこっそり行くの」

「サラ様……」

　セバスティエンヌは言葉を無くしてじっとサラを見つめた。

　いつまでも幼い子供だと思っていたのに、いつの間にかこんなにも真剣に国を思い、民を思い、友を思うようになられていたのか。知らぬうちにこんなにも立派にご成長なさっていたのか。

　セバスティエンヌは思わず感かん極きわまって、ギュッとサラを抱きしめた。

「サラ様。引ひき留とめようとした私が間違っておりました」

「セバスティエンヌ。じゃあ……」

　パッと顔を輝かがやかせるサラ。

　しかしセバスティエンヌは静かに続けた。

「ですが、やはり危険の予想される地へサラ様お一人ひとりで向かわせるわけには参りません。それに女王陛下に無言で出て行く事を見み逃のがすのは、女王様への背信となります。女王陛下の臣民として、それは出来ません」

「え………」

　期待を裏切られて固まるサラ。

　しかし、セバスティエンヌはそこで柔らかい笑えみを浮かべた。

「ですから、私もサラ様の護ご衛えいとして一いつ緒しよに参ります」

「……！」

「私が同行すると言えば、きっと女王陛へい下かも許可してくださいましょう。きちんと女王陛下の許可を取れば、私には反対する理由など御座いません」

　セバスティエンヌはそう言って優やさしくサラの頭を撫なでた。

　再び予想と違う答えが返ってきて、サラはまたしても固まっていたが、やがてセバスティエンヌの言葉の意味を理解すると共に、その顔には笑え顔がおが戻ってくる。

「もうセバスティエンヌったら！　それなら最初っからそう言ってくれればいいのに！　意地悪なんだから！　でも大好き！」

　サラはギュッとセバスティエンヌに抱きつくと、その勢いでセバスティエンヌを軸じくにぐるんと一回転して、そのまま今度は女王の玉ぎよく座ざ目指して駆かけていく。

「サラ様！　廊下は静かに！」

　セバスティエンヌはサラの背中に向かって注意をしながら、自分も慌あわてて後を追いかけた。




　再び日本である。

　北ほつ海かい道どう、松まつ前まえ半はん島とう。大だい千せん軒げん岳だけを中心に広がる広大な山並み。

　親元に帰っていた妖よう狐この葉よう子こは、ぶつくさ愚ぐ痴ちりながら縄なわ張ばり内を巡回していた。

　本当なら飯い綱づなから解放された後、親元に帰って顔を見せつつ飯綱をやってて縮ちぢんだ体が元に戻るまで過ごしたら、すぐ賀か茂もに会いに行く予定だったのである。それなのに、そろそろ体格が元に戻ってきたかと思ったら、母親が昔罠わなにかかって痛めた足の古傷が痛んで歩けないとか言い出した。仕方ないから調ちよう子しが良くなるまでもうちょっと残ってしばらく世話をする事にしたのはいいが、良くなってきたからそろそろ出発しようかと思うとまた痛みが激はげしくなってきたとか言い出す。葉子としても、あんな別れ方をした後でどんな顔をして賀茂に会いに行けばいいのか分からないところもあったりしたもんだから、母の看病を自分への言いい訳わけにしてグズグズしている内に、何故なぜか全然日が昇らなくなるという奇妙な異変が起きた。何が原因なのか分からないが、しかしこんな異常事態が生じている時に一人ひとりで長旅をするのはちょっと危険な気がするし、母を一人で置いていくのも躊躇ためらわれる。そんなわけでますます出発する機き会かいを失って、今日きようも母の代わりに一人縄張り巡回中なのである。

「……それにしてもどーなってんのかなー」

　暗い空を見上げて呟つぶやく葉子。

　狐きつねは基本的に夜行性だからずっと夜でもすぐに困る事はないのだが、しかしいつまでも日が照らないとその内植物も枯れてしまい、植物を食べる虫がいなくなり、木の実や虫を食べる小動物もいなくなり、結局は狐の餌えさも無くなってしまう。それに餌不足でヒグマが暴あばれたりしてもちょっと困る。葉よう子こは一応ただの狐ではなく妖よう狐こだし、人に化ける術もあるから、いざとなったら人里で餌を調ちよう達たつしてくればよいが、人だって日が照らなければ農業なんて出来ないだろう。とにかく、ずっとこのままでは近いうちに餌が無くなってしまう。

「いつまで続くんだろ……」

　やれやれと溜ため息いきをついたその時、不意に背後で気け配はいがした。

「待ちなさい！」

「おばさん？」

　賀か茂もの母狐の声。しかし姿は見えないし匂においもしない。キョロキョロと周りを見回す葉子。その背後で、再び声がした。

「じっとして。おばさんは姿を消してるから肉眼じゃ見えないわ。霊れい視しして」

　そう言われて『眼』を開いて『見る』と、葉子の後方五メートルほどのところに立っている黒毛の霊狐の姿が『見え』た。

「何で姿なんか消して……？」

　思わず声を潜ひそめて尋たずねる葉子。

　賀茂の母狐は葉子に向かって少し焦あせった調子で言う。

「葉子ちゃんも姿を消して、ここまで戻っておいで。話はそれから」

　ここは葉子達と賀茂の母狐の縄なわ張ばりの境。言ってみれば共通の縄張りだ。他ほかの狐との縄張りの境きよう界かい線せんならともかく、葉子と賀茂の母狐の間あいだ柄がらでわざわざ姿を隠す必要はない。もちろん狩りをする時なら消した方が便利ではあるが、今この辺あたりに獲え物ものになりそうなものはいない。天敵が狙ねらっているのかと周囲を見回してみたが、ヒグマの気配もキツネ駆く除じよの猟りよう師しの気配もない。デカいイヌワシなんかだと狐を襲おそう事もあるが、アイツらは上昇気流を利用して舞まい上がるので、大気の温まる日中じゃないと基本的に出てこない。

　不ふ思し議ぎに思いながらも葉子は近くの葉っぱをちぎって頭に乗せると言われた通り姿を消した。そして賀茂の母狐のいるところまで戻る。

　足元を見ると、何やら結界のような物が張ってあった。賀茂の母狐は地元の狐の間じゃ名の知られた玄狐稲荷いなりという霊狐の孫娘という由ゆい緒しよ正しい家柄で、葉子の母と違って色んな術に長たけているのだが、一体何のための結界だろう。

　賀茂の母狐は相変わらず真剣な調子で言う。

「私に触っちゃ駄だ目めよ。触れたら葉子ちゃんにも伝染うつっちゃうからね」

「伝染る……？　エキノコックスか何かにやられたんですか？」

「違うわ。これよ」

　賀か茂もの母はは狐ぎつねはそう言うと、一いつ瞬しゆんだけ術を解いて姿を見せた。

　それを見た葉よう子こは思わず目を丸くする。

　ほっそりしなやかな美しい体とは不釣り合いに、異様に大きく盛りあがった右後ろ足の付け根。筋肉がパンパンに張って、まるで右後ろ足一本だけ雄お牛うしのようだ。

「その足、一体……？」

「呪のろいよ」

「呪い？」

「ええ、そうよ。あいつらにやられたの」

　賀茂の母狐はそう言うと、山の奥へ視し線せんをやった。

　釣られるように葉子がそちらへ目をやると、何やら中世ヨーロッパの城のようなものが見えた。つい先日まであんな物はなかったはずだ。何だろう。人間達がこの山を切り開いてテーマパークでも造るつもりなのだろうか。一いつ瞬しゆんそんな事を考えながら、もうちょっと内部の様よう子すをよく見ようと霊れい視しの『眼』を向けてみる。そして葉子はギョッとした。

　建物を覆おおう尋じん常じようじゃない妖よう気き。

　以前賀茂のところへ遊びに行った時に側そばにいたたまという悪あく魔まっ娘この妖気を『見た』事があるが、あれの数倍の濃こさだ。一体何者が住み着いたのだろうか。

「いつの間にあんな物が……」

「空に太陽が昇らなくなるちょっと前。あの辺あたりはおばさん一人ひとりだけの縄なわ張ばりだから、葉子ちゃんは知らなかったと思うけど」

「でも、あんな妖気を漂わせてるなんて一体何者が……」

「悪魔よ」

「悪魔？」

「そうよ。西洋の悪魔の仲間。すごい魔力を持った連中がうじゃうじゃいるわ」

「何故なぜそんな連中が？」

「分からないわ。この山には江え戸ど時じ代だいの切キリ支シ丹タンの処刑場跡があるからもしかしたらその関係なのかもしれないけど、何の目的かは不明。知りたい事は色いろ々いろあったから探りに行ってみたんだけど、ちょっと深入りしすぎて……」

　賀茂の母狐はそう言って城のような建物へ目をやった。

　どうやらこの結界は悪魔達の『目』に触れないようにするためのものだったらしい。

　そこで葉子はふと気付いて、賀茂の母狐の足に目をやった。

「じゃあその足の呪いって、悪魔にかけられたんですか……？」

「かけられたというより、伝染うつされたのよ」

「伝染された？」

「そう。逃げる時に後ろ足で一発蹴けりを入れたんだけど、その時に。触っただけで感染するのね」

「あの、伝染うつされたって事はつまり、その悪あく魔まも同じ呪のろいにかかって……？」

「そうよ。悪魔だから自前の魔力も持ってるせいで、こっちの呪いの魔力の存在を見落としちゃったの。おばさんとした事が不覚だったわ」

　はぁ、と溜ため息いきを漏もらす賀か茂もの母はは狐ぎつね。

　葉よう子こは声を潜ひそめたまま尋たずねる。

「どういった呪いなんですか？　何だか牛か馬みたいに足が大きくなってましたけど……」

　賀茂の母狐は顔を上げると葉子を見た。

「人間の間で、急に男性化して筋肉ムキムキになる現象が広まってるのは知ってる？」

「い、いえ、ボク最近は人の世界の事はあんまりチェックしてなくて……」

「そう。最近ね、そういう現象が広まってるの。多た分ぶん、この呪いと同じ物が広まってるのよ」

「え？　って事はじゃあ……」

「ええ。何とか太ももまでで進行を食い止めてあるけど、これが全身に回ってたらおばさんもオスになっちゃってたはずね」

「そんな……」

「とにかく、この辺あたりには近づかない方がいいわ。あの悪魔達に見つかったら厄やつ介かいだし、それに葉子ちゃんは女の子なんだから、この呪いを伝染されたら困るでしょう。ここで引き返しなさい」

「それで、おばさんはどうするんですか……」

「悪魔達が引き返したら取りあえず巣に戻って、自分の力でこの呪いを解けないか頑がん張ばってみるわ。触れたら周囲に伝染しちゃうから、解けるまでは巣穴からは出ないつもり」

「でもそれで、もし解けそうになかったら……？」

「その時は、仕方がないから自分で足を切り落とすか、最悪の場合は命を絶つしかないわね……」

「そんな！　ただオスになるだけの呪いでそこまでしなくても……」

「仕方ないわ。もしこれが虫たちやネズミやリスたちに広まってオスだけになっちゃったら、子供が生まれないからあっという間に絶滅しちゃうでしょ。そうなったら私たち狐の餌えさもなくなるわ。しかも触れただけで感染するからあっという間に山全体に広まってしまう。ううん、山から山へ広まるのもあっという間。そんな事になったら大変でしょ？」

「それは……。でもあそこにいる悪魔達も感染してるなら、おばさんがどうしようと関係なく結局いずれは広まっちゃうんじゃ……」

「だからって自分が感染を広げてもいいって事にはならないわ。被害の拡大を早める事は、対処する時間を奪う事だもの。感染阻止が不可能なら、せめて自分のところから他所よそへは広げないように努めるしかないの」

　賀か茂もの母はは狐ぎつねは真ま面じ目めな顔で諭さとすと、葉よう子こを促うながした。

「とにかく、今日きようはもう帰りなさい。そして当分の間こっちへは来ない事。いいわね」

「はい……」

　素直に従うしかない葉子。

　悪あく魔ま達の城の様よう子すを窺うかがいながら、姿を消して自分の巣穴へ向かう。

　しかし、賀茂の母狐から見えないところまで来ると、葉子はぴたりと足を止めて振り返った。

　賀茂の母であり、自分も幼い頃ころから散さん々ざんお世話になってきた狐ひとが、悪魔に伝染うつされた呪のろいで困っているのだ。それを見捨てて放っておけるわけがない。このまま何もしないでおばさんが死ぬような事にでもなったら、もう二度と賀茂に顔を合わせられない。せめておばさんが自力で呪いを解くための手掛かりくらいは一いつ緒しよに探してあげないと。

　……取りあえずは、その悪魔達に探りを入れるべきだよね。

　賀茂の母狐の話では悪魔もその呪いに感染していたという事だが、しかしあんな強烈な妖よう気きを発散している連中が、自分たちの意に反してあんな呪いに罹かかるとは考えにくい。きっとわざと自分に呪いをかけて、それを周囲に感染させているに違いない。だったらまずは悪魔の城に侵入して情報を探るべきだ。そうすればきっと何か呪いを解く手掛かりが見つかるはず。

　かつて飯い綱づなとして働いていた頃培つちかった隠おん密みつ行動の技術は、今も体が覚えている。相手が悪魔だろうと何だろうと、見つからない自信はある。

　……待っててね、おばさん！

　葉子は巣穴へ戻ろうとしている賀茂の母狐のすぐ隣となりを全く気付かれることなく追い抜くと、真まっ直すぐに城を目指して駆かけていった。




　人里離はなれた山奥の一軒家。

　裏の竹たけ藪やぶの中で、犬神使いの根ね呂ろは鋭するどい目を光らせていた。

　竹藪の中には、ようやく回復してリハビリ中の犬神のパトラッシュ。そしてそれを囲むように百八匹の狐たちが目を光らせている。

　現在、亡き師匠から預かった飯綱たちをパトラッシュと一緒に使う訓練をしている最中だ。飯綱というのはつまるところ狐であり、狐は犬に弱い。犬がいるだけで怯おびえて術が解けてしまう者さえいる。そんな飯綱達をパトラッシュと一緒に働けるようにするのは並大抵の苦労ではなかったが、ようやく最近形になってきた。

　パトラッシュが跳んだ。そして、竹藪の中に吊つるされた五〇〇枚の絵の中からルーベンスの複製画だけを全すべて正せい確かくに破って戻ってくる。

「こんなもんでどないでっかご主人」

　ハッハッと舌を出して息を弾ませながら根呂を見上げるパトラッシュ。

「よーしよしよし。さすが我わが愛犬パトラッシュ。見事だったぞ」

　相そう好ごうを崩してパトラッシュの首周りを撫なでまくる根ね呂ろ。

　そして竹たけ藪やぶの狐きつね達に目をやる。

「私の『眼』とお前たちとの連れん携けいも、そろそろ使えるレベルになってきたな」

　根呂は己おのれの霊れい視し能力を極限まで高めるため、敢あえて見える範はん囲いを「今、ここ」に限定している。だがそれでは自分の視界の外の事は何も分からない。その弱点を補うために、飯い綱づな達と自分の『眼』を霊的にリンクさせ、飯綱の目の前の「今、ここ」も同じように霊視出来るように特訓中なのだ。

　根呂は以前、熾し天てん使しを相手にその正体を見抜けず、パトラッシュを危険にさらしてしまった苦にがい経けい験けんがある。二度と同じ過あやまちを繰くり返さないため一いつ層そうの修行を重ねた結果、現在の根呂の『眼』は見通す力が飛ひ躍やく的てきに伸びた代わりに、視野はますます狭せばまっている。その視野の狭さを補うために、飯綱達を使おうというのである。

　そして、もしこれが上手うまくいけば、多角的な視点からより正せい確かくに敵の弱点を見抜き、より精密にパトラッシュを誘ゆう導どうする事が出来る。

「どうだね、調ちよう子しは」

　不意に後ろから声がした。

　振り返ると、お咲さきが縁えん側がわに立っていた。やはり師匠から預かった狐だが、年ねん齢れいは二百歳さいを超え、元々はどこかの稲荷いなりで神しん使しを務めていた事もある霊れい狐こ。師匠の幼少時代には子守り役もやっていたような狐なので、他ほかの飯綱のように扱うのは恩師に失礼な気がして、秘書兼助手のような事をやってもらっている。人に化ける事も得意で世せ知ちにも長たけているため秘書としての仕事はそつなくこなすし、狐たちのまとめ役として根呂と飯綱の間も上じよう手ずに橋渡ししてくれる、実に有能な狐だ。

「お咲か。お陰でお前がついていなくてもどうやら形になってきた。そろそろ実戦で試す頃ころ合あいだな」

「まぁ、こんだけ毎日やってりゃ馬ば鹿かな狐こたちだってさすがに馴なれるやね」

　お咲はそう言うと小さく苦笑する。

「清せい十じゆう郎ろう坊やからも聞いちゃあいたが、アンタの修行熱ねつ心しんには頭が下がるよホント」

　そう言いながら、お盆ぼんを置いて座る。

「ま、ちょいと休んで一服したらどうだい。朝からずっと稽けい古こ漬づけだろ。狐やパトラッシュだって、少し休きゆう憩けいさせてやんなくちゃ」

「そうだな。そうするか」

　素す直なおにうなずくと根呂は縁側に腰を下ろした。

　お茶菓子をつまみ、お咲の淹いれてくれたお茶を一口飲む。

　そこへバタバタとうるさい足音を立てながら、十代半ばくらいの容姿の少女がやってきた。

「根呂のおっちゃーん。手紙だよー」

　玲れい子こという名の、これもやはり師匠から預けられた狐きつねの娘。お咲さき同様人に化けられるため、普ふ段だんは小間使いのような事をさせている。

「手紙か。誰だれからだ？」

「知らない人」

　そう言って封筒を手渡す玲子。

　根ね呂ろは受け取ると差出人を見た。

「賀か茂も忠ただ幸ゆきと裕ゆう子こ……。あの賀茂夫妻か……」

　業界では知らぬ者のない超一流の霊れい能のう力りよく者しや夫婦だ。根呂が生しよう涯がい唯一の敗北を喫きつした賀茂是これ雄おの両親でもある。根呂の師匠とも生前は懇こん意いにしていた関係で、一いつ匹ぴき狼おおかみの根呂としても多少義理のある相手だ。

　封を切って手紙を広げる。

「……仕事の協力の依頼か。……しかしあの二人ふたりが他ほかの霊能力者に協力を求めるとは一体どんな……」

　不ふ審しんに思いながら読み進めていた根呂の口元に、次第に笑えみが浮かんだ。

「……ちょうど実戦で訓練をしたいと思っていたところだ。渡りに船だな」

　手紙を畳むと根呂は立ち上がった。

「出かけるぞ！　お咲！　玲子！　支し度たくしろ！」

「出かけるって、どこへ？」

「北ほつ海かい道どうだ」

　キョトンとするお咲。

「北海道？　何だね急に？」

「北海道って葉よう子この故郷でしょ？　もしかして会えるかも？　遊びに行ってみてもいい？」

　楽しげに声を弾ませる玲子。

「よし。なら葉子の安全確かく保ほはお前に任せる。一応アイツも師匠の大事な狐だ」

　根呂はそう言うとさっさと荷物をまとめに部へ屋やの奥へ引っ込んでいった。

「安全確保……？」

　根呂の背中を目で追いながら、お咲と玲子はキョトンと首を傾かしげた。
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「まいったな……」

　菜な間まからもらった地図を頼りに北ほつ海かい道どうを目指した賀か茂も達一行は、新しん幹かん線せんの仙せん台だい駅えきを出たところで立たち往おう生じようしていた。

　本当なら、最初は飛ひ行こう機きで行く予定だった。ところが空港で搭乗手続きの際にマッチョ化した旅行客に遭そう遇ぐう。感染者の間では賀茂たちの顔は敵として情報伝達済みらしく、いきなり襲おそってきた。その場は何とか切り抜けたが、仮に搭乗出来たとしても機内でまたマッチョ化した人に遭遇しないとも限らず、上空で戦せん闘とうになって墜つい落らくでもしたら大だい惨さん事じなので、少し時間は掛かるが電車で行こうという事になった。ところが電車に乗っている間に外でどんどん感染が広がったのか、それとも北へ行くほど敵の本ほん拠きよ地ちに近づいて感染者が増えたのか、停車するたびにマッチョ化した乗客が乗り込んできては襲いかかり、果ては検けん札さつに来た車しや掌しようまでが賀茂を見た途と端たんに襲しゆう撃げきしてくる始末。新幹線の走行中に外に降りて逃げるわけにも行かず、何とか車両を一つ占拠して籠ろう城じようしたが、仙台駅まで耐えたところでとうとうドアの強度が筋肉に負け、破は壊かいされてしまうという羽は目めに。やむなく停車中に窓を割って脱出し、這ほう々ほうの体ていで逃げ出した。東北新幹線が新しん青あお森もりまで繫つながったというのに仙台駅などという中途半端なところで下車したのは、そんな事情からである。

　というわけで現在、人目を避けて人ひと気けのないビルの裏手に隠れながら今後の方針を検討中。何故なぜか数日前から日が昇らなくなって日中でも夜のように暗いが、そのお陰で身を隠すのは比較的楽である。

「公共の乗り物に乗ると逃げ場がありませんから、電車も避けた方がよさそうですね……」

　みきがそう言って溜ため息いきを漏らした。普ふ段だんの巫み女こ装しよう束ぞくに加えてマッチョ化した人間との直接接触を避けるために被衣かずきを被かぶり、まるで中近世の巡礼か何かのような姿である。

　律りつ子こがうなずいた。

「確たしかに。車か何かで移動したほうが楽かもね」

「車って、誰だれが運転するの？」

　真ま央おが尋たずねる。

「ちょい待ちなさい。この辺あたりの知り合いで車出せそうな人いないかどうか確かく認にんしてみるから」

　律子はそう言うと携けい帯たい電話を取り出して方々へ連絡を入れ始めた。

　そしておよそ十分後。

「……駄だ目めだわ。ほとんどがマッチョ化感染してて、全然話通じない」

「無事な人一人ひとりもいないの？　律りっちゃんの知り合いなら元からマッチョな人もいっぱいいるんじゃないの？」

「大丈夫な人もいる事はいるんだけど、そういうとこは家族や近所の人たちの避ひ難なん場所になっちゃってて、そっちで手一杯だから私たちのために車出す余裕はちょっとなさそうね」

　それを聞いた真ま央おは、賀か茂ものほうを見た。

「ごんのお父とうさんかお母かあさんに電話して車で迎えに来てもらったら？　ちょっと時間かかっても、歩くよりマシでしょ？」

「うちの親、仕事で出かけたままだからな。仕事中は連絡取れなくなるし、いつ帰るか分からないって話だったし……」

　そう言って溜ため息いき混じりにぽりぽりと頰ほおを搔かく賀茂。何やら霊れい能のう力りよく者しや協会の会長直じき々じきに大きな仕事の依頼を受けたとかで、たまが攫さらわれる前の日から出かけたままだ。基本的に放任主義なのと、精神を極度に研とぎ澄すまさなければならない霊能稼か業ぎようで仕事中に余計な雑音を入れると命取りなのとで、出張の時は行き先も大体の場所しか教えてくれないし、電話も手紙もその他一切の連絡が取れなくなる。

　真央が絶望的な顔になった。

「じゃあどうするの？　まさかここからずっと歩いていくの？」

「まあ、仕方ないから私が運転手やったげるわ。めんどくさいけど」

「でも律りっちゃん免許無いでしょ？　まだ高校生だし」

「免許無くたって車走らすくらいの事は出来るわよ。安心しなさいって」

　笑って胸を叩たたく律りつ子こ。

　賀茂が口を挟んだ。

「でも免許無かったらレンタカーだって借りられないだろ」

「それはまあそうだけど、その辺の車適当に奪っちゃえばいいんじゃないの？」

「奪うって、自動車強盗じゃないか！」

　賀茂は思わず大声を上げた。

　だが律子は胸に手を当てながらうっとりと自分の言葉に酔うように言ってのける。

「大切な親友のたまちゃんを救い出すためだもの。一刻も早く駆かけつけなくちゃいけないのに、自分の手を汚す事を躊躇ためらってなんかいられないわ」

　そして非ひ難なんするような眼まな差ざしを向ける律子。

「それとも賀茂君はたまちゃんを助け出す事よりも自分が犯罪者にならない事の方が大事なの？」

「う……」

　そう言われると賀茂も返答に困る。一刻でも早くたまを救出に向かいたいのは賀茂も同じ。そのためには車が必要なのも事実。そして現状では車を合法的に入手する方法がないのも事実なのだ。

　賀茂が答えられずにいると、真央が道路を見ながら言った。

「でも自動車なんて全然走ってないよ」

　それに釣られるようにみんな身を屈かがめながら車道を眺めてみたが、確たしかに真央の言う通り車は一台も見あたらない。

　代わりに目立つのが、リヤカーを引っ張って走る屈強な体の男達だ。

「自動車なんて軟弱な文明の利器には頼らず、男なら自分の足で走るって事なのかしら……」

　律りつ子こが首を傾かしげる。

　みきも頰ほおに手を当てた。

「言われてみれば、駅を出てから一度も車を見かけないような気が……」

「まあでもマッチョ化して誰だれも車に乗らなくなったんなら、駐ちゆう車しや場じようにはかえってたくさん停とめてあるって事じゃないの？　走ってる車を停めて奪うよりも最初から停めてある車の方が楽だし、ちょうどいいわよ」

　律子は軽い調ちよう子しでそう言うと、軽い足取りで歩き出す。

　慌あわてて追いかける賀か茂も。

　真ま央おとみきもついてくる。

　ビルの隣となりの駐車場へ行くと、駐車した車が早さつ速そく一台見つかった。

　だが、よく見ると何か様よう子すが変だ。

　ボディがぼこぼこに凹へこんで塗と装そうもはげ、窓ガラスにはヒビが入ってバンパーまで外れかけている。暗くて距きよ離りもあるのではっきりとは見えないが、しかしどう見ても事故車か何かだ。

「何か廃車っぽいんだけど……」

　真央が不安そうな声を出す。

「ま、外がい観かんがボロボロでもエンジンとか駆く動どう系けいが生きてりゃ走るわよ」

　律子は割り切ったようにそう言うと、辺あたりに人がいないのを確たしかめてから車に走り寄った。

　そして割れた窓から手を突っ込んでドアのロックを外すと、中に入ってあちこちいじる。しばらくして、エンジンのかかった音がした。だが、何か上手うまくいかない事があるらしく、再びあちこち弄いじりながらしきりに首を傾かしげる。その内車から降りてフロントのボンネットを開いて中を見たり、車体の下に潜もぐり込んだりし始めた。

　やがて車の下から出てくると、諦あきらめたように戻ってくる律子。

「駄だ目めだわ。ドライブシャフトのジョイント部が壊こわれちゃってる。あれじゃー走れないわ」

　肩を竦すくめて溜ため息いきをつく。

　みきが気持ちを入れ替えるように言った。

「車なんてどこにでもあるでしょうし、どうせならあんな見るからに廃車寸前のボロ車よりももっと乗のり心地ごこちの良さそうな新しい車を探しましょう」

　普ふ段だんなら律子に対しては敵対心剝むき出だしで接するみきだが、北ほつ海かい道どうまで歩くなんていうのはさすがに嫌いやなので車を奪うという律子の案には反対しない。

「まだ結構長い距きよ離り走るんだし、乗ってて疲れない車のほうがいいよね」

　真央もみきの言葉に同調する。

　それを受けて、拳こぶしを突き上げる律りつ子こ。

「よーし、それじゃ乗のり心地ごこち良さそうな新車探しに行くわよ！」

「おーっ！」

　真ま央おが脳天気に呼こ応おうする。

「探すならさっさと探しましょう」

　みきが率先して歩き出す。真央が負けじと駆かけだして、それを追いかけるように早足になる律子。車を盗む事にまだ後ろめたさを捨てきれない賀か茂もも、仕方なくみんなの後についていく。

　しかし。

「駄だ目めね……」

　マッチョ化した住民に見つからないよう姿を隠しながら一時間かけて辺あたりを探し回った一同は、ガックリと力なくうなだれた。

「一台も無事な車がないって、一体何があったわけ……？」

　腕を組んで唸うなる律子。この近辺の駐ちゆう車しや場じように止めてあった車はしらみつぶしに見て回ったが、どの車も破は損そんが酷ひどくて満足に走れそうにない状態。使える車は一台も見つからない。

　真央が律子の真似まねをして腕を組みながら言う。

「筋肉増えたら足の力が強くなりすぎてアクセル踏みすぎて事故起こしまくったとか？」

「それはないわ。主動筋と拮きつ抗こう筋きんのバランスがちゃんと取れてたら、どれだけ筋量が増まそうとデリケートに物を扱う事は出来るのよ。力の入りすぎによる運転ミスなんて考えられないわ」

　即座に否定する律子。

　その時、突然遠くで大きな物音がした。

　巨大な何かがぶつかる音。

　ハッとして全員物陰に隠れると、音のした方の様よう子すを窺うかがう。

　すると、ついさっき賀茂達が車を物色していた駐車場で、ミスター・オリンピアで優ゆう勝しよう出来そうなすごい体をした男が四人向かい合っていた。そしてその傍かたわらには、ひっくり返った自動車が街灯に照らされている。

　四人の内二人ふたりが動いた。別の車の前後に回ると太い両腕で持ち上げ、ひっくり返った車目掛けて投げつける。再び凄すごい音がして、二つの車が衝しよう撃げきで大きく跳はねた。それを見て何やら歓かん声せいを上げる男達。

　真央が暗くら闇やみでもよく見える目を見開きながら、怪け訝げんそうな顔をする。

「何やってんのあの人達……」

　賀茂が男達を霊れい視ししながら言った。

「あれは……遊んでるだけだな……」

「遊んでる？　あんな髭ひげ生はえたオッサン達が？」

「いや、あれはみんな元は幼稚園児だったのが、例の呪のろいに感染して体がでかくなっただけなんだ。あの呪のろいは精神面にも強い影えい響きようを及ぼすけど、知ち識しきが増えたり躾しつけがなされるわけじゃないからな。自制心みたいなのは発達してなくて、悪いとこだけ子供のまんまだから、急に手に入れた力を使ってみたくて仕方ないんだよ」

「それで勝手に駐ちゆう車しや場じようの車投げて遊んでるわけ？　親は何やってんのよ親は！」

　律りつ子こが怒って立ち上がる。

「大体アイツらのせいで一台もまともな車残ってないのよ！　親が叱しからないなら私が代わりに教育的指し導どうをしてきてやるわ！」

「ボクらだって自動車泥どろ棒ぼうしようとしてたんだし、他人ひとの事は言えないだろ。っていうか、見つかるから隠れろって」

　冷静に引ひき留とめる賀か茂も。

　みきがうなずく。

「彼らを叱ったところで車が手に入るわけでもありませんしね……」

「とにかく、騒さわぎを起こせば他ほかの感染者達が集まってくる恐れもあるし、アイツらに見つからないうちに移動しよう」

　賀茂がそう促うながして、みんなでその場から離はなれる。

　人家のまばらなところまで移動したところで、真ま央おが不安げに言った。

「でも、結局車は手に入らなかったしこれからどうするの？」

　律子が当たり前のように答える。

「そりゃ、こうなったら歩いていくしかないでしょ」

「ええ～？　ここから北ほつ海かい道どうまで何キロあるの？　しかも海越えないといけないんでしょ？」

「泳げばいいじゃない。津つ軽がる海かい峡きようなんて狭い海峡だし、竜たつ飛ぴ崎ざきから渡お島しま半はん島とうまでならたった二〇キロ程度よ」

「二〇キロ？　律りっちゃんじゃあるまいし、そんなに泳げるわけないじゃない！」

「ああそっか。猫って水が苦にが手てなんだっけ」

「そういう事じゃなくて！」

「まあどっちみち車が手に入ったところで車で海は渡れないんだから、手に入らなくたって一いつ緒しよじゃない」

「え？　あれ？　そう言われたら一緒……？　でも何か違うような……あれ……？」

　真央が言いくるめられかけて首を傾かしげたその時、一台の車が近づいてきた。ヘッドライトで暗い闇やみを切り裂きながら、猛スピードで走ってくる。

「隠れろ！」

　賀茂が咄とつ嗟さに叫んで全員電柱の陰に隠れたが、その直前にヘッドライトの光が一いつ瞬しゆんみきを捉とらえた。

　車は速度を落とし、賀茂達を少し追い越したところで停車する。

「見つかったか……」

　舌打ちをする賀か茂も。この辺あたりの人間であれば、ほぼ確かく実じつにマッチョ化の術に感染しているはずだ。すなわち賀茂達を敵と見なして襲おそってくるという事。賀茂達を見つけて車を停とめた事からも、乗っているのはほぼ確実に感染者だろう。

「ちょうどいいわよ。返かえり討うちにして車もらっちゃいましょ」

　律りつ子こが不敵に笑った。

　賀茂も覚悟を決めてうなずく。

「そうだな。真ま央おとみきさんは下がって、直接触れられないよう気を付けて。律子、あの十字架はちゃんと持ってるな？」

「当たり前じゃない。あぶでる様が直じき々じきに造ったレア物だもの。一度たりとも体から離はなした事はないわ。毎晩寝る前にしゃぶってるわよ」

　そう言って首に掛けた十字架を胸元から摘つまみ出してみせる律子。

　賀茂はそれを確認すると、右腕に巻いた包帯を解ほどいた。包帯の下から現れた腕はどくんと脈打ち、見る間に賀茂の胴回りほどもありそうな太さへと膨ふくれあがる。リリトベートの術にかかってしまった右腕だ。術の効果を封じ込めるためと、うっかり人に触って感染させないようにするため、普ふ段だんは呪じゆ印いんを書き込んだ包帯で封印しているのだが、マッチョ化した連中と戦う時にはこの腕のパワーは重宝する。本来ならば全身がマッチョになるはずのリリトベートの呪のろいを右腕一本に封じ込めてあるため、賀茂の右腕には大マッチョ一人ひとり分の筋肉とパワーが全すべて集まっている。五〇〇キロを超える重量でベンチプレスをする腕と胸の力も、一トンを超える重量でのレッグプレスを可能にする大だい腿たい筋きんの力も、全てが右腕一本に凝きよう縮しゆくされているのだ。

　戦う体勢に入った賀茂と律子の前で、運転席のドアが開いた。

　降りてきたのは、暗くてもはっきり分かる大きな肩幅と厚い胸。間違いなく感染者だ。

　賀茂は右の拳こぶしをギュッと握った。

　降りてきたマッチョな男は賀茂達のほうへ歩いてくる。

　だが、何か様よう子すが変だ。普通の感染者が賀茂達を見つけて襲ってくるのなら、もっと勢いよく突っ込んでくるはず。しかし目の前の男はどこか苦しげな様子でフラフラとした足取りだ。そして、五メートルほど離れたところで立ち止まると声をかけてきた。

「そこの人たち、すまないが頼みがある。これ以上こちらからは近づかないから、逃げずに聞いてくれ」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、賀茂はハッとした。

「その声……吉よし野のさん……!?」

　かつての依頼者だ。娘の紗さ智ちに取とり憑ついた悪あく霊りようの除霊を頼んできた事がある、インテリ風のサラリーマン。

　吉野のほうも賀茂の声を聞いて驚おどろいた様子で聞き返す。

「君は……霊れい媒ばい師しの……？」

「そうです。賀か茂もです」

　賀茂がそう答えた瞬しゆん間かん、吉よし野のは全身から気が抜けたように大きく安あん堵どした。

「よかった……。こんなところでこんな偶ぐう然ぜんの出で逢あいが……」

　吉野は放心したように呟つぶやくと、その場に膝ひざを突いた。

「お願ねがいがあります！　娘を預かってくれませんか！」

「え？　娘って、紗さ智ちさん……？」

「そうです。あなたなら信用出来る！　以前命いのち懸がけで娘を救ってくれたあなたなら！」

　そう言って土ど下げ座ざする吉野。

「見ての通り、私は今流行中の筋肉肥大の奇病に感染してしまった。これは接触する事で感染します。娘と一いつ緒しよにいれば、いずれ娘も感染してしまう」

「でも一体どうして吉野さんがこんなところに……？」

「この近所にある知り合いのボディビルチームへ避ひ難なんしに来たのですが、感染者達がトレーニング用具を狙ねらって大規模な襲しよう撃げきをかけてきて……。娘だけは何とか守ったものの、逃げる時に接触してしまい……」

　一瞬顔をしかめて苦しそうに頭を押さえる吉野。

「ぐぅぅ……っ！」

　突然拳こぶしを握ると、もの凄すごい勢いで地面を殴りつけた。アスファルトが砕くだけ、路面に大きな穴が空あく。

　吉野はハァハァと息を荒げながら顔を上げると、後ろの車を指さしながら賀茂に向かって再び懇こん願がんする。

「この奇病は精神も冒おかします……！　力一杯暴あばれたい衝しよう動どうがだんだん抑えられなくなってくる……！　私の理性が残っている内に早く娘を安全なところへ……！」

　脇わきで聞いていた律りつ子こがぽりぽりと頭を搔かいた。

「気持ちは分かるけど、こっちも移動手段なくて立たち往おう生じようしてる状態だしねぇ……。安全なところへって言われても……」

「それなら私の車を使えばいい！　どのみち私は一緒には行けない！　私はここで降ります！　車は娘のために使ってください！」

　その時、真ま央おがぴくんと耳を動かした。

「ごん！　律りっちゃん！　誰だれか来る！」

　言われて賀茂が霊視の『眼』を開いて暗くら闇やみの中を『見』通すと、マッチョ化した男達が数人近づいてくるのが見えた。

「しまった。大声で気付かれたか！」

「私が止めます！　その間に早く！」

　吉よし野のがそう言うなり、男達の方へ走っていく。

「吉野さん！」

　思わず追いかけようとする賀か茂も。吉野もマッチョ化しているとはいえ、数人を相手に一人ひとりではまず無理だ。

　だがその肩をみきが摑つかんで引ひき留とめた。

「ここは有あり難がたく車を頂いておきましょう！　吉野様にも私たちにも、それが一番利益になります！」

「それはそうだけど……っ！」

　分かってはいるが、吉野を見捨てて行く事など出来ない。賀茂が子供の頃ころ憧あこがれていた従姉いとこの生まれ変わりである紗さ智ちの、今の父親が彼なのだ。万が一の事があれば紗智が悲しむ。

　渋しぶる賀茂を見て、律りつ子こがいらだったように言う。

「ええいめんどくさい！　みきちゃん！　これ！」

　言うなり賀茂の髪をぶちっと引き抜いてみきに渡す。

　受け取ったみきはすぐに意図を察すると、懐ふところから藁わら人にん形ぎようを取り出して賀茂の髪を入れた。

「うっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、賀茂の肉体はみきの藁人形によって完全に支配される。動けなくなった賀茂を律子が担ぎ上げると、車の後部座席に放り込んだ。続けて真ま央おとみきも乗り込む間に律子は運転席に座ってシートを調ちよう整せいする。

　助手席に座っていた吉野の娘、紗智が、突然乗り込んできた律子たちを見て目を丸くした。

「あなたたちは……」

「久し振りね、紗智お姉ねえさん。お父とうさんに頼まれたの。今からあなたは私たちが守るから！」

　そう言うなりアクセルを踏み込む律子。

　そこへ吉野のガードをくぐり抜けた男が一人ひとり向かってくる。そして車のフロントバンパーを摑むと、ぐいっと持ち上げた。

「しまった！」

　律子が舌打ちする。

　駆く動どう輪りんが持ち上がってしまい、いくらアクセルを踏み込んでもタイヤは空から回まわりするばかり。これでは発進出来ない。

　その時、男の後ろから吉野の腕が伸びてきた。

「お父さん！」

　紗智が叫んだ。

　見違えるように太くなった腕で男を捕まえると、ぐいっと引ひき離はなす。それと同時に車はドンともの凄すごい音を立てて地面に落ちた。乗っていた賀茂たちは体が撥はねて天てん井じように頭をぶつける。

「今です！　行ってください！」

　吉よし野のが男に組み付きながら律りつ子こに向かって叫ぶ。

「助かったわ！」

　律子は吉野に向かってグッと親指を立てると一気に急発進し、取っ組み合っている横を通り過ぎて闇やみの中を猛スピードで走り去っていった。
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　北ほつ海かい道どうの山奥。

　西洋風の城の、塔の上にある一室。

　攫さらわれたたまは、薄うす暗ぐらい部へ屋やのベッドの上で目を醒さました。

「ここは……」

　呟つぶやいて体を起こすと室内を見回す。

　四方を囲む石造りの壁かべ。窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられていてまるで牢ろう屋やのようだ。窓から見える景け色しきはどこまでも山並みが連なるばかりで、家一軒見えない。霊れい視しして外の様よう子すを「見る」事が出来ないか試してみたが、壁に何か細工が施ほどこしてあるらしく、いつもは必要以上に見えすぎてかえって使い物にならないたまの霊視力をもってしても、何も「見え」ない。

「目が醒めたようね」

　不意に声をかけられた。

「あ、先生……」

　振り返ると、二学期から新しく赴ふ任にんしてきた担任の先生。

　微笑を浮かべて、たまに一歩近づく。

「夜なのに大声で叫んで近所迷めい惑わくだから眠らせたのよ。面めん倒どうだからそのままずっと眠らせておこうと思ってたんだけど、さすがにあなたほどの魔ま力りよくの持ち主相手じゃ術の効果も一週間くらいで切れるわね」

　その言葉を聞いてたまはハッと思い出す。

　そうだ。この人は自分を攫った女悪魔。

　確たしかあの晩。賀か茂もや律りつ子こたちと一いつ緒しよに隣となり町まちの廃校へこの女悪魔を尾行していったところで逆に襲おそわれて連れ去られて、そのまま上空で意い識しきを失って……。

　記き憶おくを辿たどっていくと同時に、自分が悪魔に誘ゆう拐かいされたのだという事を思い出して、たまは怯おびえたようにベッドの上でわずかに後ずさった。

「あ、あなたは一体何者なんですか？　どうしてこんな事を……」

「そう言えばまだちゃんと自己紹介してなかったわね」

　女悪魔はそう言って、ベッドに腰を下ろした。

「私はあなたが過去に漏らした妖よう気きを集めて生み出された悪魔。私を作った連中からはリリトベートと呼ばれているわ」

「私の妖気を集めて……？」

「そう。つまり私はいわばあなたの分身であり、あなたと私は元々同じ存在なの」

　リリトベートと名乗った女悪魔はそう言ってたまの顔を覗のぞき込むと色っぽく微笑ほほえんだ。

　たまは気け圧おされるように少し身を仰のけ反ぞらせながら、改めてリリトベートの姿を眺めた。

　すらりと伸びた手足、豊満な胸とキュッと締しまったウエスト、長く艶つややかな髪、扇せん情じよう的てきな艶を湛たたえた唇、そして妖あやしい光を宿した瞳ひとみ。溢あふれ出る妖よう艶えんな大人おとなの女の色気は、同性であるたまでさえ思わずドキドキさせられてしまう。

　この人が私の分身って事は、きっと私も大人おとなになったらこんなカッコいい女の人に……。

　たまは一いつ瞬しゆんそんな事を考えて、ぽわ～っと頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

　リリトベートはスッと手を伸ばすと、形の良い指先でたまの赤くなった頰に触れる。

「あなたを攫さらった理由。それは、私の本体であるあなたの力を貸して欲しかったから。私たちは体は二つでも元は一つ。あなたの魔ま力りよくなら、私は簡かん単たんに自分自身の魔力として使う事が出来るのよ」

　リリトベートがそう言った瞬間、指で触れられたたまの頰からスッと妖よう気きが漏れ出す感覚があった。

　たまはハッとすると、反射的に妖気が漏れないよう押しとどめる。周囲に撒まき散らかしてないか慌あわててキョロキョロと見回した。

　リリトベートはおかしそうに笑う。

「心配しなくても、外に漏れてはいないわ。私が吸い取っただけ」

　そう言って、触れていた指先をペロリと舐なめた。

　いちいち艶なまめかしい仕し草ぐさにどぎまぎしながら問とい質ただすたま。

「ち、力を貸すって、何にですか……」

　リリトベートはたまの耳元で吐と息いき混じりに囁ささやく。
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「あの時も言ったでしょう？　私は、男女問わず世界中の人間を逞たくましくて毛むくじゃらで魅み力りよく的てきな男性に変えてしまいたいの。だけど、今の私の魔ま力りよくではまだ足りない。マッチョ化の術は触れた人に感染して広まっていくけど、私の魔力で増やした筋肉が本人自身の筋肉に置き換わるまで、毎日プロテインを吞のんでも最低三ヶ月はかかるの。それまでに私の魔力が途と切ぎれてしまえば元に戻ってしまうのよ。だからあなたの力が必要なの」

「で、でも、女の人まで男の人にしちゃったら、みんな困りませんか……？」

「どうして？」

　リリトベートは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげると、挑発するような笑えみを浮かべて問い返す。

「私は全すべての人を愛したいし、全ての人を幸せにしたいだけ。この世の全ての人が男になれば、私は全ての人と愛し合えるのよ。世界中全ての男が私を愛し、私も世界中全ての男を愛する。世界中が私との一つの愛によって結ばれるの。そうすれば全ての人が幸せになれる。憎しみも争いもなく、ただ愛だけが存在する世界。そこには困る人も傷つく人も悲しむ人も孤独な人も存在しない。まさに地上の楽園だわ。違うかしら？」

「………」

　黙だまり込むたま。こうやって自信満々に滔とう々とうと語られると素直なたまの脳のう味み噌そはあっさり納得してしまいそうになるが、しかしそれでもやっぱり何かがおかしいという違和感を拭ぬぐえない。

　リリトベートはそんなたまの心の奥を見み透すかしたように微笑した。

「うなずけない理由は分かるわ。彼を私に取られたくないのよね？」

「え……？」

「あの時一いつ緒しよにいた彼、……賀か茂も君だったかしら？　もし私の計画が成じよう就じゆしたら、あの子まで私を愛するようになる。それが面おも白しろくないんでしょう？　彼の事はあなた一人ひとりで独占したい。だから私には手を貸したくない。そうでしょう？　違う？」

「そっ、そんな事は……」

　真まっ赤かになりながらしどろもどろになるたま。

「図ず星ぼしね」

　リリトベートは妖あやしく笑いながらたまの顔を覗のぞき込んだ。

「その独占欲こそが、世の中から争い事が絶えない原因なのよ」

「うぅ……すみません……」

　たまは何だか後ろめたくなって小さくうなだれる。

　リリトベートは諭さとすような口く調ちようで続けた。

「私がこの世で一番嫌いな事は争い事。私は誰だれとも喧けん嘩かせず、みんなと一いつ緒しよに仲良く暮らしたい。でも全ての男が私の虜とりこになれば、あなたのように必ず嫉しつ妬とと独占欲の強い女が出てきて諍いさかいが生じてしまう。だけど私はその人達とも争いたくないの。出来る事なら彼女たちとも愛し合いたい。だからそのために、彼女たちもマッチョ男にしてしまうの。彼女たちも男になれば、もうその瞳ひとみには私しか映らなくなるから」

　そこでリリトベートは胸に手を当てるとうっとりと天を仰あおいだ。

「世界中の人間がマッチョな適てき齢れい期きの男になれば、全すべての争いの元となる愚おろかしい独占欲、我が執しゆう、わがままといった醜みにくい感情はこの美しい世界から一掃される。そして全ての人が私を愛し、私も全ての人を愛する。世界は愛によって一つになるのよ。私は悪あく魔まとしてこの世に生み出されたけれど、その魔力は人を幸せにする事に使いたいの」

　リリトベートはそう言うと、たまのほうに振り返った。そして再び挑発するように微笑ほほえむ。

「あなたも、そうでしょう？」

「え？」

　突然の問いに目をぱちくりさせるたま。

　リリトベートはたまの頰ほおを両手で挟むと、その円つぶらな瞳ひとみを覗のぞき込む。

「あなたも自分が生まれ持った魔力を、人々を幸せにする事に使えたらと願ねがっている。悪魔として生まれ、悪魔であるが故ゆえに持って生まれた魔力であっても、それをどう使うかは自分の意志次第。自分は決して天国の扉とびらを開ける事は叶かなわない悪魔の身。どれだけ善行を積つもうが決して天国の門を潜くぐる事は赦ゆるされない呪のろわれた宿命。だけどそれでもいい。自分が天国へ行くために良い事をするんじゃない。相手の幸せな顔を見る事が出来ればそれでいい。自分の周りに人々の幸せな笑え顔がおが溢あふれていれば、それがこの世の天国なのだから。この世に居ながらにして天国に暮らしているも同然なのだから……。でしょう？」

「どうして……」

「分かるのよ。私はあなたの妖よう気きを集めて生まれた悪魔だから。妖気、そして魔力は心の力。あなたの妖気から生まれた私は、つまりあなたの心から生まれたの。言ったでしょう？　私はあなたの分身、私とあなたは一心同体だって」

　心の奥底まで見み透すかすような視し線せん。

　たまはその目に射い竦すくめられて、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように固まった。

　リリトベートは不意にたまの顔から手を離はなすと、テレビの電源を入れた。

　画面にはニュースの実況中継らしき物が映し出されている。

　町に溢れる人々は誰だれも彼もが熊くまかゴリラのような巨大な肉体。至る所で取っ組み合ったり殴り合いを繰くり広げている。

「これって、お蘭らんさんのお屋や敷しきのすぐ近所の……！」

　見覚えのある景け色しきに思わずたまはベッドから降りると、テレビのすぐ近くまで駆かけ寄った。

　テレビでは、マイクを持った女性リポーターが、早口にまくしたてる。

「ご覧らんのようにここでも老ろう若にやく男なん女によを問わず突とつ如じよ人々が筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男性に変化するという奇病が蔓まん延えんしています。感染しても命や健康に別状はないと言われていますが、ご覧のように感染者達は攻こう撃げき性せいや衝しよう動どう性せいが著しく高まる傾向を見せており、専門家は危険を避けるためなるべく感染者には近づかないよう注意を呼びかけて……きゃあ！」

　老人マッチョの姿が近づいたかと思った直後、悲鳴と共にカメラが大きく揺れて、そのまま中継が途と切ぎれる。画面は一いつ瞬しゆん乱れた後、スタジオの風景に切り替わった。

「今のって……！」

　最後に一瞬映った老マッチョの顔は、お蘭らんの女中仲間だったというお多た恵えさんというお婆ばあさんにそっくりだった。

　もう一度現場の光景が映らないかとテレビを凝ぎよう視しするたま。

　だが、その後ろからリリトベートがリモコンでテレビを消す。

　たまは恐る恐る振り返ると尋たずねた。

「これ……あなたの……？」

「そう。私の仕し業わざ。もうほとんど日本中に広まってるのよ。世界に拡散するのも時間の問題。そして対象が増えれば増えるほど必要な魔ま力りよくも増えていく。だから、あなたの力が必要になるの」

「でも、どうしてあんな乱らん暴ぼうに……」

「男性ホルモンであるテストステロンの血中濃のう度どが上がると衝しよう動どう性せいや攻こう撃げき性せいが増す事は知っているでしょう？　急きゆう激げきなマッチョ化には当然テストステロン濃度の急激な上昇が伴うから、慣なれてない人は衝動が抑おさえきれなくなるのね。第二次性徴が始まった年とし頃ごろの男の子達が、理由もなくとにかく暴あばれたくなるのと基本的には同じ事なんだと思うわ。後は、まだ分別のない赤ちゃんがいきなりマッチョ化しちゃった場合にも、訳わけが分からず感情のまま暴れちゃうでしょうね」

「そんな……。あんなふうにみんなケンカして、ちっとも幸せな世界なんかじゃないじゃないですか！」

　たまは思わず大声を上げた。

　しかしリリトベートは落ち着き払ったまま、宥なだめるように言う。

「心配ないわ。彼らは自分たちの衝動がなんなのか、そしてどこへ向けるべきかが分からないだけ。それが分かればみんな落ち着くわ」

「衝動を向ける先って……」

　たまの問いに、リリトベートは勝ち誇った笑えみを浮かべた。

「もちろん私よ」

　そう言ってベッドから立ち上がると、自分の胸に手を当てる。

「彼らの衝動の正体は、私への愛。私が彼らの前に姿を現すだけでいいの。それだけで彼らは争いを忘れ、愛の下僕となるわ。そして私は世界中の男達から捧ささげられた愛の上に君くん臨りんし、この世の全すべては愛に包まれるのよ！」

　恍こう惚こつとした表情で高らかに宣言するリリトベート。

　だが、いくら単純なたまといえども、町の状況をテレビで見せられた後ではさすがにうなずく気にはなれない。

「………」

　黙だまって体を縮ちぢめたまま、警けい戒かいするようにリリトベートを見つめる。

　たまの目を見たリリトベートは小さく苦笑して肩を竦すくめた。

「まぁ、子供のあなたに今すぐ理解してもらおうとは思ってないわ。あなたはこの部へ屋やでゆっくり寝ててくれればそれでいいのよ。眠っていれば精神は無防備になるから、さっきみたいにいくらでも魔ま力りよくは吸えるもの」

　そう言うが早いかリリトベートはすっとたまに近づくと、手を差し出してその目を塞ふさいだ。

「へ……？」

「おやすみなさい」

　リリトベートの声がする。

　その瞬しゆん間かん、たまの全身を猛烈な眠気が襲おそった。

　立っていられなくなって、ふらりと倒れそうになるたま。転ばないよう必死でリリトベートの体に縋すがったが、その手からも力が抜けそうになる。

「元はあなた自身の魔力なのに、あなたはそれを使いこなすどころか抵抗すら出来ないのね」

　嘲あざけるようなリリトベートの声が、朦もう朧ろうとした意い識しきの中に響ひびいた。

　駄だ目めだ。寝ちゃ駄目だ。急いでここから逃げなくちゃいけないのに。連れ去られてから今日きようまで眠らされている間にも、世の中はとんでもない事になってしまってる。今また眠ってしまったら、次に目が醒さめた時はきっともう取り返しが付かない。

　必死で自分を叱しつ咤たするたまに、リリトベートが耳元で囁ささやいた。

「あなたの魔力は、私が有効に使ってあげるわ。だから安心して眠りなさい。素す敵てきな夢をプレゼントしてあげるから」

　その声が終わらない内に、縋りついた相手の姿がよく知った人に変わる。初めはぼんやりと、そして次第にはっきりと。

「か……賀か茂も……ひゃん……？」

　眠気で呂ろ律れつの回らない舌で呼びかける。

「言ったでしょう？　私はあなたと一心同体。あなたが求めているものは何だって分かるのよ」

　リリトベートが笑う。

　だがその声は朦朧としたたまの意識にはもう届かない。

　たまは夢と現実の区別が付かなくなったまま、目の前に現れた賀茂をただ見つめた。

　賀茂の顔だ。間違いない。こちらを見下ろして優やさしく微笑ほほえんでいる。でもどうしてここに？　そうか。助けに来てくれたんだ。よかった。これでもう大丈夫……。

　眠気で回らなくなった頭でそう考えると同時に、安心した弾みでふっと気が緩ゆるんだ。

　その瞬しゆん間かん、ただでさえ抵抗しがたい眠気が一気に強くなった。しがみつく指の力が抜けて、ガクッと膝ひざが折れた。そのままたまの意い識しきはあっという間に夢の世界へと落ちていく。そのたまを夢の中で優やさしく抱だき留とめる賀か茂も。その目はいつもたまを見る時の幼い子供を慈いつくしむような目ではなく、一人ひとりの男として愛する乙女おとめを見つめる瞳ひとみだ。ふと気が付くと、たま自身の姿も普ふ段だんの小学生と間違えられるような小柄な幼児体型ではなく、すらりと大人おとなびた体に変わっている。

「賀茂さん……」

　たまは賀茂の腕に身を委ゆだねながら、微かすかに頰ほおを赤らめた。

　何度夢に見ただろう。

　こんなふうに賀茂さんと二人ふたりっきりで、賀茂さんの優しい腕に抱かれて、恋人同士のようにそっと寄り添って……。

「たまちゃん……」

　賀茂がそっと呼びかけた。

　その唇が、ゆっくりとたまの顔に近づいてくる。

「あ……」

　たまは声にならない声を漏らすと、怯おびえるように微かに唇をわななかせ、しかしすぐに迎え入れるように瞼まぶたを閉じた。

　だがその時。

　突然、自分の妖よう気きが漏れ出す感覚が全身を襲おそった。

　ハッと我われに返るたま。

　その瞬間、夢の世界から目が醒さめる。

　気が付くとたまはベッドに寝かされており、リリトベートがたまの口元に指先を当てて、今まさに妖気を吸い取っているところだった。

　慌あわてて自分の外に漏れかけた妖気を引き戻すたま。勢い余ってリリトベートの魔ま力りよくまで吸いそうになる。

「あら、起こしちゃったかしら？　いいところで邪魔しちゃったとしたらごめんなさいね」

　リリトベートはたまの顔を見ると、妖あやしく微笑ほほえんだ。

「起こしちゃ悪いから、魔力を吸うのはあなたがもっと完全に寝入ってからにするわ。間違って私の魔力をあなたに吸い取られても困るし」

　そう言って立ち上がると部へ屋やを出て行くリリトベート。

「本物の彼は今いま頃ごろマッチョ化してあなたの事なんか忘れてしまってるでしょうけど、せめて夢の中で逢おう瀬せを楽しみなさい。いつまでも素す敵てきな彼と一いつ緒しよにいたければ、ずっと夢の中にいて二度と目を醒まさない事ね」

「待って！」

　たまは閉じこめられまいと慌あわてて追いかける。

　だが無情にもたまの目の前でドアは閉まり、がちゃりと鍵かぎをかける音が聞こえた。そのままリリトベートの足音は遠ざかっていく。

　たまは、無む駄だだと知りつつドアを開けようとノブを回して何度か押したり引っ張ったりしてから、やっぱり開かない事を確かく認にんしてへたり込んだ。

　その途と端たん、またもや猛烈な眠気が甦よみがえってくる。

　……いけない！

　たまはゾッと背筋に鳥肌が立った。目を醒さまそうと、両手で顔を叩たたく。

　さっき微睡まどろんでしまった時に見た夢。夢のはずなのに、夢とは思えないはっきりとした感覚。自分の体を抱きかかえている腕の温ぬくもりも、目の前の優やさしい賀か茂もの笑え顔がおも、そしてドキドキしてとても幸せな気持ちも、どれもこれも本物としか思えなかった。あれが夢だったとしても、もう少しだけあのままでいたかった。あのまま賀茂の腕に抱かれて眠ってしまいたかった。出来ればあのまま醒めて欲しくなかった。

　だから断言出来る。

　今また眠ってしまったら、私はもう二度と起きられない。

　いつまでも賀茂と二人ふたりきりの夢の世界。そんなものに一度でも身を委ゆだねてしまったら、二度とそこから出てこられなくなる。そんな甘い夢の世界に浸ひたった後で、それを振り払って目を醒ますなんて出来るわけがない。さっき経けい験けんしたから分かる。自分の意志はそんなに強くない。今あの夢の世界に完全に落ちてしまったら、自分はもう二度と目を醒ましたくなくなってしまう。

　たまは眠気を追い払おうと、大きく頭を振った。そして、壁かべづたいに何とか立ち上がると、ふらふらとした足取りで部へ屋やの中を歩きだした。とにかく動くのをやめちゃダメだ。止まったらその瞬しゆん間かんに眠ってしまう。そうなったらリリトベートはいくらでも魔ま力りよくを吸い放題だ。そんな事はさせられない。

　……賀茂さん。

　攫さらわれたあの夜の事を思い出す。

　賀茂はあの晩、マッチョ化の術に感染してしまった。でも、咄とつ嗟さに何か対策をして右腕だけで食い止めていた。今だってきっと、術が全身に回らないように処置をしているはず。リリトベートの魔力は元々たまの物。賀茂はたまの魔力も、それよりずっと強大なアブデルの霊れい力りよくでさえも、自在に引き出して使いこなせる人だ。自身の魔力ですらまともに扱えないような自分とは違うのだ。だから今もちゃんと術が全身に回るのは食い止めているはず。なのに、リリトベートに新たな魔力の補給をさせてマッチョ化の術を強くするような事はさせられない。自分が眠ってしまえばリリトベートはいくらでも魔力を吸い放題になる。それは賀茂を困らせる事になるのだ。それだけは絶対にいけない。

　それに、賀か茂もがマッチョ化の術にやられておらず、精神が乗っ取られていないのなら、必ずたまを助けに来るはずだ。なのに、本物の賀茂が助けに来てくれたのにそれに気付く事もなく、夢の中で夢の賀茂と一いつ緒しよに幸せなつもりで眠り続けるなんて、それじゃ助けに来た賀茂の苦労が無む駄だになる。そんなのは絶対に駄目だ。

「あっ！」

　不意に足がもつれてたまは床ゆかの上に倒れ込んだ。

　その途と端たん、抗しがたい睡すい魔まが襲おそってきて意い識しきが飛びかける。立ち上がって体を動かさなければ眠ってしまうと思いながらも、体に力が入らない。

　目の前に、再び夢の中の賀茂の顔が浮かんできた。

　大好きなその顔を見た途端に、たまの決意は揺らぎ出す。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　咄とつ嗟さにたまは自分の右手首に思い切り嚙かみついた。

「……っ！」

　手首に走る激げき痛つう。血が噴ふき出すと同時に、猛烈な眠気と賀茂の夢も一瞬にして吹き飛ばされる。

　……寝るもんか！

　たまは血だらけの右手を床に突いて、必死に体を起こした。痛みに呼吸を乱し、脂あぶら汗あせを浮かべながら、歯を食いしばると立ち上がる。

　……賀茂さんが来るまで絶対に眠らない！　何日かかっても絶対に眠ったりするもんか！

　痛みと眠気で潤うるんでくる目元を血だらけの手で擦こすり、眠気でふらつく足をがくがくさせながら、たまはいつまでも壁かべに凭もたれて歩き続けた。




　アメリカ合がつ衆しゆう国こく。

　ニューヨークのとある通りの片かた隅すみの、小さなビルの一室にある薄うす汚よごれた探偵事務所。

　徹てつ夜や明けの私立探偵ヴァイトラス・ファービィは、ぼさぼさの頭を搔かきながら朝のコーヒーを淹いれていた。もっとも、朝と言ってもここ最近は謎なぞの異常気象でまったく太陽が姿を見せない日々が続いている。時計とけいの示す時刻は朝でも、外の明るさは夜そのものだ。

　濃こいめに淹れたコーヒーをカップに注ぐと机に戻って一口啜すする。

　机の上には徹夜でタイプした依頼人への報告書の束たば。

「一晩でこれだけの文章が打てるなら、小説家にでもなったほうが良かったかもな……」

　五〇〇ページはある分厚い報告書を見ながらそんな事を呟つぶやいて、ファービィは気け怠だるげに大きく一つ欠伸あくびをした。

　取りあえず、今の仕事は一段落付いた。しかしもうすでに次の依頼が入っている。

「体がもう一つ欲しいね、まったく」

　溜ため息いきをつきながら依頼のメールを開く。

　依頼人は比較的常連の、さる政府高官だ。いつも危険な汚れ仕事ばかり頼んでくるが、金払いはいい。

「なになに……、ああ、極きよく東とうで今流行してる謎なぞの筋肉肥大症候群の話か……」

　日本が発生源と見られる、突然筋肉が肥大化する謎の奇病の事は、ファービィの耳にも入っている。筋肉が肥大化する異常といったらミオスタチン関連筋肥大症などが有名だが、どうもそういったものではなく人から人へ伝染するらしい。しかもそれだけではなく、女性が完全に男性化したり幼児がいきなり大人おとなの体になったりと、俄にわかには信じがたいような事が起きているという噂うわさもある。それらの噂の真しん偽ぎ及び、この感染症に関係する情報ならとにかく何でも集めて一週間以内に報告をまとめろというのが依頼の内容だ。

「こんな仕事、俺おれに回さなくたって駐ちゆう日にち大たい使し館かんに聞けば済む話だと思うが……」

　何のために国の税金を使って駐在員を置いているのかと思うが、しかしわざわざ自分に依頼が来るという事は何か頼めない事情でもあるのだろう。そこまでは詮せん索さくしないのがこの仕事のマナーだ。

　まあ、幸い日本には馴な染じみの凄すご腕うで情報屋がいる。彼女に連絡を取れば、こんな仕事はすぐ済むだろう。珍しく、楽な仕事で多た額がくの報ほう酬しゆうが手に入りそうだ。たまにはこんなボーナスがあってもいい。

　ファービィは机の上の時計とけいを見ながら頭の中で時差を計算する。

「日本は夜の九時頃ごろか……」

　この時間なら家にいるだろう。

　ファービィは電話を取ると、いつもの番号へかけた。

　しばらくしてから相手が出る。

「やあ。ファービィだ。今ちょっと時間あるかい？」

　気楽な調ちよう子しで話しかけたファービィだったが、電話の向こうから返ってきた言葉を聞いてさっと表情を変えた。

「何だって？　分かった！　すぐにそちらへ向かう！」

　電話を切ると急いで無ぶ精しよう髭ひげを剃そり、よれよれのシャツの上に一いつ張ちよう羅らのリチャード・ジェームスのスーツを羽は織おって旅行バッグを引ひっ摑つかむ。そしてファービィは一いち目もく散さんに空港目指して車を走らせた。




　……まいったわぁ。

　下級悪あく魔まペデラスティリアは暗くなった夜空を羽根を伸ばして飛びながら溜め息を漏らした。

　町まで買い物に行った帰りである。

　帰る先は北ほつ海かい道どうの山の中にリリトベートが建てたお城。

　悪あく魔ま界かいの上級幹部達からの密命を受けてリリトベート誕たん生じようの事実上の実行責任者を務めた流れで、リリトベートの世話アンド監かん視し役やくに任ぜられたのがそもそもの運の尽き。幹部クラスの上級悪魔さえ返かえり討うちにするほどのリリトベートである。ペデラスティリアが言う事を聞かせられるはずもなく、監視どころか召使いとしてこき使われている毎日だ。

　だがまあ下級悪魔であるペデラスティリアにとって、誰だれかの下働きなんてのはいつもの事だ。そんな事は別に平気。問題はもっと別のところにある。

　すなわち、世界中の人間をマッチョ男にするというリリトベートの計画である。

　全世界を男ばかりにしてしまうのはまだいい。

　だが何が悲しゅうて全員オス臭い剛毛マッチョにしてしまうのか。

　何故なぜもっとこう、繊せん細さいで腰の細い美少年にしようとしないのか。

　そりゃマッチョ共の逆三角形の肉体だってウエストはキュッと細くなっちゃあいるが、肩や胸や広背筋が分厚く肥大した結果として相対的に細く見えるんじゃ意味がない。スラリと華きや奢しやなくらい細くて儚はかなくて色白で性別を超越した色気が漂っていてでもやっぱり確たしかに男であるという一いつ線せんは明めい確かくに守る絶妙なライン。女装男子でもなく貧弱なもやしっ子でもなく、あくまでれっきとした堂々たる男でありながら、しかしその肉体からは極限まで男臭さを消し去る事によって、男同士の睦むつみ合あいを耽たん美びな物へと昇華する！　それでこそ、世界を男の園に変える意味があるはずだ！　なのにあのリリトベートと来たら、全人類をマッチョにしてしまうばかりか全世界を自分のハーレムにしてしまう予定なのだ。全世界がリリトベートのハーレムって事は要するに男同士の絡みは無しである。それじゃ一体何のために世界中男だけにするのか分からない。世界中が剛毛マッチョに埋め尽くされたりしたら、ペデラスティリアにとってはこの世の地じ獄ごくだ。悪魔の癖くせにこの世の地獄を喜べない辺あたりが、所しよ詮せん下級悪魔である。

「あ～、やだやだ」

　ペデラスティリアはうんざりした顔で溜ため息いきをつくと、お城のテラスに着陸した。

　そのままリリトベートの部へ屋やへ行くと、買ってきた服や化粧品を放り投げる。

「ただいまー。頼まれてた物、買ってきてやったわよ」

「ありがとう。いつも悪いわね」

　先日返り討ちにして下僕にした上級幹部悪魔連中に体を揉もませながら答えるリリトベート。

　その肩を揉んでいるのは、悪魔の王ビレト。麾き下かの軍団は八〇にものぼる強大な力の持ち主だ。白馬に乗った優ゆう雅がな見た目とは裏うら腹はらに非常にキレやすい性格の危ない悪魔だったが、すっかり大人おとなしくなってリリトベートに従わされている。

　足を揉んでいるのはパイモン。元々は女性に見み紛まがうようなほっそり美しい外見だった悪魔で、この世の全すべての学問と芸術を知り尽くし、従える軍団数は二〇〇という噂うわさもある超実力者だったが、今は外見もムキムキマッチョでかつての面おも影かげはないし、大人しく足を揉まされているその態度にもかつての威い厳げんはない。堕だ天てんする時サタンに最も忠実だったと言われているが、その忠誠心は今はリリトベート一人ひとりに向けられているようだ。

　爪つめを磨みがいているのはシトリーという地じ獄ごくの貴き公こう子し。この悪あく魔まも元はペデラスティリア好みの超美形で、従えている軍団の数も七〇と王族に匹敵するクラス。女を意のままに出来るという特技を持っていたはずだが、今では逆にリリトベートに意のままにされている。

　元々リリトベートを暗殺する目的で選ばれた上級悪魔だけあって、どの悪魔もペデラスティリアのような下級悪魔なんて小指の先で消し去ってしまえるような連中だ。本来なら直接会う事すらままならないくらい、地位も実力もかけ離はなれている。そんな悪魔達を三人も前にすると、ペデラスティリアとしては正直落ち着かない。しかも三人とも今やリリトベートに完全に忠誠を誓っていて、ペデラスティリアがリリトベートとタメ口をきくだけで、生意気だと言って怖い目で睨にらんでくるのだ。その恐ろしさといったら正直もう生きた心地ここちがしない。

　だがしかし、少なくともこっちはリリトベートに対しては生みの親の一人であり先せん輩ぱいでありお目付役なのだ。力の差がありすぎてちっとも言う事を聞かせられず、それどころか勝手に全世界の人間をマッチョにするような計画を実行するのも止められず、幹部悪魔を下僕にするのも放置しておきながら、お目付役も何もあったもんじゃないが、しかしそれでもリリトベートごときを相手に敬語なんざ使ってられない。せめて表面上の態度だけは対等なポジションを保っておきたい。

　ペデラスティリアは下僕にされた悪魔達から極力目を逸そらしながら言った。

「悪いと思うなら自分で買いに行きなさいよね。大体服なんて、自分で実物見て選ばなきゃ、合うかどうかも分かんないじゃない」

「でも町中へ出た隙すきにあの子が攫さらわれたりしたら困るでしょう？」

　リリトベートはそう言って、たまを閉じこめてある西の塔を見た。

「いや、攫ったのはアンタのほうでしょ。取り返されたら、とかにしときなさいよ……」

　取りあえずツッコんでおくペデラスティリア。

「んじゃまあとにかく私、部へ屋やに戻ってるから」

　ペデラスティリアはさっさと話を切り上げると、くるりと向きを変えて部屋を出た。リリトベートと一対一ならまだいいが、上級悪魔達の前にはあんまり長居したくない。

　だが部屋を出ようとした時、リリトベートが呼び止めた。

「あ、そうだわペディ。ちょっとあの子の様よう子す見てきてくれる？」

「あの子ってたまちゃん？」

「ええ」

「様子って何の？」

「実はあの子、三日前にちょっと目を醒さましたの。でも起きたままじゃ魔力を吸わせてくれないから、一度寝たらもう永久に眠りっぱなしになる術をかけたのよ」

「それで？」

「ところがあの子、眠るまいとして抵抗するものだから、そのままほったらかしてきちゃったのよね。でもさすがにもう三日も経たつし、そろそろちゃんと眠ったんじゃないかと思うから、確かく認にんしてきてくれない？」

「そんなもん別に急ぐ用事でもないし、自分で行けばいいじゃない……」

　ペデラスティリアは呆あきれて溜ため息いきをついた。

　しかし、その途と端たんにギロリと睨にらむ悪あく魔ま達。

　ペデラスティリアはそれに気付いてギョッとする。

「ま、まあ、ちょっと見てくるくらい別にいいけど」

　内心の怯おびえを気け取どられないよう極力平静を装よそおってそう言うと、ペデラスティリアはそそくさと部へ屋やを出た。

　そのまま西の塔へ行くと、ちょっと早足で階段を上る。

　リリトベートの言う事を素す直なおに聞くのは癪しやくなのでちょっと嫌いやがってみせたとはいえ、正直なところを言えば、ペデラスティリアとしてもたまの事はちょっと気になっていたのだ。結構強引に攫さらってきたようだし、攫った後もずっと部屋に閉じこめて眠らせっぱなし。部屋には強力な結界が張ってあって、リリトベートの許可無しには誰だれも入れない。折せつ角かくリリトベート本人から直じき々じきに様よう子すを見に行けと言われたんだから、この機き会かいに堂々と会ってこよう。怪け我がしてないかとか、衰弱してないかとか、確認しておきたい事は色々とあるのだ。

　……それにしてもリリトベートの奴やつ、厄やつ介かいな連中手下にしちゃって。

　体を揉もんでいた悪魔達の顔を思い出して、はぁ～っと長い溜め息を漏らすペデラスティリア。

　……あれじゃあ寝首を搔かくのは無理よね～……。

　リリトベートの全世界マッチョハーレム化作戦を止めるには、リリトベートからの魔力供給を絶つしかない。そのためには隙すきを見て殺すかどこかに封じ込めるかしかないわけだが、とてもじゃないがそんな事は不可能だ。リリトベート一人ひとりだけでもペデラスティリアの手には負えないのに、周囲にあんな化け物連中がいるようでは、万に一つも勝ち目はない。しかも、今やあの三人の配下の軍勢までリリトベートのものなのだからもうどうしようもない。

　階段を上りきってたまの閉じこめられている部屋の前まで来たところで、ペデラスティリアはもう一度大きく溜め息をついた。

　……私にたまちゃんくらいの魔力があれば何とでもなるんだけどなぁ。

　以前間近で直接見たたまの魔力の大きさを思い出す。漏らした妖よう気きを搔き集めただけでリリトベートみたいな化け物が作れちゃうだけあって、たまの魔力はあの上級幹部悪魔達と比べても明らかに頭一つ抜け出している。そして、ペデラスティリアは貯蔵した魔力の量に応じて何でも願ねがいを叶かなえてくれる魔法の杖つえという便利な道具を持っている。この二つが組み合わされば、リリトベートをこの城に永久に閉じこめてマッチョ化の魔法を無効化するくらいは朝飯前なのだが。

　そこまで考えたところで、ふとペデラスティリアはいい事を思いついた。

　要するに、たまに頼んでこの杖つえに魔ま力りよくを注入してもらえばいいのだ。それだけで何もかも解決である。

　ただ問題が一つ。リリトベートが術をかけたのは三日も前だ。様よう子すを見に行くまでもなく、たまはリリトベートの術によって眠らされているはず。そしてリリトベートのかけた術を解く力はペデラスティリアにはない。ペデラスティリアの魔法の杖は、ただ握っているだけでも勝手に魔力を吸い取って内部に補充してくれるが、意い識しき的てきに魔力を込めるのに比べればずっと時間が掛かってしまう。たまが眠ったままでリリトベートを封印する程の魔力を溜ためようと思ったら、一日や二日では済まない。いくらなんでもそんなに長い間たまの側そばにいる口実は作れない。

　……そこをどうするかが問題よね。

　う～んと唸うなって考え込むペデラスティリア。

　しかし、すぐにいい解決策をひらめいた。要するに、まずたまが眠ったままの状態である程度魔力を補充したら、杖を使って眠りの術を解けばいいのだ。その後改めてたまに頼んで杖に魔力を補充してもらえばいいだけの事。たまだって世界中の人間をマッチョ男に変えてしまうような事には反対だろうから、目覚めればきっと快く協力してくれるはずだ。そして、リリトベートさえ封印してマッチョ化の術を解けば、下僕にされた上級悪魔達の洗脳だって解けるから、そっちと戦う必要はない。

　……楽勝じゃん！

　ペデラスティリアは思わず顔を輝かがやかせた。上級幹部悪魔達が揃そろって返かえり討うちに遭あったリリトベートをペデラスティリアが一人ひとりで封じたという事になれば、こりゃもう恩おん賞しようだってかなり期待出来る。階級だって一気に昇進間違いない。

「ふっふっふ。リリトベートの馬ば鹿かめ、この私をたまちゃんの部へ屋やへやったのが運の尽きね」

　口元に浮かぶ笑えみを抑えようともせず、うきうきした気分でドアを開けるペデラスティリア。

「おっはよーたまちゃん♪　早く起きないと遅刻しちゃうぞっ☆」

　意味もなく朝早く起こしに来た幼おさな馴な染じみキャラを気取りながら、勢いよく部屋へと飛び込む。

　だが次の瞬しゆん間かん、ペデラスティリアはギョッとしてその場に固まった。

　部屋の壁かべ一面になすりつけられた血の跡。

　そしてその壁にもたれるようにしながらノロノロと歩くたまの姿。

　その手首からはダラダラと血が流れっぱなしだ。

「ちょ、ちょっと!?　どうしたのたまちゃんそれ！」

　声を上げて駆かけ寄るペデラスティリア。

　しかしたまは夢遊病のような虚うつろな表情のまま、ペデラスティリアに気付かず歩き続ける。

　リリトベートが術をかけたのが三日前。それからずっと眠りに落ちるまいとしてこうやって体を動かし続けていたのか。しかし、ペデラスティリアに気付かないほど朦もう朧ろうとしたまま歩き続けている理由はそれで理解出来るとして、手の怪け我がは一体どうしたというのか。朦朧としたまま室内をうろついて、どこかにぶつけたのだろうか。

「ちょっとたまちゃん！　私よ！　ペデラスティリア！　その手、どうしたの!?」

　たまの肩を両手で摑つかんでもう一度呼びかける。

　さすがに今度はたまも立ち止まって、ペデラスティリアの顔を見上げた。

「ペディ……さん……？」

　虚ろな瞳ひとみでペデラスティリアを見つめるたま。

「どうして……ペディさんがここに……？」

　掠かすれるような声で問いかけると、たまは独り言のように呟つぶやいた。

「そっか……私……また夢を……起きなくちゃ……」

　そう言ったかと思うと、たまはいきなり怪我をしている自分の手首に嚙かみついた。

「なっ!?　ちょっと何してんのよたまちゃん！」

　ペデラスティリアは慌あわててたまの手を摑んで止める。

　だがたまはお構いなしに、ペデラスティリアの手ごと再び自分の手首を嚙んだ。

「痛っ！」

　思わず悲鳴を上げて手を離はなすペデラスティリア。

　血が滲にじむ自分の手を押さえながら、ゾッとしてたまを見つめる。

　あの手首の怪我……。

　痛みで目を醒さますために自分で嚙んだ跡だったのか……。

「たまちゃん！　私は本物よ！　夢じゃないわ！　ちゃんと目を開いて確たしかめて！　ほら！」

　血だらけのたまの右手をたまの口から引ひき離はなすと、自分の体に押し当てる。

　しかしたまはその感触を確かめると、朦朧としたまま青ざめた。

「……まだ……こんなに……はっきり……」

　そう呟つぶやいて、再び手首に嚙みつこうとする。

　駄だ目めだ。すでにたまは極度の眠気で正常な判断力を失っている状態。ペデラスティリアが自分の存在をアピールすればするほど、夢の世界に落ちてしまったと勘かん違ちがいしてしまう。ただの眠気じゃないから声をかけたって目覚めない。もちろんペデラスティリアにリリトベートの術を解くほどの力はない。さっさと魔ま法ほうの杖つえにたまの魔力を溜ためて、その力でリリトベートの眠りの術を解くしかない。

「たまちゃん、ちょっとこれ握ってて」

　無む理り矢や理り杖を握らせると、必要な魔力が溜まるのを待つ間にたまの右手の血を止めようとガーゼを当ててハンカチで縛しばるペデラスティリア。

　だが、手首の応急処置を終えて杖つえの様よう子すを見たペデラスティリアは思わず首を捻ひねった。全く魔ま力りよくの蓄ちく積せき量りようが増えていない。

「何で……？　この子の魔力の大きさなら一いつ瞬しゆん摑つかんだだけでも……」

　以前たまに魔力を込めてもらった時も、ほんのちょっと握ってもらっただけでペデラスティリアが自分で溜ためる時の一年分くらいの量はあっという間に溜まったのに。故障でもしたんだろうか。

　そう思って試しに自分の魔力を込めてみる。

　だが、ペデラスティリアの魔力は何の問題もなくすんなりと杖に吸収された。壊こわれたわけじゃなさそうだ。でもそれならどうして………？

　杖をひっくり返しながらあちこち点検していると、ふとたまの呟つぶやく声が耳に入った。

「……駄だ目め………吸われちゃ駄目……」

　その声に振り返るペデラスティリア。

　そしてハッと合が点てんする。

　そうか。たまが眠るまいと頑がん張ばっているのは、自分の妖よう気きをリリトベートに吸わせないため。さっき杖を握らせた時も、杖が魔力を吸収しようとするのをリリトベートに吸われていると勘違いして、体の外へ魔力が流れ出さないように止めていたのだ。

　それに気付いた瞬間、リリトベートは頭を抱えた。

　……これじゃ、目を醒さますなんて出来ないじゃない！

　リリトベートの術を解いてたまの目を醒ましてやるのにも、たまの魔力を借りる必要があるのだ。ペデラスティリア自身の魔力だけでは、必要な量が杖に溜まるまで最低でも一ヶ月はかかる。いくらなんでも一ヶ月もの間この状態が保つわけないし、それまでに眠りに落ちるに決まってる。そうなってしまったらリリトベートに魔力吸われ放題で、この世はあっという間にマッチョ地じ獄ごくだ。それに、自分の体を傷つけてまで眠るまいとするたまの姿が痛々しくて見ていられない。この状態から解放してやるためには、やっぱり一刻も早く眠りの術を解いてやるしかないのだ。でもどうやって解いてやればいい？

　その時、たまの声が聞こえた。

「賀か茂もさんが……来てくれるまで……絶対に……」

　賀茂さんというと、あの熾し天てん使しのアブデルを守しゆ護ご霊れいにしてた霊れい媒ばい師しの少年？

　顔を思い出すと同時にペデラスティリアはポンと手を打った。

　……あの子に術解いてもらえばいいじゃない！

　賀茂はたまと同居していて保護者的存在だったはずだから、きっと今回も助けに来るつもりのはず。なかなか姿を現さないのは、リリトベートがこの部へ屋やに張った結界のせいで場所が分からないでいるだけだろうから、ペデラスティリアがここまで手引きしてやればいい。あの彼ならアブデルの力も引き出して使いこなしていたから、リリトベートの術だってきっと解けるだろう。その代わりペデラスティリアがたまの魔ま力りよくをいただく事は出来なくなるだろうが、どうせ助けに来たらそのまま賀か茂もとアブデルがリリトベートの始末もしてくれるだろうから、任せておけばいい。ペデラスティリアとしちゃ、何も危険を冒おかしてまで自分の手でリリトベートを封印する必要はないのだ。

　アブデルが現在天界へ戻っている事や、そのため賀茂がアブデルの力をフルに使えない状態にある事を一切知らないペデラスティリアにとって、アブデルと賀茂に任せてしまうというのはこれ以上なくいい考えだ。

　幸いにしてペデラスティリアは城の中の管理を全すべて任されている。要するに召使い扱いの下働きという事だが、城の中を自由に行動出来るという事は、城内に細工をするのも簡かん単たんだという事。リリトベートや手下の悪魔に気付かれずに賀茂達をたまのもとまで連れて来るための下準備もなんて三日もかからない。

　そうと決まれば早さつ速そく準備開始だ。

「たまちゃん。すぐに賀茂君連れてきたげるから、辛つらいだろうけどもうちょっとだけ寝ないで頑がん張ばるのよ」

　ペデラスティリアはたまに向かって一言励ますと、勢いよく部へ屋やを出て行った。




　その頃ころの賀茂達である。

　吉よし野のから車をもらって律りつ子この運転で東とう北ほく自じ動どう車しや道どうを北上していった一行だったが、未いまだに本ほん州しゆうにいた。途中でガソリンを補給しようと立ち寄ったガソリンスタンドで停車したところを店員に襲おそわれて車は大破してしまい、徒歩で先を急いでいる次第である。

「ねえ律りっちゃん。まだ歩くの……？　私もう疲れたよ……。お腹なか空すいた……」

　山中を走る自動車道。

　薄うす汚よごれた格好をした真ま央おはとぼとぼと徒歩で歩きながら情けない声で泣き言を漏らした。

「もうちょい行けばサービスエリアがあるから、きっとそこで何か食べられるわよ」

　こちらも薄汚れた格好ながら、無む駄だに元気な律子。携けい帯たい電話のＧＰＳ機き能のうで現在地を確たしかめながら、励ますように明るい声を出す。

「それにしてもまさかこんな長旅になるとは……」

　みきが溜ため息いきを漏らすと、アブデルの写真を取りだしてしみじみと眺めた。出かける時はこんなに日数がかかるとは思っておらず、荷物がかさばるといけないので写真には一枚しか持ってこなかったが、何日間もこれ一枚だけではお兄にい様さま分が足りなくなってしまいそうである。そっとおでこに手をやると、角つのが生はえる前兆のように微かすかにこぶのような膨ふくらみを感じる。

「たまちゃんが攫さらわれてからそろそろ十日目……。大丈夫かな……」

　日の昇らない暗い空を見上げて心配そうに呟つぶやく賀茂。気持ちは焦あせるが、移動手段がない以上歩いて先に進むしかない。

「お姉ねえ……紗さ智ちさんは大丈夫ですか？」

　後ろを振り返って紗智に尋たずねる。

「ええ。私は大丈夫」

　気き丈じように笑ってみせる紗智。しかし魂たましいが賀か茂もの従姉いとこの生まれ変わりとはいえ、今の彼女は肉体的には十歳の子供だ。賀茂達が疲れているのに紗智が平気なわけはない。

「もう歩くのやだー！　飛ひ行こう機きも電車も使えないし泊まる時も野宿だし、これならお家うちでお留守番してたほうが良かったよ！」

　真ま央おが駄だ々だっ子このように座り込んだ。

　それを見て誰だれ一人ひとり咎とがめることなく、釣られるように足を止める一行。みんな口には出さずとも疲れているのだ。

　みきが、ぐったりした真央を横目で見ながら言った。

「やっぱり一度一般道へ下りて、もう一回車を入手出来ないか試してみませんか……？」

　律りつ子こは即座に首を横に振った。

「いや～、無理でしょ。この辺はもう誰も車なんか使わなくなっちゃってるし、力比べに使われて壊こわされてると思うわよ」

「確たしかに、時間と体力の無む駄だだろうな……」

　賀茂が律子の言葉に力無くうなずく。歩きながら高速道路を霊れい視しして最近走った車を探し、それが今どこでどうなっているかを探してみたのだが、少なくとも徒歩圏内に無事な車は一台もなかった。

「でもまあ大丈夫。そろそろ助すけっ人とが到着するわ」

　律子は携けい帯たい電話を弄いじりながらそう言うとニヤッと笑った。

「助っ人……？」

　キョトンとして律子の顔を見つめる賀茂たち三人。

　その時、遠くからもの凄すごい勢いで車のエンジン音が近づいてきた。

「自動車!?」

　賀茂がハッとして振り返る。その目にヘッドライトの明かりがはっきり見えた。

「是これ雄お様！　何とかして停車させれば、後は律子様が……」

　車にブレーキを踏ませようと賀茂の体を道の真ん中へ押し出すみき。

「ちょっとみきさん危ない！」

「大丈夫です！　感染者なら仕し留とめる時は己おのれの肉体のみでかかってくるはず！　車で轢ひくなどという真似まねはあり得ません！　必ず停とまります！　もし感染者でないならなおのこと停まります！」

「これだけ暗いと気付いてからブレーキ踏んでも間に合わないから……！」

　何とか道の端へ戻ろうとする賀か茂もと、そうはさせじと押し返すみき。

　走ってきた白いキャデラックは速度を緩ゆるめると、賀茂達の目の前で静かに停車した。

　思わず身構える賀茂。

　運転席側のドアが開く。

　中から姿を現したのはリチャード・ジェームスのスーツを着た三十代後半くらいの西洋人の男だった。律りつ子こに向かって笑え顔がおで手を振る。

「やあリツコ。遅くなって済まない」

　律子も立ち上がると手を振り返した。

「悪いわねファービィさん。アメリカからわざわざ呼びつけちゃって。何しろ今現在、国内に動ける知り合いがいなくってねー」

「何、普ふ段だんの借りを返す滅めつ多たにない機き会かいだ。気にする事はないさ。例の、謎なぞのマッチョ化伝染病の影えい響きようだろう？」

「そう、それそれ。感染しちゃった人にはもちろん協力なんか頼めないし、無事な人も自分の身の回りの事でいっぱいいっぱいで。ファービィさんは大丈夫だった？」

「あれは元から鍛きたえている人間には感染しないんだろう？　俺おれはこれでも学生時代はアメフトの伝説的ラインバッカーでね。今も週に二回はジムに通って鍛えてる。さすがに昔ほどの体力はないが、今でも本気を出せばベンチプレスで二七〇ポンドは上がるんだぜ」

「へぇ。見かけによらないわね」

「マッチョ化病の事は合がつ衆しゆう国こくでも話題になってる。お陰で日本への直行便が軒のき並なみ欠航になってしまって、入国するのに余計な日数がかかってしまったよ。もっと早く駆かけつけたかったんだが」

「その気持ちだけで充分よ」

　律子はそう言って笑うと、改めて賀茂たちに男を紹介した。

「この人、私の知り合いのファービィさんって人。今からこの人に車運転してもらうから」

「助すけっ人とってこの人が……？」

　賀茂とみきは突然現れた外国人を意外そうに見つめた。

　真ま央おも目をぱちくりさせる。

「この人って確たしか律りっちゃんにお金払ってお喋しやべりしてもらってた寂さびしいおじさん……？」

「私立探偵のヴァイトラス・ファービィだ。リツコとは昔からの馴な染じみでね。以後よろしく」

　ファービィはそう名乗ると、軽くウィンクをしてみせた。そして車を親指で指す。

「まあ挨あい拶さつは後にして、取りあえず乗ってくれ。みんなひどい格好じゃないか。まずはどこかでシャワーでも浴びてゆっくり休んだ方がいい」

「いえ、折せつ角かくだけどそんな暇ひまは……」

　先を急ごうと焦あせる賀茂に、ファービィはチッチッと指を振った。

「先を急ぐのもいいが、敵てきの本ほん拠きよ地ちに乗り込んだところで体力が尽きちゃ意味ないぜ」

　律りつ子こが口を出す。

「あ、じゃあもうちょっと行ったとこに知り合いの別荘があるからそこ行って。歩きだと遠回り過ぎる場所だけど、車なら一時間だから。普ふ段だん誰だれもいない山の中だから感染者の心配はないと思うわ」

「オーケー。じゃあ案内してくれ。さあ、みんなも早く乗った乗った」

　ファービィに促うながされて車に乗る一同。

　全員乗ったのを確かく認にんすると、昼なお暗くらいままの高速道をファービィの車は猛スピードで走り抜けていった。







[image: 第７章　ある日森の中悪魔さんに出会った]







　その頃ころの日本の地じ獄ごくである。

　閻えん魔ま大だい王おうは、部下であり地上の情報収集担当の小お野のの篁たかむらという平へい安あん歌人から報告を受けていた。ここ数日、新たな死人にやたらと剛毛マッチョが増えている原因について探らせていたのである。

「……というわけで、要するに悪魔達の作り出したリリトベートという者が、悪魔達の統制を外れて全世界に感染性のマッチョ化の呪のろいをばらまいた、というのが真しん相そうでございます。発生源の日本では特に影えい響きようが酷ひどく、天あま照てらす大おおみ神かみ様を始めとして天てん神じん地ち祇ぎにまで影響が出ている様で」

　一通りの現状説明を終える小野篁。

　事態を把は握あくして閻魔大王は困ったように眉まゆを寄せた。

「天照様か。こないだからまた急に岩いわ戸とに籠こもったと聞いておったが、もしやそれが原因か」

「左さ様ように聞き及んでおります。何でも顔に髭ひげがお生はえになられたとか。それで人前に顔を出せぬと、岩戸にお引き籠もりになられたと」

「ふぅむ。しかし天照様がお引き籠もりとなると、日が昇らなくて地上は困るじゃろう」

「はい。天照大神様が岩戸にお隠れになって以降、インドなどいくつかの例外を除いて世界各地で太陽が昇らなくなっている模様です」

「そうか。古来より太陽神は数あれど、今もちゃんと祀まつられて現役バリバリ活動中となると天照様の他ほかにはビッグネームはヴィシュヌ様くらいじゃからなぁ……。あの方も化身アヴアターラの活動が忙しくて太陽神だけやってるわけではないし……」

「近代以降オリンピックが開催されている関係で、ギリシャ神話の神々が動けないかと打診する声もあるようですが、しかし四年に一度聖火を点ともすだけで普ふ段だんは信仰者もおらず、精せい々ぜいフィクションの世界で扱いがある程度、ましてアポロン様ヘリオス様を個別に信しん奉ぽうする者などたかが知れております故ゆえ、お二ふた方かたとも充分に太陽としての力を発揮するには至らず……」

　古代のほとんどの太陽神が信仰者を失って過去の文明の遺い産さんと化している中、今も宮中の賢かしこ所どころと伊い勢せ神じん宮ぐうに祀まつられ、天てん皇のう陛へい下か直じき々じきの祭さい祀しと国内最大規模の参さん詣けいを受ける現役バリバリの天照大神は、太陽神としては今や別格の存在だ。それが籠もってしまったというのは痛い。

「しかし、天照様がヒキコモリになられたのは今回が初めてではなかろう。過去に引っ張り出した時と同じようにはいかんのか？　天あめの鈿女うずめの神も男性化していて踊りが盛り上がらなんだか？」

　昔引き籠もった時は、みんなで集まって岩戸の前で大おお騒さわぎをし、「何を騒いでいるのか」と天照が尋たずねたところで「あなたより素す晴ばらしい神が現れたからみんな大喜びをしています」と噓うそをついて、天照がどんな神か確たしかめようとしたところに鏡かがみをかざし、鏡に映った自分の眩まぶしい姿を新しい神と勘かん違ちがいして天照が目を奪われた隙すきに無む理り矢や理り引っ張り出すという手段で成功したと、古こ事じ記きなんかに記き録ろくが残っている。

「いえ、滑こつ稽けいさが売りの踊りであるためむしろ逆に大受けしたそうなのですが、天あま照てらす大おおみ神かみ様が様よう子すを窺うかがおうとしたところへ先の例にならって鏡かがみを差し出しましたところ、鏡に映ったご自分の髭ひげ面づらをばっちり見てしまってますます引ひき籠こもられたとか……」

「あー……それは何というか……」

　思わず言葉をなくす閻えん魔ま大だい王おう。

　そこへかつてのたまの親友で無口な病弱娘、西さい園おん寺じ朋ともがお茶を運んできた。最近やっと成じよう仏ぶつしたはいいが、若くして死んだので知り合いもおらず、元々内気で無口なため友達も出来ず、親切で優やさしくて大好きな地じ蔵ぞう菩ぼ薩さつの別の顔である閻魔大王のもとでお茶ちや汲くみをしているのである。

「おお、これはすまんの」

　難むずかしい顔を一いつ瞬しゆんほころばせて、朋が淹いれてきたお茶を啜すする閻魔大王。

　温かいお茶にほっこり満足そうな様子でふぅっと一息吐いてから、改めて渋じゆう面めんに戻る。

「しかしこのままでは太陽も昇らず、死人は剛毛マッチョばかりでいずれ地上から可愛かわいい女の子は全すべていなくなってしまいかねん。何とかせねばなるまいが……」

「はい。しかしながら天界は太陽問題だけでも手一杯となっておりますし、また悪魔共が討とう伐ばつ隊たいを差し向けて返かえり討うちに遭あった例も御座います。しかも返り討ちにあった上級悪魔共はそのまま忠実な手下となっており、神仏といえども迂う闊かつには手が出せぬようで御座います。それ故ゆえ、今はどこも様子見を決め込んでいるのが現状で御座いまして」

「左さ様ようか……。たまちゃんも捕まっておるようだし、アブデル殿どのがおれば話はもっと早かったんじゃろうが、彼は天に呼び戻されておって自由に動けぬらしいしの……」

　たまの名前が出たのを聞いて、一瞬ハッと閻魔大王の顔を見上げる朋。

　閻魔大王はしばし考え込んでいたが、やがて何か決意したように顔を上げた。

「よし。ここは一つワシが出よう」

「閻魔大王様が直じき々じきにで御座いますか？」

「ワシなら元から剛毛マッチョじゃ。呪のろいに罹かかる心配はない」

「それは仰おおせの通りで御座いますが、しかし大王が不在ではこの冥めい府ふが……」

「ワシがおらん間の事はお主に任せておけば問題なかろうて。のう、『破軍星の精』よ」

　敢あえて異称で呼ぶと、ニヤリと笑う閻魔大王。

「その方に、ワシの不在中の代理を申しつける」

　小お野のの篁たかむらは平身低頭する。

「これは身に余る過分なお言葉。しかれども、大王のご命令とあらば謹つつしんでお受け致すより他ほかありますまい。承うけたまわりました。お留守の間の事はどうかご心配召されぬよう」

　一見柔弱そうな平へい安あん歌人の口元に、自信に満ちた笑えみが浮かんだ。

「うむ。では行くか。山やま口ぐち！　神かみ成なり！　供をせい！」

　側そばに控えていたエリート極卒たちに声をかけると立ち上がる。

　声をかけられて、金かな棒ぼう片手に閻えん魔ま大だい王おうの後に従う極卒二人ふたり。

　ロレックスの時計とけいを嵌はめてエドワードグリーンの革靴をぴかぴかに光らせた若い極卒が声を弾ませる。

「久々の地上っスねー、山やま口ぐちさん。楽しみだなぁ。今回は暴あばれまくるぜー」

「仕事だぞ神かみ成なり君。あまり浮かれるなよ」

　苦にが笑わらいしながらクールにたしなめる七三分けに眼鏡めがねの極卒。

　その時、ふと閻魔大王の服を摑つかむ者がいた。

　振り返ると朋ともだ。

「どうした？」

　祖父のような優やさしい表情で問いかける閻魔大王。

「………」

　朋は思い詰めた目でじっと何かを訴えるように閻魔大王を見つめる。

「そうか。親友のたまちゃんの事が心配なんじゃな」

「………」

　コクリとうなずく朋。

「良かろう。幽ゆう霊れいだからこそ出来る事もあるかもしれん。一いつ緒しよにおいで」

　閻魔大王は朋の体を抱き上げると、そっと肩に乗せた。

　そして改めて威い厳げんある大王の顔に戻ると、後ろの極卒二人に声をかける。

「では行くか！　地じ獄ごくを統すべる極卒の力、悪魔どもに存分に見せつけてやろうぞ！」

「はい！」

「おう！」

　二人の極卒が威い勢せい良く声を上げ、一行は一路地上を目指した。




「やっと見えたわね」

　深い山の尾根道から遠くに見える西洋風の城を眺めて、全身登山スタイルの律りつ子こは清すが々すがしそうに額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　北ほつ海かい道どうの山の中。

　月明かりに浮かぶあの城が、目指すリリトベートの居きよ城じよう。

　囚とらわれのたまもあそこにいるはずだ。

「ファービィさんが来てくれてから、あっという間だったな」

　賀か茂もも幾分生せい気きの戻った顔で、城を見つめながら呟つぶやいた。

　高速道路でファービィに拾ってもらって律子の知り合いの別荘で一泊し、次の日の正午過ぎにはもう青あお森もり港こうへ到着。そこでファービィが依頼主の米政府高官に手配させた貸し切りフェリーに乗り込んで津つ軽がる海かい峡きようを一気に渡り、そこから再びファービィの車に乗り換えて夕方には大だい千せん軒げん岳だけの麓ふもとへ到着。どうせ太陽が上らなくて昼も夜も関係ないし、むしろ今の時期は夜の方が月が出ていて明るいからという事で、そのまま山へ入ったのである。

「思った以上にスムーズに来れましたね……」

　みきがそう言って額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「まあ菜な間まさんにもらった地図もあるし、ＧＰＳもあるしね。迷う心配はまずないわ」

　律りつ子こはそう言って、ＧＰＳ機き能のうに切り替えた携けい帯たい電話の画面を見せた。特別に詳細な地図情報が入れてあるらしく、こんな山の中でも現在地ははっきり分かる。

「私もついてるし」

　得意気にそう付け加える真ま央お。

　月明かりの届かない真っ暗な山道でも、真央の猫の目なら充分見える。もちろん耳と鼻も人より敏感だ。これがなかなか役に立つのである。

「それに是これ雄お君もいるし。ね？」

　紗さ智ちがそう言って賀か茂もに微笑ほほえんだ。本当は律子の知り合いの別荘で待っていてもらおうかとも思ったが、車がなくては食料その他の調ちよう達たつも出来ないような場所だし、帰りがいつになるか分からない。そんなところに十歳の女の子を一人ひとりで置いていくわけにはいかず、結局ここまで一いつ緒しよに来た。父と生き別れ、自分も大変な苦労をしてここまで来たにもかかわらず、辛つらい素振りは一いつ向こうに見せない。

「まぁ、この辺は土と地ち勘かんあるんで……」

　賀茂は少し照れたように紗智から視し線せんを逸そらした。

　この辺あたりは賀茂が狐きつねに生まれ変わってからしばらく過ごした山でもあるので、賀茂にとってはよく知っている馴な染じみの場所だ。更さらに賀茂の霊れい視し能力が加われば、夜の山中といえども迷う事はない。普通の登山客は知らないようなけもの道を利用して、山の中腹を突っ切るように最短距きよ離りで進む事が出来たお陰で、かなり時間と体力を節約する事が出来た。

「しかし、どうやって侵入しようかな……」

　城の周囲を霊視しながら困った顔で呟つぶやく賀茂。

　城の内部にはたまの数倍の濃のう度どの妖よう気きが充満していて、中の様よう子すが分からないばかりか下手へたに足を踏み入れただけで人間なんかは死んでしまいそうだ。それに城の周囲にも監かん視し用ようの結界が張り巡らされていて、迂う闊かつに近づけばすぐ見つかってしまう。もちろん結界を破ろうとしても気付かれるだろう。だが戦いになれば勝ち目はない以上、相手に気付かれずにたまのいる場所まで侵入する事は絶対条件だ。

　その時、不意に風下でガサガサと草を搔かき分ける音がした。

「誰だれかいるっ！」

　真央が叫んで咄とつ嗟さに木の上に登る。

　皆が振り返ると、暗い闇やみの中で低く唸うなる声とキツい獣けもの臭しゆう。

　人ではない。

「ヒグマだっ！」

　ファービィが叫ぶと同時に懐ふところから銃を抜く。

　だがファービィが引き金を引く前に、賀か茂もが左手に何かを書き付けてさっとヒグマの前に突きだした。

　その瞬しゆん間かん、ヒグマは怯おびえたようにぴたりと動きを止める。

　それを見て賀茂は静かに命令する。

「巣に戻れ」

　その途と端たん、一いち目もく散さんに逃げていくヒグマ。

　ファービィは啞あ然ぜんとして賀茂を見つめた。

「今のはどういうマジックだい……？」

「山で獣に襲おそわれた時のための護ご身しんの呪まじないです。もう敵の本ほん拠きよ地ちも近いですから、銃声とか目立つ事はなるべく避けたいんで……」

　差し出がましい真似まねをした事を謝あやまるように、はにかんで苦笑する。

　ファービィはそれを見て、やれやれと肩を竦すくめた。

「何だかさっぱり分からないが、さすがはリツコの『お友達』だな……。一件普通の高校生に見えるが……」

　一方の賀茂は立ち去ったヒグマの後を目で追いながら首を傾かしげた。

「それにしても妙だな……。この辺あたりをあんなヒグマがうろついてるなんて……」

「北ほつ海かい道どうだし山の中だしヒグマくらいいるんじゃないの？」

　律りつ子こが首を傾げる。

「いや、この辺一帯は狐きつねのほうの母かあさんが縄なわ張ばりにしてる場所で、母さんは霊れい力りよくの強い霊れい狐こで色んな術も使えたから、ヒグマなんて絶対入らせなかったんだけど……」

　そう言いながら不安げな顔になる賀茂。リリトベートの本ほん拠きよ地ちであるあの城の建っている位置は、母狐の縄張りとも一部重なるはず。もしかしたら何かあったんじゃないだろうか。

　ちょっと不安になったその時、不意に背後から声をかけられた。

「坊や？　坊やなの？」

「母さん？」

　聞き覚えのある声に思わず振り返ると、さっきまで何もない山の斜面だったはずの場所に穴が開いている。幻術で穴を隠していたのだ。

　母狐は懐なつかしそうな様よう子すで賀茂を見つめる。

「坊や……無事に人に戻れたのね……。良かったわ……」

　珍しい黒い毛皮は相変わらず美しく気品に満ちていて、それだけでもただの狐でない事は容易に窺うかがい知れる。

「母かあさん……」

　突然の再会に、賀か茂もは一いつ瞬しゆん言葉につまった。懐なつかしさと同時に、後ろめたさが込み上げる。自分は狐きつねとしての自己を否定し、前世と同じ人間に戻るために母狐のもとを去ったのだ。それは、今のこの体と命を与えてくれた母狐の事を、自分の母ではないと否定したも同然の行為。それなのに母狐はそんな賀茂に、人に化ける術を知っている狐を紹介し、今も何も言わずに賀茂が人に戻れた事を祝福してくれている。しかしその声にやはり一いち抹まつの寂さびしさが漂っている。賀茂は申もうし訳わけなくて目を伏せた。

　だが、視し線せんを落とした拍子にふと母狐の足に目が留とまった賀茂は、思わず声を上げた。

「母さん、その足……!?」

　右後ろ足一本だけが大きく膨はれあがっている。それも、筋肉が隆りゆう々りゆうと盛り上がってまるで雄お牛うしのようだ。霊れい視ししてみると、明らかに母狐のものではない妖よう気きが漂ただよっている。間違いない。リリトベートのマッチョ化の呪のろいだ。

　母狐は恥ずかしそうに苦笑してうなずいた。

「ええ……。坊やのために頑がん張ばって様よう子すを探っておこうと思ったんだけど、油断したわ……」

「ボクのためにって……!?」

「ママはね、いつでも坊やの事はお見通しなのよ。あなたがここへ戻ってきた理由は、ママに会うためじゃなくてあれでしょう？」

　城の方へ視線を向ける母狐。

「どうしてそれを……」

「血の繫つながった親子だもの。どんなに離はなれたって坊やの事はすぐ分かるわ」

　母狐はそう言って優やさしく微笑ほほえんだ。

　思わず言葉を失う賀茂。

　母狐は霊れい狐こだ。そして賀茂とは「血の繫がり」という強い関係性がある。手間と苦労を厭いとわなければ、こちらを霊視する方法はいくらでもあるだろう。母狐を捨て、自分が狐である事をも捨てた賀茂の事を、それでも我わが子ことして見守り続けてくれていたのか。そして賀茂のために、身の危険を冒おかしてまであの城の様子を探ろうとしてくれたのか。

　母狐は城を見つめたまま話を戻す。

「残念ながら中の様子は探れなかったけど、あのお城を探りに行った時に作った道があるの。そこを通れば途中までなら結界に邪じや魔まされずに進めるわ。ママが案内してあげられればいいんだけど、この足じゃバランスが悪くて上手うまく走れないし、うっかりみんなに触って伝染うつしてもいけないし、かえって足手まといになりそうで……。何か適当な動物にでも取とり憑つけたらいいんだけど……」

　母狐はそう言うと、困ったように溜ため息いきをついた。

　それを聞いて律りつ子こがポンと手を打つ。

「ああ、そっか。狐きつね憑つきとかあるし、狐って取り憑いたり出来るのよね。ウサギとかエゾシカとか探してくる？」

　真ま央おが賀か茂もを見た。

「さっきのヒグマ、追い返さなかったら良かったのに」

「今いま更さらそう言われても……」

　困って頭を搔かく賀か茂も。

「一体みんな何の話をしてるんだい？　そもそも狐が喋しやべるってのは一体どういう事なんだ……？　みんなの話していた北ほつ海かい道どうに住む悪あく魔まってのはコイツとはまた別なのか……？」

　ファービィはさっぱり事態が飲み込めないまま、賀茂と母狐の顔をキョロキョロと見比べる。

　その時、紗さ智ちが口を開いた。

「だったら、私に取り憑いてください」

「え？」

　思わず紗智の顔を見つめる一同。

　賀茂が思わず紗智の肩を摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと待ってください紗智お姉ねえさ……紗智さん！」

「是これ雄お君……？」

　キョトンとする紗智に、賀茂は大おお慌あわてでまくし立てる。

「いいですか？　他ほかの霊れいに取り憑かれるって事は、本来の肉体と魂たましいの間に異物が割り込むって事です。霊媒体質ではない普通の人間にとって、それは大きく命を縮ちぢめる危険な行為なんです。ましてや人と狐じゃ拒絶反応も大きい。害意がなくても、取り憑いた霊と人格が混じって精神面に深刻な後こう遺い症しようを残す恐れもある。そもそも紗智さんは以前悪あく霊りように取り憑かれて死にかけたばかりだ。あれからまだ一年も経たっていない。自覚はなくても、まだまだ本来の状態には回復してないんです。なのにこんな短期間の内に今度は狐に憑かれるなんて、危険すぎる。運が悪けりゃ廃人にだってなりかねない」

　必死で紗智を説得する賀茂。折せつ角かく悪霊から助け出したのに、こんなところで万が一の事があっては困る。吉よし野のからだって、紗智の事は頼まれているのだ。

「ボクが憑かれます。ボクなら憑かれても問題ない」

　だが母狐が即座に首を振った。

「それは無理よ。坊やにはすでに決まった守しゆ護ご霊れいの天使がいるでしょう。そこに割り込んで取り憑く程の霊力はママにはないわ」

　言われてみれば確たしかにそうだ。アブデルは今はちょっと現世にいないといっても、守護する力が完全になくなったわけじゃない。その力は本来よりもずっと弱いとはいえ、母狐にとっては充分脅きよう威いになりうるレベルだ。無理に取り憑こうとすれば、母狐に危険が及ぶ。

　賀か茂もはどうしようもなくて思わず歯は軋ぎしりをした。

　紗さ智ちがそんな賀茂を慰なぐさめるように手を握る。そして優やさしく微笑ほほえんだ。

「心配してくれてありがとう。でもいいの。私は、この中で一人ひとりだけ、何の力もなく役に立たないただの子供。このまま一いつ緒しよに行っても足を引っ張るだけだし、かといって子供の私を一人だけ置いていく事も是これ雄お君達には出来ないでしょう？　結局このままだと私はお荷物になっちゃう。でも狐きつねさんが私に取とり憑ついて道案内をしてくれるなら、私も少しは役に立てると思うの」

　母狐は紗智の真意を図るようにじっと見み据すえる。

「でも……、いいの？　さっき坊やが言ったような危険もあるし、それに取り憑くって事はあなたの体を全すべて私が乗っ取るって事。その状態で危険な場所へ向かうって事は、あなたの命を全て私に委ゆだねる事になるのよ？　私は元の体がある限り何があろうと平気だけど、あなたは私の判断ミス一つで命を失うかもしれない。それは分かってる？」

「構いません。是雄君は私の命の恩人です。その是雄君が命いのち懸がけで大切な人を助け出そうとしているんなら、今度は私がそれを手て伝つだいたい。それに私の父も、狐さんと同じ呪のろいに罹かかってしまいました。是雄君たちに協力する事は、この呪いを広めている大元の悪あく魔まから力を削そぐ事になります。それは父を助ける事にも繫つながるはず。私にとっては、どちらも命を懸かけるに充分な理由です」

　十歳児の外見からはとても想像出来ない、静かだが芯しんの強い口く調ちよう。母狐も賀茂達も、思わず言葉を吞のみ込んだ。

「それにね……」

　紗智は緊きん張ちようをほぐすように、賀茂に向かってにっこりと微笑んだ。

「私は危険な役目を買って出たわけじゃなくて、むしろ狐さんに取り憑いてもらったほうが私自身にとっても安全だと思うから申し出たんだよ。私はさっきも言った通り、何の力もないただの子供。このまま一緒に行っても、自分の身すら守れない。それなら、狐さんに取り憑いてもらったほうが私自身もずっと安全だと思ったの」

「それは……」

「でしょ？　だから、是雄君が気兼ねする事なんてないの。ね？」

　紗智の言葉にも一理ある。何も出来ない紗智をこのまま連れていくのだって充分危険だ。かといってヒグマのうろついているようなこの山に一人残していくのも論ろん外がいである。どの選せん択たく肢しを選んだところで危険はあるのなら、母狐が取り憑く事によって母狐の力で紗智の身を守ってもらうのが一番マシだというのも、それはそれで一つの考え方だ。それに何より今は一刻も早くたまを救い出す事が先決だ。城の周囲の結界を越えるのに手間取ってはいられない。敵に遭そう遇ぐうせず忍び込むためにも、母狐が切り開いておいてくれたルートを案内してもらう事は何としても必要だ。

　賀か茂もは母はは狐ぎつねを見た。玄げん狐こ稲荷いなりの血を引く由ゆい緒しよ正しい霊れい狐こ。賀茂がここへ来る事も知っていて、あの城の結界を破って進入路を作るような力もある狐。そして今の賀茂の生みの親であり、巣立ってから今までの賀茂の事もずっと見守っていてくれた優やさしい母。紗さ智ちに取とり憑つくにしても、細心の注意を払ってくれる事は間違いない。

　余り反対しすぎれば、母狐を信用していない事になる。

　それに紗智の意志も覚悟も無視し、たま救出の時間も無む駄だに遅らせる事になる。紗智の安全だって、賀茂たちが守るよりも母狐が紗智と一体となって守った方が常に目が届く。

　賀茂は散さん々ざん迷った挙げ句、止めたい気持ちをぐっと抑おさえて紗智に頭を下げた。

「……分かりました。お願ねがいします」

「ありがとう」

　紗智はその頭をそっと優しく撫なでると、母狐を見てうなずいた。

　母狐もうなずき返す。

「……それじゃ、ちょっと体を借りさせて頂ちよう戴だいね」

　そう言うと母狐は目を閉じた。次の瞬しゆん間かんにはもう母狐の霊れい体たいが抜け出して紗智の体に入り込む。紗智は一瞬痙けい攣れんして気を失い、賀茂の腕に抱だき留とめられた。

　ややあってから、うたた寝から目覚めるように瞼まぶたを開く。

　二、三度瞬まばたきをしてから周囲を見回すその瞳ひとみは、人の物ではなく狐の目だ。

「母かあさん……？」

　賀茂が呼びかけると、それに反応して顔を上げた。そして、感覚を確たしかめるように何度か首を回してからうなずく。

「……大丈夫そうね。思った以上に馴な染じむわ」

　そして改めて賀茂を見た。

「それじゃあ、ママが先に行くからね。是これ雄お君は遅れないようについてきて」

　言うが早いか駆かけ出す紗智姿の母狐。賀茂の事はいつも「坊や」と呼んで、人間の名前である「是雄」という名は決して口にしなかった母狐だが、取り憑く際に少し紗智の精神が混じったらしい。口く調ちようもどことなく紗智っぽくなっているような気がする。

「よーし、いよいよ敵の本ほん拠きよ地ちに突とつ撃げきね！」

　律りつ子こが浮かれ気分で後を追う。

「あっ！　待ってよ律りっちゃん！」

　真ま央おも慌あわてて走り出し、ファービィとみきもその後に続く。

　……いよいよだ。

　賀茂は改めて気持ちを引ひき締しめると、用意してきた呪じゆ符ふを再さい確かく認にんした。ここへ辿たどり着くまでも大変だったが、本当に大変なのはここからだ。敵はたまと同等の魔ま力りよくに菜な間まや真ま理り子こ以上の魔術の技量を誇るリリトベート。配下には菜間と同格の上級悪魔達。もし見つかれば、今の賀か茂もには一〇〇パーセント勝ち目はない。だが、中へ入らなければたまを奪だつ還かん出来ない以上、突入するしかない。その事に迷いはない。

　……たまちゃん、無事でいてくれ。

　月に照らされた城をキッと睨にらむと、賀茂も母はは狐ぎつねの後を追って暗い山の中へと駆かけていった。




　……いつまで粘ねばる気なんだろアイツら。

　葉よう子こは城まであとわずかというところの茂みに身を伏せて追っ手から身を隠しながら、胸の内で呟つぶやいた。

　賀茂の母狐が罹かかってしまった呪のろいを解く方法を探ろうと、単身城への潜せん入にゆうを試みたのが二日前。城の周囲に張り巡らされた最初の監かん視し用よう結界を、飯い綱づな時代に培つちかった隠身の術を駆使してあっさりとすり抜けたところまでは良かったが、結界が一つだけだと油断したのが間違いだった。先へ進もうとした矢先に、より念入りに隠された二つ目の結界にあっさり引っかかって、監視役らしき蝙蝠こうもり姿の使つかい魔まが飛んできた。ただの野生の狐のふりをして誤ご魔ま化かしながら走って逃げたが、その先々で三つ目四つ目の結界に次々と触れ、そのたびに追っ手の数は増えていって、今や葉子が隠れている茂みの周囲には使い魔が数匹うろついている。ただ幸いにして、相手はどれも小物。葉子は昔から幻術は得意科目なので、茂みの中に潜ひそんで草木に化けていれば見つかる心配はない。だが、ずっと見張られていては動けない。一匹ずつなら簡かん単たんに倒せそうだが、倒した瞬しゆん間かん別の使い魔が仲間を呼びに行くのは確かく実じつなので、戦うとしたら一いち網もう打だ尽じんに出来る状況が訪れるまで待つしかない。

　……お腹なか減ったなぁ。

　溜ため息いきをつくと、尻尾しつぽの先に包み込んでいた袋を取り出して眺めた。飯綱仲間の先せん輩ぱいだったお咲さきさんからもらった髑どく髏ろを入れた袋だ。実家にいる間は人に化ける必要なんてどうせないんだけど、大切な仲間との思い出の品なのでいつも肌身離はなさず持っている。でもこんな事になるんなら、髑髏なんかよりお弁当でも持ってくるべきだった。

　ぐぅ～っとお腹が鳴る。

　その時、辺あたりを見回っていた使い魔達がハッとしたように振り向いた。

　……見つかった!?

　思わず身を竦すくめる葉子。

　だが使い魔達の視し線せんは葉子が隠れている場所よりも更さらに遥はるか後ろに向けられている。

　一匹の使い魔が動いた。それに続いて残りも飛んでいく。

　チャンスだ！

　奴やつらの注意が逸それた今、全力で走れば逃げられる！

　葉子はさっと姿を消すと、茂みから飛び出した。

　一瞬後ろを振り返って追っ手が来ないか確たしかめる。

　その時、葉よう子この『眼』によく見知った霊れい気きが『見え』た。

　……是これ雄おとおばさん!?

　思わず立ち止まる葉子。悪あく魔ま達が向かった先にいるのは間違いなく賀か茂もとその母はは狐ぎつねだ。

　……どうして二人ふたりがここへ？　まさか私が勝手にここへ来た事を知って助けに？

　よく分からないが、あの二人を囮おとりにして自分だけ逃げるなんて出来るわけがない。使い魔達を何匹もここに集めてしまったのは葉子なのだし、それにもしも二人が葉子を助けに来たのだとしたらこの状況は尚なお更さら葉子の責任だ。

　葉子は覚悟を決めると、使い魔達を追いかけて茂みの中を駆かけ抜けた。




　賀茂達一行は母狐の案内のお陰で城を取り巻く何重もの警けい戒かい網もうをあっさりくぐり抜け、城の裏手の出入り口まであと一〇〇メートルもない距きよ離りまで来ていた。城の周辺に張り巡らされた結界も、目の前に張られた物が最後である。

「……ここはこっちをこうやって、そこでくるってやって引っかけて留とめておくと綺き麗れいに仕上がるのよ」

　紗さ智ちに乗り移った母狐が、破った結界をバレないように繕つくろう方法を実演してみせる。

「ここをこうして……ここでくるっと…………」

　見よう見まねで反対の端の処理をする賀茂。基本的には結界を張るのに使われている魔力を麻あさ紐ひもか何かに写し取って結界の境きよう界かい線せんと霊的に同じ物を作り、そこに自分たちにだけ反応しないような細工をした上で、元の結界の代わりに繫つなぐだけの作業である。しかし口で言うのは簡かん単たんでも実際にやるのは難むずかしい。そもそもこの城の周囲に張られた結界は触れた者がいたら術者に知らせるという物だ。触れたら見つかる結界に、触れていながら気付かれないように作業するというのは、想像を絶する繊せん細さいな作業である。結界に使われている魔力を麻紐に写し取ろうとした段階でも、元の結界と麻紐を入れ替える段階でも、見つかる可能性が大なのだ。

　さっさと繫ぎ終えた母狐が、賀茂の作業の様よう子すを見に来る。

「大丈夫？　一人ひとりで出来そう……？」

「うん。何とか……」

　脂あぶら汗あせを浮かべながら麻紐と元の結界の繫ぎ目に神経を凝こらす賀茂。一いつ瞬しゆんでも手が震ふるえたり霊気の強さにぶれが出たりしたらお終しまいだ。慎重に慎重を重ねて、そっと繫ぎ直す。

　母狐はその様子を見ながら満足げにうなずいた。

「うん、上じよう手ず上手。これならお姉ねえさんが手出しする必要全然ないわ」

　紗智の精神に引きずられて、うっかり自分の事をお姉さんと言ってしまう母狐。言ってしまってからハッとしたように口に手を当てて頰ほおを赤らめる。

「あらやだ。ママったら、この子の口く調ちようが移っちゃったかしら」

　その瞬間、ほんのわずかに賀茂の霊気に動揺が走った。賀茂自身ですら自覚する事が出来なかったほどの、極々微かすかな霊れい力りよくの乱れ。普通なら問題になることなど有り得ない程度の揺らぎだが、しかし今やっている作業ではそれが致命傷となる。

　真ま央おがぴくんと耳を動かした。

「何か来るよ！」

　手を止めてハッと振り返った賀か茂もの『眼』に、蝙蝠こうもりのような使つかい魔ま達が空を飛んで向かってくるのが『見え』た。

「ヤバい！　見つかった！」

　賀茂は結界に工作する作業を放り出して、ポケットから紙を切って作った人ひと形がたを取り出した。霊気を込めてさっと投げると、使い魔達の視し線せんがそちらに移る。身代わり用の形かた代しろで、霊視の『眼』には本物の人間のように映るのだ。

　悪魔達の視線が逸それた隙すきに母はは狐ぎつねが素す早ばやく幻術を施ほどこして、賀茂達全員を覆おおい隠した。戦って勝てない相手じゃないが、ここで騒さわぎを起こして大物に出てこられると困る。少なくとも城の中に入るまでは逃げの一手だ。

　ところがその時、使い魔達を追いかけるようにして、茂みを搔かき分けながら何かが猛スピードで走ってきた。

　そして、使い魔達に向かって大ジャンプ。

　茂みから飛び出して、月明かりの下、姿がはっきり照らし出される。

　狐だ。

　飛び上がりざまに大きな尻尾しつぽを一振り。

　次の瞬しゆん間かん、蝙蝠のような使い魔が五匹、バラバラと地面に落ちた。

　それを追うように狐はくるりと宙返りをし、人の姿に化けながら着地を決める。

　そして賀茂達に向かって口を開いた。

「是これ雄お！　おばさん！　大丈夫!?」

　賀茂は一瞬、自分の目と耳を疑った。

「お前！　葉よう子こか!?」

「そうだよ。ひ……、久し振りだね……」

　賀茂に会う心の準備がまだ出来ていなかったのと、賀茂の母狐から城に近づくなと言われていたのに破ったのがバレたのとで、気まずそうにもじもじと視線を逸らす葉子。

　賀茂はそんな葉子の様よう子すにはお構いなしに尋たずねる。

「どうしてここに？　飯い綱づなになったはずじゃ……？」

「術者のお爺じいさんが亡くなっちゃってお役御ご免めんになったから、実家に戻ってたの！　ボクの事より是雄こそどうしてこんなとこにいるのよ！」

　照れ隠しがてら、逆に問い詰めにかかる。

「いや、ボクらは……」

「ちょっとごん！　そんな話してないで逃げないと！　アイツら仲間呼びに行ったよ！」

　真ま央おが話に割り込んで賀か茂もを引っ張ると、空を指さした。

　賀茂がハッと我われに返ってそちらを見ると、攻こう撃げきを免まぬかれた残りの使つかい魔ま達がキーキーと騒さわぎながら城の方へ飛び去っていく。

　ファービィが拳けん銃じゆうを片手に握りながら真央に同意した。

「確たしかに、話は後にして一いつ旦たん退ひいて隠れたほうが良さそうだな」

「そうですね。菜な間ま様からも、絶対戦うなと釘くぎを刺されておりますし」

　みきも賛さん成せいする。

　だが律りつ子こが首を振った。

「でも今ここで退いたら、次に来る時はもっと警けい戒かい厳げん重じゆうになってるわよ。場所を変えて隠れたらいいんだから、戻るよりもいっそ中に入った方がいいと思うけど」

　その時突然、頭上で見知らぬ声が響ひびいた。

「次に来る時の事を心配する必要はない」

　ハッとして見上げると、そこにいたのは白馬に跨またがった優ゆう美びなマッチョ。もっさりと胸毛の生はえた胸の辺あたりの筋肉をぴくぴくと動かしながら、傲ごう然ぜんと賀茂達を見下ろす。

「何故なぜならお前達は今ここで死ぬのだからな！」

　いつの間に現れたのか、まったく気け配はいを感じなかった。しかも、母はは狐ぎつねの張り巡らせた幻術の覆おおいをあっさり破ってくるとは。ただ者ではない。

「誰だれだっ!?」

　身構えながら問とい質ただす賀茂。

「我わが名なはビレト！　かつての地じ獄ごくの王の一人ひとりにして、今はリリトベート様第一の臣下よ！」

　大声で名乗りを上げると同時に、白馬の足元に控えていた使い魔らしき黒猫たちが高らかにラッパを吹き鳴らした。

　大地が裂けるようなラッパの轟ごう音おんが空気を揺らし、賀茂達は一いつ瞬しゆんその場に立たち竦すくむ。

　その賀茂目掛けて、ビレトはいきなり拳こぶしを振り下ろした。

「砕くだけ散れぃ!!」

　轟音を上げて迫り来る巨大な拳。まるで象に踏みつけられるかのようだ。

　咄とつ嗟さにマッチョ化の呪のろいを受けた右手を上げて身を守る賀茂。ビレトに触れた瞬間、互いのマッチョ化の呪いに反応しあって賀茂の右腕がドクンと大きく脈打った。膨ぼう張ちようする筋肉の圧力で、呪いを封じるために巻いてあった包帯が細かく千切れて弾はじけ飛ぶ。包帯の下から現れた太い腕は、ビレトの拳をあわやというところで受け止めた。

　しかし、腕はビレトの一撃に耐えられても、その腕を支えているのは賀茂の胴体であり足だ。受け止めた衝しよう撃げきも腕を伝って背中や腰、足へと伝わる。たった一発で賀茂の足は限界に達し、体を支えきれなくなってガクガクと震ふるえた。

「ほぅ……。人間風ふ情ぜいが俺おれの拳こぶしを受け止めるか」

　ビレトはニヤリと笑えみを浮かべた。

「褒ほう美びだ。苦しまずに死なせてやろう」

　次の瞬しゆん間かん、賀か茂もの『眼』に『見え』たのは、暴ぼう力りよく的てきなまでに渦うず巻まく圧倒的な魔ま力りよく。悪意でも敵意でもなく、ただただ純粋な破は壊かいへの意志。

「みんな伏せろ！」

　賀茂がそう叫ぶと同時に、ビレトの魔力が解き放たれた。

　巻き起こる暴風。

　防ぼう御ぎよ用ようの早はや九く字じを切る暇ひまもない。

　荒れ狂う暴風は容よう赦しやなく賀茂の体を舞まい上げて、肉を切り裂き骨をねじ曲げる。その余波で、賀茂の後ろにいた律りつ子こ達も全員宙に巻き上げられ、更さらには木々までもが根こそぎ風に引き抜かれて舞い上がった。

　だが、賀茂が死を覚悟したその時。

　突とつ如じよとして風が止やんだ。

　空中から地面に叩たたきつけられる賀茂。

「ぐあっ！」

　服はボロボロ、髪もぼさぼさ、一いつ緒しよに巻き上げられた小石や木の枝であちこち傷を作り、更には風圧そのものの威力で皮ひ膚ふが裂け全身にダメージを受けて、瀕ひん死しの血みどろになりながらも、何とか気力を振り絞って体を起こす賀茂。

「風が……止まった……？」

　その上に、ファービィとみきが落ちてくる。

「げふっ！」

　思い切り腹の上に乗られて賀茂は再び倒れる。

「あ。申もうし訳わけ御座いません」

「おっと、こりゃスマン」

　その傍かたわらで真央は猫並みの身体能力を生かして体勢を立て直し、綺き麗れいに着地。紗さ智ちの体の母はは狐ぎつねと葉よう子こも狐らしく無事着地。律子もかなりの高所から落ちたにもかかわらず、無む駄だに回転やひねりを入れながら難なんなく着地した。とはいえ、よく見ればみんなも賀茂同様にたったの一発でもうボロボロだ。

「何でいきなり風が止んだんだ……？」

　何とか起きあがって周囲を見回した賀茂は、その場で一瞬絶句した。辺あたり一面の木々が根こそぎ吹き飛ばされ、地形まで変わって完全な更さら地ちになってしまっている。台風が通った後どころではない。あの一瞬で、一体どれだけの破壊力だというのだ。もし風が止まなかったら、この山全すべてが丸裸になっていたんじゃないのか。否いな、丸裸になるだけならまだいい。山そのものが吹き飛んでいた可能性すらある。しかもこれは決して全力で放たれた一いち撃げきというわけではない。あくまでも軽く薙なぎ払った程度でこの破は壊かい力りよくだ。

　ゾッとした賀か茂もが思わずビレトのほうを振り返ると、白馬に跨またがったビレトの隣となりに、新たな悪あく魔まがいつの間にか立っていた。体はリリトベートの呪のろいのためかビレトと変わらぬ巨大なマッチョだが、顔立ちは整ととのった伊達だて男で、美しい長髪をたなびかせている。

　ビレトが怒りの形ぎよう相そうで長髪の悪魔を睨にらみ付けた。

「シトリーか。何故なぜ邪魔をした……？」

「何故って、当然でしょう。たかが蟻ありを数匹潰つぶすのに、美しいリリトベート様の美しい庭を荒らしていいと思っているのですか？」

　シトリーと呼ばれた悪魔は嘲あざけるような笑えみを浮かべてビレトを見る。

　あの暴ぼう風ふうを止めた……？

　賀茂は信じがたい思いでその場に凍り付いた。あんなもの凄すごい魔力の放出を事も無げにあっさりと止めたというのか。このシトリーという悪魔もビレトと同格もしくはそれ以上だというのか。ビレトだけでも手も足も出ないというのに、この状況はマズすぎる。

　シトリーが、賀茂のほうへ視し線せんを向けた。

「君たちもです。美しいリリトベート様の庭に、そんな薄うす汚よごれた格好で入り込んでは困る。もう少し身だしなみに気を付けたまえ」

　そう言って再びパチンと指を鳴らす。

「あっ!?」

　思わず声を上げる賀茂達。

　破れてボロボロだった服が、あっという間に元に戻った。そればかりか汚れもすっかり消えて新品同様になっている。

　それを見てうなずくシトリー。

「随ずい分ぶんマシになったじゃありませんか。ついでに背筋ももっと伸ばした方がいい」

　そう言ってまた指を鳴らす。

　その途と端たん、服がまるでコルセットのように締しめ付けてきた。

　やがて真ま央おが悲鳴を上げた。

「何これ苦しい！　息出来ないよ！」

　服が全身を圧迫しているせいで胸きよう郭かくが押しつぶされ、息が吸えないのだ。

「服を脱ぐんだ！」

　賀茂がそう叫んで自分も服の裾すそに手をかける。

　しかし。

「無理だよ！　キツすぎて脱げない！」

　再び真央の泣き声が響ひびく。締め付けがキツすぎて、とてもじゃないが脱げそうにない。

「だったら破けばいいのよ！」

　持ち前のパワーとアブデルの十字架のお陰でかろうじてまだ動ける律りつ子こが、自分の服をビリビリと引き裂いた。続けて真ま央おとみきの服の胸元を破り、紗さ智ちに取とり憑ついた母はは狐ぎつねとファービィの服もあっという間に切り裂く。その間に賀か茂もも右腕の腕力にものを言わせて無む理り矢や理りシャツを引きちぎった。

　だが。

「花も恥じらう乙女おとめが男の前で自ら服を脱ぐ……。私が最も愛する瞬しゆん間かんですが、せっかくのシーンなのにあなた達の脱ぎ方には色気も官能の欠片かけらもない。やり直しですね」

　シトリーは余裕たっぷりの冷笑を浮かべると、またしても指を鳴らした。

　その途と端たん、破れた服が繫つながってロープとなり、皆を拘こう束そくする。

　腕と足を縛しぼり上げられて、賀茂や律子もさすがに今度は動けない。

「是これ雄お！　待ってて！　今解放するから！」

　葉よう子こが賀茂に駆かけ寄った。葉子が人に化けたのはただの幻術なので、本当の姿は狐のまま。当然服は着ていないため拘束を免まぬかれている。

　だが、ロープを嚙かみ切ろうと葉子が賀茂に走り寄ったその時。

　突とつ如じよとして目の前にラクダが現れた。

　そしてラクダの上には、女に見み紛まがう美しい顔に、やはり前の二人ふたり同様はち切れんばかりの筋肉をした悪あく魔ま。

「遊ぶな、シトリー」

「おや、これはパイモン殿どのか。随ずい分ぶんと遅いご登場で」

　揶や揄ゆするように、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに会釈するシトリー。

　パイモンと呼ばれた悪魔は眉まゆ一つ動かさず、冷たい顔でシトリーを見下ろす。

「この世にある物は全すべてリリトベート様の物。このような虫ケラ共といえども、お前の玩具おもちやにしてよいものではない。捕まえたのなら一刻も早くリリトベート様に献上するのだ」

　そう言うが早いか、賀茂達に向かってさっと手をかざした。

　その瞬間。

「……っ!?」

　賀茂達の体が完全に硬直した。指一本、舌の先すらも動かせなくなる。どういう術だ？　肉体を乗っ取られたのか、それとも念動力の一種なのか？　術の正体を見み極きわめようと、霊れい視しの『眼』を開いて凝ぎよう視しする賀茂。だが、相手の魔力が強すぎて『眼』が眩くらみ、対処法を考える事すら出来ない。

「ビレトもだ。闇やみ雲くもに力を振るうのではなく、リリトベート様のお庭を荒らさぬよう捕まえる事を考えよ」

　そう言ってパイモンはパチンと指を一つ鳴らした。

　その途と端たんに、ビレトの暴ぼう風ふうによって引き抜かれた木々は元あった場所へ収まり、石ころや吹き散らされた葉までが元に戻る。まるで時間が巻き戻ったかのようだ。それを見て血の気が引く賀か茂も。一体どれだけの魔ま力りよくと技術があったらこんな芸当が出来るというのだ。

　パイモンは腕を伸ばすと、動けない賀茂を持ち上げた。

　明らかにマッチョ化の呪のろいに罹かかった腕だ。一応、賀茂は感染を防ぐため魔ま除よけの符ふを全身に書き込んできているが、余り長い時間触れられているとヤバい。だが、逃のがれようにも身をよじる事さえ出来ないのではどうしようもない。

　パイモンはジロリと賀茂を一いち瞥べつすると呟つぶやいた。

「感染を防ぐための術か……。直接リリトベート様に引き合わせた方が早いな……」

　そう言うと、ビレトとシトリーのほうを向く。

「連れていくぞ。私に手て柄がらを横取りされたくなければお前達も来い」

　駄だ目めだ。リリトベートのところへ連れて行かれたらお終しまいだ。このままではたまを救い出すどころか、全員リリトベートの手下にされてしまう。だがどうしたらいい？　指一本動かせず、声一つ出せないのだ。この状況では何の術も使えず、用意した呪じゆ符ふ護ご符ふも役に立たない。そもそも、仮に自由に動けたとしても、この悪魔達三人を前にして一体賀茂に何が出来るというのか。折せつ角かくここまで来たというのに。たまがいるところまで、後ほんのわずかのはずなのに。

　……どうしようもないのか！

　賀茂は思わず胸の内で叫んだ。

　その時。

　突然空の上から少女の声が響ひびいた。

「偉大なるマハー・リークよリーク、偉大なるマハー・リータよリータ、ヤンバラヤンヤンヤン！　ひねもすのたりのたりとしてろぉぉっっっ!!」

　その直後、パイモン目掛けてズトンともの凄すごい衝しよう撃げき波はが降ってきた。不意を突かれてラクダから落ち、そのまま地面に押しつぶされるパイモン。落下の弾みに賀茂から手を離はなす。それと同時に、賀茂の全身を硬直させていた力が消えた。

　ハッとして頭上を見上げた賀茂の眼に映ったのは、魔女のコスプレをして箒ほうきに跨またがった少女の姿。隣となりには全身を黒いコートに包んだ金髪の女の姿もある。

「君たちは……！」

「魔法の国ヘクセニアの王女サラ！　ここに見参！」

　以前、王国の再さい興こうを図ろうとたまに契約を迫った魔女っ娘こ、サラだ。隣にいるのは教育係のセバスティエンヌ。

　サラは地上に降り立つと、目の前の悪魔達を怒りの形ぎよう相そうで睨にらみ付けた。

「よくも子供達を成人マッチョ男性化する事で夢見る子供の心を失わせてくれましたね……！　その上お友達のたまさんまで拐かどわかして……！」
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「お怪け我がは大丈夫ですか？」

　セバスティエンヌがサラの後ろで賀か茂も達を抱き起こすと、全員に素す早ばやく王国伝来の秘ひ薬やくを塗ぬった。魔ま法ほうの薬はたちどころに効き目を顕あらわし、みるみる傷が癒いえていく。

「どうしてここへ？」

　思わず尋たずねる賀茂。

　セバスティエンヌは淡たん々たんと答える。

「リリトベートを封じに来ました」

「リリトベートを？　何故なぜサラ王女やセバスティエンヌさんが？」

「マッチョ化の呪のろいは子供達を中途半端に大人おとなにしてしまい、夢見る心を失わせてしまいます。それは我わがヘクセニアにとっても大問題ですから」

　セバスティエンヌはそう言うと、立ち上がって賀茂を急せかす。

「そちらの事情は大体把は握あくしています。あなた方と私たちの目的はほぼ同じ。ここは王女と私に任せて、賀茂さんはたまさんのところへ」

「でもサラ王女は自前の魔力だけじゃ何も出来ないんじゃ？　あんな悪魔を三人も相手にして、セバスティエンヌさん一人ひとりじゃ戦えっこない！」

　サラが以前たまと契約しようと迫ったのも、サラ本人は普通の人と同じ魔力しかなく、一人では何の魔法も使えないからだ。

　だがセバスティエンヌは余裕の笑えみを浮かべる。

「心配ご無用です。今回の人間界への渡航は女王様公認。サラ王女は王国の臣民全すべての魔ま力りよくが使えるのです。先程の魔法をご覧らんになりませんでしたか？」

「そういえば……」

　言われてハッとする賀か茂も。確たしかにさっきパイモンを押しつぶしたのはサラが放った魔法の力。パイモンはかなりのダメージを受けたらしく、まだ立ち上がれず地面に埋まったままだ。不意打ちとはいえ、これ程の魔力があるなら頼りになるかもしれない。

　だが、賀茂が先へ行こうかと思ったその時、ビレトが行く手に立たち塞ふさがった。

「待てぃ。不意打ちでパイモンは倒したかも知れんが、この俺おれはそうはいかんぞ！　ここは通さぬ！」

　全身から轟ごうと強烈な妖よう気きを噴ふき出しながら構えるビレト。

「邪魔はさせません！」

　サラが魔法のステッキを大きく振った。

　その途と端たん激はげしい旋せん風ぷうが巻き起こり、木々の葉を巻き込みながらビレトに向かっていく。葉っぱは遮しや蔽へい物ぶつとなって賀茂達の姿を隠しつつ、葉それ自体が鋭するどい刃やいばとなってビレトの体を切り刻む。

「いっけぇぇぇぇ─────────[image: ]　フルパワ─────────────っっっ[image: ]」

「小こ賢ざかしい！」

　ビレトは一いつ喝かつすると同時に、サラよりも遥はるかに強烈な風を巻き起こした。爆ばく発はつのような音がして、葉っぱは一いつ瞬しゆんにして吹き散らされる。

　魔力を使い果たして、ハァハァと肩で息をするサラ。

　その目の前で、風に巻き上げられた土煙が晴れ、ビレトの姿が現れる。だがその肉体には、小さな切り傷が微かすかに一つ付いただけだ。

「今のが全力か。ぬるすぎて話にならんわ」

　ビレトがニヤリと笑う。

「だが、かすり傷一つとはいえ、我わが肉体から血を流させた事は褒ほめてやろう。あの世で自じ慢まんするがいい！」

　そう言うが早いか、大きく拳こぶしを振り上げる。

　だが、サラは激はげしく息を乱しながらもニヤリと笑った。

「傷一つだけ？　当然ですよ。二つも三つも付けたって意味ないですからね……」

「ぬ……？」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せるビレト。

　サラはいつの間にか手にしていた羊よう皮ひ紙しをさっと掲かかげて見せた。

「新規ご契約、ありがとうございますっ！」

　勝ち誇るサラ。

「……っ！」

　ビレトの顔に、しまったという表情が浮かんだ。

　サラの手に握られた羊よう皮ひ紙しは、紛まぎれもなく悪あく魔まとの契約書。そしてそこに押された拇ぼ印いんはビレトの血けつ判ぱんだ。契約書を木この葉はに見せかけて一いつ緒しよに飛ばし、気付かれぬうちに血判を奪ったのだ。仮に全力を使い果たしたとしても、契約を結べばビレトの魔力が自分の物として使える。最初からこれが狙ねらいだったのだ。

　契約を交わしたサラの体内に、ビレトの魔力が漲みなぎってくる。

「さすがは悪魔の王の一人ひとりだけあって、うちの王国の臣民全部合わせた以上の魔力ですね。ふふふ……」

　不敵な笑えみを浮かべると、サラは瓶びんを取り出した。

「それではさっそくその威力の程を試させてもらいましょうか」

「生意気な小娘が！　その契約書ごと消し飛ばしてやるわ！」

　ビレトは怒りの籠こもった眼まな差ざしでサラを睨にらむと、いきなり両腕に込めた魔力を大砲のようにぶっ放した。

「ヤバいっ！」

　見ていた賀か茂もが思わず声を上げてその場に伏せる。伏せたところでどうにもならないようなとんでもない威力。この辺あたり一帯は地面がえぐれてクレーターになるのは確かく実じつだ。

　しかしサラは慌あわてない。手に持った瓶の蓋ふたを開けると同時に唱となえた。

「ゾージル・シタイガー！　吸い込め！　魔法の瓶よ！」

　その途と端たん、瓶の口からもの凄すごい吸引力が発揮され、放たれた強大な魔力が丸ごとすぽんと瓶の中へ吸い込まれていく。更さらにそれだけに留とどまらず、もの凄い吸引力でビレトを吸い込みにかかった。

「ぬうっ………!!　これしきの力で……っ!!」

　抵抗するビレトだが、その力のほとんどは吸い取られてサラの物になっている。サラが瓶に魔力を込めれば込めるほど、その分ビレトの魔力は抜けていくのだ。

「ぬああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: ]」

　抵抗虚むなしく、あっという間に瓶の中へと吸い込まれてしまうビレト。

「一丁上がりっと」

　さっと栓せんを閉めるサラ。これでビレトはもう封印完了だ。誰だれかが瓶を開けない限り、サラの魔力供給源として利用されるだけの存在である。

　真ま央おが目を輝かがやかせた。

「すごい！　魔法瓶ってあんなこと出来るの!?　うちにあるのでも出来る!?」

「いや、魔法瓶じゃなくて魔法の瓶だから……。そりゃまあ魔法瓶だってお湯が冷めない魔法の瓶びんって事で名付けられたわけだけど……」

　賀か茂ももサラの見事な勝利に感心しつつ、一応念のためツッコみを入れる。

「さあ、残りはあなた一人ひとりですっ！」

　伊達だて男の貴き公こう子し悪あく魔ま、シトリーに向かって杖つえを突きつけるサラ。

　だがシトリーは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で笑えみを浮かべた。

「パイモンに続いてあのビレトまで一いつ瞬しゆんで封じるとは、見かけによらずなかなかやりますね、お嬢じようさん」

　感心したように顎あごを撫なでる。

「私としては、高こう慢まんちきなパイモンを叩たたき伏せ、傲ごう慢まんで短気なビレトを封じ込めてくれた事にはむしろ感かん謝しやしたいくらいですが、しかしここを通らせるわけにはいかないのは私も同じ。ここは一つ全力で行くとしましょうか」

「御ご託たくはいいからかかってきなさいっ！」

　ステッキを振りかぶるサラ。

　その間にセバスティエンヌが再び賀茂達を急せかす。

「さあ！　今ので心配ないとお分かりになったでしょう!?　ここは私たちに任せて今の内に早く！」

「分かった！　ここは頼みます！」

　賀茂はうなずくとみんなに声をかける。

「ここは任せて先へ進もう！」

　セバスティエンヌの塗ぬってくれた秘ひ薬やくのお陰で、みんなも傷は癒いえている。立ち上がって賀茂と一いつ緒しよに走り出した。

「おっと。そうはさせません」

　シトリーは賀茂達の動きに気付くと、ピィッと指笛を鳴らした。

　その瞬間、どこからともなく湧わいてくる有う象ぞう無む象ぞうの悪魔達。人の形をした物もいれば、半はん人じん半はん獣じゆうの姿の物、そしてムカデや軟体動物を思わせる気味の悪い生き物やらトカゲや蛇へびに蝙蝠こうもりの羽根が生はえたような怪物まで、実に千差万別だ。

　シトリーはサラを見ながら得意気に言う。

「パイモンの二〇〇の軍団には及びませんが、私にも付き従う七〇の軍団がいます。ビレトの力を全すべて使えるとなると、さすがの私もあなた一人を相手にするので精一杯ですからね」

　シトリーが合図するように指を鳴らした。

　それと同時に、一斉に賀茂達を追って襲おそいかかる悪魔達。

　サラが叫んだ。

「セバスティエンヌ！」

「お任せを！」

　セバスティエンヌが答えると同時に両手をパンと打ち鳴らした。そして手の平を悪あく魔まの軍勢に向けて広げる。その途と端たん、巨大な魔法の壁かべが出現した。ただの霊れい気きの壁ではなく、本物の物質的な石壁だ。国にある質料バンクから物質の元を転送させて、一いつ瞬しゆんにして物理的存在を出現させるという、魔法の国ヘクセニアの住人の得意技わざ。

　しかし七〇もの軍団全すべてを止める事はさすがに叶かなわず、壁をすり抜けた蝙蝠こうもりのような姿の悪魔が真ま央おに襲おそいかかった。

「わあっ！　何か来たっ！」

　真央が悲鳴を上げる。

　その時、銃声が響ひびいた。

　そして地面に転がる蝙蝠姿の悪魔。

「リツコに言われて持ってきた、銀の十字架を鋳いつぶして作った弾丸だが、ホントに効くんだな」

　撃うったのは私立探偵ヴァイトラス・ファービィ。どこか面おも白しろがるようにヒュウッと口笛を鳴らして、銃口から上がる硝しよう煙えんを吹き散らした。

　そして新たに向かってくる悪魔達に向かって銃を構え直す。

「俺おれはここに残ってコイツらを食い止める！　やっぱりレディと子供を盾たてにして逃げるってわけにはいかないからな！」

「いや、だけどファービィさん！」

　賀か茂もは思わず足を止める。霊能力を持たない一般人のファービィを残していくのは危険だ。

　その目の前で、悪魔が五匹同時にファービィに飛びかかった。

「ファービィさん！」

　賀茂は叫んだ。同時に懐ふところから攻こう撃げき用ようの札を数枚取り出して霊力を込める。しかしこの位置からでは間に合わない。駄だ目めだ。

　賀茂がそう思った瞬間。

　ファービィの左手が、構えた銃の撃鉄を撫なでるように動いた。銃声が響き、一瞬にして五匹同時に撃ち倒す。銃声が重なってほとんど一発に聞こえそうな程の驚きよう異い的てきな連射速度。西せい部ぶ劇げきにでも出てきそうな、もの凄すごい早撃ちだ。

「すごい……！」

「霊能力だ魔法だ魔術だって話はさっぱりだが、これでも裏社会の一部からは『リツコの相あい棒ぼう』と勘かん違ちがいされてる男だぜ？　これしきの事で驚おどろかれちゃあ困る」

　新しい弾丸を装そう塡てんしながら余裕たっぷりに笑うファービィ。

　その言葉に、別の意味でポカンとする賀茂。律りつ子この相棒と思われているという事が箔はく付づけになるって事は、その前提として律子が裏社会で超大物と認にん識しきされているという事だ。

「律子、改めて聞くけどホントお前何者なんだ……」

「え？　見ての通り、ちょっぴり好奇心旺おう盛せいなごく普通の女子高生だけど？」

　振り向いて目をぱちくりさせる律りつ子こ。振り返った拍子にファービィのほうへ視し線せんが流れる。

　その瞬しゆん間かん、律子の瞳ひとみがきらっきらと輝かがやき出した。

「……ところでちょっと賀か茂も君。なんかあっちのほう、見た事ないのがいっぱいいるんだけど」

「は？」

　再びぽかんとしながら律子の視線を追う賀茂。その見つめる先には有う象ぞう無む象ぞうの低級悪あく魔まや魔ま獣じゆうの類たぐい。確たしかに普ふ段だんしょっちゅう見かけるようなものではないが、キモいしグロいし危険だし、そんなに目を輝かせるようなものでもない。

　しかし律子はいたく好奇心を刺し激げきされた様よう子すで、その場に足を止めた。

「賀茂君が霊れい能のう力りよく者しやだって知ってから結構長いこと経たつけど、あんな見るからに魔物魔物したのが出てきたのって初めてじゃない？　たまちゃんなんか悪魔ったって見た目ほとんど人間と変わりないし」

「いやまぁ初めてかもしれないけど……」

「よし決めた！　私もファービィさんと一いつ緒しよに残って足止めしてくるわ！　リリトベートはもうすでに一回見た事あるしあれも所しよ詮せん人型タイプだし、こっちのほうが珍しい！」

「え？」

　いきなり全力で引き返していく律子。

「ちょ、ちょっと待……いや、待たなくていいか……」

　引ひき留とめかけて思い直す賀茂。動どう機きは何であれ、律子ならアブデルの十字架のお陰で霊的な面での防ぼう御ぎよは心配ないし、下級悪魔相手ならぶん殴っても充分効く。律子がファービィをサポートしてくれるならそのほうがいい。

「律りっちゃんがそっち行くなら私も！」

　律子が戻ったのを見て真ま央おが一緒に走り出した。

「あっ！　真央はちょっと待て！」

　思わず呼び止める賀茂。真央は耳や鼻を生かして何かを探したり危険を察知したりする分には有能だが、正面切って喧けん嘩かするのは向かない。ここに残っても律子達の足手まといになるだけだ。真央自身の安全も保証出来ない。

　しかし賀茂の制止など聞かず、そのまま走っていく真央。

　その時、紗さ智ちに取とり憑ついた母はは狐ぎつねが賀茂の心配を察知したように言った。

「大丈夫。ママも行くわ。あの子達の安全は任せて」

「母かあさん!?」

「是これ雄お君は何も心配しないで、たまちゃんを助ける事だけに集中して。こっちはお姉ねえさんが引き受けたからね」

　再び紗さ智ちと精神が混じる母はは狐ぎつね。いや、違う。ただ単に混じっているのではなく、シンクロしているのだ。紗智と母狐。二人ふたりとも、賀か茂ものために何か協力してやりたいと心の底から思ってくれている。その気持ちがぴったり一致した結果、一方的な憑ひよう依いではなく両者の人格が入り交じった新たな人格が生じているのだ。

　それに気付いた瞬しゆん間かん、賀茂は素直に頭を下げた。

「……お願ねがいします！」

　紗智と母狐が揃そろって賀茂にたま救出だけに集中させたいと思っているのだ。その気持ちを有あり難がたいと思うなら、二人の望む通り今はたまを助ける事だけに専念すべき。

　真ま央おを追って戻っていく紗智の後ろ姿を少し見送ってから、気持ちを切り替えて前を向く。

　だがその時、賀茂の背筋を恐怖と絶望が貫つらぬいた。

　パイモン。

　サラの不意打ちの一いち撃げきによって押しつぶされたはずの上級悪あく魔まが、突然目の前に立っていた。

「瞬間移動か……！」

　歯は軋ぎしりをする賀茂。

　パイモンは女のような美しい顔を怒りで醜みにくく歪ゆがませながら、賀茂達を睨にらみ付けた。

「私はまだ……やられてはいない……」

　のたりのたりとした動き。ダメージは相当残っている様よう子すで、感じられる魔力も明らかに半減している。だがそれでも、アブデルの霊れい力りよくをほとんど引き出せない今の賀茂には到とう底てい勝ち目のない相手。

　パイモンが印を結んだ。そして小声で何か唱となえる。

　……ヤバい！

「熾し天てん使しアブデルの名において！　臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん！」

　賀茂は咄とつ嗟さに早はや九く字じを切ると同時に、相手の魔力の照準を狂わせるために切り紙の人ひと形がたをさっと頭上高く放り投げた。

「葉よう子こ！　みきさん！　伏せて！」

　賀茂が叫んだのと、パイモンの手元から灼しやく熱ねつの爆ばく風ふうが生じたのとがほとんど同時だった。

　人形のお陰で狙ねらいは頭上に逸それ、更さらに早九字による霊気の柵さくによって余波も一応防ぼう御ぎよされていたにもかかわらず、ものすごい風圧によって吹き飛ばされそうになる三人。

　その時、みきの懐ふところから一枚の紙のような物が飛び出した。

　アブデルの写真だ。

「あっ！　お兄にい様さま！」

　みきが慌あわてて手を伸ばす。

「危ないみきさん！」

　賀茂が叫んでみきの体を押さえようと飛びつく。

　だが間に合わない。

　みきの手が早はや九く字じによって作った霊れい気きの柵さくをはみ出した。その瞬しゆん間かん、みきの右手から肉がそぎ取られ、一いつ瞬しゆんにして手首から先が骨になる。

「ああっ！」

　みきが悲痛な叫び声を上げた。

　賀か茂もはみきを抱きかかえたまま励ます。

「みきさん！　しっかりするんだ！　セバスティエンヌさんのあの薬くすりさえあれば……」

　だが、みきは自分の右手ではなく、右手と一いつ緒しよに吹き飛んだ写真の切れ端をじっと凝ぎよう視ししていた。

「お兄にい様さま……！　お兄様のお写真が……！　私のお兄様が………！　ああ……。ああ………。お兄様…………。私の大切なお兄様…………」

　目を見開いて、ぶつぶつと呟つぶやきながらカタカタと震ふるえるみき。

　視点が定まっていない。今までずっと唯一の心のよりどころとしてきたアブデルの写真を失って、完全に錯さく乱らんしている。

　マズい。よりによってこんな時に。このままでは一緒に先へ進む事は出来ないが、しかしこの状態でこの場に置いていく事も出来ない。

「みきさん！　しっかりするんだ！　それはただの写真だ！　本物のアブデルは天上界に帰ってるだけで、すぐまた地上に戻ってくる！」

　何とか正気に戻らせようとして必死に言い聞かせる賀茂。

　だが、今のみきには最も早はや他人の言葉など届かない。

「ああ、お兄様……！　私の愛いとしいお兄様……！　私の大切な大切なお兄様………！」

　気が狂ったように頭を搔かきむしり、血けつ涙るいを流してうずくまる。

　そして放心状態に陥おちいった。

　動きの取れない賀茂達の見ている前で、パイモンがのたりのたりとした動作で次の攻こう撃げきの準備に入る。

「くそ……っ！」

　賀茂は再び切り紙の人ひと形がたを取り出しながら、少しでも威力を逸そらす準備をする。

　その時、みきがポツリと呟いた。

「………おのれ」

　うつむいて地面を見つめたまま、カッと目を見開くみき。

「おのれ……！　よくも！　よくもお兄様を！　よくも私のお兄様を！　よくも私の大切なお兄様を！」

　まるで自分自身に向かって言うかのように繰くり返す。その声がだんだんと大きくなった。

　突然、長く艶つややかな黒髪がざわっと逆さか立だった。

　そして額ひたいの脇わきから小さなこぶが生じ、たちどころに長く伸びて角つのになる。

「みきさん……っ!?」

　袖そでから覗のぞいた手はゴツゴツと筋すじ張ばって、猛もう禽きん類るいのように鋭するどく長い爪つめが伸びた。骨だけになったはずの右手までもがいつの間にか再生して、左手同様のゴツゴツした鬼の手となる。

「よくも……！」

　みきはふらりと立ち上がった。

　否いな、最も早はやこれはみきではない。

　その顔は血に汚れて真まっ赤かに染まり、目は血走って爛らん々らんと輝かがやく。口元からは長い牙きばが突きだし、髪を振り乱したその形ぎよう相そうはまさしく鬼そのものだ。

　駄だ目めだ。完全に鬼と化してしまった。

「よくもお兄にい様さまを……っ！」

　叫ぶやいなや、真まっ直すぐにパイモンへと襲おそいかかる鬼女。

　パイモンはまたしても爆ばく風ふうを放つ。だがみきはそんなものには怯ひるむ気け配はいさえ見せず、片手で弾はじき飛ばすと一気に突っ込んでパイモンの首に手をかけた。

「ぐぅ……っ！　この力は……！」

　顔色の変わるパイモン。

　元々この鬼化の術は、人であるみきがＳ級悪あく魔まであるたまを殺すために得た力。たまの命にさえ手が届く力なら、パイモンにだって当然届く。

　葉よう子こが賀か茂もを引っ張った。

「是これ雄お！　今の内よ！」

「え？」

「お城へ行くんでしょ!?　ここはみきさんに任せて、ボクたちは先へ進もう！」

　その言葉にハッと我われに返る賀茂。

　確たしかに葉子の言う通り、今がチャンスだ。それにここに留とどまっていたところで賀茂の力はパイモンには通じない。みきの助すけ太刀だちが出来るわけでもなく、いるだけ無む駄だだ。どのみち事態がこうなってしまってはもう、こっそり隠れてたまを救い出すなんて事は不可能だ。だったらここでみんなが道を切り開いてくれている間に先に進むより他ほかはない。

「よし！　行こう！」

　賀茂は意を決すると、葉子と共にパイモンの脇を走り抜けた。

　それに気付いて一いつ瞬しゆん賀茂達へ注意が逸それるパイモン。そこへ容よう赦しやなく襲いかかって激はげしく打ちよう擲ちやくするみき。動きがのたりのたりとしているパイモンは、鬼と化したみきの攻こう撃げきをかわす事も反撃する事も出来ずに圧倒される。

　取っ組み合う二人ふたりを尻しり目めに、賀茂と葉子はとうとう城の入り口まで辿たどり着いた。

「よし……！　ここからが本番だ……！」

　息を弾ませながら、慎重に扉とびらに手をかける賀か茂も。

　その時、賀茂と葉よう子この背後に突然何者かの足音がした。そして漂う微かすかな妖よう気き。

　また新手の悪あく魔まか！

　臨りん戦せん態勢を取って振り返った賀茂の目に映ったのは、悪魔は悪魔でも見覚えのある顔。

「ペデラスティリア！」

　以前たまを誑たぶらかそうとした事もあるＤ級悪魔、ペデラスティリアが立っていた。




　少しだけ時間を戻して、賀茂達がビレト達に見つかった頃ころ。

「よ～し。これで何とかなりそうね」

　ペデラスティリアはふぅっと息をつくと、額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　たまの監かん禁きんされている部へ屋やへ、結界に邪魔されずに瞬しゆん間かん移動するための下準備が何とか完了したところである。

「私もやれば出来るわね」

　あのリリトベートが張った結界だから、自由に出入り出来る穴を開けるのは大変だろうと思っていたが、頑がん張ばったらほぼ一日で出来てしまった。こんなに早く出来たのには種がある。リリトベートの命令でたまの様よう子すを見に行かされた時に、結界を通過するためのキーとなる情報をぬかりなく魔法の杖つえに解析させておいたのだ。それさえ手に入っていれば、結界を通り抜けられるようにする細工なんて簡かん単たんである。

「案外こういうとこで無防備よね。さすがにたまちゃんの妖気で出来た分身だけあって、間抜けっぷりはよく似てるわ」

　鼻歌交じりにニヤリと笑うペデラスティリア。徹てつ夜やで作業をして目は真まっ赤かに血走り目の下はクマで真っ黒、髪もぱさついている。その状態でニヤリと笑うと何だか精神的に逝いっちゃった人のようだ。ちょっと顔を洗って仮眠でも取ろう。

　鏡かがみを見ながらそんな事を考えた時、ふと城の外で大きな音がした。

　窓から覗のぞくと、山の木々が広こう範はん囲いに亘わたって吹き飛ばされている。

　あの強大な魔力はビレトの物だ。更さらにシトリーとパイモンまで駆かけつけている様子。

　何だろう。また悪魔の幹部達が刺し客かくでも送ってきたのだろうか。

　だが、これはチャンス。

　あの厄やつ介かいな連中が表に引きつけられているなら、お城の中は手て薄うすって事だ。

　この隙すきに賀茂達を連れてこよう。

　ホントは一眠りしようかと思ってたとこだけど、そんな事を言ってる場合じゃない。こんなチャンスは滅めつ多たにないし、たまだってもうとっくに限界を超えている。

　取りあえず目の下のクマだけはみっともないから化粧して誤ご魔ま化かすと、ペデラスティリアはお出かけ用の服に着替えて魔法の杖つえを握った。結界に細工するのに魔力を使ったので杖に残された分量はかなり減ってしまったが、瞬しゆん間かん移動で行って帰ってくるだけなら一応足りる。

「それじゃ行くわよ！　賀か茂も是これ雄おのいる所まで移動して！　えいっ！」

　魔ま法ほうの杖つえを一振りすると、ポンと煙が出てペデラスティリアの姿は搔かき消すように室内から消え去った。




　突然目の前に現れたペデラスティリアを前に、賀茂は目をぱちくりさせた。

「何でお前がここに!?」

　一方のペデラスティリアはキョロキョロと周囲を見回して、ここが城の裏口のすぐ手前だと気付いた途と端たんに大おお慌あわてでまくし立てた。

「そっちこそ何でこんなお城の敷しき地ち内なのよ！　っていうか侵入者ってアンタたちだったの？　何で正面突破してくんの？　馬ば鹿かなの？　死にたいの？　見つかっちゃうに決まってるって分かんないの？」

「ちょ、ちょっと待て！　何だか知らないけど騒さわぐな！　こっちは今たまちゃん救出で忙しいんだ！」

　いきなり喚わめきだしたペデラスティリアを何とか黙だまらせようと必死な賀茂。

　だが、ペデラスティリアは賀茂がたまの名前を出した途と端たんにビシッと指を指した。

「それよ！　たまちゃんの事で来たのよ！」

「何だって？　お前、たまちゃんの事知ってるのか!?　どこにいるんだ!?」

「今から連れてくから私に摑つかまって！」

「連れてくって？」

「閉じこめられてる部へ屋やまで瞬間移動するわ！」

　ペデラスティリアはそう言って、魔法の杖を振りかざす。

　その時、葉よう子こが脇わきから賀茂を引っ張った。

「ちょっと待って是雄！　罠わなじゃないの!?」

「違うわよ！　私の体見てみなさいよ！　どう見たってリリトベートにマッチョ化洗脳なんかされてないって証拠でしょうが！」

　ペデラスティリアはそう言って葉子の手を摑むと自分の胸に押し当てる。

「うわ、ちっさ……」

　反射的にぽろっと呟つぶやく葉子。

　ペデラスティリアは過敏に反応する。

「何ですって！　このほっそり華きや奢しやでスレンダーで純じゆん真しん無む垢くな少女の体でありながらも女らしい膨ふくらみが微かすかに成長しつつあるまさに花開く寸前のつぼみといったこの絶妙な色気とあどけなさのバランスの上に成り立った禁断の背はい徳とく的てきコケティッシュボディの魅み力りよくが分からないの!?」

「待てって！　そんな話してる暇ひまはないだろ！」

　慌あわてて賀か茂もが割り込んだ。

「リリトベートにやられてないってのは分かった。でも何でお前が協力してくれるんだ？　第一何でたまちゃんの居場所を知ってる？」

　問とい質ただす賀茂。ペデラスティリアは以前たまを誑たぶらかした事もある。迂う闊かつに信用するわけにはいかない。

　ペデラスティリアは焦あせりと怒りでまくし立てた。

「何で協力って、いちいち説明するまでもないでしょ！　私は繊せん細さいで腰が細くて美形で眼鏡めがねで紳士的ででも夜はちょっぴり鬼き畜ちくなエリートとまだ髭ひげも生はえるか生えないかくらいの年とし頃ごろの素直で純真で人ひと懐なつっこくて無防備な紅こう顔がんの美少年が好きなのよ！　世界中が剛毛髭マッチョばっかりになったら生きてる意味がないのよ！　それくらいアンタたちだって分かるでしょ！　他ほかにどんな理由が欲しいのよ!?」

　口から泡を飛ばしてまくしたてるペデラスティリアの目をじっと見る賀茂。

　やがて、賀茂はうなずいた。

「……分かった。信じる」

　葉よう子こがそれを聞いて驚おどろく。

「えっ!?　ちょっと是これ雄お！　分かったって何が!?　ボクさっぱり理解出来ないんだけど！　っていうか理解出来ちゃったらマズい気がするんだけど！　大体たまちゃんの居所知ってる理由全然説明してないし！」

　賀茂は静かに葉子を見た。

「コイツは、自分の趣しゆ味みのためなら世界が滅んだって構わないようなタイプの人種だ。でも、だからこそ今の言葉は信用出来る。コイツはリリトベートには協力出来ない」

　きっぱりと言い切る賀茂。これまでアブデルを間近で見てきたからこそ断言出来る。コイツは方向性こそ違うがアブデルと基本的に同類。自分の趣味を守る事こそが何よりも優ゆう先せんされるはずだ。だったら、リリトベートに力を貸そうとする事だけは何があっても有り得ない。

　賀茂はペデラスティリアの手を取った。

「連れてってくれ」

「最初っから素直にそう言えばいいのよ！　行くわよ！」

　さっと杖つえを振りかぶるペデラスティリア。

「あっ！　ちょっと待って！　ボクも行く！」

　葉子が慌てて手を伸ばすと賀茂を摑つかむ。

　そしてペデラスティリアが杖を振り、三人の姿は煙と共に消え去った。







[image: ]







[image: 第８章　決戦]







　その頃ころの天上界。

　菜な間ま尺しやく八はち郎ろうことベリアルは、すでに悪あく魔ま達に軍団総出でリリトベートを叩たたく事を認めさせ、今は天使たちに余計な邪魔立てをしないよう交渉に来ていた。

「……というわけでして、我われ々われとしては何としても全力でリリトベートを潰つぶす計画です。そのため全すべての軍団を、一兵卒残らず投入します。その間、我々の本ほん拠きよ地ちは完全に無防備となるが、皆さんの中の血気盛んな連中がそれを好こう機きと見て攻め込んできたりする事のないようお願ねがいしたいのです」

　そう言ってニヤリと笑えみを浮かべる菜間。

　向かいの席に座っているのは天国の宰さい相しようメタトロン。じっとベリアルの目を見み据すえる。

「なるほど話は分かった。リリトベートの存在は我々も懸け念ねんしていたところだ。お前達が仲間同士でけりを付けるというなら手出しはせぬ。だが、何故なぜわざわざ城が空からになる事を話しに来た？」

「本気の話し合いをする時は、まずは腹を割って包み隠さず全て正直に情報を出す事ですからな。自分の損得を推し量って情報を隠し、それが露ろ見けんすれば、たとえそれが重要な事でなかったとしても必ず強い不信を招きます。全てを話したのは、私がそれだけ誠実な態度で話し合いに来たという事の表れです」

「誠実という言葉ほど、お前に似つかわしくないものもないと思うが」

「何と言われようと、こちらは誠実に持っている情報を全てお話ししました。それを信じるか信じないかはそちらの問題です。私に誠実という言葉が似合うかどうかはお好きなように判断すればよろしい」

　菜間はそう言って、いかにも意味ありげに微笑した。

　この話し合いで必要なのは、話を信じてもらう事ではない。天界の連中に余計な手出しをさせない事が目的だ。リリトベートを襲しゆう撃げきする首級争いになって天使と悪魔の間に抗争が起きてもいけないし、居城を空にした隙すきを天使達に襲おそわれても困る。一番良いのは天使達が最初から最後まで静せい観かんを決め込む事。

　菜間が今言った事は全て事実だ。しかし天使達はこれまでの経けい験けんから、菜間ことベリアルが本当の事を正直に話す事は絶対にないと思い込んでいる。その思いこみが疑心暗鬼を生み、本当の話がかえって噓うそに見えてしまう。悪魔達の動きが菜間の話した通りであればあるほど、裏に別の意図が隠されていないかと不安になる。そうなればまさに狙ねらい通り。何が目的なのか分からなければ、罠わなの可能性を疑って動きが取れなくなる。天使達が罠を恐れて様よう子す見みに徹てつしている間に、悪魔の軍勢は誰だれの邪魔も受けずにリリトベートを叩き、自分たちの城へ戻る事が出来る。

　その時、天国の入り口から地上の様子を監かん視ししていた娘の真ま理り子このテレパシーが、菜間の脳内に響ひびいた。

《お父とう様さま大変！　賀か茂もさんたちが敵に見つかってしまいました！》

《何？》

《ビレト、パイモン、シトリー、三名とも出てきています！　魔ま法ほうの国ヘクセニアの王女サラが助けに入ってビレトは封じましたが、シトリーを相手に苦戦中ですわ》

《むぅ……。そうか……。よし分かった》

　報告を受けた菜な間まは、表向きの表情は一切変えずに素す早ばやく考えを巡らせる。

　これは今から悪魔の軍団に連絡を取って出動させても間に合わない。それならいっそ予定を変更して、天使の軍団を今すぐ差し向けるようにすべきか。地の底からはい出してくる必要のある悪魔と違い、天使達ならここから真まっ直すぐ地上に降りるだけですぐ現場に到着する。

　菜間は考えを固めると、さりげない調ちよう子しで言った。

「そうそう。正直に話すと言いながら一つ忘れていました」

「何だ？」

「今、アブデル君が守しゆ護ごしていた少年がウチの娘と仮契約をかわした問題で、審しん議ぎが行われていますな」

「それがどうした？」

「実は今、ウチの娘がリリトベートに攫さらわれ、その少年が救出に向かっています。そして私はその少年に、ある物を渡しておきました」

「ある物？　何だ？　もったいぶらずにはっきりと言え」

「信用出来ない私の口から聞くよりも、あなた自身の『眼』でご覧らんになればよろしいでしょう」

　菜間に言われて地上を見み透すかすメタトロン。その目がハッと見開かれる。

「これは……！　正式な契約書！」

「アブデル君の加か護ごが充分に受けられない今、彼がピンチになった時に頼れるのはウチの娘の魔力だけです。言っておきますが、私はあくまでも彼に契約書を渡しただけ。それを使うかどうかは彼の意志次第です」

　菜間はそう言って、嘲あざけるような笑えみを浮かべた。

「リリトベートも彼にとっては大きな脅きよう威いです。また同時に、我われらの軍団が攻め入った場合にも、人間どもの安全などに配はい慮りよするわけがありませんから彼にとっては当然命を脅おびやかす危険となります。その時彼は、神から与えられた自由意志を用いて一体どのような行為を決断するのか。実に楽しみですな」

　菜間の言葉に、メタトロンの表情が明らかに変化した。

　前回の賀茂とたまの仮契約も、賀茂の意志による自発的なもの。最高位の熾し天てん使しが守護していながら、人間が自由意志を用いて悪魔と契約するなどという屈くつ辱じよくを、天使達が二度も看かん過か出来るわけがない。ましてや今回は天使達がアブデルを天界へ呼び戻したがために、たまと契約せざるを得なくなったという事になるのだ。つまりはアブデル一人ひとりのみならず、天使達全体の失態である。それだけは断固避けねばならないはずだ。

　菜な間まは最も早はやこれで充分と見て席を立った。

「それでは、伝えるべき事は全すべて伝えましたので、私はこれで。早く行かねば折せつ角かくの決定的瞬しゆん間かんを見み逃のがしますからな」

　そう言うと、相手の返事も待たずに部へ屋やを出る。

　真ま理り子この待っているところまで足早に戻ると、さっと真理子を抱き上げた。

「急いで地上へ戻る。振り落とされぬよう、しっかり摑つかまっていなさい」

　言うが早いか、リリトベートの城目掛けて真まっ直すぐ急降下していく菜間。

　残されたメタトロンはしばし黙だまって座っていたが、やがてギリッと一つ歯は軋ぎしりすると立ち上がった。

「全員集まれ！　緊きん急きゆう会かい議ぎだ！」

　天界全体を揺るがすようなメタトロンの声が、大おお鐘がねのように響ひびき渡った。




　天界にある会議室。

　幹部クラスの熾し天てん使し達が集まって、リリトベートの事と先程の菜間の話について議ぎ論ろんしていた。

「やはりここは我われらが出動してリリトベートとその手下を討うち滅ぼし、人間達を救うべきでは？」

　そう口火を切ったのは「神の左に座る者」こと四大天使ガブリエル。

　同じく四大天使、「神の熱ねつ」ラファエルは思案顔。

「しかし、悪あく魔ま共はそれが狙ねらいなのではありませんか？　我々を地上へおびき出した隙すきに天界へ攻め入るという可能性だって充分あり得ますよ」

「そもそもリリトベートの存在がベリアル達にとっても不利益だというのが本当かどうか、そこからして疑わしい。そもそもあれがマッチョ好きになったのは、原料となった妖よう気きにベリアルが細工したせいなのだし、あれのお陰で太陽が昇らず、地上はすっかり闇やみの世界だ。悪魔達の大半は大喜びではないか」

　四大天使、ウリエルが不快そうに顔をしかめる。「太陽の統率者」でもある彼は、リリトベートのせいで太陽が昇らなくなった事でも大いに迷めい惑わくを被こうむっている。

　四大天使筆ひつ頭とう、「神に似たる者」ミカエルがウリエルの言葉を受けて言う。

「だが、リリトベートが悪魔共にとって利益となる存在であるならば、なおのこと一刻も早く滅めつするべきではないのか？」

　議長のメタトロンがうなずく。

「リリトベートを滅すべきという事に異論はない。アブデルが守しゆ護ごしていたあの少年がたまという悪あく魔まと契約を交わす前に何とかせねばならない事も事実。しかしそのために大軍を動かす事は出来ぬ」

　その言葉にガブリエルがイラだったように机を叩たたいた。

「グズグズと話し合っている暇ひまはない。リリトベートが動いても、ベリアル達の討とう伐ばつ隊たいが動いても、あの少年はたまと契約を結ぶ方向へと追い詰められていくというのに」

「問題はその少年の存在です。彼がアブデルの力を充分に使えぬせいで、たまの力に頼らざるを得なくなる。だったらアブデルを再び地上へ送ればよいではないですか。あの少年がたまと契約を交わす心配さえなくなれば、後は悪魔共の出方を窺うかがっている余裕はある」

　ラファエルが言った。

　それを受けてウリエルが大きくうなずく。

「そうだ。アブデルを地上へ戻せ」

　議ぎ長ちようのメタトロンが天使達の監かん査さ役やくラグエルに尋たずねた。

「アブデルの審しん理りは今どうなっている？」

「今、本人による最終弁明の最中だ」

「どうなんだ？　ちゃんと釈放されるのか？」

　心配そうに尋ねるウリエル。

「奴やつが神の道から外れる事はあり得ん。ここまでの弁明も全すべてアブデル優ゆう勢せい。最終弁明が終われば下位の天使達も全て納得し、無罪放免は間違いない」

　はっきりと断言するラグエル。

　ミカエルが立ち上がった。

「よし！　それが終わり次第即刻アブデルを地上へ戻すぞ！　受肉するための肉体は今の内に我われらの手で用意しておこう！」

「いや、肉体を持たせてしまうと、万が一リリトベートのマッチョ化に感染するとマズいのでは？」

　懸け念ねんを示すラファエル。

　メタトロンが口を開いた。

「分かった。代わりに地上用特殊エーテル体を用意しろ。あれなら肉体ではないからマッチョ化の危険はない」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん押おし黙だまってメタトロンの顔を見る一同。

「しかしあれは地上でも天使としての力をフルパワーで使うための、最終戦争ハルマゲドン用極秘兵装……」

　ガブリエルが躊ちゆう躇ちよする。

　しかしメタトロンは静かに微笑した。

「ベリアルの言った事だからどこまでが本気かは分からんが、仮にも六六六の軍団全すべてを差し向けようというほどの相手だ。そこへたった一人ひとりで降ろす以上、最高の装備を与えてやるのは当然だろう」

「それはその通りですがしかし……」

「構わん。責任は私が取る」

　メタトロンはきっぱりと皆の顔を見み据すえて言い切る。

　その断固とした口く調ちように、誰だれも異い議ぎを唱となえる者はなかった。




　ちょうど同じ時に、アブデルは諮し問もん官かんの下位天使たちを前に演説をしている最中だった。

「かつてアウグスティヌスは語った。イエスは、天国は幼おさな子ご達のものであると言ったが、その理由はただ一点、幼子達は背が低いという事にのみ存するのだと」

　しんと静まりかえる聴ちよう衆しゆう。

　アブデルはゆっくりと聴衆達を見回しながら続ける。

「実際の幼子というものは自分の事しか考えずわがままで狭きよう量りようで邪悪ですらある。母親の乳を独り占めしようとして兄弟と争い、気に入らぬ事があっても泣き叫ぶだけで面めん倒どう事ごとは全すべて他人ひとに押しつけ、自分が何かお菓子でももらえば大喜びする癖くせに、他ほかの子供が同じようにもらっているのを見ると激はげしく妬ねたみ、横取りしようと企たくらみさえする。だが、そんな幼子達であっても、小さければそれだけで天国は彼らの物なのだ。そして思い起こしてみよ。かの、たまと呼ばれる悪あく魔まの背の低さ、小ささを。彼女は確たしかに悪魔だ。だが、極きわめて背の低い悪魔なのだ」

　言われて気付いたように、聴衆達の間で軽いざわめきが起こった。

　アブデルはそこで少し間を取って、聴衆達が考える時間を与えてから、一ひと際きわ大きな声で話を進める。

「彼女の存在はそれ自体が謙けん遜そんを表す！　ならば彼女はそれ故ゆえに、悪魔でありながら天国への扉とびらが開かれる最初の存在であるはずだ！　だとするならば、仮に彼女と正式な契約を交わした者が現れ、死後その者の魂たましいが彼女の物となったとしても、その魂はいずれ彼女と共に天へとやってくる！　悪魔達に奪われ地じ獄ごくへ行くのではなく、神の御み許もとへ帰ってくるのだ！　不幸にして神の真なる教えを知らず、そのために洗礼を受ける事が出来なかった憐あわれなる異教徒の魂ですらも、彼女を通じてなら、彼女の所有物として神の御許へ戻ってくる事が出来る！　これ以上の恩おん寵ちようが果たしてあるだろうか！」

　ざわめきが大きくなった。

　そのざわめきを貫つらぬいて、アブデルのよく通る声が高らかに響ひびく。

「一被ひ造ぞう物ぶつに過ぎない天使たる身のこの私が神の御意志を忖そん度たくする事は不ふ遜そんも甚はなはだしい！　だがしかし、敢あえて無む謀ぼうを承知で神の意図を推し量るならば、たまというあの悪魔が、人でもなく天使でもなく、敢えて悪魔として誕たん生じようしたその理由の一つには、全ての創つくり主ぬしとして、異教の民たみにすら恩おん寵ちようを施ほどこそうという神の無限の愛があるのではなかろうか！　そのためにこそ主なる神はあの者を悪あく魔まとして誕たん生じようせしめたのではなかろうか！」

　そうだ。全すべての被ひ造ぞう物ぶつは神によって生まれたものであり、この世の全ては神の緻ち密みつにして遠大なる計画によって創つくられ動かされている。神の御み前まえでは、悪魔であろうと人や天使と同じく被造物だ。ならばそこには、敢あえて「善の欠けつ如じよした存在」である「悪魔」としてお作りになられた意味がある。神は無限なる愛そのものである以上、その悪魔も、悪魔と関かかわる人間も、苦しめる意図はないはずだ。仮に苦しむ事があったとしても、それは最終的に神の無限の愛へ立ち返らせるためのものであるはずだ。

　だとするならば、アブデルが守しゆ護ごしていたあの少年がたまと契約を交わしたからといって、一体何を責める事があろう。むしろそれこそは神のお導みちびきによる結果ではなかろうか。

　アブデルの声が議ぎ場じようにこだました。

「私が今この場に立っているのは、賀か茂もがたまという悪魔と仮の契約を交わした事に対して弁明をするためだ！　しかし私は敢えてその事については弁明しない！　何故なぜならば私は、かの背の低い悪魔が将来必ずやこの天国への門を潜くぐってくるであろうと確かく信しんしているからであり、そうなれば当然賀茂の魂も天国へと連れてこられると確信しているからであり、そしてこの世の全ての出来事は全て神の御心によるものであると確信しているからであり、神の采さい配はいには一切の間違いはあり得ぬと確信しているからである！　この神に対する我が信仰告白をもって、私の最終弁明としたい！」

　ざわめきが止やんだ。

　静まりかえった議場の壁かべが、アブデルの声の残ざん響きように微かすかに震ふるえる。

　やがて、集まった天使達から拍手が沸き起こった。最初は少しずつ、次第に大きくなって、最後は割れんばかりの大だい喝かつ采さいとなる。

　そのどよめきによって判決を告げる声が搔かき消されてしまうほどだが、しかし最も早はや判決を聞くまでもない。

　アブデルこそは今も昔も常に神の忠実なる僕しもべであり、誰だれよりも神の前に頭を低くする謙けん虚きよなる幼おさな子ごである。

　万雷の拍手に見送られながら、無罪放免を勝ち取ったアブデルは悠ゆう々ゆうとその場を後にした。




　そのまま休む間もなく地上へ降りていったアブデルを見送りながら、四大天使ウリエルが首を傾かしげた。

「ところでさ、さっきのアブデルの説明だと、別にあの少年がたまと正式契約しても問題ないんじゃ？」

　それを聞いて、キョトンと首を傾げ返すラファエル。

「え？　あんな可愛かわいい子と契約するなんて妬ねたましいからさせないようにするんじゃなかったの？」

「え？　もちろんそうだよね？」

「少なくとも私はそうだけど？」

　ミカエルとガブリエルも、ラファエルの言葉にうんうんとうなずく。

　メタトロンが険けわしい表情で言った。

「ラファエルの言う通り。絶対にあんな賀か茂もなんぞにたまちゃんをやるわけにはいかん！　アブデルよ、急いでくれ！」

　そして天使達は地上へ向かうアブデルの後ろ姿を祈るように見つめた。




　その頃ころ、ペデラスティリアは賀茂と葉よう子こを連れてたまのもとに到着していた。

　城の西に聳そびえる塔の上にある小こ部べ屋や。

　たまは相変わらず朦もう朧ろうとした意い識しきのまま、眠ってしまわないようにずるずると壁かべに凭もたれて歩いている。

　賀茂がたまの肩を摑つかんで呼びかけた。

「たまちゃん！　ボクだ！　しっかりして！」

　しかしたまは賀茂の顔を見ると虚うつろな目を怯おびえさせ、自分の腕に嚙かみついた。

「駄だ目め……私……こんなにはっきり見える…………」

「しっかりするんだ！　本物のボクだ！」

　ペデラスティリアが賀茂を引っ張った。

「無駄だって！　説明したでしょ！　リリトベートの術を解かない限り、いくら呼びかけたって夢だと勘かん違ちがいしたままだって！　寝ちゃったら二度と目覚めないからって、起きてられるよう必死なのよ！」

「そう言われても、こんな術どうやって解くんだ……!?」

「何アンタ、アブデル様の霊れい力りよくあんなに自由に使える癖くせに、技術のほうはさっぱりなの？」

　ペデラスティリアは呆あきれたようにそう言うと魔ま法ほうの杖つえを突き出す。

「じゃあこれにアブデル様の霊力注入して！　この杖なら魔力さえ足りてればリリトべートの術でも絶対解けるから！」

「分かった！」

　賀茂は杖を受け取ると、精神を集中してアブデルの霊力を引き出した。

　しかし賀茂が今引き出せるのは極ごく々ごくわずか。ペデラスティリア自身が魔力を込めるよりちょっと早い程度で、なかなか蓄ちく積せき量りようは増えない。

「ちょっとアンタ真ま面じ目めにやってよ！　たまちゃんその状態で四日以上頑がん張ばってて、もう限界なのよ！　ふざけてる場合じゃないんだから！」

「こっちだって必死にやってる！　アブデルが天界に戻ってる今、これでも精一杯なんだ！」

「はい……？」

　ペデラスティリアは賀か茂もの言葉を聞いて固まった。たっぷり三秒ほど硬直してから、ようやく目をぱちくりさせて我われに返る。

「ちょ、ちょっと待って！　アブデル様今天界に戻ってる？　聞いてないわよそんな話！　どういう事なの!?」

「こないだボクがたまちゃんと仮契約交わした事で、弁明のために呼び戻されたんだ。そのせいで今使える霊れい力りよくは普ふ段だんよりずっと少ないんだ」

「噓うそでしょ……。それじゃあ私の予定狂いまくりじゃない……。ホントならここでアブデル様の霊力使ってさっさとたまちゃんの目を醒さましてもらって、出来ればそのままついでにリリトベートもやっつけてもらうつもりだったのに」

　ペデラスティリアは愕がく然ぜんとして凍り付いた。

　その時、葉よう子こが叫んだ。

「是これ雄お！　誰だれか登ってくるわよ！」

　言われて耳を澄すましたペデラスティリアに聞こえたのは、聞き覚えのあるハイヒールの足音。

「リリトベートよ！　侵入者に気付いて、たまちゃんの魔ま力りよくを補給しに来たんだわ！」

「くそっ！　どうしたら……！」

　杖つえを握った賀茂が、必死になって霊力を込める。しかしまだ全員で瞬しゆん間かん移動出来る量じゃない。精々で二人ふたりが限界だ。

　ペデラスティリアは一瞬迷ってから、意を決して賀茂から杖を取り上げた。

「あっ！　何をするんだ!?」

　賀茂が驚おどろいて振り返る。

　ペデラスティリアはお構いなしに杖を振りかぶった。

「この二人をお城の外の安全な場所へ移動させて！　えい！」

　ボンと音がして煙が上がる。

　そして搔かき消える賀茂とたまの姿。とにかく今はリリトベートにたまの魔力を吸わせない事が一番の優ゆう先せん事項。そしてたまにかけられた術を解くのが二番目の優先事項。そのためにはまずたまを逃がす事。そして、賀茂だ。アブデルさえ戻ってくれば、きっと賀茂はたまの眠りの術を解いてくれるはず。

　ペデラスティリアは残った葉子を見て謝あやまった。

「悪いわね……。この魔力じゃ二人が限界だったから……」

　葉子はペデラスティリアを見つめ返す。

「いいわよ。ボクがその杖の持ち主でも、多た分ぶんあの二人を優先的に逃がしてた」

　ペデラスティリアはそれを聞いてニヤリと笑う。ただの狐きつねかと思ってたけど、思ったより芯しんはしっかりしてそうだ。

「さてそれじゃ、間に合うかどうか分かんないけど、あと二人ふたり分ぶん大急ぎで溜ためますか」

　ペデラスティリアは冷や汗を浮かべながらも、口先だけは余裕ぶって杖つえを握った。

　足音が少しずつ近づいてくる。

　駄だ目めだ。どうやったって、リリトベートが到着するまでに一人ひとり分すら溜たまらない。

　その時、葉よう子こが尋たずねた。

「ねえ。その杖で油揚げ集める事って出来る？」

「はぁ？　いきなり何わけ分かんない事言ってんの!?　お腹なか空すいたとか言ってる場合じゃないでしょ！」

「そうじゃなくて！」

「じゃあ何なのよ！」

　大声を上げたペデラスティリアの目の前に、葉子は袋に入れた頭ず蓋がい骨こつを見せた。

「日本の狐きつねは人に化けるって知らない？　体重の差分を生めるのに油揚げが必要なの！」

「だから……？」

「ボクが、たまちゃんになりすます！」

　葉子は自分の胸に手を当てた。

「たまちゃんなら体小さいから油揚げも少しで済むし、その分化けるのに必要な時間も短い！　それに実はボク、密ひそかに毎日特訓しててね！　体が慣なれてるの！　普通初心者だと一晩くらいかかるんだけど、今のボクなら一分で変身出来る！」

「………！」

　葉子の目を見つめるペデラスティリア。

　このまま魔ま力りよくを溜め続ければ、もしかしたらリリトベートが来る前に一人瞬しゆん間かん移動する分くらいの魔力はギリギリで溜まるかも知れない。だが油揚げを呼び寄せたらもう一人たりとも瞬間移動は不可能だ。どうする？　本当にこの狐は化けられるのか？　化けたとして、見破られないほど上じよう手ずになりすませるのか？

　迷うペデラスティリアの耳に、リリトベートの靴音が近づいてきた。

　もう、塔の半分以上を過ぎている。

　葉子は変身するのに一分かかると言った。

　化けるなら、今すぐ化け始めなければ間に合わない。

　どうする？　どうする？　どうする………？

「ええい！　どうにでもなれ！」

　ペデラスティリアは覚悟を決めると、渾こん身しんの力で杖を振った。




　城の外。

　伊達だて男悪魔シトリーと闘たたかっている真っ最中の魔女っ娘こサラである。

　シトリーは空中に浮きながら、ハァハァと肩で息をした。

「……驚おどろきましたねプリンセス。ここまでビレトの魔ま力りよくを自在に使いこなすとは思いませんでしたよ。この強さは最も早はやビレト以上だ」

　箒ほうきに跨またがって宙に浮かんだサラも、シトリーに負けず劣らず呼吸が上がっている。

「そっちこそ、ビレトより魔力は弱いのになかなかやりますね……っ！」

「プリンセスからお褒ほめにあずかるとは光栄の至り。それではお礼代わりに、私のとっておきをご覧らんに入れましょう」

　シトリーはニヤリと笑った。

　魔法のステッキを握って身構えるサラ。

　しかしシトリーはすぐには仕掛けず、余裕めかして話を続ける。

「ところで気付いていましたか？　あなたの手足が普ふ段だんよりも長くなっている事に」

「え……？」

　サラは怪け訝げんそうに問い返す。

「いや、手足だけじゃない。胸もお尻しりも膨ふくらんで、その服では少し窮きゆう屈くつなはずです。私はね、戦いながら気付かれぬよう少しずつ、あなたの体を成長させていたんですよ」

「だから何ですかっ？　服なんて、大きくすれば済みますよっ！」

　サラはそう言うなり、あっという間に服のサイズを変更して体にフィットさせる。

　だがシトリーは笑って続けた。

「別に、服を窮屈にさせて動きを封じようなんてけちくさい事を考えている訳わけじゃありません。あなたが『子供』から第二次性徴を終えた『女』になれば、それで良かったんです」

「どういう事……？」

　話が見えず、怪訝そうにシトリーを睨にらむサラ。

　その瞬しゆん間かん、シトリーの瞳ひとみが光った。

「自分の性別が女だった事を恨うらむがいい！」

「……っ！」

　サラの体を電流のようなショックが駆かけ抜ける。

　そして、次の瞬間、魂たましいが抜けたようにサラの瞳から光が失せた。

　シトリーは勝ち誇ったように笑う。

「私はね。全すべての女性を意のままに操あやつれるんですよ。人間は私の力をいやらしい事にしか使おうとしないものですから、世間では性愛の悪魔呼ばわりですがね」

　悠ゆう々ゆうとサラに近づくと、頭を軽くポンと撫なでる。

「とにかくこれで、ビレトの魔力を自在に使える魔女が私の部下。つまりはあの強大な王ビレトを従えたも同然というわけだ」

　そして地上を見下ろした。その目に、シトリーの部下の軍団と闘たたかうセバスティエンヌたちが見える。

「それでは一つ、その力を試してみるか」

　シトリーの口元が残ざん虐ぎやくな笑えみで歪ゆがんだ。

　その時、突然大きな手がシトリーの肩を摑つかんだ。

　そして、落ち着いた深みのあるダンディな声。

「やめておきなさい。部下まで巻き込みますぞ」

　ハッと振り向くシトリー。

「貴様！　ベリアル！」

　背後にいたのは豊かな口くち髭ひげにオールバックのナイスミドル、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうことベリアル。

「仲間の命も平気で粗末に扱ってこその悪あく魔まではありますが、意味もなく自分の力を自分で削そぐのは悪というよりただの馬ば鹿かです」

「何だと!?」

　シトリーはいきり立って歯を剝むいた。

　だがその瞬しゆん間かん。

　シトリーの背後に今度は真ま理り子こが現れる。

「簡かん単たんな挑ちよう発はつに乗せられて周囲への注意を忘れてしまうのも、やはりただの馬鹿ですわね」

　冷たい声と共に巨大な網あみを広げると、シトリーが声を出す暇いとまも与えずあっという間に搦からめ捕とった。

　続いて菜間がその網ごとシトリーを手の平に載るくらいに縮ちぢめてしまう。そのまま小さなジャムの瓶びんに閉じこめると、蓋ふたをして封をした。

「これでよし。さあ、後はパイモンだ。リリトベートと一いつ緒しよに退治されては困る。天使達が来る前に捕まえて避ひ難なんさせねば」

　菜間はそう言うと、地上で鬼と化したみきと闘たたかっているパイモンを見た。

　真理子がサラを抱きかかえて尋たずねる。

「お父とう様さま。この子はどうしましょう？　ちょっと時間は掛かりますけどシトリー様の術は解いておきますか？」

「セバスティエンヌとかいうお守もり役がいただろう。彼女に預けておけばいい。成長した体を元に戻せばシトリーの術はすぐ解ける。戦場では何が起こるか分からんのだから自分の魔力は極力温存して置きなさい」

「分かりました」

　うなずく真理子。

　菜間はそこでふと思い出したように言う。

「ああ、その前にビレトを封じた瓶だけはもらっておかねば。真理子。どこにあるかね？」

「それが……私の『眼』でも隠し場所が分からなくて……」

　真ま理り子こはサラの全身を霊れい視しして捜しながら、困こん惑わくしたように首を傾かしげる。

　その時、すぐ足元の地上で何かが割れる音がした。もちろん、地上ではシトリー配下の軍団とセバスティエンヌや律りつ子こ達が戦っているし、パイモンと鬼女化したみきも戦っている。何かが割れたり砕くだけたりするような音はそこかしこで生じている。だが、そういった物音とはちょっと違った、日用品が壊こわれる時のようなプラスチックとガラスが割れる音。

　ハッとして下を見下ろした視し線せんの先には、さっきまでビレトが封印されていた魔ま法ほうの瓶びんの破片。

　菜な間まはやれやれと溜ため息いきをついた。

「早さつ速そく不測の事態だな。さっき言った事は訂正だ。真理子。その子を預けるついでに、一いつ緒しよに協力して一刻も早くシトリーの術を解きなさい。ビレトとパイモンの二人ふたりを私一人ひとりで封じるのはちと骨だ」

「分かりました」

　真理子はうなずいて、全速力でセバスティエンヌの元へ飛んでいった。

　菜間も単身ビレトのもとへ向かう。

　その時、復活したビレトが狂ったような咆ほう哮こうと共にいきなり暴ぼう風ふうを巻き起こした。

「リリトベートに洗脳されても癇かん癪しやく持ちは治っておらんか……。こちらも本気を出すしかあるまい……」

　菜間は小さく苦笑すると、服を脱ぎ捨てて戦せん闘とう用ようの際きわどい女物ビキニ姿へと変わった。




　一方律子たちである。

「いやー、次から次へと見た事ないのが出てくるわね。こりゃやめられんわ」

　セバスティエンヌが造った魔法の防ぼう壁へきの中へ戻ってきた律子は、ぶっ倒した低級悪魔や魔ま獣じゆう達を地面に放り投げながら笑え顔がおでいい汗を拭ぬぐった。

「真ま央おちゃん、ちゃんと収集しといてね。ダブったのは捨てていいから」

　真央に声をかけると再び防壁の外へ狩りに行く律子。賀茂が霊れい能のう力りよく者しやである事を知り、たまという悪魔とも友達になった律子だが、こんなゲームやファンタジーに出てきそうないかにも悪魔っぽい悪魔を見たのは実はこれが初めてである。いつまたこんな珍しい悪魔に出会えるか分かったもんじゃないので、今の内に狩れるだけ狩っておきたいと夢中になるのは、いつだって瑞みず々みずしい好奇心に溢あふれている律子としては当然だ。

「もうちょっとペース落としてよ！　分類追いつかないよ！」

　真央は泣き言を漏らした。

「何で律りっちゃんあんなに元気なんだろ……」

　律子の背中を見送りながら、呆あきれたように呟つぶやく真央。

「まぁ、リツコだからな」

　ファービィが考えても無む駄だだというように肩を竦すくめた。

　そして、銃に弾を込め直すと立ち上がる。

「さてと。俺おれもリツコに負けないようにもう一ひと頑がん張ばりしてくるか」

　そう言って出て行くファービィ。

「あの魔ま女じよっ娘こが全部やっつけちゃうまで中で待ってたらいいのに」

　真ま央おはやる気なさそうに地面にぐたーっと寝そべった。

　現在、セバスティエンヌの魔法防ぼう壁へきに紗さ智ちに取とり憑ついた母はは狐ぎつねが施ほどこした幻術の迷彩を合わせる事で、低級な悪魔達相手ならほぼ完全と言っていい防ぼう御ぎよ態勢が出来ている。この中にいる限り安心なのだ。

　その時、不意に防壁内に誰だれかが現れた。

　真央が目を向けると、お下げに三みつ編あみの女の子。

「あっ！　あの子！」

　菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの娘、真ま理り子こだ。菜間は以前賀か茂も達と戦った事もあるので、真央の中では敵に分類されている。その娘の真理子も当然敵の一味だ。咄とつ嗟さに立ち上がって身構える真央。

　防壁をいとも簡かん単たんにすり抜けてきた真理子は真央には見向きもせず、誰だれかを抱きかかえたまま小走りにセバスティエンヌに近づいた。

「あれ？」

　肩すかしを食ってキョトンとする真央。

　真理子はやや急いでいる様よう子すでセバスティエンヌに声をかける。

「サラ王女のお守もり役の方ですよね？」

　セバスティエンヌは一いつ瞬しゆん警けい戒かいの表情を浮かべてから問い返した。

「あなたは？」

「菜間真理子と申します！　サラ王女がシトリー様の術にやられました！　シトリー様は私と父で封じましたが、代わりにサラ王女が封じたビレト様が復活してしまいました！　早くシトリー様の術を解いて、再びビレト様を封じるのに力を貸してください！　私も手て伝つだいます！」

「王女が……やられた……？」

　さっと顔から血の気が引くセバスティエンヌ。

「シトリー様は女性を自由に操あやつる力を持っています。サラ王女は戦せん闘とう中ちゆうに気付かぬ内に体を成長させる術をかけられ、第二次性徴を終えて子供から大人おとなの女に変わったところでシトリー様の精神的支配下に置かれました」

　真理子は腕に抱えたサラをセバスティエンヌに渡す。

　本来よりも大人の姿になったサラ。しかし完全に自じ我がを無くして、光のない目で虚こ空くうを見ている。

　そのサラを見た途と端たん、セバスティエンヌは取り乱した。

「王女！　サラ王女！　どうしてこんな……！」

「落ち着いてください！　王女の体を元の子供に戻せば意い識しきも戻ります！　シトリー様の精神支配は大人おとなの女性にしか効きません！」

　真ま理り子こが必死でそう宥なだめた時、防ぼう壁へきの外でもの凄すごい暴ぼう風ふうが巻き起こった。

　ハッとして振り返る真理子。

　この力、ビレトだ！

　マズい！

　セバスティエンヌが動揺している今、こんな強力な魔ま力りよくに晒さらされたら……！

　セバスティエンヌに代わって咄とつ嗟さに防壁を維持しようとした真理子だが、一いつ瞬しゆん遅く、魔法の壁かべは脆もろくも崩れ、その上にかけられていた母はは狐ぎつねの幻術も吹き飛ばされる。

　その直後。

　防壁の周囲にいた有う象ぞう無む象ぞうの魔ま獣じゆうや低級悪魔が振り返った。真理子たちの姿に気づいて襲おそいかかってくる。

「くっ！」

　真理子は咄嗟に印を組む。

「吹き飛べ！」

　気合い一いつ閃せん、迫り来る魔獣を二十匹ほど吹っ飛ばした。

　その隙すきに賀か茂もの母狐が、悪魔達から見えないように結界を張り直す。

　しかし、もう位置はバレている。見えなくとも、おおよその見当をつけてなだれ込んでこられては、幻術の結界では意味がない。

「散れ！」

　再び低級悪魔をまとめて吹っ飛ばす真理子。

　だが敵は後から後から湧わいてくる。シトリー麾き下かの軍団の数は六〇。一対一なら相手するまでもない雑魚ざこばかりだが、これだけ数が多くてはさすがに苦しい。元々真理子は技術面では卓越していても、魔力の大きさはそれほどでもない。上級悪魔を一瞬で捕らえる技わざは持っていても、雑魚を一気に薙なぎ払うような力はないのだ。

　三度、四度と吹き飛ばす内、だんだんと真理子達を囲む敵の輪わが狭せばまってきた。

　セバスティエンヌはまだ立ち直っていない。ここは真理子が踏ん張るしかない。しかし魔法の国から質料を転送させて一気に物理的実質を持った壁を構こう築ちくするなんて芸当は、ヘクセニアの住人の専売特許。しがないホムンクルスである真理子には不可能だ。

　五発。六発。七発。

　とうとう敵の包囲が真理子達にすぐ手の届く所まで狭まってしまった。

　……お父とう様さま！

　真理子が胸の内で叫んだその時。

　突然地下から金かな棒ぼうを担いだ男が二人ふたり現れた。

「さあ、閻えん魔ま大だい王おう公認の喧けん嘩かだ！　日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷん晴らしまくるッスよ山やま口ぐちさん！」

「はしゃぎすぎて人間にまで危害を加えるなよ神かみ成なり君」

　ロレックスの時計とけいを嵌はめた若者と七三分けの髪に眼鏡めがねの三十代くらいの落ち着いた男。どちらもリリトベートのマッチョ化の呪のろいにかかったのかと勘かん違ちがいしそうな筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの裸体を晒さらして、頭には角つのが生はえている。

　二人ふたりは金かな棒ぼうを振りかぶると、ブンブンと思い切り振り回した。そして悪魔の群に向かって突っ込んでいく。

「やっぱり子供の積つんだ石よりも、こっちのほうが気兼ねなく殴れていいな神成君」

「まったくッスね山口さん！　オラオラお前ら！　逃げんなよ！　かかってこい！」

　一体どのくらいの重さがあるのか見当も付かない太く大きな金棒を片手で軽々と振り回し、当たるを幸い片っ端から薙なぎ倒していく。その勢いに、低級悪魔達は為なす術すべもなく蹴け散ちらされていく。

　もう少しで真ま理り子こ達に手が届きそうなほど狭せばまっていた包ほう囲い網もうは、あっという間に押し戻されていった。

　二人をじっと霊れい視ししていた真理子は驚おどろいて呟つぶやく。

「これは……地じ獄ごくの極卒……？」

「左さ様よう。我わが自じ慢まんの部下達じゃ」

　真理子の背後で声がした。

　ハッとして振り返ると、虎とらのように四方八方に突っ張った黒々とした髭ひげと眉まゆにいかめしい面つら構がまえの大男が立っていた。

「閻魔大王以下極卒二名、義理あって助すけ太刀だち致す！」

　破われ鐘がねのような声で名乗りを上げると、閻魔大王は真理子を見てニヤリと笑った。




　木々が根こそぎ抜けて宙に舞まうほどの激はげしい暴ぼう風ふうの中、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうは女物のビキニ姿で胸毛をそよがせながら平然と紅茶を一口啜すすった。

「ビレト。周囲の木々に八つ当たりするのはおよしなさい。短気は王としての威い厳げんを損そこなうだけですぞ」

「ならばそこをどけいベリアル！　あのサラとかいう小娘を捕まえて八つ裂きにせねば、俺おれの腹の虫は収まらぬ！」

　怒りに拳こぶしを震ふるわせながら菜間を睨にらみ付けるビレト。その拳を振ると、再び爆ばく風ふうのような竜巻が周囲の木々を薙ぎ倒す。

　しかしその風は菜間の体を動かす事は出来ず、全身に生はえた剛毛を微かすかにそよがせるのみ。

　菜間はとぼけた顔で言った。

「分かりませんな。何をそんなにいきり立つ事があるのです？」

「分からぬだと？　この俺おれが！　地じ獄ごくの王の一人ひとりとして名を馳はせるこのビレトが！　供く犠ぎ一つ捧ささげられずに一方的に契約を結ばされ、魔ま力りよくを好きなように使われた上に、己おのれの魔力によって封印されたのだぞ！　この屈くつ辱じよく！　あの小娘の血の他ほかに一体何で贖あがなえようか！」

　ビレトは激げつ昂こうする。

　しかし菜な間まは小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを口元に湛たたえながら肩を竦すくめた。

「さっぱり分かりませんな。リリトベートには完全に服従しても平気なのに、何故なぜあのサラという魔女っ娘こだと王のプライドが顔を出すのやら。どちらも屈服させられた事に変わりはないではありませんか」

「……貴様！」

「ま、暴ぼう虐ぎやくの魔王ビレトといえども、自分より遥はるかに強い相手には進んでへつらい、媚こびを売るしかないということでしょうな。そしてその鬱うつ憤ぷんは自分より弱そうな相手を虐しいたげる事で晴らすと。情けない話ですが」

　やれやれと大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついてみせる菜間。

　ビレトのこめかみに浮き上がった血管が、怒りでぴくぴくと脈動する。

　菜間はそれを見ながら、ますます挑ちよう発はつするようにせせら笑いを浮かべた。

　ビレトの魔力は非常に強い。正面から力押しでやり合えば、お互い無傷では済まない。だが菜間の目的はあくまでもビレト達幹部悪魔達の無傷での回収。ビレトを傷つける事も避けたければ、自分が傷を負ってパイモンまで手が回らなくなるのも困る。だから、こうして挑発し、激昂させて、一方的に捕らえられるようになるまで魔力を消しよう耗もうさせているのだ。たとえビレトほどの強さがあろうとも、怒りに任せての単たん調ちような攻こう撃げきならば、守りに徹てつしていれば簡かん単たんに逸そらせる。菜間ことベリアルは神を相手取っての裁判沙ざ汰たすら何度も経けい験けんしてきた悪魔。その弁べん舌ぜつは天使ですら丸め込む。癇かん癪しやく持ちのビレトを舌先三寸で挑発し激昂させるくらいはお手の物である。

　……あと二十発といったところか。

　胸の内で、ビレトが一息入れざるを得なくなるまでの残りの魔力を見み積つもる菜間。ビレトはすでに魔力をサラに使われて消耗しているし、もっとすぐに息切れを起こすかと思っていたが、さすがに手て強ごわい。

　……天使共が降りてくるまでに間に合うといいが。

　菜間は少し不安げに空を見上げた。

　その時。

　不意によく知った妖よう気きを感じた。

　城からちょっと離はなれた茂みの中。

　……たまだ！

　強い妖よう気きに阻はばまれて本人を直接『見る』事は出来ずとも、この至し近きん距きよ離りなら妖気の感じでたまだと分かる。

　……救出に成功したか！

　一いつ瞬しゆん安あん堵どした菜な間まだが、しかしビレトを見てハッとする。

「この妖気……。なるほど、狙ねらいはリリトベート様ではなくお前の娘か……」

　ビレトもたまの妖気に気付いたらしい。

「全すべてにいい加減でとらえどころのない貴様も、さすがに実の娘は可愛かわいいと見える……」

　菜間を見てニヤリと笑うと、ずっと後ろに隠れていた眷けん属ぞくの黒猫たちに指示をした。

「行け！　あの娘を引き裂いてこい！」

　持っていたラッパを放り出して走り出す黒猫たち。その姿が次々に巨大化して、虎とらかライオンのように大きくなる。

　しかし菜間は動けない。今ここで黒猫たちを一掃するのは不可能ではない。だがそうすればビレトから一瞬注意が逸それる。その隙すきを突かれてビレトにやられてしまうのは間違いない。

「ビレト！　貴様！」

　菜間はギリギリと歯は軋ぎしりした。

「ほう。貴様のそんな顔を見るのは初めてだな」

　尊大な表情でせせら笑うビレト。

　形勢逆転だ。これで菜間は黒猫達がたまのもとへ辿たどり着くまでにビレトを倒さねばならなくなった。もし倒すのが間に合わなければ、ビレトに背を向けて黒猫達を追うしかない。ビレトは守りを固めながら、菜間が後ろを見せる瞬間をゆっくりと待てばいい。

　だがその時。

「食い殺せ！　パトラッシュ！」

　男の声が響ひびいた。

　そして森の中を疾しつ駆くする一匹の犬の影かげ。

　まるで流星のような速さで跳び、一瞬にしてビレト配下の黒猫たちの急所を正せい確かくに食い破ると、目ま深ぶかにシルクハットを被かぶった瘦やせぎすの男のもとへ走っていく。

「よくやったパトラッシュ。食べていいぞ」

　男がそう言うと同時に、犬はバリバリと骨を砕くだく音をさせながら、ライオンほどもあった黒猫たちを丸飲みにする。

「あの男は……」

　菜間は思わず目を見開いた。

　昔、九きゆう州しゆうにあった化け猫村を一晩で全滅させ、日本に滞在する悪あく魔まの間では要注意人物の筆ひつ頭とうに挙げられている、日本一危険な霊れい能のう力りよく者しや。『皇帝』こと犬神使いの根ね呂ろと、犬神パトラッシュだった。




　根ね呂ろは鋭するどい眼がん光こうでビレトと菜な間まを一いち瞥べつした。賀か茂もとアブデルに負けた後、一から修行し直してきた今の根呂の霊れい視し能力は、目の前にいれば上級悪あく魔ま達の正体や考えでさえも見抜く。一いつ瞬しゆんで事態を把は握あくした根呂は、ニヤリと蔑さげすむような笑えみを浮かべた。

「悪魔同士が殺し合いか……。いいだろう。決着が付くまで待ってやる。生き残った方はこのパトラッシュが直じき々じきに喰くい殺してやるから光栄に思え」

「何者だ貴様！」

　ビレトが眼を怒らせて怒ど鳴なる。

「犬神使いの根呂。犬神パトラッシュのリハビリと、師から譲ゆずられた飯い綱づなの調ちよう教きようをしに寄らせてもらった」

　冷たい声で名乗る根呂。その横には主人に寄り添うように犬神のパトラッシュが立ち、後ろには人に化けたお咲さきと玲れい子こ、そして百を超える狐きつねたちが目を光らせた。

「人間風ふ情ぜいが舐なめるな！」

　ビレトは激げつ昂こうすると、根呂目掛けて突風を放った。

「パトラッシュ！」

　根呂は動じず命令する。

「任せとくんなはれ！」

　犬神パトラッシュは素す早ばやく前に出ると、その身を盾たてにして立ちはだかった。かつて熾し天てん使しアブデルの霊力の直ちよく撃げきすら耐えきった事のある忠実で豪壮な犬神だ。ビレトの暴ぼう虐ぎやくな魔力の突風も、真っ向からぶつかって跳はね返した。

「な……！　低級な動物霊如ごときが……！」

　驚おどろいて言葉を失うビレト。

　根呂は傲ごう岸がんな態度でビレトを『見る』。

「ビレトか。確たしか、八〇の軍団を持っているそうだな」

　根呂は尊大な調ちよう子しで顎あごをしゃくった。

「出せ。今すぐ、全部だ」

「何だと!?」

　根呂の態度に色めき立つビレト。

　根呂は更さらに神経を逆さか撫なでするように居い丈たけ高だかに命令した。

「聞いてなかったのか？　コイツらのリハビリと調教に来たと言っただろう。早く出せ。こっちはお前らと違って暇ひまじゃない」

「ふざけおって！　踏みつぶしてくれるわ！　出いでよ我わが最強の精せい鋭えい達よ！」

　ビレトが咆ほう哮こうした。

　同時にどこからともなく湧わいてくる悪魔の軍勢。

　根ね呂ろはニヤリと笑うとパチンと指を鳴らした。

「さあ、狐きつね共。我わが『眼』となってパトラッシュを導みちびけ」

　根呂の背後にいた狐たちがさっと散る。

　そして次の瞬しゆん間かん、パトラッシュが跳とんだ。一跳びで目の前にいた悪あく魔ま達を全すべて喰くい殺し、パトラッシュの跳はねた後には真まっ直すぐな道が出来る。パトラッシュは一いつ旦たん着地すると、方向転換して跳ねた。再び悪魔の群の中に真っ直ぐな道が開ける。瞬またたく間まに軍団は切り刻まれていく。その動きを誘ゆう導どうしているのは一〇八匹の飯い綱づな達。目の前しか『見れ』ない根呂の代わりの『眼』となって、遠い場所や陰になった場所での敵の位置や急所を正せい確かくにパトラッシュに伝えているのだ。

「さすが師匠仕込みの飯綱だけはある。初めての実戦にしては、なかなか悪くない」

　満足げに唇を歪ゆがませる根呂。そして、後ろに控えていたお咲さきに声をかける。

「お咲。ここは任せて行っていい。三十分後に戻れ」

「ありがとよ。んじゃ玲れい子こ、ちょっくら行ってくるかね」

「葉よう子こ、無事だといいけど……」

　十代の少女姿にショートカットの玲子が不安そうに呟つぶやく。

「あの子はそう簡かん単たんに死にやしないさ」

　お咲は元気づけるようにポンと軽く玲子の頭を叩たたくと、二人ふたり同時に煙のように姿を消した。

　根呂はその間に狐を一匹菜な間まのもとへ飛ばし、メモを手渡した。

　──奴やつが私を襲おそう瞬間を狙ねらって封じろ。

　菜間は一瞬驚おどろいたように目を見開き、そして根呂を見て小さく笑った。

　最初の一いち瞥べつで、菜間がこの場では敵でない事など見抜いている。菜間とビレトが戦って残った方を殺すなどと言ったのは、菜間と手を組む可能性はないとビレトに思わせるため。そしてビレトが挑ちよう発はつに乗りやすい性格である事も見切った上で、ビレトの注意を自分一人ひとりに向けさせたのだ。

「さあ、一気に片づけるぞパトラッシュ！」

　ビレトの神経を逆さか撫なでするよう敢あえて勝ち誇った声を出しながら、根呂はパトラッシュをわざと自分から遠く離はなれたところまで攻め込ませつつ、敢えて無防備に大きく一歩を踏み出した。




　城を見上げる山の麓ふもと。

「……どうやらたまちゃんは救い出したようね」

　賀か茂もの母、裕ゆう子こは、水晶玉を見ながら言った。

　賀茂の父、忠ただ幸ゆきがそれを聞いてうなずく。

「しかし、まさか是これ雄おがここに来ているとは思わなかった。ましてや、アブデル様が天にお戻りだというのに、たまちゃんを救い出せるとはな」

「子供は親の知らない内に成長するものよ」

「そして親は子供の知らない内に老いるものだな。この程度の山を覆おおう結界を張るのに、まさか十日以上もかかるとは」

　忠ただ幸ゆきは苦にが笑わらいしながら腰を叩たたいた。

　協会直じき々じきにリリトベート対策を依頼されてから、裕ゆう子この占うらないでその日の内に本ほん拠きよ地ちを突き止めて飛ひ行こう機きで現地に向かい、それから休まずずっと山を囲む結界を張り続けていたのだ。リリトベートのマッチョ化の呪のろいは、魔ま力りよくで増えた筋肉が本人の本物の肉として定着する前にリリトベート本人からの魔力供給を絶てば解けてしまう。従って、リリトべートの居城を取り囲むように結界を張って魔力を遮しや断だんすれば、感染した者たちの呪いを一気に解く事が出来るという事だ。

　リリトベートや配下の悪魔達に見つからずにこんな作業が出来るのは、世界広しといえども恐らくこの二人ふたりだけ。リリトベートの魔力が外に漏れないような強力な結界を、こんな広こう範はん囲いに亘わたって張る事が出来るのも、恐らくこの二人だけである。

「さて、これで完成か」

　忠幸は呪じゆ印いんを刻み込んだ最後の石に霊れい力りよくを込めると、所定のポイントに埋め込んだ。

「しかし結局これはリリトベートの呪いを解くためというよりも、中で戦っている連中の魔力霊力が外に漏れないようにするためという感じだな」

　城の周辺で起こっている大規模な魔力のぶつかり合いを眺めながら肩を竦すくめる忠幸。このまま結界も張らずに戦せん闘とうを続けたら、いずれ渡お島しま半はん島とう丸ごと消し飛んでしまいかねない勢いだ。

「いいじゃない。このほうがお父とうさんも安心して全力が出せるでしょ」

　裕子がそう言って水晶玉を見せる。

　そこに映し出されているのはパイモン麾き下かの軍団二〇〇。

　魔女っ娘こサラの魔法で全すべてがのたりのたりと鈍どん重じゆうになってしまったパイモンだが、とうとうみきの猛攻の隙すきを突いて部下達を呼ぶ事に成功したらしい。パイモンの部下は数も圧倒的に多い上、アバリムとラバルという二人の魔王が付き従っているため、シトリーやビレトの軍より遥はるかに手て強ごわい。このままではみきも危ないし、放っておけばたまと賀か茂ものところへ押しかけるだろう。

「こんな怖い奴やつらと戦うなんて絶対嫌いやだが、残念ながらそうも言ってられんな……」

　忠幸は水晶玉を覗のぞいて心底嫌そうな顔をする。

「まぁ、リリトベート封印までが協会から受けた仕事だ。是これ雄お達のためでもあるし、ここは一つ腹を括くくるか……」

　諦あきらめたように、ふぅっと大きな溜ため息いきを漏らす忠幸。

　その全身から、途方もない霊気が溢あふれ出した。忠幸は臆おく病びようで誰だれよりも強い恐怖心の持ち主であるが故ゆえに、それを克服するために必要な精神力もまた人並み外れている。そして霊力は精神の力。恐怖を乗り越えて腹を括った時の忠幸の霊力は、人間の限界を軽く凌りよう駕がするのだ。

「たまには私の守しゆ護ご霊れいにも真ま面じ目めに働いてもらうとしよう」

　そう言って忠ただ幸ゆきは懐ふところから紙と小刀を取り出した。折りたたんだ紙にさっと刃を入れ、紙かみ吹雪ふぶきにして風に散らすと、たちまち無数の鳥になる。忠幸の守護霊は鳥の精霊。鳥は古今東西を問わず、あの世とこの世を行き来して死者の魂たましいを運ぶ者。この世にいる邪霊を無む理り矢や理りあの世へ連れ去る事も、あの世に眠る過去の偉大な霊能力者の魂を現世に連れ戻す事も、この鳥たちには自由自在だ。最近はオカルトマニアな金持ちの降霊会で死者の魂を呼び戻す時などにしか使っていなかったが、本来は除霊においても無敵の能力を誇る精霊である。

「じゃあ、結界の維持は頼んだぞ母かあさん」

　そう言ってパイモンの軍団が現れた方へと走っていく忠幸。

「任せて。安心して暴あばれてらっしゃい」

　裕ゆう子こは笑え顔がおで送り出す。

　そして、あり合わせの物でしつらえた簡かん素そな祭さい壇だんの前に立つと、山の神や方位神や星せい宿しゆくなどありったけの神霊に祈りを捧ささげ、その力を二人ふたりで張った結界に降ろしてくる。

　山全体を囲む巨大な霊気の壁かべが完全に内と外を遮しや断だんしたその時、忠幸が向かった方角からまるで爆ばく発はつ音おんのような羽は音おとが響ひびき、一いつ瞬しゆんにして数百もの悪あく魔まの魂があの世へと連れ去られた。

「あっちはとりあえず安心ね」

　裕子は何の心配もしていない様よう子すで呟つぶやいてから、水晶玉を覗のぞいて不安げに表情を曇くもらせた。

「でもこっちはどうなることやら……」

　映っているのは賀か茂もとたま。現在味方の勢力は全すべて手一杯だ。裕子も結界の維持という役目があるので救援には向かえない。アブデルはまだ戻っていないし、たまも今の状態では賀茂に魔力を貸す事は出来ない。今リリトベートが賀茂たちの所へ現れたら、賀茂一人ひとりで何とかしなければいけなくなる。

「是これ雄おちゃんが死んじゃうとたまちゃんと結婚して財産ゲットってわけにもいかなくなるし、この歳としでもう一度跡継ぎを産むってのも大変だし……。生き残ってくれると助かるんだけど、ちょっと難むずかしいかしらねぇ……」

　裕子は少し未来の様子を水晶玉に移しながら、頰ほおに手を当てて悩ましげに溜ため息いきをついた。
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　再び時間を戻して、ペデラスティリアが賀か茂も達をたまのもとへ連れていった頃ころ。

「騒さわがしいわね。落ち着いて本も読めないわ……」

　部へ屋やのソファにゆったりと凭もたれていたリリトベートは、外の騒そう音おんに不快そうに眉まゆを顰ひそめると眺めていた本を閉じた。読んでいたのは絵本の白しら雪ゆき姫ひめ。見た目は大人おとなっぽいリリトベートだが、読書の嗜し好こうは妖よう気きの元となったたまと大体共通している。

　絵本を置いて立ち上がったリリトベートは、キョロキョロと周囲を見回した。

「みんな出払ってるのね……」

　つまらなそうに呟つぶやくと、窓から外を覗のぞく。

　すると、そこかしこで激はげしい戦せん闘とうが繰くり広げられているのが見えた。ビレト、パイモン、シトリーらの所有する軍団も総出のようだ。また悪あく魔ま達が襲しゆう撃げきしてきたのだろうか。それとも今度はまた別の連中か。

　リリトベートは大きく溜ため息いきを漏らした。

「どうしてみんな仲良くできないのかしら……」

　リリトベートはたまと同様争い事は大嫌いだ。そして、出来るなら全すべての人を愛し、全ての人に愛されたい。考えている事は本当にただそれだけである。それ以外の事など考えた事もない。つまり、全人類がマッチョ男になった後で世界がどうなるかなんて事は、これっぽっちも考えた事はないのだ。この頭の足りないところも、ある意味ではたま譲ゆずりである。

　ただ、リリトベートにはたまと決定的に違うところがある。それは、現状を変えるためには自分が変わろうとするのではなく、相手を変えてしまえばいいと考えるところ。そして、簡かん単たんに変えてしまう力を持っているところだ。

「これ以上傷つく人が増える前に、早く全員私の虜とりこにしてしまわないと……」

　争いを終わらせるために、争っている者達を全員マッチョ化して男性化し、自分の虜にしてしまう。それがリリトベートの考え方であり、世界ハーレム化計画を中止しようなどとは夢にも考えない。

　リリトベートは急ぎ足で、たまを閉じこめてある西の塔へ向かった。ビレト達をマッチョ化する時に大量に消費した力はまだ完全回復していない。あのレベルの連中が押し寄せてきたとなると、ひょっとすると今の魔力ではやや苦戦する恐れがある。念のため魔力を補給しておいたほうがいい。

「もう眠ってくれてると助かるんだけど……」

　リリトベートに魔力を吸わせまいとして頑がん張ばって起きていたたまの事を思い出して、少し不安げに溜め息をつく。もしまだ起きていて抵抗するようであれば、魔力を吸うためには強制的に意い識しきを失わせるしかない。しかし争い事の嫌いなリリトベートとしては、出来るだけそういう真似まねはしたくないのだ。

　塔の階段を上り、たまを閉じこめてある部屋のドアを開ける。

　部へ屋やの中には、相変わらず起きたまま壁かべにより掛かって歩いているたまと、それを見ているペデラスティリア。

「あら、ペディ。いたの？」

「えっ？　あ、うん。ほら、えっとその、たまちゃんの手首の包帯も取り替えないといけないし、新しい怪け我がしてないかも心配だし……」

　どぎまぎした様よう子すで答えるペデラスティリア。

　黙だまってたまの部屋に入った事を叱しかられると思ったのかしら。たまちゃんの心配をしてくれたのはありがたいし、勝手に部屋に入ったくらいで怒ったりはしないのだけど。

　ちょっと苦笑しながらリリトベートはたまのほうへ目をやった。

「まだ眠ってないのね……」

　がっかりしたように大きく一つ息を吐く。

　まだどこかぎこちない調ちよう子しでペデラスティリアが尋たずねてきた。

「どうしたの？　急に自分で様子なんか見に来たりして……」

「実はね、また誰だれかが攻めてきたみたいなの。無む駄だな流血は避けたいから、今すぐ全員私の虜とりこにしてしまいたいんだけど、攻めてきたのがもしまたビレトやパイモン達みたいな強い悪あく魔まだったりすると、今の私の魔力じゃちょっとだけ手こずっちゃうでしょう？　伝染性マッチョ化の呪のろいも現在進行形で拡散中だから、そっちにも魔力を取られちゃうし。だから念のため補給しておきたかったのよ」

　そう言って肩を竦すくめるリリトベート。

　ペデラスティリアは目を泳がせながら白しら々じらしく相あい槌づちを打つ。

「そ、そう。また敵がね……。ふ～ん……大変ね……」

「そうよ。危ないからペディはしばらく外へ出ない方がいいわ」

「わ、分かったわ」

　目を逸そらしたままうなずくペデラスティリア。

　やっぱりどこかペディの様子が変だけど、何かあったのかしら……？

　リリトベートは不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげる。

　まあいい。それより早くたまの魔力をもらって、外の戦いを止めてこよう。

　リリトベートは、相変わらず壁に凭もたれて歩くたまに近づいた。そしてスッとたまの頭に触れる。そして一応念のため、このままで魔力が吸えないかどうか試してみた。だが、やっぱりリリトベートの方へ魔力が流れてくる気け配はいはない。かれこれ四日も眠らないままだというのに、呆あきれた精神力だ。

「やっぱり無む理り矢や理り意い識しきを断つしかないわね。むしろ最初からそうしておいた方が良かったのかも……」

　手首に巻かれた包帯に滲にじんだ血を見ながら、痛ましげに表情を曇くもらせるリリトベート。

　ペデラスティリアが尋たずねた。

「む、無む理り矢や理り意い識しきを断つって、どうするつもりなの……？」

「そうね。どうするのが一番いいかしら……。手荒な真似まねはしたくないし、なるべく苦痛を与えない方法がいいんだけど……。でも術をかけるにしたって、四日も前にかけた眠りの術にここまで耐えてるわけだし、きっと今すぐ意識を失うってわけにはいかないわよね……。魔ま力りよく的てきにもこっちが本家本元なんだし……」

　リリトベートは困ったように頰ほおに手を当てて考え込みながら、どういう術のかけ方がいいか探るようにたまを霊れい視しした。

　そして。

「あら……？」

　思わず瞬まばたきするリリトベート。

「変ね……。どうしてたまちゃんが狐きつねに『見え』るのかしら……」

　目を擦こすって、再びまじまじとたまを『見る』。

　その表情が、みるみるうちに失望に曇くもった。

「そういうことだったのね……」

　リリトベートは大きく一つ落胆の溜ため息いきをついた。

　そしてゆっくりとペデラスティリアのほうへ振り返る。

「ひ……っ」

　ペデラスティリアは怯おびえた顔で、杖つえを抱えて身構えた。

　そのペデラスティリアを、リリトベートは悲しそうな目で見つめる。

「残念だわ。あなたがこんな、争いを好む悪魔だったなんて。もっといい人だと信じていたのに……」

　この世がリリトベートのハーレムとなれば、最も早はや地上に争いは存在しない。ならば逆にリリトベートの計画を阻はばむ者は、平和を拒こばみ、愛を拒み、争いを好む野や蛮ばんな者。この世に存在してはいけない者だ。

「でも大丈夫。すぐにあなたも私の愛のハーレムの一員になるわ。この狐もね」

　そう言って、ペデラスティリア達に背を向けると窓から外を眺める。

　次の瞬しゆん間かん。

「あああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

「いやああああああああああああああああああああっっ!!」

　ペデラスティリアとたまに化けた狐の葉よう子こが絶望的な悲鳴を上げた。

　二人ふたりの腕の筋肉がどんどんと膨ふくれあがり、産うぶ毛げが黒々とごわついた剛毛へと生はえ替わっていく。一体いつの間に、どうやってマッチョ化の呪のろいをかけたのか、二人には見当も付かない。

　リリトベートはそんな二人には最早目もくれず、窓越しに『眼』を凝こらしてたまが逃げ去った場所を探す。さっき狐きつねを霊れい視しした時に『見え』たペデラスティリアの杖つえの感じからして、そんなに遠くへ移動する魔ま力りよくは無かったはずだ。必ずこの近くにいる。たま自身は妖よう気きに覆おおわれて霊視出来ずとも、一いつ緒しよに逃げた賀か茂もを捜せば簡かん単たんだ。

　やがてその艶つやっぽい唇に、ニッと笑えみが浮かんだ。

「見つけたわ」

　さっと背中の黒い翼つばさを広げると、リリトベートは窓に足をかけ、真まっ直すぐ賀茂とたまのいる斜面目指して飛び去っていった。




　城から少し離はなれた山の斜面。

　その頃ころ賀茂は、必死でたまを起こそうと呼びかけていた。

「たまちゃん！　ボクだ！　本物のボクだ！　目を醒さましてくれ！」

　たまはとろんとした目で賀茂を見ながらうわごとのように呟つぶやく。

「だめ……本物の賀茂さんが来るまで……寝ちゃ……だめ……」

「本物だ！　助けに来たんだ！　起きてくれ！」

　必死で声を上げる賀茂。

　今の賀茂には後に残してきた仲間達を助ける力はない。それでも、賀茂が呪じゆ印いんを描かいてたまに魔力を込めてもらうという形を取れば、少なくとも今の賀茂よりは大きな力が使える。リリトベートとその手下達を倒すところまではいかなくたって、みんなを連れて逃げる事はきっと出来る。

　だが、そのためにはたまの協力が要いる。たまが起きて協力してくれなければ不可能だ。

「お願ねがいだたまちゃん！　目を醒ましてくれ！　ボクだけじゃ駄だ目めだ！　たまちゃんの力が必要なんだ！　起きて、力を貸してくれ！」

　懇こん願がんするように呼びかけながら、たまの肩を両手で揺さぶる。

　しかし、たまは意い識しきの混こん濁だくした目で虚こ空くうを見ながら、喘あえぐように呟くだけ。

「絶対……助けに来てくれるから……それまで……ぜったい……」

　駄目だ。そもそも、リリトベートの術で眠らされそうになっているところを必死で耐えながら四日間も眠らずにいるのだ。普通の状態でも四日も寝ないでいるなんて大変な事。ましてや普ふ段だんは夜十時までには必ず寝ているお子様並のたまにとっては、その辛つらさも並大抵ではないはずだ。その上リリトベートの術までかけられた状態で、眠さはとうの昔に最大限に達している。まだ眠りに落ちていないだけでも信じがたい事なのだ。すでにたまは限界以上に頑がん張ばっている。これ以上頑張る事なんて、出来るわけがない。

　賀茂は為なす術すべもないまま、ひたすらたまを揺さぶり続けた。




　たまは、朦もう朧ろうとした意識の中で賀茂の呼ぶ声を聞いていた。

　微かすかに開いた瞼まぶたの間からは、よく知っている賀か茂もの顔が見える。

　必死にたまの体を揺さぶりながら声をかけている。

　……これが本当の賀茂さんだったら。

　何度そう思っただろう。これが本物なら、もう何も心配せずその優やさしい両腕に身を委ゆだねて眠ってしまえるのに。

　でも、これは夢。リリトベートが見せている夢だ。もし一度でも心を許してしまったら、自分はもう二度と目覚める事はない。そしてリリトベートは好きなだけ自分から魔ま力りよくを吸い取って、好きなだけ悪い事をする。それだけは駄だ目め。それだけはさせちゃいけない。

　必死で歯を食いしばり、薄うすれ行く意い識しきを奮ふるい立たせて、もう一度何とか目を醒さまそうとするたま。

　でも、さすがにもう限界だ。体がもう保もたない。どれだけ意識をはっきりさせようとしても、すでに体はふわふわと宙を漂っているような感じで、自分が今どこにいるのかさえ分からない。何かを考える力も残っていない。分かっているのは、今目を閉じたらそのまま寝てしまうだろうという事。瞬まばたきをした弾みに眠ってしまうかもしれないという事。

　本当の賀茂さんは今どこでどうしているんだろう。私はもう限界。一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったつもりだけど、これ以上起きていられない。もう眠気で完全に感覚が麻ま痺ひして、体を傷つけても痛みすら感じない。今眠ってしまえばもう死ぬまで目覚める事はない。賀茂さんとは永遠にお別れだ。その前に、一度でいいから本物の賀茂さんと会ってお話ししたかった……。大好きですって、ちゃんと伝えたかった……。

　虚うつろな目元にじわっと涙が浮かんだ。

　そして、とうとう緊きん張ちようの糸が切れた。

　瞼が力無く閉じられ、目元に溜たまった涙が押し流されて頰ほおを一筋伝う。

　……せめて、私の魔力を誰だれにも悪い事に使われないように……。

　最後の気力を振り絞って、眠っていても魔力が外へ漏れないよう固く固く自分の内へと押し込める。

　そしてたまは、深い谷底へ落ちていくように、真まっ直すぐに眠りの底へと沈んでいった。




　必死で賀茂が呼びかけ続けていた時、不意にたまの目元に涙が浮かんだ。

　そして、その瞼がゆっくりと閉じられる。

「たまちゃん！　たまちゃん！」

　呼びかけてもたまは反応しない。うわごとのような呟つぶやきすら漏れてこない。

　とうとう眠ってしまったのか。

　もう、目を醒まさせる事は出来ないのか。

「くそっ！　どうしたら……！」

　賀か茂もは思わず両手で地面を叩たたいた。

　その時、ふと懐ふところから封筒が転がり落ちた。

「これは……確たしか菜な間まさんが……」

　ピンチになった時に開けろと言われて渡された大きな封筒だ。

　菜間は超が付くほどの上級悪あく魔まだ。もしかしたら将来起きる事を予見して、何か役に立つような物を渡してくれたのかも知れない。

　賀茂は急いで封を切ると、中身を引っ張り出した。

　ところが。

　出てきたのは女物のスクール水着。名前のところに「菜間真ま理り子こ」とマジックペンで書いてある。

「くそっ！　期待したボクが馬ば鹿かだった……！」

　こんな時にこんな物が出てきても、笑うどころかツッコむ気にすらなれない。

　思わず水着を投げ捨てる賀茂。

　だがその時、かさっと音がして水着に包まれた何かが転がり出た。

「何だ……？」

　手を伸ばして拾い上げる賀茂。

　折りたたまれた羊よう皮ひ紙しだ。

　広げてみると、ラテン語で文字がびっしり書いてある。

「これは……」

　その目が大きく見開かれた。

　賀茂にラテン語はまだ読めない。だが、この文字の並びと書式には見覚えがある。

　悪魔の契約書だ。

　名前欄らんにはすでに、賀茂とたまの名前が書き込まれている。

　後はお互いの霊れい気きを込めて拇ぼ印いんを捺おすだけで契約は完了。賀茂はたまの魔力を自分で引き出して使えるようになる。

　賀茂はすぐに自分の血で拇印を捺した。

　後はたまの分だけだ。

　一いつ瞬しゆんでいい。拇印を捺す一瞬だけ、たまが目を醒さまして自分の魔力をそこに込めてくれさえすれば。いや、目を醒まさなくたっていい。妖よう気きを一瞬漏らすだけでも拇印に込める分としては充分だ。後は賀茂がたまの魔力を使ってリリトベートの眠りの術を解ける。みんなだって助けに行ける。

　その時、賀茂の視界に何かが飛んでくるのが見えた。明らかにこっちを目指して真まっ直すぐに向かってくる。霊れい視しの眼を開いた賀茂はハッとした。この濃こすぎる妖気。たまの妖気にそっくりなこれは、間違いなくリリトベートだ。

「たまちゃん！　一いつ瞬しゆんでいい！　ほんの少しでいいから妖よう気きを外に出してくれ！」

　たまは眠ってしまった。だが、そうなればかえってガードが緩ゆるんで、妖気が少しは漏れてくるかも知れない。

　賀か茂もは、一いち縷るの望みに縋すがるような思いでたまに呼びかけ続けた。




　眠りに落ちたたまは、夢の中で不意に誰だれかに呼びかけられた。

「たまちゃん……」

　振り返ったたまは、予想外の顔を見て驚おどろきの声を上げた。

　そこにいたのは、かつて自分の妖気のせいで死なせてしまった親友、西さい園おん寺じ朋とも。

「朋ちゃん？　どうして……？」

　そう呟つぶやいてからハッとする。

「そっか……。リリトベートさんの術のせいで、夢の中には私の大好きなお友達が出てくるようになってるから……」

　それを聞いた朋は、おかしそうにくすっと笑った。

「違うよたまちゃん」

「でも……」

「だってそれなら、一番最初に賀茂さんが出てくるはずじゃない」

「え……？」

　指摘されてたまは一瞬かぁっと赤面する。

　でも、朋の言う事は正しい。実際、術をかけられた後に出てきたのはいつだって賀茂だった。朋も、育て親の神しん父ぷさんも、律りつ子こもみきもアブデルも、一度たりとも出てこなかった。リリトベートに与えられた夢の中では、いつだって賀茂と二人ふたりきりの世界だったはずだ。

　たまはまじまじと朋の顔を見つめ直した。

「でも、じゃあどうして……」

　朋は少しはにかむように微笑する。

「死んだ人はね、生きてる人の夢ゆめ枕まくらに立てるんだって」

「夢枕……」

「つまりね、夢に割り込む事が出来るの」

「じゃあ……じゃあ本当に、本物の朋ちゃん……？」

「うん。もちろん」

　再び微笑ほほえみながら、コクリとうなずく朋。

　その時朋の下半身が、ふわっと塵ちりになって消えた。

「あっ？」

　声を上げるたま。

「どうしたの？　大丈夫朋ともちゃん？」

　朋は少し恥ずかしげに照れ笑いをしてうつむいた。

「ごめんね。夢ゆめ枕まくらに立つ時は完全な霊れい体たいになってたまちゃんの中に入るから、私みたいに力が弱いと妖よう気きに耐えられなくて。でも閻えん魔ま様さまの力で守ってもらってるからまだなんとか大丈夫」

「そんな！　大丈夫じゃないよ！　霊体が消えちゃうって事はあの世からもこの世からも完全に消滅しちゃうって事でしょ？　どうしてそんな危ない事してまで……」

「たまちゃんに、どうしても伝えないといけない事があったから。こうする以外に伝える方法がなかったから」

「伝えないといけない事？」

「うん。時間がないから簡かん単たんに言うね」

　朋はうなずくと、じっとたまの目を見つめた。

「今たまちゃんに呼びかけてたのは、夢じゃなくて本物の賀か茂もさんなの」

「えっ？」

「みんなで協力してたまちゃんをお城から連れ出してくれたんだけど、でも今賀茂さんやお友達はピンチなの。賀茂さんはたまちゃんの力を必要としてるの」

「賀茂さんが……私の力を……」

「お願ねがい。賀茂さんとみんなを助けてあげて。早くしないとあのリリトベートって人が来ちゃう。たまちゃんしか、助けられる人はいないの」

「でも、どうやって……」

「大丈夫。賀茂さんが全部用意して待ってくれてる。私が一いつ瞬しゆんだけリリトベートさんの術を押しのけるから、その間に済ませて」

「押しのけるって朋ちゃんが……？　どうやって……」

「リリトベートさんの術は夢を見せる術でしょ？　私は今、そこに割り込んでるんだよ」

　朋はそう言って少し得意気に笑って見せた。

　そして上を向くと、そっと手を合わせる。

　次の瞬間、靄もやが切り裂かれるように割れ、光が差し込んだ。

　違う。

　靄と思ったのは自分の瞼まぶた。

　光と思ったのは必死で呼びかける賀茂の顔。

　本物だ。

　本物の賀茂がそこにいる。

「たまちゃん！　目が醒さめたのか！」

　賀茂の喜ぶ声がはっきりと聞こえた。

　だが次の瞬間、朋の力はどんどん弱っていき、再び意い識しきが微睡まどろんでくる。

「たまちゃん！　寝ないでくれ！　寝る前にこれを……！」

　賀か茂もの声が響ひびく。

　力が抜けてうつむいたたまの目に、一枚の紙が見えた。

　見覚えがある。

　これは確たしか、悪あく魔まの契約書。

　朋ともが言っていた。賀茂は全すべて用意して待っていると。これの事だ。間違いない。

　たまは、再び急速に眠りに落ちていく意い識しきの中で、咄とつ嗟さに右手の包帯を解ほどいた。塞ふさがっていない傷口からは、どす黒い血がじゅくじゅくとしみ出してくる。その傷口から血を採ると、親指に付けた。後は、自分の名前の横に捺おして、自分の魔力を込めるだけ……。

　突然、ふらりと力が抜けた。

　眠気を払ってくれていた朋の力が完全に尽きた。

　たまの瞼まぶたは再び閉じ、意識が完全に眠りに落ちる。

　そこにはもう、朋の姿はない。

　完全にリリトベートの作った夢の中だ。

　賀茂の姿が現れる。さっき見た、汚れて傷だらけで必死な形ぎよう相そうの賀茂ではなく、どこまでも優やさしく綺き麗れいな賀茂。

「たまちゃん……」

　賀茂が微笑ほほえみかけると、腕を開いた。

「駄だ目め……」

　これは本物じゃない。夢の中の偽にせ物ものだ。そう頭では分かっているのに、賀茂の顔と声と匂においをしているというだけで、逆さからう事など出来なくなってしまう。この腕に飛び込んでしまえばお終しまいなのに。もう決して二度と目覚める事は出来なくなるのに。

　賀茂が一歩近づいた。

　更さらに一歩。もう一歩。

　たまは怯おびえた顔のまま、それでも近づく賀茂から逃げる事さえ出来ない。

　賀茂の手がたまに触れた。

「あ……」

　たまの喉のどから掠かすれた声が漏れた。

　賀茂の腕が、たまを優しく抱きしめる。

　たまの小さな体が震ふるえた。

　駄目……。こんなに近くに賀茂さんの顔が……。賀茂さんの吐と息いきが……。賀茂さんの温ぬくもりが……。駄目……こんなの……もう……。

　頭がぼうっとしてきた。さっきまでの警けい戒かい感かんはあっという間に押しつぶされ、何も考えられなくなる。もうこのままでもいいんじゃないかという気持ちがムクムクと頭をもたげてくる。

　その時、突然上空の靄もやが何かもの凄すごい力によって押し流された。そして賀か茂もの姿が搔かき消すように消きえ失うせる。

　たまの意い識しきが途と端たんにはっきり明めい瞭りようになった。

　リリトベートの術が消えたのだ。それも完全に。

　たまの見開いた両目に、月明かりの夜空と黒く陰になった木々がはっきりと見えた。そして、自分の上にかがみ込む賀茂の顔。夢ではなく、紛まぎれもなく本物の賀茂。

　たまは何が起きたのか瞬しゆん時じに理解した。

　賀茂が解いてくれたのだ。さっきの契約書。間に合ったのだ。眠ってしまう前に、ちゃんと拇ぼ印いんを捺おせていたのだ。

「賀茂さん！」

　反射的に呼びかけた。

　だが賀茂はそれに答えず、たまとは別の方向をじっと睨にらんでいる。

　その視し線せんを追ったたまは、ハッと息を吞のんだ。

「リリトベートさん！」

　月を背に黒々とした羽根を広げて、リリトベートが賀茂とたまを見下ろしていた。




　ほんの数秒の差で、リリトベートが来るより先に契約を交わした賀茂は、目を醒さましたたまを庇かばうようにリリトベートの正面に立った。

　たまと同じ魔ま力りよくとは言うが、改めて敵として対たい峙じしてみるとやはり圧倒的だ。何もしなくても妖よう気きを垂れ流しただけで簡かん単たんに人が死んでしまう、常じよう軌きを逸いつした力。しかもコイツはたまと違って、その力を自在に行使する事が出来るのだ。こっちだってたまと契約を交わした今、たまの魔力を使う事は可能だが、仮に単純なパワーでは互角だとしても技術面が違いすぎる。リリトベートは悪魔の手で人工的に生み出され、生まれた時から全すべての魔術の知識を持っているのだ。

　……逃げ切れないな。

　賀茂は背中に冷たい汗を感じた。

　本当なら、たまと契約を済ませば後はその力を使ってみんなを回収し、一時離り脱だつするつもりだった。だが、それは無理だ。目の前で見てはっきり分かった。コイツの目を欺あざむいて逃げおおせる事など出来ない。下手へたに後ろを見せれば危険が増すだけだ。

　賀茂は覚悟を決めた。

　逃げる事が不可能なら、今ここで戦って倒す。自分の体への負担を顧かえりみなければ、単純な魔力の強さは互角なのだ。無事に逃げおおせる事は百パーセント不可能でも、相手に技わざを使う暇ひまを与えず一気に力で押しつぶせば万に一つくらいは勝しよう機きがあるはず。たまを守り、みんなを守るには、それしかない。

「随ずい分ぶん前に感染したはずなのに、まだ無事だったのね」

　リリトベートが少し意外そうに呟つぶやく。そしてたまのほうへ目をやった。

「……その子も起こしたの？　見かけによらず、ただ者じゃなさそうね」

　信じられないといった様よう子すのリリトベート。半ば独り言のように呟つぶやく。

「大した霊れい力りよくもないただの人間の少年が、私の呪のろいを受けても無事で、あれだけの上級悪あく魔ま達が守る中をかいくぐり、その子を奪い返した上に眠りの術まで解く……。こんな、有り得ないはずの事が……」

「………」

　賀か茂もは冷や汗を浮かべながら、じっと相手の出方を窺うかがう。

　突然、リリトベートはカッと目を見開いた。その口元に、野や獣じゆうのような笑えみが浮かぶ。

「いいわ！　そういう男にこそ愛されたい！　そういう男こそ虜とりこにしたい！　あなたは最高よ！　最高の男だわ！」

　言うが早いか、リリトベートはさっと両手を広げた。その手の先から放たれたのは、例のマッチョ化の呪い。指の一本一本から放たれた呪いは十本の矢となって賀茂を襲おそう。それも、たまを攫さらわれた時に喰くらったのとは比較にならない魔力の強さだ。一発一発にビレトの一いち撃げき並みの魔力が込められている。こんなもの、掠かすっただけでお終しまいだ。全身に回るのを食い止める間もなく一いつ瞬しゆんでマッチョ化してしまう。

　賀茂は咄とつ嗟さに懐ふところから切り紙の人ひと形がたを出した。素す早ばやく息を吹きかけて自分の霊気を込めると上空に投げる。

　リリトベートの放った呪いは、賀茂の投げた身代わりの人形に向かって逸それた。人形に直撃した呪いは一瞬紙をマッチョ化させようと働き、その直後に紙人形はバラバラに弾はじけ飛ぶ。

　その隙すきに賀茂は後ろを振り返った。

「たまちゃん！　立てる？」

「は、はい！」

　たまが慌あわてて起きあがった。

「よし！　走るぞ！」

　賀茂はたまの手を握ると森の中へと駆かけ込んだ。手を握られたたまは一瞬赤面したが、賀茂はそんな事に気付く余裕もない。

「逃がさないわ！　あなたは私の物になるべき男よ！」

　リリトベートは蝙蝠こうもりのような羽根で木々の上を飛びながら追ってきた。

「見えているわ！　そこよ！」

　高笑いと共に、マッチョ化の呪いを放ってくるリリトベート。今度はさっきの倍、二十発だ。

　たまが叫んだ。

「賀茂さん！　来ます！」

「大丈夫！　見えてるったって、どうせ木の葉を透すかして霊れい視ししてるだけだから！」

　そう言うと同時に、賀か茂もは再び切り紙の人ひと形がたを放り投げて呪のろいを逸そらす。賀茂の霊気を込めた人形は、霊視の『眼』には賀茂と区別が付かない。霊気を元にして照準を合わせるなら、まず間違いなくこれで逸らす事が出来る。

「いつまでそうやってかわせるかしら？」

　またリリトベートが呪いを放った。今度は更さらに倍の四十発。

　またしても人形を放ってかわす賀茂。しかし。

「くそっ！　今ので最後か……！」

　賀茂は懐ふところを探って舌打ちした。

　一度に放ってくる呪いの数が多すぎる。向こうはまだ遊んでいるだけだというのに、こっちは用意してあった術の一つが早くも尽きてしまった。

　たまが再び叫んだ。

「賀茂さん！　私は大丈夫ですから、私の力、使ってください！」

「駄だ目めだ！　たまちゃんの魔ま力りよくはアイツを倒すための切り札だ！　隙すきを見て一発で決める！　無む駄だ遣づかいは出来ない！」

　鋭するどく却下する賀茂。リリトベートとたまの魔力はほぼ互角。リリトベートの魔力は全世界に広がるマッチョ化の呪いに割さかれて多少減っているとはいえ、たまだって四日も寝ないで体たい調ちようは万全ではない。少しでも魔力が足りなければ、リリトベートは倒せない。それに、賀茂がたまの魔力を引き出せる事はギリギリまで隠しておく必要がある。魔力は互角でも、技量ではあっちが遥はるかに上なのだ。たまの魔力を賀茂が使えるとバレていては、簡かん単たんに防がれる。油断しているところへ不意打ちを喰くらわすのでなければ、いくらたまの魔力であってもリリトベートには届かない。

　上空からリリトベートの声が響ひびいた。

「どうしたの？　逃げるだけではつまらないわ！　もっと私を楽しませなさい！」

「そっちこそ、つまらないなんて言うんならまずボクたちを捕まえてみろ！」

　大声で挑ちよう発はつし返す賀茂。

　たまが慌あわてる。

「かっ賀茂さん！　そんな事言ったら本気で追っかけてきますよ！　向こうは空を真まっ直すぐ飛んでこれるんですから、その気になったらあっという間に……！」

　賀茂はニヤッと笑った。

「そう。ボクらは木を避けながらジグザグに進んでるけど、アイツは真っ直ぐ来る。そこが狙ねらい目めなんだ」

「ど、どういうことですか……？」

「古文の時間に、平へい安あん時じ代だいの風習で『方かた違たがえ』って習ったろ？　あれだよ。方ほう位い神じんを使う」

　賀か茂もはそう言うと、懐ふところから式ちよく盤ばんを取り出した。万が一の用心に、蔵から勝手に持ち出してきたものだ。曽そう祖そ父ふが使っていたもので、これを回せば凶きよう方ほうを無む理り矢や理り恵え方ほうに変える事すら可能だという曰いわく付きの一品。賀茂の技術では方位の吉きつ凶きようを操そう作さする事は出来ないが、それでもこれを使えば日ひ頃ごろ寝ている方ほう位い神じんを起こして力を発揮させるくらいは出来る。

　賀茂は式盤を片手にたまを見つめた。

「たまちゃん、一つ約束してほしい」

「は、はい！　何ですか!?」

「ボクがたまちゃんの魔ま力りよくを引き出したら、絶対に魔力の供給を止めないでほしいんだ。絶対にだ」

「そ、それはもちろん……！」

「何があってもだ。いいね」

　じっとたまの目を見つめて念を押す。

「だっ、大丈夫です！　任せてください！　どれだけ疲れても、賀茂さんが引き出そうとする限り全力で送ります！」

　たまは頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、真まっ直すぐ賀茂を見つめ返してうなずいた。

　その時、頭上でばさばさと激はげしく木の葉を散らす音。

「賀茂さん！　来ました！」

　たまが悲鳴を上げた。

　振り返ると、リリトベートが木々の葉を搔かき分けて真っ直ぐこっちへ向かってくる。

　突とつ如じよとして、賀茂達の行く手に魔力の壁かべが現れた。

　結界だ。

　リリトベートの含み笑いが木々の間にこだまする。

「これでもう、逃げられない……」

「くっ！」

　思わず立ち止まる賀茂。

　結界とはいえこの魔力の強さ。人間なら触れただけで魂たましいが消し飛んで死ぬ。

「さあ！　どうやってかわすのかしら？」

　リリトベートは楽しげに笑いながら魔力を溜ためると、至し近きん距きよ離りから一気にマッチョ化の呪のろいを放った。さっきまでとはまるで規模が違う。一つ一つが巨大なミサイルのようなサイズ。それが、ざっと見ただけでも数百発。たとえ狙ねらいを逸そらしたところで、余波を被こうむっただけでお終しまいだ。

「賀茂さん！」

　たまの泣き声が響ひびいた。

　だが、賀茂にとってこれは狙い通りの展開。いや、これだけ強い魔力で攻こう撃げきしてきた事は、ある意味で狙ねらい以上だ。

　賀か茂もはその場に膝ひざを突き、式ちよく盤ばんに手を突いて素す早ばやく唱となえた。

「此方こなたは艮うしとら！　大だい金こん神じんの塞ふさげる方位なり！　足もて冒おかさば足返るべし！　刃はをもて冒さば刃返るべし！　きほうを冒して神の祟たたりを免まぬかるる事なし！　恐きよう惶こう謹きん言げん穴あな賢かしこ穴あな賢かしこ！」

　その瞬しゆん間かん、式盤からズッと巨大な神が姿を現した。

　方位の神の中でも最も恐れられる艮の金こん神じん。この神の塞ぐ方位を冒した者は必ず大きな禍わざわいを受けるとされてきた恐ろしい祟り神だ。

　賀茂達は木々を避けながらジグザグに走っていたため、この神のいる方位へ直接向かった事はない。だが空を飛んでいたリリトベートは真まっ直すぐこの方位に向けて飛び、そしてこの方位に向かって呪のろいを放った。つまり、リリトベートだけがこの方位を冒したのだ。

　リリトベートの放った呪いが大金神の体に当たって吸収された。そして、吸収された呪いは魔ま力りよくの塊かたまりとなって真っ直ぐリリトベートに跳はね返る。

「なっ!?」

　己おのれの魔力をそっくりそのまま跳ね返されるとは予想外だったのだろう。一瞬リリトベートが怯ひるんだ。咄とつ嗟さに空中に魔法円を空くう書しよして盾たてとするが、それが精一杯だ。

「今だ！」

　賀茂はリリトベートに向かって手をかざした。

「地じ獄ごくの王ベリアルが娘たまの名において命ずる！　たまの妖よう気きを集めて成れる者リリトベートは漂える妖気に還かえれ！」

　唱えると同時に限界までたまの魔力を引き出すと、跳ね返したリリトベートの魔力に上乗せして一気にぶちかました。

　空書した魔法円の盾で身を守るので精一杯のリリトベート。

　その顔に、初めて狼ろう狽ばいの色が浮かんだ。

「こっ、この力……！　たまちゃんの……！　まさか人間がこんな……！」

　たまの魔力を賀茂が操あやつれるとは思っていなかったはず。充分な防ぼう御ぎよ態勢を取れないまま予想以上の魔力の直ちよく撃げきを受けて、リリトベートの盾はジリジリと圧おされ始めた。

　しかし、本来制御出来る量を遥はるかに超える大量の魔力を放出した賀茂も、すぐに体を蝕むしばまれ始める。全身に激げき痛つうが走り、みるみる血管が膨ぼう張ちようした。そして、目と鼻と耳から同時に血が噴ふき出す。

　たまが悲鳴を上げた。

「賀茂さん！」

「大丈夫！　もっと魔力を送ってくれ！　限界までだ！」

「でも賀茂さんの体が！」

「死にゃしない！　それより今ここでとどめを刺さなきゃボクらの負けだ！」

「はっ……はいっ！」

　目を潤うるませ、泣き出しそうな顔になりながら、それでもグッと堪こらえて魔ま力りよくを送ってくるたま。

　リリトベートは魔力の強さにおいてはたまとほぼ互角だが、技量の面では遥はるかに上だ。何かの術を使われたらそこでお終しまいだ。何の術を使う間も与えず一気に力で押し勝つ以外に、賀茂達に勝しよう機きはない。今このチャンスに全すべてを賭かけるしかないのだ。

　リリトベートは完全にたまの魔力に圧倒されて動きを止めた。空くう書しよした魔法円の盾たてを維持するのに精一杯で、他ほかの事をする余裕はない。

　だが、まだだ。これでは何とかリリトベートの動きを封じただけ。まだ、盾を吹き飛ばしてリリトベートの存在を消し去るところまでは届かない。倒すためにはもっと力が要いる。もっと強い魔力が。しかし、強い魔力を引き出せば引き出すほど、賀茂の体も蝕むしばまれていってしまう。これ以上の力は使えない。

　……後少しなのに！

　たまの魔力を放出しながら賀茂はギリッと歯は軋ぎしりをした。

　後ほんの一押し出来れば、この拮きつ抗こう状態を打破出来る。そして、たまにはその一押しをするだけの余力がまだある。なのに、自分の制せい御ぎよ能力はすでに限界を超えていて、どうしても最後の一押しが出来ない。このままじゃ駄だ目めだ。時間が経たてば経つほど、賀茂はたまの魔力で体を蝕まれていく。賀茂の体が使い物にならなくなるまでリリトベートに耐えきられたら、そこで全てはお終いだ。

　……こうなったら一か八かだ！

　現状を維持していても勝ち目はない。ならば、完全に制御不能に陥おちいるのを承知の上で、思い切って引き出す魔力の量を上げるしかない。自分の体が何秒耐えられるか分からないが、ここは賭に出る以外にない。

「ぐあああああああああああああああああっっ!!」

　悲鳴とも雄お叫たけびともつかない声と共に、賀茂は放出する魔力の量を一気に引き上げた。

　それと同時に賀茂の腕の皮ひ膚ふが裂け、血管が破裂した。

　全身を走る激げき痛つうは度合いを増し、目が眩くらんで頭が割れそうになる。

　だが、苦しいのは賀茂だけではない。

　リリトベートがついに力負けをし、魔法円が崩れだした。防御を突破したたまの魔力に晒さらされて、リリトベートの髪の先がちりちりと塵ちりになっていく。

「くぅ……っ！　こんな……っ！　この私が……っ！」

　髪の先に続いて、リリトベートの手足がさらさらと崩れ始めた。魔法円の盾はもう半分以上崩ほう壊かいして、防御の役に立っていない。

「ああああああああああ………………っっ!!」

　リリトベートが悲鳴を上げた。手足に続いて胴体の半分以上が吹き散らされつつある。

　……行ける！　このまま押せば勝ちだ！

　賀か茂もの苦しい表情に、微かすかに希望の光が射さした。

　だが次の瞬しゆん間かん。

「ごふっ!?」

　賀茂の口から大量の血が噴ふき出した。

　たまの膨ぼう大だいな魔ま力りよくに耐えきれず、とうとう内ない臓ぞうが破れ始めたのだ。

「くそ……！　後一歩なのに……！」

　歯は軋ぎしりをする間にも、新たな血が口に込み上げてくる。

「賀茂さん！」

　たまの泣きそうな声が聞こえた。

　ハッとする賀茂。たまに心配をかけまいとして、口に込み上げた血を無む理り矢や理り飲み下す。

　だが、次の瞬間。すでに血だらけのボロボロになった全身からは力が抜け、引き出す魔力の量がガクンと減った。

　立っている事すら出来なくなって、崩れるように地面に膝ひざを突く。

　その目の前で、空中に吹き散らされたリリトベートの妖よう気きが吸い寄せられるように集まった。崩れかけた体がみるみるうちに元の姿に戻っていく。

　賀茂の体は限界だ。

　たまの魔力はもう使えない。

　賀茂は、がっくりと地面に手をついた。

　その賀茂の前に、リリトベートが立つ。そして、喜き悦えつの表情で賀茂を見下ろした。

「……素す晴ばらしい。何て素晴らしいの！　ただの人間が、この私をここまで……！」

　ハァハァと肩で息をしながら、にんまりと歯を剝むきだして笑えみを浮かべるリリトベート。

「欲しい……！　あながた欲しい！　あなたの全すべてを独占したい！」

　リリトベートの右手に魔力が集中していく。

　……ここまでか。

　賀茂が胸の内でそう思ったその時。

　突然、頭上に目ま映ばゆい光が現れた。

　太陽？

　一瞬そう思ったが、今は夜の時間帯だ。

　それに、光はどんどんこっちへ近づいてくる。太陽のはずはない。

　突然、光の中から声が響ひびいた。

「賀茂よ！　そこまでよく頑がん張ばった！　一番美味おいしいところは俺おれに任せろ！」

　うんざりするほど聞きき慣なれた声。

「アブデル!?」

　ハッとして見上げた賀か茂もの目に映ったのは、紛まぎれもなく熾し天てん使しアブデル。初めて召しよう還かんした時の受肉前の姿のように、まばゆく輝かがやく六枚の羽根を大きく広げながら、真まっ直すぐこちらへ向かってくるところだった。
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　突然天空に現れた眩まばゆい光に、城の内外にいた者たちは皆戦いの手を止めて、思わず天を仰あおぎ見た。

「やっと来たか……」

　眩まぶしそうに目を細めて空を見上げながら、閻えん魔ま大だい王おうは小さく笑った。

　手元には、力を使い果たしてぐったりと横たわる朋とも。

　瞼まぶた越ごしにも光を感じたのか、うっすらと目を開けた。

「あれは……？」

「朋ちゃんも以前地上に来た時お世話になったじゃろう。熾し天てん使しのアブデル殿どのじゃ」

「アブデル……」

　小声で呟つぶやいてから、思い出したように小さくうなずく。

「そう。たまちゃんたちを助けに来たんじゃよ。朋ちゃんも声援を送っておやり」

　閻魔大王はそう言って再び空を見上げた。

　朋もじっと祈るようにアブデルを見つめると、囁ささやくような声で呟いた。

「頑がん張ばって……！」




　朋たちのすぐ側そばで、幻術の壁かべを巡らして敵の目から味方を覆おおい隠していた紗さ智ちとそれに取とり憑ついた母はは狐ぎつねも、思わず空を見上げていた。

「あれは……もしかしてアブデル君……？」

　母狐と混じった紗智の意い識しきがそう呟く。だが紗智はアブデルが熾天使である事は知らない。半ば半信半疑の思いで見つめる。

　続いて母狐の意識が、思い出したように言った。

「そういえば坊やはとても偉い天使様を守しゆ護ご霊れいにしていたんだったわ……」

　アブデルが向かう先は、さっきリリトベートが城の塔から飛んでいったまさにその場所。あそこで今、賀か茂もはリリトベートと戦っている真っ最中のはず。

　紗智と母狐は完全に精神を一致させて祈った。

「お願ねがい……！　是これ雄お君を、坊やを守って……！」




「う……」

　魔ま女じよっ娘こサラは、瞼越しに眩しい光を感じて目を開けた。

「王女！　お目覚めになられたのですね！　良かった！」

　耳元でセバスティエンヌの泣きそうな声が響ひびく。

　サラは体を起こすとキョロキョロと周囲を見回した。

「そういや……私、シトリーって悪魔の術に嵌はまって……」

「成長した体はとっくに元に戻したのに、いつまでもお返事なさらないので、一時はどうなる事かと……」

　嬉うれし涙なみだを拭ぬぐうセバスティエンヌ。

　サラはまだ半分夢ゆめ見み心地ごこちのまま呟つぶやいた。

「私、何か眩まぶしい光に照らされて……。そうしたら急に頭の中の靄もやが搔かき消されていって……」

　そう言いながら、光の射さしてきた方を向く。

　そしてギョッと目を見開いた。

「ちょっとセバスティエンヌっ！　何なのあれっ！」

　見つめる先には眩まばゆく光る羽根の生はえた天使。その清らかで高貴な霊れい気きは、光と共にサラたちのいるところまで軽々届く。

　サラにかかりきりだったセバスティエンヌも今初めて気付いた様よう子すで呆ぼう然ぜんとした。

「あれはまさか……以前人間界に来た時に会った事のある熾し天てん使しの……」

「あんな遠くから届いた霊気が、セバスティエンヌにも解けなかったシトリーの呪のろいを消したって事……？」

　サラとセバスティエンヌはゴクリと生なま唾つばを吞のみ込むと、言葉を失ってただただじっとアブデルの姿を凝ぎよう視しし続けた。




「律りっちゃん！　ちょっと見て！　何か空飛んでる！　ＵＦＯ？」

　暗い夜空を明るく照らす謎なぞの光る飛ひ翔しよう体たいを見て、真ま央おは思わず律りつ子この服を引っ張った。

　律子が振り返ると、ハッとしたように息を吞のむ。

「あれって……あぶでる様じゃない！　ちょっと待って何であんな羽根生えてんの？　もしかしてあれが噂うわさの天使としてのホントの姿？」

　そう言うなりいきなり手に持っていた半殺しの魔ま獣じゆうを真央に押しつける律子。

「ちょっとこれ持ってて！　カメラ取ってくる！」

「えっ!?　ちょっと律っちゃん！　何このぬらぬらしたキモいの！　まだ生きてるよこれ！」

　真央は慌あわてて魔獣を放り出すと、急いで律子の後を追いかけた。




「何だいありゃあ……！」

　城の西の塔。

　葉よう子ことペデラスティリアが完全に男になってしまう直前、間かん一いつ髪ぱつで駆かけつけたお咲さきは、突然明るくなった空を見上げながら啞あ然ぜんとして呟いた。

　葉子が、マッチョ化に抵抗して力尽きた表情のまま、光り輝かがやく天使を見上げて言う。

「あれは……是これ雄おの守しゆ護ご霊れいやってた天使の………」

「是雄って葉子の幼おさな馴な染じみの……？　あんなもん守護霊に持ってんの？　そりゃ葉子なんかと釣り合うわけないって！」

　玲れい子こが仰ぎよう天てんした声を出した。

　その隣となりで、やはりマッチョ化から間かん一いつ髪ぱつで助けられてまだぐったりしていたはずのペデラスティリアが、ガバッと勢いよく飛び起きた。

「アブデル様だわっ！　天界に呼び戻されて弁明中だから動けないって聞いてたのに！　やっぱ愛する少年のために地位も命も捨てて駆かけつける時にこそ、男はその魅み力りよくを最大限に輝かがやかせるのね！　命いのち懸がけの禁断の愛！　愛のために全すべてを捨てて戦う男！　これこそが昔も今も変わらぬ正統オーソドクスにして普遍的カトリツクな男同士の愛の基本形！　眩まぶしい！　眩しすぎるわアブ様！」

　アブデルが愛する美少年賀か茂もを救うために、天界での地位も何もかも捨て、神に背そむいてまで助けに来たものと勝手に決めつけて、ミーハーに盛り上がる。

　何にせよ、これならリリトベートにも勝てるかもしれないと、塔の中の四人は一斉にアブデルに声援を送った。




　パイモンをついに叩たたき伏せ、今まさにその心しん臓ぞうをえぐり出そうとしていたみきは、突然明るくなった空に気付いて血ち塗まみれの顔を上げた。

　真っ暗な夜の闇やみの中に燦さん然ぜんと光り輝かがやく美しい六枚の羽根。

　この世に存在するどんなものよりも美しいその姿形。

「お兄にい様さま……」

　間違いない。

　見間違えるはずがない。

　あれこそまさしく、みきがこの世でたった一人ひとり愛しているお兄様。熾し天てん使しアブデルだ。

「お兄様……。やっとお戻りに……」

　怒りと悲しみに醜みにくく歪ゆがんだ鬼の顔が、安らぎと喜びに癒いやされて美しく可か憐れんな少女のものへと戻っていく。

　両の眼から流された血けつ涙るいは、清らかな歓かん喜きの涙に洗い流されていく。

　額ひたいから伸びた二本の角つのも消え、ゴツゴツと節くれ立って爪つめの伸びた恐ろしい手も、たおやかなる白く細い乙女おとめの手に戻った。

　半ば放心したようにパイモンから手を離はなすと、みきはその白い手を胸の前でそっと合わせた。




「ふぅ、危ないところだった」

　みきから少し離れたところで、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうはやれやれと冷や汗を拭ぬぐった。

「もう少しでとどめを刺されてしまうところでしたわね」

　真ま理り子こが父と一いつ緒しよにホッと溜ため息いきを漏らす。

　菜間の手元には小さなジャムの瓶びん。その中には、たった今危あやうくみきに殺されるところだったパイモンが封じ込められている。みきが少女に戻ってパイモンから手を離はなした隙すきに、素す早ばやく奪い取ったのだ。

「とりあえず三人とも無事回収完了か。やられてしまった軍団の兵たちは可哀かわい想そうだが、この三人がいればすぐに復活させてもらえるだろう」

　ほっと一息吐つく菜な間ま。根ね呂ろと協力してビレトを封じた後、根呂が使し役えき獣じゆうたちのトレーニングがてらシトリー配下の軍団を蹴け散ちらしに行ったので、代わりに真ま理り子こが再び菜間と行動を共にして、パイモンを封じる機き会かいを窺うかがっていたのである。

「それにしても、もっと大勢の軍を送ってくるかと思ってましたわ。まさかアブデル様さまお一人ひとりだけとは」

「いや、これは良い判断だよ真理子。彼一人だけならば、賀か茂も君が彼を召しよう還かんした時から日本で活動する事は日本の神仏にも了承済みで何の問題もない。だがキリスト教文化圏の天使達が何の事前調ちよう整せいもなくいきなり大量の天使の軍団を日本に送りつけたとなれば国際問題だ。もちろん私としてはそうなる事も期待して唆そそのかしたのだがね」

「でも、あのリリトベートを相手にたったお一人で大丈夫なのかしら」

「その点は心配要いらんだろう。何せあれは天使本来の力を地上で振るうために作られた、特別な体だ。よく見ておきなさい。いずれ最終戦争ハルマゲドンにおいて我われらが戦わねばならん相手の、本当の力というものを」

　菜間はそう言うと、どこか楽しげな表情で真理子の頭を撫なでた。




　賀茂を完全マッチョ化しようとしていたリリトベートは、遥はるか上空から向かってくる眩まぶしい光を『見て』ハッとした。

「消しよう耗もうした今の私では少し不利ね……。一いつ旦たん退ひくほうがよさそうかしら……」

　そう呟つぶやくと、たまを見る。

　ビクッと身構えるたま。

　リリトベートはお構いなしに腕を伸ばしてたまを捕まえる。

「あなたも一いつ緒しよに来るのよ」

「離はなしてください！　離して！」

　たまは必死でもがくが、リリトベートの手はびくともしない。

　リリトベートは振り返ると賀茂を見た。

「あなたもよ。あなたは私の物になるべき男。ここで死なれちゃもったいないわ」

　そう言って賀茂に近づく。

　だがリリトベートはハッとして足を止めた。

　ガックリと地面に手をついて動かない賀茂が、小さい声でボソボソと何か唱となえている。

「悪あく魔まの王ベリアルが一人娘たまの名において告ぐ……！　リリトベートよ、夜の明けるまで動く事を禁ずる……！」

「あなた、まだ……！」

　まさかまだ動けると思っていなかったリリトベートは意表を突かれて咄とつ嗟さに後ろへ下がる。だが、賀か茂もの血まみれの右腕が伸びるのが早かった。リリトベート自身の呪のろいによって巨大に膨ふくれあがった右腕が、万力のようにリリトベートの体を摑つかんで押さえ込む。

「しまった……！」

　身動きの取れなくなるリリトベート。ただでさえ強力な腕の力に加えて、たまの魔ま力りよくを引き出してリリトベートの魔力を押さえ込んでいる。これでは魔術を用いて引ひき離はなす事も出来ない。

「賀茂さん！」

　リリトベートの手から解放されたたまが叫んだ。

　賀茂は掠かすれた声で喘あえぐように言う。

「たまちゃん……逃げろ……」

「駄だ目めです！　逃げるなら賀茂さんも一いつ緒しよに……！」

「ボクは……コイツを押さえる役目がある……」

「だったら私もここにいます！」

「駄目だ……たまちゃんがいたら……巻き込んでしまう……。アブデルが……全力を……出せない……」

　リリトベートが口を挟んだ。

「それはあなたがいても同じ事でしょう？　離しなさい！　どのみちあの天使は本気を出せない！　あなた一人ひとりが無理にたまちゃんの魔力を使いすぎて無駄死にするだけだわ！」

　そう言いながら身をよじるリリトベート。

　だが賀茂は血の滴したたる顔にニヤリと笑えみを浮かべた。

「心配ない……。アイツは美少女を守るためなら……ボクの命なんて気にしない……。女の子までマッチョ男化しようなんて企たくらんだ時点で……お前の負けなんだ……」

　その時、それに応こたえるように上空からアブデルの声が響ひびいた。

「さすがによく分かっているな賀茂！　ならば俺おれもお前を讃たたえて言おう！　その賀茂という男は、美少女を守るためなら己おのれの命など平気で投げ捨てられる男だと！」

「褒ほめてるのかどうか……ちょっと微妙だな……」

　息も絶え絶えになりながら苦笑する賀茂。

　リリトベートは賀茂の説得を諦あきらめるとたまを見た。

「たまちゃん、あなたはこれでいいの？」

「えっ？」

「あの天使の攻こう撃げきがどうであろうと、あなたがこの人に魔力の供給を続ける限り、この人は間違いなく死ぬのよ？　今やめればまだ、私の魔法で救えるかも知れない！　でも死んでしまったら、たとえこの私でもどうにもならないわ！」

「そ、それは……」

　怯ひるむたま。反射的に魔ま力りよくが萎しぼみかける。

　その時、賀か茂もがたまを見た。

「たまちゃん……約束したはずだ……」

　じっとたまの目を見み据すえる賀茂。

　たまはハッとした。

　そうだ。

　たとえ何があっても、絶対に魔力の供給を止やめない。

　そう、約束した。

　言われた時は、たま自身にどんなダメージがあっても、どんなに消しよう耗もうしてきても、頑がん張ばって賀茂に魔力を送り続けるって事だと思っていた。でも、そうじゃない。賀茂は初めから、自分の体がたまの魔力でボロボロになる事も、場合によっては命を落とす事さえも、全部覚悟していたのだ。

　たまは唇をギュッと嚙かむと、泣きたいのを堪こらえて気持ちを集中した。

　一いつ瞬しゆん萎みかけた魔力が一気に戻ってくる。

　リリトベートが驚おどろいてたまを見つめた。

「な……っ！　あなた……！」

　たまは小さな手で服の裾すそを握りしめながら、小さく肩を震ふるわせる。

「私は……決めたんです。神父さんを生き返らせようとして逃げた私をそれでも賀茂さんが迎えに来てくれたあの時に、自分ではっきり決めたんです！　もう絶対に賀茂さんを裏切らないって！　もう絶対に、わがままも言わないって！　もう絶対に、泣いて困らせたりしないって！」

「だったらあなたは彼が死んでも平気だって言うの!?　私は嫌いやよ！　こんな最高の男が……」

「死んで平気なはずがありません！　でも、賀茂さんはたとえ命を落としてでもやらなくちゃいけない事だって覚悟してるんです！　私はそれに協力するって約束したんです！　死んで欲しくないのは当然です！　でもそれは私のわがままです！　自分のわがままで賀茂さんとの約束を破ったり、邪魔をしちゃ駄だ目めなんです！　そんなんじゃ、いつまで経たっても賀茂さんの足を引っ張るだけで、賀茂さんの役に立てる人になんてなれっこないんです！」

　泣きじゃくるようにまくし立てると、たまは賀茂を見つめた。

「私は、止めません！　安心していくらでも使ってください！」

　賀茂は死にかけの顔に微笑を浮かべてうなずいた。

「それでこそ……正式に契約を交わしたパートナーだ……」

「賀茂さん……」

　たまも目元を拭ぬぐってうなずき返す。

　アブデルの姿がもう間近に迫ってきた。

「賀か茂もよ！　もう少しだけ頑がん張ばって押さえつけておけ！　熾し天てん使し本来の姿で放つこの俺おれの一いち撃げき、もし万が一外したら地球丸ごと吹っ飛ぶからな！」

　そう言う間にも、どんどんと霊れい力りよくが高まっていくアブデル。付き合いの長い賀茂ですら、ここまでの霊力は『見た』事がない。

　アブデルが右腕を高らかに振りかぶった。その右腕に集まった膨ぼう大だいな霊力は雲まで届きそうなほどに伸び、光り輝かがやく剣となる。

「『見え』るか賀茂よ！　期せずしてこの場に集まった美少女達の声援と眼まな差ざしが、この俺にかつて無い力を与えてくれているのを！　よくその目に焼き付けておけ！　これこそが神の祝福！　これこそが神の恩おん寵ちよう！　これこそが万軍の主たる神によって与えられる、偉大なる裁さばきの剣つるぎだ！」

「要するに……可愛かわいい子の前だと……いいとこ見せたくなって……やる気出るってだけの話だろ……」

　息も絶え絶えの状態でも律りち儀ぎにツッコミを入れる賀茂。

　そしてちらりとたまを見る。

　たまはギュッと服の裾すそを握ったまま涙を堪こらえてうなずくと、アブデルの邪じや魔まにならないところまで退たい避ひすべく走り出した。

　その時。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっ[image: ][image: ]」

　リリトベートが絶叫した。

　そして同時に溢あふれ出す膨ぼう大だいな魔力。

　例の、マッチョ化の呪のろいだ。

　最後の力を振り絞って、アブデルや賀茂を自分の僕しもべにしてしまおうというつもりか。

「させるか……っ！」

　死力を振り絞る賀茂。

　しかし、限界をとっくに超えている賀茂では、完全にリリトベートの全身を封じきれない。リリトベート自身の動きは封じていても、リリトベートの体から噴ふき出した呪いは封じきれていない隙すき間まから抜け出していく。

「コイツ……ッ！　まだ……こんな力が……！」

　止められない。漏れ出た呪いを何とかしようと下手へたに動けば、その隙にリリトベートに逃げられる。

　瞬またたく間まに山全体にリリトベートのマッチョ化の呪のろいが広まった。それも、さっき賀か茂もとたまに向けてはなってきたのと同じレベルの超高こう濃のう度どの魔ま力りよくを込めて放たれた呪い。肉にく眼がんでもどす黒い霧きりとして見えそうな禍まが々まがしい呪いが、この斜面一体を完全に覆おおい尽くす。

　そして。

　この場に集まっている人間全すべてが瞬しゆん時じにして呪いに冒おかされた。

　真ま央おも、みきも、高い技術を誇るはずの真ま理り子こも、幽ゆう霊れいのはずの朋ともも、葉よう子こも、サラも、紗さ智ちも、ペデラスティリアも、そして賀茂に魔力を与えていたせいで自身は無防備になっていたたままでも。

　全身ゴワゴワの剛毛に包まれたマッチョな真央。

　男性ホルモン過剰で自じ慢まんの艶つややかな黒髪が抜けてツルッパゲになる筋肉質なみき。

　胸毛や髭ひげや鼻毛で三みつ編あみお下げが出来そうな真理子。

　冬場に素っ裸で路上で寝ても風邪かぜ一つ引きそうにない逞たくましい朋。

　ある意味美しい毛並みと言えなくもない程みっしりとスネ毛と背中毛の生はえた葉子。

　かつて力士に変身した時以上の重量感を誇るサラ。

　普通の人のウェストくらいの太さの二の腕が普ふ段だんと違う意味で逆さからえない雰囲気を醸かもし出している紗智。

　自前の角つのを生かせばそのまますぐにバッファローマンのコスプレになりそうなペデラスティリア。

　そして、実の父親菜な間ま尺しやく八はち郎ろうそっくりの剛毛髭マッチョになるたま。

　かつてアブデルを魅み了りようしてきた美しい少女たちが一人ひとり残らず一斉にその姿を変えた。アブデルに送る祈りや応援の声すらも、野太くムサい男の声だ。

　次の瞬間。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッッッ[image: ][image: ]」

　アブデルの絶叫が響ひびいた。

　この場に集まった美少女達からの眼まな差ざしを霊れい視ししていたアブデルの『眼』に、可愛かわいらしい少女たちが見る間に汗臭くオス臭いマッチョへと変へん貌ぼうしていく様さまが、リアルタイムでばっちりと『見え』てしまったのだ。

「馬ば鹿かな！　こんな！　神の創つくりたもうたこの世界で、こんな事が起きていいのか……！　こんなおぞましい、恐ろしい事が赦ゆるされるのか……！」

「おい！　アブデル！」

　みるみるうちに萎なえていくアブデルの霊力。完全に気力の失われたアブデルに残された霊力は、最も早はやただの人間以下だ

　リリトベートは力を使い果たしてぐったりしながらも、勝ち誇った笑えみを浮かべた。

[image: ]

「さぁ……、あれでは私は倒せないわよ……。どうするの……？」

「く……っ！」

　賀か茂もは窮きゆうした。リリトベートを押さえていられるのはあと数十秒が限界。それを過ぎれば恐らくもう賀茂には何の力も、恐らく命さえも残っていない。

　リリトベートが賀茂の心を揺さぶるように囁ささやいた。

「今離はなせば、あなたの体はすぐに私が治してあげる。もちろん、この右腕だけじゃなく全身マッチョに改造させてもらうけど」

「………！」

　受け入れればリリトベートに洗脳された下僕。断れば死。悪あく魔まの取引だ。どちらを選ぼうと、そこに救いはない。

　賀茂は目を閉じると、リリトベートの誘さそいを振り切るように渾こん身しんの力で叫んだ。

「しっかりしろアブデル！　たとえ外見がどんな姿になろうと、その魂たましいは変わらないはずだろ！」

　アブデルはうつむいたまま動かない

　賀茂は内ない臓ぞうが引きちぎられそうな痛みに耐えながら、更さらに声を振り絞る。

「たとえ器うつわが変わろうと、その中に宿った美少女の魂は何も変わりはしないはずだ！　外見しか見る事が出来ない人間ならいざしらず、相手の本質を見抜き不変の魂そのものを直接『見る』事が出来るアンタたち天使なら、いずれ滅びる肉体がマッチョになろうとどうだろうと関係なく萌もえられるはずだ！　違うのか！」

　アブデルはまだ動かない。

　賀か茂もは最後の力を振り絞った

「ボクには『見え』るぞ！　ボクにはちゃんと可愛かわいい女の子の姿をしたたまちゃんが『見え』る！　小さくてあどけなくて素直で人ひと懐なつっこくてそのくせ照れ屋でちょっぴりドジで、でもいつだって一いつ生しよう懸けん命めいな、ボクの大好きなたまちゃんが！　人間のボクにすら『見え』るものが天使のアンタに『見え』ないってのか！　本来の姿に戻してやろうと思わないのか！　貴重な美少女がこの世から失われたままになっても平気なのか！　それでもアブデルは全天一神びしようじよに忠実な僕なのか！」

　アブデルはまだうつむいたまま。

　もう、これ以上声は出せない。

　リリトベートを押さえるのももう限界だ。

　駄だ目めか。

　駄目なのか……。

　ボクの声じゃ、アブデルには届かないのか……。

　賀茂が諦あきらめかけたその時。

「ぬああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっ[image: ][image: ]」

　突とつ如じよとしてアブデルの雄お叫たけびが響ひびき、辺あたり一帯を揺るがした。

「よくぞ言った我わが相あい棒ぼうよ！　お前の言う通りだ！　美少女がマッチョ化してしまったというのに、何もせず絶望して嘆なげいているだけなどという事が許されて良いはずはない！　我われらが為なすべき事は彼女たちを元の可愛い美少女に戻す事！　そのためには、今こそ剣を取って立ち上がらねばならぬ！」

　再び眩まぶしい光に輝かがやき出すアブデルの姿。

「小さくて可愛い子が大好きだというお前の信仰告白、確たしかに聞かせてもらった！　そして、礼を言おう！　美少女達のマッチョ化を目まの当あたりにしても決して怯ひるまず、彼女たちを本来の姿に元に戻すためなら死をも厭いとわぬお前のその鋼はがねの精神！　たとえ命を捨ててでも、もう一度美少女の姿を鑑かん賞しようしたいと願ねがうその熱あつき魂たましい！　それが俺おれの折れた心を立ち直らせた！」

　霊れい力りよくが、急きゆう激げきに甦よみがえっていく。

「『見え』る！　俺にも『見え』るぞ！　穢けがれ多きマッチョな肉の体に囚とらわれた美少女の魂が！　本来あるべき清浄なる状態へ戻らんとして救いを求めるその姿が！　今なら分かる！　何故なぜこの俺が、美少女でも何でもないお前の召しよう還かんに応じてしまったのかを！　それはまさに今この時のため！　お前のその言葉を聞くためだったのだ！」

　右腕に集められた霊れい力りよくの剣が、あっという間にさっきと同じ大きさになった。否いな、更さらにそれ以上に伸びて文字通り天を衝つく。

「今こそ認めよう！　お前はまさしく我われらと志を一にする友！　お前こそが全天一美少女に忠実なる僕しもべだ！」

　剣が、空高く振りかぶられた。

「忘れるな賀か茂もよ！　この霊力の高まりこそは、この俺おれの美少女への思いの強さ！　俺がお前と心を同じくする者である証あかしだ！」

「やれ───────────────────────────────っっ!!」

　賀茂が最後の力を振り絞ってリリトベートを押さえ込む。

　アブデルの腕が振り下ろされた。

　一いつ閃せん。

　巨大な光の剣が賀茂ごとリリトベートを打うち据すえる。

　巨大な爆ばく発はつが起きた。

　本来なら物質にはさほど影えい響きようを与えないはずの純粋な霊力だが、その余りに強大過ぎるアブデルの全力故ゆえに、ほんのわずかな余波だけで膨ぼう大だいな熱ねつを生じさせたのだ。

　辺あたり一帯が眼を射るような光に包まれて何も見えなくなった。

　眩まばゆい光の柱が天まで吹き上げ、木々が舞まい上がった。

　大地が割れ、轟とどろき渡る衝しよう撃げき波はが辺り一帯の山並みを揺るがした。

　そして。

　土煙が晴れた後には、巨大なクレーターだけが残った。




　爆風から身を守るためにうずくまっていたたまは、静かになったのを見てもぞもぞと立ち上がった。一時的に筋肉ムキムキになっていたのが逆に良かったのか、思ったほど怪け我がはない。元に戻った小さな手で体に積つもった土砂を振り払い、口の中に入った砂を吐き出すと、真っ先に賀茂の姿を捜した。

「賀茂さん！　賀茂さぁーん！」

　呼びかけながら周囲を見回すと、アブデルの姿が目に入った。

　きっとその近くに賀茂もいるはず。

　そう思って足場の悪い地面を転びそうになりながら走り寄る。

「ア……アブデル義に兄い様さま……賀茂さんは……」

　息を切らしながら喘あえぐように尋たずねるたま。

「………」

　無言でたまの顔を見つめ、目を伏せるアブデル。

　そこでふと、たまはアブデルの手元に気付いた。

　そこに抱かれているもの。

　人の魂たましいだ。

　それも、たまのよく知っている人の。

「賀か茂もさん……！」

　見間違えようがない。この人のことだけは、絶対に見間違えたりしない。

　間違いなく、賀茂の魂だ。

　ハッとして後ずさった時に、足に何かがぶつかった。

　驚おどろいて振り向くと、ボロボロになって横たわった賀茂の体だった。

　皮ひ膚ふも血管も破れて体中から血を噴ふき出し、血ち塗まみれになって動かない賀茂。その右手は、動かなくなった今もリリトベートを摑つかんで離はなさない。一方のリリトベートは、体を構成していた魔ま力りよくをすっかり失って手の平に乗るほど小さくなっていた。

　たまは震ふるえる目でもう一度アブデルのほうを見た。

　その腕に抱かれているのは何度見ても紛まぎれもなく賀茂の魂。

　そして足元に横たわるのは紛れもなく賀茂の体だった。

　……死んだ。

　たまはその場に力無くへたり込んだ。

　賀茂さんが死んだ。私の魔力を引き出しすぎたせいで死んだ。私の魔力が原因で死んだ。また、私のせいで死なせてしまった……。

　思わずたまは手で口元を覆おおった。

　全すべてが失われた気がした。

　自分を支えていた地面が音を立てて崩れていくような気がした。

　そのまま自分も真っ暗な地の底へ落ちていくような気がした。

　全身がガクガクと震えだした。

　涙がじわっと込み上げてくるのが分かった。

　でも。

　たまは力の抜けていく自分の両手をギュッと握った。そして、込み上げかけた涙を手の甲で拭ぬぐう。

　……まだだ！　まだ泣いちゃいけない！

　たまは自分を叱しつ咤たすると、泣きたい気持ちをグッと堪こらえた。

　まだ、リリトベートが生きている。彼女を完全に消滅させるまでは終わってない。自分は賀茂のパートナーだ。賀茂は、自分の事を正式なパートナーだと言ってくれたのだ。賀茂の後を引き継いで、きちんと決着を付けるのは、パートナーである自分の仕事なのだ。今ここで、その大事な仕事を放り出して泣き出すような事はしちゃいけない。全て終わらせるまでは泣いちゃいけない。

　賀か茂もの手に握られている、身長十センチ足らずの人形のように小さくなったリリトベート。

　たまはそっと手を伸ばすと、賀茂の指を広げてリリトベートの体を引っ張り出した。

　そして、自分の両手に乗せる。

　魔ま力りよくを失って小さくなったその姿は、さっきまでとは打って変わって無力で無防備だ。

　たまが昔漏らした妖よう気きを集めて生み出された悪魔。

　考える事も感じる事も基本的にたまと同じで、たまの分身みたいなものだという存在。

　リリトベートに初めてそう言われた時は、何を言っているのかと思った。どこも似ていないと思った。冗じよう談だんじゃないって思った。

　でも、リリトベートの姿は自分が将来こんなふうになりたいって夢に描いてるような女の人そのものだった。争い事が嫌いだっていうのも、世界中の人に好きになってもらって自分も世界中の人を好きになれたらっていう願ねがいも、たまにはとてもよく分かる。

　たまだって、無む理り矢や理り争いを止めてしまう方法や世界中の人と仲良くなれる方法があって、それを実行する力が自分にあったとしたら、きっと実行したくなる。男の人を全部独り占めしたいという気持ちは分からないけど、賀茂を独り占めする方法があって、それを実行する力があったら、実行せずにはいられなくなる。

　リリトベートはきっと、悪い事をするつもりも、悪い事をしてるつもりも、全然なかったのだろう。みんなと自分が幸せになれるように一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってるだけのつもりだったのだろう。実際にはもの凄すごく大勢の人を不幸にしていながら、本人だけはいい事をしてるつもりでいたのだろう。

　だからやっぱり、リリトベートと自分は同じだ。自分も、育ててくれた神父や親友の朋ともの看病をしたりお見み舞まいに行ったりして、少しでも役に立とうと頑張ってるつもりで、かえって命を奪ってしまった。今までずっと、それは自分がちゃんと自分の妖気や魔力を上じよう手ずに扱えなかったせいだって思ってたけど、多た分ぶん違う。もし自分の魔力を自由自在に扱えたなら、きっとリリトベートと同じような方向で間違いを犯してたはずだ。神父さんを生き返らせようとした時のように、安直かつ短絡的な考えで取り返しの付かないような事をしてしまっていたはずだ。

　リリトベートはたまが妖気を漏らしたせいで生み出された存在。

　そしてリリトベートが犯した間違いは、たまが犯していたかも知れない間違い。

　だからやっぱり、リリトベートは自分にとって分身なのだ。もう一人ひとりの自分そのものなのだ。

　……ごめんなさい。

　たまは胸の内で呟つぶやいた。

　そして、そっとリリトベートの魔力を吸い取り始める。リリトベートがたまから魔力を吸い取った時の事を思い出しながら、漏れかけた自分の妖気を引き戻す時のような感覚で、ぎこちなく少しずつ。

　自分から別れた分身なら、自分の中に戻すのがけじめ。この人の魔ま力りよくも、この人の存在も、この人の犯した過あやまちも、全部まとめて自分の中に引き取ろう。この人は、自分が妖よう気きを漏らさなければ生まれなかったのだから。この人のわがままさや独りよがりなところや思し慮りよの足りないところなどは、結局全部自分の欠点が引き継がれただけなのだから。私がいなければ、この人が生まれる事も、過ちを犯す事も、無かったのだから。

　妖気を凝こり固めて作られたリリトベートの体はたまの手の中でみるみる小さくなっていき、やがて完全にたまに吸い取られて消えた。

　……終わった。

　ホッと小さく息を吐く。

　その視し線せんが、すぐ足元の地面に落ちた。

　無言で横たわるボロボロの賀か茂もの体。少しずつ変化の術が解けて油揚げと狐きつねに戻っていくが、それでもまだ微かすかに温ぬくもりの残る賀茂の体。

　その最後の温もりを名残なごり惜おしむように、たまは賀茂の体にそっと触れた。そして独り言のように小さな声で囁ささやく。

「賀茂さん……。終わりました……」

　最後まで、ちゃんとやり遂げた。賀茂の仕事をちゃんと引き継いで、自分の手で終わらせた。いつかのカラクリ人形の館やかたの時のように泣いたり謝あやまったり取り乱したりせず、目の前の優ゆう先せんすべき仕事をきっちり片づけた。もし賀茂が見ていたら、何と言ってくれただろう。どんなふうに褒ほめてくれただろう。どんなふうに喜んでくれただろう。賀茂が生きていれば見せてくれたはずの笑え顔がおも、頭を撫なでてくれる手の感触も、たまにははっきりと思い描く事が出来た。賀茂の笑顔なら、賀茂の手の温もりなら、賀茂に撫でてもらう感触なら、たまはどんなに細かいところまでもしっかり憶おぼえているから。どんなに些さ細さいなところまでもくっきり思い出す事が出来るから。

　でも、横たわった賀茂はもう何も答えない。よく頑がん張ばったと褒めてくれる事も、頭を撫でてくれる事も、もうないのだ。

　そんな事は百も承知で、それでもたまは賀茂の側そばにしゃがみ込んでいた。大人おとなしく待っていればいつかは目を醒さますとでも信じているかのように、冷たい月明かりの下、しゃがんだままじっとしていた。

　冷たい夜風が吹き抜ける。

　不意に、アブデルに声をかけられた。

「急せかすようで悪いが、そろそろ連れていってもいいだろうか。剝むき出だしの魂たましいのままこれ以上現世に置いておくと、霊れい質しつが損そこなわれてしまう」

　振り返って立ち上がるたま。

　アブデルと目が合った。

　その腕には意い識しきのない賀か茂もの魂たましい。

　以前、賀茂と会ったばかりで死なせてしまった時の事を思い出した。

「前も、こんな事ありましたね……」

　たまはうつむいて呟つぶやく。

　アブデルは無言でたまを見つめ返す。

　あの時、賀茂の魂を天国へ連れていこうとするアブデルに、自分は連れて行かないでと縋すがり付いてしまった。地上に留とどめてもどうしようもないことも、天国へ連れていった方が賀茂にとってずっと幸福な事も分かっていながら、それでも引き留めてしまった。別れたくないという気持ちを抑おさえきれずにわがままを言ってしまった。

　今だってもちろん離はなれたくなんかない。賀茂の魂が地上に残ってくれるなら残って欲しい。少しでもいいから長く一いつ緒しよにいたい。その気持ちはあの頃ころと何一つ変わってなんかない。むしろあの頃よりもずっと長い時間賀茂と過ごし、ずっと賀茂の事をよく知り、ずっと賀茂の事を好きになった今の方が、別れたくないという思いはずっとずっと強い。知れば知るほど好きになる人だったから。一緒にいればいるほど幸せにしてくれる人だったから。

　でも。

　たまは涙が溢あふれてきそうになって思わず目を伏せた。そのまま呼吸を整ととのえ、少しの間勇気を溜ためてから、思い切って顔を上げる。

「でも、今度はもう、連れていかないでなんて言いません。そんな事言ったら賀茂さんを困らせるだけだから……」

　声がうわずりそうになって、慌あわてて言葉を切るたま。

　泣いちゃ駄だ目めだ。笑え顔がおだ。賀茂さんに安心して天国へ行ってもらうためには、笑わなきゃ駄目だ。私はもう泣かないって決めたんだから。もう賀茂さんを困らせないって決めたんだから……。

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握りしめて涙を堪こらえると、頑がん張ばって満面の笑えみを作る。そしてもう一度深呼吸。

「……天国で賀茂さんが目を醒さましたら伝えてください。いつか私もきっと天国に入れるようになってみせますから、それまで待っていてくださいって。どれくらいかかるか分かりませんけど、頑張って少しずついい事を積つみ重ねて、何十年かかっても何百年かかっても何千年かかっても、絶対に会いに行きますからって……。賀茂さんは天国へ行くんだから、私は何も悲しくなんかありませんって……。私はもう泣いたりしませんから、賀茂さんも安心して笑顔で待っててくださいって……」

「必ず、伝えよう」

　アブデルがうなずく。

　言えた……！

　泣かないでちゃんと言えた……！

　笑え顔がおのまま最後まで言えた……！

　固く握りしめたたまの拳こぶしが小さく震ふるえた。

　たまの見つめる前で、アブデルが賀か茂もの魂たましいを抱えたままゆっくりと天に昇っていく。

　それを追って顔を上げた時、不意にぽろっと涙が一粒零こぼれた。

「あ、あれ……？」

　ハッとして目元に手をやる。

　また一粒、雫しずくが頰ほおを伝った。

　涙は堪こらえたはずだったのに、いつの間にか目に一杯溜たまっていた。

　天へ昇っていくアブデルに見られないよう、慌あわてて目元を隠すたま。

「あの……違うんです……泣いてなんか……私………」

　声が完全にうわずった。

　見られないよう下を向いた弾みに、溜まっていた涙が溢あふれ出す。

　その瞬しゆん間かん、ついに堪えきれなくなって、たまはその場にしゃがみ込んだ。その喉のどから、堪えても堪えきれない嗚お咽えつが漏れる。一度零れだした涙は留とどまる事を知らず、滝のようにたまの頰を濡ぬらした。

　……私、どうしてこんな……。

[image: ]

　……もう泣かないって決めたはずなのに。困らせないって決めたはずなのに。笑え顔がおで見送りたかったのに。何も心配しないで安心して天国へいってほしかったのに……。

　……どうして……どうして私はいつも…………。

　賀か茂もの魂たましいを抱えたアブデルの輝かがやく体が暗い夜空へと昇っていく。

　その足元で、たまは賀茂の体に縋すがるようにうずくまったまま、いつまでも小さな肩を震ふるわせて泣き続けた。







[image: エクソドス　天国に涙はいらない]







　賀か茂もが二度目に死んでから数百年後。

「はい、それじゃお大事に」

　白衣に身を包んだ桂かつらたまは、子供の診察を終えるとにっこりと微笑ほほえんだ。

「いつもいつもありがとうございます先生」

「せんせーまたねー」

　母親がぺこりと頭を下げ、子供が人ひと懐なつっこそうに手を振る。

　たまは子供に手を振り返すと、診察中子供をあやすために持ってきた狐きつねのぬいぐるみを抱えて玄関を出る。

　ドアを閉めると同時に、ぬいぐるみが口を開いた。

「これで午前中の往おう診しん予定は全部終了か。今日きようは普通の病気ばっかりで、霊れい障しようの類たぐいには出くわさなかったな」

「そうですねー賀茂さん。いつもこうだと楽なんですけど」

　たまは笑え顔がおで答えると、往診用の車に乗ってハンドルを握った。昔の車と違ってこの時代は自動運転や事故防止機き能のうが当たり前のようについているため、たまでも何とか走らせる事が出来る。

　賀茂が死んだ後。

　一いつ旦たんは天国へ連れて行かれた賀茂の魂たましいだったが、よくよく考えるとたまと正式に契約を交わした後だったため、死後の賀茂の魂の所有権はたまにあるという事で結局地上へ戻された。そして剝むき出だしの魂のままでいるわけにもいかないので、とりあえずたまのお気に入りのぬいぐるみに宿らされた。その後もぬいぐるみが駄だ目めになるたびに新しい物に乗り移って、今のこの狐のぬいぐるみで八百体目である。

　たまは少しでも人の役に立つ仕事に就つこうという事で安直に医者を志し、普通の人の十倍の金と時間をかけて「やっぱりやめとけば良かった」と後悔し始めた頃ころに奇跡的に国家試し験けんに合格。小さな小児科を開いた。医者としての腕はお世辞にも良いとは言えないのだが、リリトベートを吸収した時に一いつ緒しよに吸収したわずかな魔ま法ほうの知ち識しきを使って病気を治してしまったり、霊障が原因の病気など普通の医者では治せないものにも対処出来たりという事で、「見かけによらず凄すご腕うでの名医」との評判を得ていたりする。二十二世紀半ばに水みず瓶がめ座ざの時代に入って以来悪魔達の活動が活発になり、世間では人知れず霊障の類が急増しているため、いよいよもって繁はん盛じようしているたまの病院である。もっとも、たまは相変わらずお化けは苦にが手てな怖がりなので、霊障への対処では賀茂の助言にほぼ完全に頼りっきりの上、本業のはずの医学の知識までしばしば賀茂頼みという情けない実態だったりするのだが。

　何にせよ、賀茂が自分の物になったせいで天国へ行けなかったのなら、自分が天国へ行けるようになる事で賀茂も一緒に天国へ連れて行くのだという意気込みで、毎日張りのある生活を送っているたまである。

　近未来的なビルの一室に開いた病院へ戻ると、たまは賀か茂もを抱きながらオフィスの椅い子すに腰を下ろす。

　そこへノックして入ってくる、ナース服にポニーテールの女性。

「先生。午後の予約一いち覧らんです」

「あ、葉よう子こさん。そこ置いといてください」

　狐きつねの葉子である。

　アブデルの一いち撃げきによって縄なわ張ばりが吹っ飛び、住む場所をなくした葉子は賀茂の家に居い候そうろう。賀茂の魂たましいが地上に戻ってたまのぬいぐるみに宿ったというのを知って、葉子もそのまま住み着いて、かれこれ数百年ずっとたまと一いつ緒しよに暮らしている。昔は包丁も握れず家事など苦にが手てだった葉子だが、今では炊すい事じ洗せん濯たく掃除に始まってたまのスケジュール管理から確かく定てい申しん告こくまで何でもやってくれるという、とても有能なパートナーだ。

　葉子はつかつかとたまの側そばに歩み寄ると、伊達だて眼鏡めがねをくいっと掛け直した。

「ところで先生、往おう診しんを終えたらぬいぐるみは返してくださいね。一応これ、私が買ってきたものなので」

　ひょいっと賀茂を取り上げる葉子。

「あっ！　それがないと私お昼寝出来ないんですよ～！　返してください～！」

　取り返そうと慌あわてて手を伸ばすたま。

　葉子は取られないようにぎゅっと抱きかかえて防ぼう御ぎよしながら、素すに戻って言い返す。

「返してって、これはボクのだって言ってるでしょ。大体お昼寝なんてその辺の枕まくら使えばいいじゃない」

「だって、抱っこした時にその狐さんの形が一番安定するんですよ！　それじゃないと駄だ目めなんです私！」

　数百年の間に結構逞たくましくなったたまも、必死で食い下がる。

「それだったら同じ形のぬいぐるみ買ってきたらいいじゃない。すぐそこのお店で売ってるわよ」

「そ、それは……！」

「それは何よ？」

「とっ、とにかく！　午後の診しん療りようまでに一時間くらい仮眠しないと体保もたないんです！　返してください！」

「だからこれはボクのだっつーの！」

「でも中身は賀茂さんじゃないですか。一応、契約上賀茂さんの魂は私の物って事になってるはずで……。だから地上に戻されたんで……」

「そうよね。ホントは天国に行けるはずだったのに、たまちゃんのせいで地上に戻されちゃったのよね。ホント可哀かわい想そうな是これ雄お。あっち行ってボクが慰なぐさめてあげる。二人ふたりっきりで」

　そう言って部へ屋やを出ながら、見せつけるようにぬいぐるみにちゅっとキスをする葉よう子こ。

「あーっ！　賀か茂もさんが動けないのをいい事になんて事を！　ズルいですよ葉子さん！」

　思わず駆かけ寄ってぬいぐるみをもぎ取ろうとするたま。

　葉子も奪われるもんかとギュッと抱きしめる。

　その弾みに縫ぬい目めが裂け、詰め物の白い綿が飛び出した。

「あ──────────っ[image: ]」

　二人ふたり同時に叫ぶと、慌あわてて裁さい縫ほう箱ばこを取りに飛んでいく。

　これで、縫い目が裂けたのは今年ことしに入ってもう二十回目。ちなみにぬいぐるみ自体を買い換えざるを得ない状態まで壊こわれたのは今年ですでに三回だ。

「二人とももういい歳としなんだから、いい加減そろそろ歳相応の落ち着きを持ってくれないかなぁ………」

　はらわたを飛び出させたまま床ゆかに放り出された賀茂は、かれこれ数百歳という年ねん齢れいになる二人の慌あわただしい足音を聞きながら、呆あきれたように呟つぶやくのだった。




　一方その頃ころの天国。

　アブデルの所へ遊びに来た閻えん魔ま大だい王おうは、地上を見下ろしながら顎あご鬚ひげをさすった。

「いやぁ、あれから何百年も経たっているというのに、たまちゃんも葉子ちゃんも未いまだに初うい々ういしい美少女ぶりじゃのう。特にたまちゃん、あの小学生並の容姿のままで白衣を着て女医さんだというのじゃからたまらんわい……」

「うむ。パッと見、ほとんどお医者さんごっこ状態だからな……。いけない治ち療りようをしたりされたりしてしまいたくなる……」

　そこへお茶ちや汲くみ人形のお蘭らんがお盆ぼんを持ってやってきた。

「閻魔大王様、アブデル様、お茶のお代わりをお持ち致しました」

　お蘭の魂たましいは成じよう仏ぶつしたのだが、アブデルが閻魔と裏取引をして、キリスト教圏の天使達には珍しい器物の霊れいの見本という名目で手元に置いているのである。

　閻魔大王がお茶を一口飲んで、ほぅっと息を吐いた。

「しかしアブデル殿どのよ。たまちゃんは一体いつになったら天国に来れるんじゃ？　キリスト教圏の善悪の採点法はよく知らんが、そろそろ善業ポイントも充分溜たまった時期ではないかと思うんじゃが？」

　遠くから眺めているだけではなく、早くこの手で頭をなでなでしてみたいという欲求を抑おさえきれずに手をわきわきさせる閻魔大王。

「うむ。実はもう、いつでも死にさえすれば天国へはウェルカムなのだが、悪魔の寿命が無む駄だに長いばっかりにな……。下手へたに身長が伸びたりせん内にさっさと死ねばいいのだが……」

　非常に真ま面じ目めな顔で非常に不ふ謹きん慎しんな事を言うアブデル。

　その時、誰だれかが部へ屋やの戸を蹴け破やぶって飛び込んできた。

「あぶでる様ー！　百年振りー！　元気してましたー？」

「なっ？　律りつ子こ、また貴様か！　今度こそ絶対出てこれぬよう地じ獄ごくの底に押し込めておいたはずなのに！」

「いやー、苦労しましたよマジで。まさかここまで上がってくるのに百年もかかると思いませんでしたわ。お待たせしちゃって申もうし訳わけありませんあぶでる様」

「待っとらんわこの年とし増ま女！」

　律子は百歳を過ぎてからようやく天寿を全まつとうして大だい往おう生じようしたので、年増どころか誰だれに聞いても満場一致で老ろう婆ばである。今は全盛期の十代半ばの姿に戻っているが、年増呼ばわりは今の律子にはむしろお世辞に近い。

「律りっちゃん相変わらず死んでも元気だねー……」

　縁えん側がわでひなたぼっこしながら呟つぶやく真ま央お。

「まったく。馬ば鹿かは死んでも治らないようですね……」

　溜ため息いきをついたのはみき。キリスト教圏の天国でも、頑かたくなに巫み女こ装しよう束ぞくのままだ。二人ふたりともアブデルの部屋へはフリーパスの特別待たい遇ぐうなので、しょっちゅう遊びに来てはゴロゴロしている。

「ところであぶでる様知ってます？　今地上じゃ平へい成せい時じ代だいブームが来てまして、四百年前に私が描かいた賀か茂も×アブ本、コレクターの間でもんのすごい高値が付いてるんですのよ！　江え戸ど時じ代だいの浮うき世よ絵えみたいなノリで！」

　死んでも相変わらず世間の情報には聡さとい律子。

「それがどうしたというのだ」

「このビッグウェーブには乗るしかない！　そう思って今度はアブ×閻えん魔まで一冊描いてみたんですけど、どうやって地上に持ってくかで困ってるんですよ。やっぱり誰だれか適当に預言者選んで、天使にお使い頼んで渡してきてもらうのが一番かなーって思うんですけど、誰かいい天使ご存じありません？」

「知るかこの腐れ女子めがああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッッ[image: ]」

　アブデルの絶叫が雲の上に響ひびく。

　そしてやれやれと呆あきれたように溜ため息いきをつくみきと真ま央お。

　数百年後の今日きようも天国には何の悩みも苦しみもなく、どこまでも平和で穏おだやかなのだった。





終
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「寒い……」

　冷たい風が背中を撫なでるのを感じて、賀か茂も是これ雄おはうっすらと目を開けた。

　窓を閉めるのを忘れていたのだろうか。そんなことを考えながら、頭を地面から起こす。

　……地面？　賀茂はハッとして下を見た。地面だ。布ふ団とんでも畳でも絨じゆう毯たんでもなく、まぎれもなく土の上だ。

　慌あわてて周囲を見回す。目に映ったのはむき出しの岩肌の壁かべと天てん井じよう。賀茂は、薄うす暗ぐらい穴ぐらの中で眠っていたのだった。

　なんでこんなところにいるんだ……？

　そこでフッと思い出す。

　そういやボクは死んだんだっけ……。

　賀茂は霊れい能のう力りよく者しやの家筋に生まれ、自身も霊視と簡かん単たんな除霊くらいは出来ていた。ある時、人間に拾われて育ったたまという名の悪あく魔ま少女と知り合い、彼女の漏らす強力な妖よう気きが周囲に害を及ぼしていることを知った。たまは自分の漏らす妖気で、知らないうちに身近な人間の命を蝕むしばみ、そのせいでずっと孤独な暮らしをしてきていたのだった。それを知った賀茂は、たまが妖気を漏らさず普通の生活が出来るように特訓してやることに。だが、その最中のハプニングで賀茂自身もたまの妖気をモロに被かぶり、あえなく命を落としたのだった。

　ってことはもしかして、ここがあの世……？

　周囲を見回そうとして、何かが自分の体を優やさしく撫なでているのを感じた。その方向へ頭を巡らすと、狐きつねが一匹、丁てい寧ねいに自分の体を舐なめていた。珍しいことに毛皮が黒い。更さらに普通の狐と違うのは、その巨大な体である。軽く賀か茂もの五倍はありそうだ。賀茂の身長がちょうど一七〇センチだから、その五倍ということはこの狐の体長は……は、八メートル以上……？

　バカな。そんな巨大な陸上哺ほ乳にゆう類るいが存在するのか？　いや、それとも、ここがあの世だとしたら、地じ獄ごくの番犬とかそういう類たぐいか？　もしそうなら、ボクは地獄に落ちたってことか？　でも、特に悪いことなどしてないはずなのに何故なぜ？

　賀茂は混乱した頭で考えて、ハッと思い当たった。

　……ひょっとして、『神の愛』を最後まで受け入れなかったからか？

　賀茂の守しゆ護ご霊れいだった変態熾し天てん使しアブデル曰いわく、『純粋な心の少女たちに惹ひかれるのは、同じく純粋な存在である天使としては理の当然』であり、幼い雰囲気の少女を愛するのはロリコンなどという下げ卑びた感情ではなく『神の愛』に他ほかならないというのである。

　だけど、そんな詭き弁べんでロリコン趣しゆ味みを正当化されたって、受け入れられるわけがないじゃないか。そんな事で地獄に落とされるなんて、あまりにも理り不ふ尽じんすぎる……。

　地獄に落ちたと勝手に決めつけて賀茂が我わが身みを嘆なげいていると、狐が声をかけてきた。若い娘のような、ちょっと騒さわがしい声だった。

「あら、目が覚めた？」

「き……、狐が喋しやべった……？」

　反射的に賀茂は後方へ一メートルほど飛びすさった。

　狐は怪け訝げんそうな表情を浮かべると、驚おどろく賀茂を前足で示した。

「狐が喋った、って、坊やだって喋ってるじゃない」

　賀茂は思わず自分の手足へ目をやった。目を覚ましてから自分の体を見たのは、これが初めてだった。

　哺乳類食肉目イヌ科に特有の、腱けんで固められて手首が回らないかわり走行に適した前肢。しかしイヌよりは幾分器用な手首回り。その前肢で顔を触ると、イヌよりも細く長い口こう吻ふんが確かく認にんできた。そしてそれよりも決定的なのは、太くて豊かな房毛の生はえた尻尾しつぽだ。明らかに狐のものと分かるその尻尾は、確たしかに賀茂の体から生えていた。ただ、色は目の前の狐と同様黒っぽかった。

　……一体これは？

　呆ぼう然ぜんとする賀茂の顔を、狐は親しげに舐めた。

「けど、生まれて十日目でいきなり人語を操あやつってみせた子なんて坊やが初めてよ。ママ、びっくりしちゃった」

　賀茂はようやく事態を把は握あくした。

　つまり、自分は今、生まれたての子狐なのだ。どうやら前世の記き憶おくを残したまま、狐に生まれ変わってしまったらしい。目の前にいる雌め狐ぎつねの大きさも恐らくは標準的な大きさで、それが巨大に感じられたのは単に自分が小さいからのようだ。

　取りあえず、地じ獄ごくに落ちたわけではないと分かって賀か茂もはホッとした。地獄の代わりに畜ちく生しよう道どうに落ちたわけだから、それほど大差はないような気もするが……。

　しかしそれはいいとして、何ゆえに狐が人の言葉を喋しやべるのだろう。しかも、自分の事を『ママ』とは……。

　それとも今のは狐語で、賀茂も狐になってしまったから狐の言葉が普通に分かるというだけのことなのか？

　いや、それは違う。母狐はさっき確たしかに「人語を操あやつってみせた子は……」と言っていた。ということは、賀茂の言葉は人間の言葉なのだ。そして、母狐の言葉も賀茂とまったく同じ言葉なのだから、やはり人語を操っていると考えざるを得まい。

　普通の狐が喋るわけがない。ということは、この母狐は普通の狐ではない。常じよう識しきで考えて、ものを言う動物など化け物と相場が決まっている。ゆえに、この母狐は化け狐に違いない。

　前世では霊れい能のう力りよく者しやの家系に生まれ、今度は妖よう狐この息子むすこに生まれ、つくづくアヤしい世界と縁えんの深い賀茂だった。

　……それにしても、化け狐なんて初めて見た。

　賀茂は目の前の母狐をまじまじと眺めた。

　化け狐そのものは特に珍しいものではない。普通の狐でも、齢よわい百歳を超えれば霊能を具そなえる。江え戸ど時じ代だいにはそこかしこに妖狐霊狐の類たぐいが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていたものだ。だが、本ほん州しゆうでは狐の数は最近めっきり減ってしまい、現代の都市においては化け狐どころか普通のホンドギツネにすらお目にかかれなくなって久しい。

　……ってことは、今ボクのいるところって北ほつ海かい道どうか。

　日本語が当たり前に通じる地域は日本だけである。そして、日本で狐といえば、何をおいてもキタキツネである。そして、キタキツネといえば北海道しかなかった。

　賀茂の憶おく測そくは当たっていた。賀茂の現在地は北海道の南端、もう少し詳しく言うと、松まつ前まえ城じよう跡を奥へ入った大だい千せん軒げん岳だけの山中だった。

　参ったな……。

　母狐の懐ふところに潜もぐり込みながら、賀茂は溜ため息いきをついた。

　寒いの、苦にが手てなんだよなぁ……。

　この時の賀茂は、狐として生きることの辛つらさをまだまだ分かっていなかった。




　賀茂の新しい人生、否いな、狐生における苦しみは、その日のうちから始まった。

「さ、坊や。お乳の時間よー」

　母狐に言われておとなしく乳首に吸いついた賀茂は、一口飲んで硬直した。

　生なま温ぬるくて気持ち悪いのに加えてクセのある臭におい。冷えたミルクに慣なれた人間には、絞りたての温い牛乳でさえ飲めない者もいるのだ。それが狐きつねの乳となれば、その飲のみ辛づらさは推して知るべし。

「マズい……っ！」

　賀か茂もは反射的に吐き出した。

「あらあら？　お乳を恵んでもらう立場のくせに味にケチつけるなんて、随ずい分ぶんと横おう柄へいな態度ねぇ。駄だ目めよ。ママはそんな風に躾しつけた憶おぼえはないわよ？」

「ボクもさっき目が覚めたばかりで、まだ躾けてもらった憶えはないけど……」

　賀茂はボソリと呟つぶやく。

　その瞬しゆん間かん、先程までの可愛かわいらしい新米ママの風ふ情ぜいはどこへやら、母狐は凶きよう悪あくな微笑を浮かべて賀茂を見下ろした。

「何か言ったかしら、坊や？」

「え？　あ、いえ何も……」

　母狐はしばらくじっと賀茂をにらみつけていたが、やがて思い直したらしく元のブリっ子な笑え顔がおに戻った。

「……そうよね。考えたら坊やはまだ生まれたばかりだもの。お行ぎよう儀ぎやマナーなんて分からなくても当然よね」

　賀茂はコクコクうなずいた。この母狐のブリっ子ノリにはなんとなくついていけない賀茂だったが、さっきの凶悪な一面を再び垣かい間ま見みるのは怖かった。

「よし！　じゃあ、今からママがお乳を飲む時の礼儀作法を教えてあげるから、しっかり覚えてね。いいかしら？」

　再びコクコクうなずく賀茂。やる気のありそうな態度に、母狐は、喜びではちきれんばかりの笑顔を浮かべる。

「まず、飲む前のご挨あい拶さつは『今日きようも無力な乳ち飲のみ子ごに美味おいしいお乳をお恵み下さってありがとうございます、美しいお母かあ様さま』って言いましょう。分かった？」

「………。えーっと……」

　自分で『美しいお母様』とか言わせようとするなよ……。いや、それより『無力な乳飲み子』って……。

　賀茂は返事に困って耳の後ろを搔かいた。

「分かった……？」

　母狐が再び尋たずねる。

　その声の奥底に秘められた怒ど気きに気づいて、賀茂は反射的にうなずいた。

「わ、分かりました、美しいお母様……」

「まぁ！　まだ教えていないお返事の仕方まで、もう分かっちゃったなんて。坊やったらなんてお利り口こうなのかしら。さすがママの子だわ！」

　はしゃいで賀か茂もの顔をベロベロなめ回す母はは狐ぎつね。

「じゃあね、じゃあね。飲み終わった時には何て言うか分かるかしら？」

「え？　えーと……」

　分かってたまるか。そう言いたい賀茂だったが、そんな事を言えばまたさっきの凶きよう悪あくな一面を呼よび覚さましてしまう。何とか答えるしかない。

　この母狐が喜びそうな台詞せりふは……。

　賀茂は必死で頭を巡らせた。が、ロクな台詞が思いつかない。

「……『やっぱりママのお乳は最高だよ！　ボク、ママの子で本当に良かったなあ！』……とか……？」

　賀茂は言ってて自分で嫌いやになってきた。だが、母狐は目を輝かがやかせて賀茂を抱だき締しめた。

「きゃー！　坊やったらなんっって賢かしこいの！　そうよ。それでいいのよ！　こんな賢い子を授かるなんて、ママはなんて幸せ者でしょう。今から将来が楽しみね。きっと立派な『命みよう婦ぶ』になるに違いないわ！」

「命婦……？」

「京きよう都との伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやでね、お稲荷様の御使いを勤める狐の事をそう呼ぶの。数年ごとに各都道府県の狐の代表が持ち回りで勤めるんだけどね、とにかく命婦って言ったらエリート中のエリートなのよ」

「ふーん……」

　狐の世界もそれなりに競きよう争そう社会らしい。もしかすると、命婦になるための学校なんかもあるのだろうか。この母だと、『お受じゆ験けん』もさせられそうだ。

　生後十日にして、早くも将来に嫌気が差してきた賀茂だった。




　さて、クソ不味まずいお乳を我が慢まんして吸い続けること数週間。ついに念ねん願がんの乳ちち離ばなれの時が来た。これでやっと、『やっぱりママのお乳は最高だよ！』などと見みえ透すいた噓うそをつき続ける背はい徳とくの日々ともおさらばだ。これからは、自分に正直に真まっ直すぐ生きていこう。

　そう思って安あん堵どしたのも束つかの間ま、すぐさま新たなる試練が降ふり懸かかってきた。

「さ、坊や。今日きようからはお乳じゃなくて、ママと同じ物を食べましょうねー」

　母狐はいつものブリっ子笑え顔がおでそう言うと、賀茂の目の前に空からの容器を差し出した。

「……？　母かあさん、これ、何も入ってないけど……？」

「うん。ちょっと待っててね。すぐに準備するから」

　母狐は容器にかがみ込むと、激はげしく体を痙けい攣れんさせた。

「う……ッ！　ぐぼ……ッ、げろ……ッ！」

　賀茂の目の前で勢い良くしゃくり上げたかと思うと、母狐は溶けかかった野ねずみを容器の中に吐きだした。

「さぁ坊や。お待たせ」

「……お、お待たせって……？」

「どうしたの？　食べていいわよ？」

　賀か茂もは、器うつわに盛られた半溶けねずみを前にして凍りついた。

　……これを食えと言うのか……？

　恐る恐る母はは狐ぎつねを見上げる。

「た、食べていいって、母かあさん今これ吐き出さなかった……？」

「ええ、そうよ？　乳ちち離ばなれしたばかりの赤ちゃん狐は消化器官がまだ未発達だから、ママ狐はみんなこうして半分消化してあげるの。離り乳にゆう食しよくって言うのかしら？」

「離乳食って、ただのゲロじゃないかっ！」

　思わず叫ぶ賀茂。

　その瞬しゆん間かん、母狐の笑え顔がおに不ふ穏おんな影かげが差した。

　ヤバい……！

　気づいた時はすでに遅かった。

「……ゲロだったら何だって言うのかしら？　まさか、このアタシが二時間もかけて摑つかまえてきてやった獲え物ものを食べたくないなんて贅ぜい沢たくな事は言わないわよねぇ？」

　威圧感たっぷりの笑顔に見み据すえられて、賀茂の毛皮は冷や汗でビッショリになる。

「ま、まさか、そんな事言うワケないじゃないですか、お母様……」

「だったらさっさとお食べなさいよ」

「い、いただきます……」

　賀茂は観かん念ねんしてゲロと化した野ねずみに口を近づけた。

　しかし、狐はイヌ科の仲間。その嗅きゆう覚かくは優ゆうに人間の数万倍である。胃い酸さんの臭においをプンプンさせた半溶けねずみに耐えられるはずがない。すぐさま吐き気が込み上げてきて、賀茂は反射的に顔を背そむけた。

「どうしたの？　食べないの？」

「……あの、やっぱ今はまだお腹なか空すいてないから、後で食べます……」

「え？　食欲ないの？」

　母狐は元のブリっ子に戻りつつ、真まっ青さおになった。

「まさか病気じゃ……！　どうしましょう。この近くの小児科っていったら……」

「いや、母さん、そういうんじゃないから……。ただ、昨日きのうの晩にお乳飲み過ぎちゃって」

「そ、そう？　それならいいけど……。育ち盛りなんだから、しっかり食べないと駄だ目めよ」

「うん……。後でちゃんと食べるから……」

　困こん惑わく気味の愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、賀茂はなんとかその場を取とり繕つくろった。そして、こっそりスキを見て半溶けねずみを巣から持ち出すと、近くの川に流して捨てた。クソ不味まずいと思っていたお乳も、これに比べれば百万倍マシだった。

　……そうは言っても食べなきゃ飢うえ死じにだしな……。

　川下に流されていく吐と瀉しやねずみを目で追いながら、賀か茂もは諦あきらめきった吐と息いきを漏らした。




　賀茂はその後も、与えられるたびにゲロ食に必死でトライした。

　目を閉じ、息を止め、精神を統一して自分に言い聞かせる。

　……勇気を出すんだ。食わず嫌いは良くないぞ。見た目は悪くても食べてみたら案外おいしいってのはよくある事じゃないか。それに匂においだって、慣なれてしまえばきっと気にならなくなる。ドリアンだってくさやだってブルーチーズだって、みんな臭いけど一度食べたら病やみつきだって言うじゃないか。そんな高い物食べた事ないけどな。とにかくそんなわけだからきっと、胃い酸さんまみれのドブネズミだって口にしてみれば意外と高級な珍味だったりする可能性も……。

　自分を騙だまし、慰い撫ぶし、鼓こ舞ぶして、賀茂はなんとか食べようと努力を重ねた。だが、賀茂の胃袋は頑がんとして半溶解のゲテモノを受けつけようとはしなかった。無理して口を近づけてみても、母狐の胃液を被かぶった餌えさに、賀茂の逆流した胃液がブレンドされるのがオチだった。

　結局賀茂は、一人ひとりで食べると噓うそをついてこっそり餌を川に流す以外になかった。

　賀茂にとって災さい難なんだったのは、お上品ブリっ狐こな母はいつも上品に、お皿の上に吐きだしてから勧すすめたことだろうか。普通の狐きつねであれば、子狐に口回りを舐なめられたのに反応して吐き戻し、そのまま口移しで直接流し込む形になる事が多い。むしろそのほうが臭においや見た目の抵抗も少なく、何も分からないうちに飲み下せるというものだ。皿に盛られたゲロなど、食べられるはずがなかった。

　とにかく賀茂は、『離り乳にゆう食しよく』を口にする事は一度もなかった。空すいた腹は、母狐にお乳をねだってなんとか満たした。また、賀茂と同時期に生まれた近所の子狐が、どこからか手に入れた弁当の残りなどをこっそり差し入れてくれたお陰で、飢え死にだけは免まぬかれた。

　だが、生まれたての頃ころよりかなり体の大きくなった賀茂は、乳と不定期な差し入れだけで満腹することは難むずかしくなっていた。

　結果、子狐の賀茂は見る見るやせていった。体長も、同どう年ねん輩ぱいの子狐たちの半分程度しかなかった。母狐は心配して、よりたくさんの餌を捕ってくるようになったが、もちろんそれらが賀茂の胃袋に収まることはなかった。




　ある日、母狐が狩りに出たのとちょうど入れ違いに、いつも差し入れしてくれる近所の子狐が現れた。

「おっはよー！　起きてるー？」

「あ、ああ、おはよう。いつもありがとう…………って、なんだ。今朝けさは差し入れじゃないのか」

「な？　ひっどーい。もしかして君ってば、ボクの事ただの食事係とか思ってない？」

「い、いや、それは思ってないけど……。ゴメン」

　謝あやまる賀か茂もを無視して、小娘狐ぎつねは呆あきれた調ちよう子しで嘆なげいた。

「あ～あ、これだから由ゆい緒しよ正しい霊れい孤この血統のお坊ちゃまは……。だけど言っとくぞ。生まれてすぐに人語を解したとかって大人おとなの間じゃ神童扱いだけどね、そろそろ二ヶ月にもなるってのにまだ自分でねずみも獲とれないなんて、ボクたち同年代の間じゃ君ってただのおちこぼれさんなんだよ。みんなの噂うわさ、聞いたことある？　庇かばってあげてるの、ボク一匹しかいないんだから。あんまり調子乗ってると、そのうち酷ひどい目に遭あっちゃうぞ」

「だから悪かったって」

　再び頭を下げた賀茂だが、小娘狐の小言は止まらない。

「……ったく、君のせいで同じく妖よう狐このボクまで一いつ緒しよにされて、馬ば鹿かにされちゃうんだから。っていうか、君オスなんだから、もうちょっとシャキッとしなよね、シャキッと。女の子に庇ってもらって、ちょっとは情けないとか思いなよ」

「分かった分かった。ごめんってば。それより、こんなに早くから来たって、何か母かあさんに用事でも？」

　謝るだけでは埒らちがあかないので、あからさまに話題を変えてみる。

　すると、口達者なようでも所しよ詮せんは生後二ヶ月の子狐。ころっと引っかかってきた。

「あ、ううん。ちょっとね、町まで遊びに行こうかなって思って誘さそいに来たのさっ。こんないい天気なんだし、巣穴でゴロゴロしてたらもったいないよ」

「町までって……、つまりその、人の住んでるあの町の事？　山から降りるって事？」

「なに驚おどろいた顔してるの？　ボクたちの歳としの子なんて、みんな遊びに行ってるよ。君を除いて」

「みんなって……、君も？」

「あったり前じゃん。いつもお弁当、どこから拾って来てると思ってたの？」

「……登山客の捨てた物だと思ってた」

「それでどうする？　っていうか、行くよね？」

「いや、でも、町には下りるなって言われてるし……」

「あったま悪いなー。だから、狩りに出てるこの時間帯に誘いに来たんだよー。いい？　どうせお母さんたちなんて、一度狩りに出たら二時間は帰ってこないんだから、それまでに戻ってきて、後は知らん振りしてたらバレっこないんだってば。ボクだって他ほかの子たちだって、今まで見つかった事なんて一度もないよ」

「でも……」

「何を考えてるの？　そんな事だとあれだぞ、『偉そうに人間の言葉喋しやべれたって、どうせその人間たちが住んでる町を見た事もないくせに』とかって言われちゃうぞっ！　それでもいいの？」

「別にそんなの、言わせとけばいいけど……」

「あーあー、またそうやって、他ほかの子なんて眼中にないみたいな言い方して。『自分だけ特別』、みたいな。そんな事だからいじめられるんだぞ」

「いじめられた事は、今んとこ一度もないけど」

「だからそれはボクが庇かばってあげてるお陰で……。いいや、それはもう。それより、町に出たら美味おいしいものもいっぱいあるし、それにちょっとした遠出だからいい運動にもなるし。君はこんな巣穴でゴロゴロしてるから、いつまで経たってもそんなチビすけさんなんだよ」

　確たしかに、同時期に生まれたはずの彼女は、賀か茂もより一回りは大きかった。

　それよりも、美味しいものがいっぱいという言葉に賀茂は気を引かれた。正直言って、賀茂の空腹感はもう限界だった。もうこれ以上乳だけで誤ご魔ま化かすのは無理に思えた。

「食べ物って、そんな簡かん単たんに手に入るの……？」

　思わず体を起こして尋たずねる。

「んー、まあ、日によってまちまちだけどね。でも食べ物屋さんの裏口で待ってたら、結構色いろ々いろ見つかるよ。昼間だと野良犬とかも出てこないから、ナワバリとかあんまり意い識しきしないで済むしね」

　小娘狐ぎつねはそう答えてから、賀茂の態度が変わったのに気づいてイタズラっぽい笑えみを浮かべた。

「やっと行く気になったみたいだね」

「あ、うん。でも……」

　賀茂はまだ少し躊躇ためらった。母は仮にも霊れい孤こだ。最低限の能力として霊視くらいは出来るはず。自分が町へ降りた事も、霊視されたらすぐに露ろ見けんするはずだ。

「でも何？　どしたの？　行かないの？」

　小娘狐が振り向いて首を傾かしげる。

「あ、いや、ちょっと……」

　賀茂は説明しようとして、思いなおした。彼女も妖よう狐ことはいえ、まだ生後たった二ヶ月だ。それでここまで人語を操あやつるのは大したものだが、しかし霊視などの能力はまだまだ未発達。というより、そんな能力自体、まだ知らないはずだ。賀茂の心配を語って聞かせたところで、理解してもらう事は困こん難なんだろう。

　それに、考えてみればそんなに心配する必要はないのかもしれない。小娘狐の言うとおり、母狐が狩りから戻る前に帰ってきて、素知らぬ振りをしていれば、わざわざ霊視したりはしないはず。よって、バレる恐れもない。

　賀茂はそう考えると、町へ降りてみる事に決めた。

「よし。じゃ、ちょっと案内してもらおうかな」

　そう言うと、賀か茂もは小娘狐ぎつねと連れ立って町へと向かった。




　町へ出た賀茂は、久々に目にする人間社会の姿に、込み上げる郷愁を抑おさえられなかった。

　本屋には、集めていた漫まん画がの新刊が並んでいた。ＣＤ屋には、好きなアーティストの新しん譜ぷが出ていた。電器屋の店頭に並べられたテレビには、以前見たドラマの再放送が映っていた。賀茂は、目にするもの全すべてが無む性しように懐なつかしかった。

　……やっぱり自分は人間なんだ。自分の住むべき世界はこういう世界なんだ……。

　ハタ目には少し過剰と思えるくらい感かん激げきしながら、たとえ狐の体でも自分は確たしかに人間であることを賀茂は強く再さい認にん識しきした。

「おーい、どしたのさー？　突然立ち止まって、プルプル震ふるえちゃったりして？」

「あ、いや、別に……」

　小娘狐の声で我われに帰ると、賀茂は何でもないふうを装よそおって後を追いかけた。だが、その足取りは無意識のうちに軽くなった。

「地面が固いでしょ？　これ、『ほそーどーろ』って言うんだよ。町には『じょせつしゃ』っていうのがあるから、雪が積つもってなくて走りやすいでしょ。地面も平らだし。君なんか足腰弱いから、こういうとこで鍛きたえたほうがいいかもね」

　そんなふうに町についての知識を開かい陳ちんしながら、小娘狐は普ふ段だんから行きつけの餌えさ場ばへと賀茂を案内していく。

　突然、その足が止まった。そして、地面に落ちた円まるくて光る物を、珍しそうに咥くわえあげる。

「これ、何だろ？　見て見て。きれいだよー。何かなこれ？」

　小娘狐の咥えた物を見て、賀茂はあっさりと答えた。

「五百円玉だよ」

「ごひゃくえんだま……？　知ってるの？」

「うん。お金だよ、それ」

「お金っていうと……」

「知ってるだろ？　人間が何かほしい時、これと交換して手に入れるんだ。しょっちゅう町に降りてるんなら、一度くらい見た事ない？」

「う～ん。あるかなー？　あんまり憶おぼえてないや。っていうか、これで何かと交換出来るの？」

「何かとっていうか、その金きん額がく内なら何とでも。たとえばそこにあるハンバーガー屋なら、ハンバーガーとポテトと、あとドリンクが何か……、いや、飲み物は外の自じ販はん機きで買うほうが安いか」

「えー？　これ一個でそんなにたくさんもらえるの？　ね、どうやって交換するの？」

「どうやってって、それ持ってって、店の人に欲しい物を言ったらいいだけだけど？」

「ふーん。そんな簡かん単たんなんだ。よく知ってるねー。やったことあるの？」

「そりゃまあ、一応。金渡して注文するくらい誰だれでも……」

　人間で賀か茂もの歳としなら誰だってそれくらいの経けい験けんはある。

　だが、それを聞いた小娘狐ぎつねは、賀茂の中身が人間である事は知らない。狐の賀茂が、狐のままでそういう経験をした事があるのだと勘かん違ちがいした。

「それじゃ、ボクもちょっとやってみるねっ。待ってて」

「え？　ちょ、ちょっと待ったっ！　やってみるって、おい……っ！」

「欲しいもの言うだけなんでしょ？　大丈夫。ボクだって言葉くらい喋しやべれるしー」

「そうじゃなくて……っ！」

　賀茂の制止など聞こうともせず、小娘狐は目の前のハンバーガー屋へ飛び込んでいった。

　店内に入ってカウンターの上に飛び乗った小娘狐は、初めての経験に興こう奮ふんした声で注文した。

「ハンバーガーとポテトのＳ一つ、持ち帰りで！」

　店のアルバイトのお姉ねえさんは、小娘狐を見つめたまま一いつ瞬しゆん全すべての動きを止めた。その凍りついた表情を見て、小娘狐は何か様よう子すがおかしい事に気づいた。

　そこへ賀茂が追ってくる。

「馬ば鹿か！　いくら言葉は人間でも、ボクらの外見は紛まぎれもなく狐じゃないかっ！　突然店内に子狐が飛び込んできて、人間の言葉で注文したりしたら、誰だって怪あやしむに決まってるっ！」

「え？　でも、だって、ちゃんとお金も……」

「いいから逃げろって！」

　賀茂に急せかされて、小娘狐は戸と惑まどいつつも腰を浮かせた。

　だが、その時。店のお姉さんは信じられない反応を見せた。すぐさま普ふ段だんの笑え顔がおを取り戻すと、なんと何事もなかったかのように小娘狐の注文を繰くり返したのだ。

「ハンバーガーがお一つ、ポテトのＳサイズがお一つですね？　少々お待ち下さい」

　そして店の奥に向かって声をかける。

「ワンバーガー、ワンポテト、プリーズ」

　ポカンとしている賀茂たちに再び向き直ると、お姉さんはにこやかに問い掛けた。

「先にお会計のほう、済ませてよろしいでしょうか？」

　どんなお客様だろうと、対応はマニュアルに忠実に。研修の時に散さん々ざん叩たたき込まれた事だった。自分の行うべき事があらかじめ決まっている。その事が、狐の客という異常事態にあって彼女の精神を平静に保った。しばしば批判されるマニュアル至上主義だが、緊きん急きゆう時じのパニックを予防するためにはマニュアルの存在は極きわめて有効なのだ。

　……これはこれで問題な気もするけど、まあいいか。

　賀茂はマニュアル至上お姉さんを前に、安心と呆あきれが二対八でブレンドされた溜ため息いきをついた。

　だが、しかし。応対した彼女はお客様応対マニュアルにすがって心の安定を維持できたが、他ほかの店員はそうはいかない。接客ミスがあったならともかく、ちゃんとやっている他の店員の応対を傍ぼう観かんするためのマニュアルなどは存在しないのだ。したがって残る全員は、狐きつねが人の言葉を喋しやべってハンバーガーを注文したという前代未聞の珍事に真っ向からぶつかってしまった。

「き、狐が喋ったぁぁっ！」

　賀か茂もが五百円玉を差し出したその時、隣となりのレジの女の子が悲鳴を上げた。それを皮切りに、騒さわぎはあっという間に店中に伝染していった。

「しゃ、喋る狐だぁっ！」

「捕つかまえてしかるべき研究機き関かんに売ればいい金にっ！」

「それよりサーカスのほうが……」

「バカ！　何をくだらんことを言ってる！　テレビ局に決まってるだろう！」

「あっ！　逃げたぞ！　追いかけろっ！」

　口々にわめき立てる中、バイトのお姉ねえさんは一人ひとり沈着にハンバーガーとポテトを袋詰めしていた。そしてマニュアル通り、紙ナプキンを二枚入れる。

「お待たせ致しました」

　そう言って顔を上げた時には、狐の姿は消えていた。

「あれ？」

　周囲を見回すと、店のみんなも消えていた。

「……化かされた？」

　袋を手に一人ぽつんと店にたたずんで、お姉さんは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。だが、化かされたのではない証拠に、カウンターには確たしかに五百円玉が置かれてあった。それを見たお姉さんは、今ごろになって初めてパニックに陥おちいった。

「こっ……この五百円、どうしたら……っ！」

　客が代金を払ったまま商品を受け取らずに姿をくらました場合のマニュアルは、定められていなかったのだ。誰だれもいない店内、お姉さんは五百円玉を前にいつまでも狼ろう狽ばいし続けた。




　ファーストフード店の皆さんに追いかけられながら、賀茂と小娘狐は巣への道のりをひた走りに走った。

　……この姿で「買い物した事がある」って言ったら、狐でも買い物できるんだって思うよな、普通。

　途中、ショーウィンドウのガラスで自分の全身を映し見て、賀茂は改めて自分の体が狐である事を再さい確かく認にんした。そして、先ほどのやりとりは失言だったと、我われながら呆あきれた。

　道路をひた走りに走っていた賀茂と小娘狐の耳に、エンジンの唸うなりが近づくのが聞こえた。振り向くと、スクーターで追いかけてくる奴やつがいる。

「まずい！　あんなので追ってこられたら逃げ切れない！」

　賀か茂もは青ざめた。捕まったら一巻の終わりだ。見せ物として売られ、鎖くさりにつながれて惨みじめな一生を終える事は間違いない。

「……なんとか山の入り口までたどり着けば！」

　舗ほ装そうされた路上でなければスクーターは使えない。木々の生い茂る山の中に紛まぎれ込めば、追っ手を引ひき離はなす勝算がある。

「一番近い山の入り口は？」

　鋭するどい調ちよう子しで小娘狐ぎつねに問う。だが、小娘狐はおろおろと答えた。

「わ、分かんない。いつも同じ道しか使った事ないから……」

「くそっ！　仕方ない！」

　賀茂は舌打ちすると、『眼』を開いて周囲の地理を確かく認にんした。一番近い山の入り口まで、後二〇〇メートル程だ。角を二つ曲がれば、山へとつながる藪やぶがある。

「こっちだ！　ついて来て！」

　賀茂は小娘狐を先せん導どうしながら必死で走った。だが、エンジン音は確実に距きよ離りを縮ちぢめている。このままでは、小娘狐はともかく、発達の遅い自分の足では絶対に追いつかれる。どうすればいい……？

　賀茂は小娘狐を振り返ると、鋭い口調で言った。

「あの角を曲がってすぐ次を右に折れたら山に入る！　先に行け！　誰だれか大人おとなを呼ぶんだ！」

　必死の顔で、小娘狐は無言でうなずく。そして、賀茂を追い抜いていった。

　その後を追うように角を曲がった賀茂は、何かにぶつかって転がった。フリフリのドレスを着た金髪巻き毛少女の足だった。少女の手には、先に行った小娘狐が捕まえられていた。

　緊きん張ちように、一いつ瞬しゆん全身の毛が逆さか立だつ賀茂。だが、開かれた賀茂の『眼』には、少女の姿とは違うものが『見え』た。

「……母かあさん！」

　肉眼ではどこから見ても人間にしか見えなかったが、しかし賀茂の『眼』には確たしかに母狐の姿が『見え』ていた。

　狐って本当に化けるんだ……。

　賀茂は目の前の母狐の姿に、しばし言葉を失った。

　……いくらなんでも若作りしすぎだろ……。イメージは合ってるけど……。

　一方、賀茂の言葉に小娘狐はあっけにとられた顔をした。

「母さんって、……おばさん？」

　母狐も、一目で自分の正体を見抜いた賀茂に一瞬驚おどろいた表情を見せた。

　が、すぐ我われに返ると、ぽかんとしている小娘狐と賀茂を素す早ばやく懐ふところに入れた。不ふ思し議ぎな事に、シルクのレースに見えた胸元の感触は狐きつねの毛のままだった。

「……じっとして！」

　そう言い聞かせると、母狐はゆっくりとした足取りで山のほうへ歩きだした。

　そこへ、スクーターに乗った追っ手がやってきた。子狐の姿がないのを見て、金髪少女こと母狐に問い掛ける。

「あの、ここに子狐が走ってきませんでしたか？」

「子狐……？　さぁ……存じませんけど……？」

　母狐は小首を傾かしげてしれっととぼける。

「そうですか……。妙だな、確たしかにこっちに……」

　首を傾げるスクーター男。やがて、自転車や足で走ってきた連中も続々到着しだした。大勢で何だかんだと言い合いながら、溝の下や生け垣の隅すみを覗のぞき込む人々を尻しり目めに、母狐は悠ゆう々ゆうとその場から立ち去っていった。




「……なんでママに黙だまって町に下りたりしたの？」

　巣に戻ると、母狐は開口一番問とい質ただした。静かな抑おさえた口く調ちようだったが、表情は厳きびしかった。

　賀か茂もは力なくうなだれた。

「……ハンバーガーが食べてみたくて」

　小娘狐に誘さそわれた事は言わなかった。隠したところで、母の『眼』にはどうせ全すべてお見通しだろうが、それでも彼女と一いつ緒しよに町へ降りると決めたのは自分自身だ。みっともない責任逃のがれはしたくない。

　賀茂の返事に、母狐は怪け訝げんな顔をした。

「ハンバーガー？　ミミズの肉を使ってるっていうアレ？　ミミズなんて、町に下りなくたって山でいくらでも食べれるじゃない」

「……いや、母かあさん。ミミズ肉を使ってるってのは単なるデマだよ……」

「お黙りなさい！　生まれてまだ二ヶ月にもならないくせに、どうしてそんな事が分かるの！」

「う……それは……」

　口ごもる賀茂。

　母狐は息を整ととのえると、再び抑えた口調で切り出した。

「……坊や、ママが捕ってきた食事に全然口をつけてないでしょう？」

「え？　いや、それは……」

「ママね、知ってるのよ。後で食べるとか言って、こっそり川に流してる事」

「……ごめんなさい」

「ママの捕ってきた獲え物ものには口をつけないのに、そのくせ人間の食べ物は食べたがるって、一体それってどういう事なの？」

「それは……」

　黙だまって目を伏せる賀か茂もに、母はは狐ぎつねは諭さとすように言った。

「とにかく。坊やは狐なの。人間の食べ物なんか欲しがる前に、まずはきちんと狐としての食事を摂とりなさい。分かったわね？」

「…………」

「返事は？」

「……はい」

　これからはきちんと食べるようにする事と、黙って一人ひとりで町に下りない事。その二つを固く約束して、母狐のお説教は終わった。

　しかし本人の意思とは裏うら腹はらに、賀茂の胃袋はどんなに空腹であっても決してゲロねずみを受けつけようとはしなかった。

　ゲロになっていなければなんとか食べられるのではないかと思い、一度野うさぎの生肉食いに挑ちよう戦せんした。血抜きをしていない肉は涙が出る程臭くて不味まずかったし、不器用な前足と口では毛皮ごと食べるしかなかったが、それでもなんとか泣きながら飲み下すことに成功した。しかし、未み熟じゆくな子狐の胃腸は飲み込んだ毛皮を消化できず、結局全部吐き戻してしまった。

「困ったわねぇ……。何か、食べられそうなものはないかしら？」

「稲荷いなりずしかきつねうどん……」

　言いかけて、母狐の顔を見てハッとする。

「ゴメンなさい。冗じよう談だんです」

「坊や、人間の食い物はもう欲しがらないって約束……」

「だから冗談だって。もう言わないから。ゴメンってば」

「……なんだか坊やを見てると、人間に惹ひかれすぎて自分が狐だってことを忘れてるみたいで、ママ不安になっちゃうわ……」




　母狐の言う通りだった。一度町に下りて人と接してしまった賀茂の心の中では、人間としての生活への郷愁に火が点ついてしまっていた。更さらに、母狐が人に化けるのを目もく撃げきした事が、人間に戻る希望を煽あおった。人に化けられるのなら、そのまま人間になりきって前世と同じ暮らしに戻れるのではないか。賀茂はその想おもいに取とり憑つかれていた。

　前世の家族や友人たちに無む性しように会いたくなった。人間の姿に戻って家族や友人と再会を祝う夢を、寝るたびに見た。

　たまちゃん、どうしてるかな……。

　残してきた人の事を思い出した。無む邪じや気きで健けな気げで寂さびしがりで泣き虫な少女だった。賀茂が死んで、落ち込まずにいられるはずがなかった。たまを悲しませていると思うと、賀茂の気持ちは重く沈んだ。

　……ずっと一いつ緒しよにいるって約束した直後にいきなり死に別れだもんな……。

　まさに不誠実な男の見本のような賀か茂もだった。

　　……でも、再会してもこの狐きつねの体じゃなぁ……。

　自分の足や尻尾しつぽを眺めるたびに、賀茂は落胆のため息を漏らした。狐の体を自覚すればする程、かえって人間としての自分を強く意い識しきした。

　人間に化ける術さえ教えてもらえれば……。

　事あるごとにそう考えた。だが、『人間』という言葉を口にするだけで顔をしかめる母狐に、そんな事を尋たずねる勇気はとてもなかった。

　人の姿に戻りたい……。

　賀茂は切ないほどにそう思った。せっかく生まれ変わったのに、誰だれにも会いに行けないどころか、人間社会への復帰さえままならない狐の自分が惨みじめだった。

　暇ひまさえあれば町が一望できる高台に上って、町の様よう子すを眺めた。そして、人間の姿で普通に町で暮らしている自分を空想して一日を過ごした。

　町を眺めながらやつれていく賀茂の後ろ姿を、母狐は複雑な気持ちで見つめていた。




　そんなある日の夕暮れ。いつものように賀茂が町を見下ろしているところへ、いつものように母狐が呼びにきた。

「もう遅いわよ。風邪かぜ引くから家に入りなさい」

「うん……」

「ほら、早く早く。今夜はご馳ち走そうよ」

「ご馳走って……？」

「それは帰ってからのお楽しみ。さ、急いで」

　どこか浮かれた調ちよう子しで急せかす母狐。珍しい獲え物ものでも捕まえたのだろうか。だが、何を捕ってきてくれたところで、賀茂の胃袋に収まるとは思えなかった。期待に輝かがやく無む邪じや気きな母の目を、またもや失望に曇くもらせる事になるかと思うと気が重かった。

　もう限界だ……。

　賀茂は思った。狐として振ふる舞まい続けるのは、これ以上無理だった。

　あれ以来、親の監かん視しが厳きびしくなったらしく、小娘狐の差し入れはすっかり途と絶だえてしまっていた。何も口に出来ず、お乳だけで空腹をごまかすのは、もはやギリギリだった。

　ギリギリなのは賀茂だけではなかった。なんとか我わが子こに食べさせようと、長時間駆かけ回って色いろ々いろな餌えさを探してくる母狐も、肉体的に疲労の限界のはずだった。

　そこまでして捕ってきた餌なのに口をつけてもらえない母の落胆も、その母を見て自責の念にかられる賀茂の心理的負担も、共に極限に来ていた。

　……ボクは人間だって打ち明けよう。そして、人間に化ける方法を教えてもらおう。

　それしかなかった。人間に戻って、狐きつねとしての人生に終止符を打つ。それ以外に、状況を打破する方法はなかった。このままでは、母子共々倒れてしまうに違いなかった。

「あのさ、母かあさん……」

　母狐の後ろを歩きながら、賀か茂もは小さく呼びかけた。

「ん？　どうしたの？」

　母狐が振り返る。一いつ瞬しゆん、賀茂は視し線せんを逸そらした。が、やがて決心すると口を開いた。

「聞きたい事があるんだ……」

「なあに？」

「……何日か前、ボクが黙だまって町に出て追いかけられた時さ、母さん、人の姿になって助けにきてくれたでしょ。覚えてる？」

「ええ。覚えてるけど……。それがどうかした？」

　母狐の表情が俄にわかに硬くなった。賀茂は少し躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って続けた。

「あれ、どうやって化けてたの……？」

「……そんな事を知ってどうするの？」

　静かだが、明らかに不ふ機き嫌げんな声だった。だが、いったん話を切り出した以上、ここで引き下がるわけにはいかない。

「ボクも……人間に化けてみたいな……とか思って……」

　それを聞いた瞬間、母狐は唐とう突とつに激げつ昂こうした。

「馬ば鹿かな事言わないで！」

　突然の大声に、木の梢こずえで羽を休めていた鳥たちが一斉に飛び立った。

　思わず身を竦すくめた賀茂に、母狐は興こう奮ふんして続ける。

「人間になってどうしようっていうの？　化けてみたって、結局不幸な結果に終わるに決まってるのよ？　信しの田だの葛くず葉は姐ねえさんほどの霊れい狐こだって、最後は自分の子に正体を見破られて悲しい破局を迎えてるじゃない。中身が狐なのに形だけ人間になったところで、上手うまくいくわけないのよ！」

　機嫌を損そこねる事は覚悟していたが、いきなり怒ど鳴なりだすとは思わなかった。

「か、母さん……？　ボクはただちょっと化けてみたいだけで、なにも……」

　戸と惑まどいながら、賀茂は必死でなだめた。だが母狐は耳を貸そうともしない。

「坊や、こないだからちょっとどうかしてるんじゃないの？　人間の食べ物を欲しがってみたり、日がな一日ぼんやり町を眺めてみたり、そして今度は『人間になりたい』ですって？　ふざけないで！　あなたは狐なのよ！　狐は狐らしく生きていけばいいの！」

「……狐は狐らしく……」

「そうよ。分かったら、もうそんな話はよしてちょうだい」

　母狐は強引に話を打ち切ると、前方へ向き直った。賀茂は必死で食い下がった。

「けど、もし……ボクが本当は狐きつねじゃなかったら……？」

　その言葉に母狐はハッと足を止めた。

「坊や……」

　愕がく然ぜんとした表情で賀か茂もを振り返る母狐。その目に賀茂は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。だが、もう打ち明けると決めたのだ。賀茂は覚悟を決めると、思い切って口を開いた。

「……今までずっと黙だまってて悪かったけど、実はボクは人間なんだ。その、いわゆる生まれ変わりってヤツでさ。確たしかに今はこうやってこの狐の体をしてるけど、ボクの中身は人間のままなんだ。前世での十七年間の記き憶おくだって全部残ってる」

「やめて！」

　母狐は目をつぶって首を振った。

「そんな、前世とか生まれ変わりとか、変な宗教みたいな事言わないで！」

「へ……変な宗教って……。違うよ。ホントに、ホントなんだ。なんなら『見て』みる？　母かあさんだって霊れい狐この端くれなら『見』れば分かるだろ？　ボクの魂たましいが人間かどうかってことくらい……」

「やめてって言ってるでしょ！」

　賀茂は、思わず言葉を飲んだ。

　母狐は、唇をかみ締しめてじっと地面の一点を見つめていた。悔くやしそうな悲しそうな情けないような、今にも泣き出しそうな顔だった。

　束つかの間まの沈ちん黙もくを縫ぬって、木この葉はのざわめきがやけにはっきり聞こえた。

　やがて母狐は、うつむいたまま沈んだ声で呟つぶやいた。

「……つまり坊やは、自分はママの子じゃないって言うのね……」

「え……？」

　唐とう突とつな母の発言に、賀茂は戸と惑まどった。

　母狐は構わず続ける。声が微かすかに震ふるえていた。

「坊やは人間であって狐じゃない、だからママの子として狐の一生を送るなんて真っ平だ。そう言うのね。さっさと人間に戻ってこんな生活とおさらばしたいって、そう言うのね」

「ちょ、ちょっと……？　あの、母さん？」

「やめて！　『母さん』なんてこれっぽっちも思ってもないくせにッ！」

　母狐は突然立ち上がった。激はげしい興こう奮ふんに、全身の毛が逆さか立だった。

　言葉を失う賀茂に、母狐は牙きばをむき出して怒ど鳴なり続ける。

「そんなにママとの暮らしが嫌いやなら、そんなに人間の暮らしがいいんなら、こんな所にいないでさっさと出て行ったらいいでしょう！」

「母さん……？　ちょっと落ち着いて……話を聞いてよ」

「アタシは……ッ、アタシは人間の子なんか産んだ憶おぼえはないわよッ！　それでもどうしても自分を人間だって言い張るんなら、あなたなんかもうママの子じゃない！　町でもどこでも好きなところへ行ってしまいなさいッ！　二度と顔見せないでッ！」

　涙声で一気にまくし立てると、母はは狐ぎつねはさっと身を翻ひるがえして駆かけ去った。引き止める間もなかった。賀か茂もはなす術すべもなく呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　遠くで町の灯ひが点ともり始めた。巣に戻るカラスの侘わびしげな鳴き声が聞こえた。

　冷たい夜風に、賀茂は思わず身を震ふるわせた。そうしてようやく我われに返った頃ころには、すっかり日は暮れていた。

　……バカなこと言った。

　母狐とのやり取りを思い出して、賀茂はうなだれた。

　自分は狐じゃなくて人間だ。確たしかに賀茂のこの言葉は、自分は母狐の子供じゃないと言ってしまったのも同じ事だ。腹を痛めて産んだ息子むすこから他人だと言われた母狐は、一体どんな気持ちだっただろうか。生まれてから今日きようまで、乳を飲ませ、餌えさを与え、毛づくろいをしてやり、ずっと見守り育ててきた親子としての大切な日々を、賀茂の人間宣言は無情にも否定してしまったのだ。

　傷つけてしまったな……。

　立ち去り際ぎわの母狐の涙を思い出して、賀茂の心は痛んだ。

　思えば狐の体に生まれてから二ヶ月弱、母狐は常に溢あふれんばかりの愛情を注いでくれた。

　寒い晩にはいつも、母の懐ふところに抱かれて眠った。

　天敵のワシや野犬が近づくと、どこからともなく現れて追い払ってくれた。

　約束を破って黙だまって山を下り、町の人に追いかけられて危あやうく捕まえられるところだった賀茂を助けてくれたのも、母狐だった。

　ゲロねずみが食べられない賀茂になんとか食べられるものをと、自分の餌はそっちのけで一日中狩りをして回ってくれた。それでも食べられないと知ると、本来なら乳ちち離ばなれを済ませていて当然の賀茂に、優やさしく乳を含ませてくれた。

　母狐だって何も食べずに動き回ってヘトヘトのはずなのに、嫌いやな顔一つ見せず、文句一つ言わなかった。いつだって明るく微笑ほほえんでくれた。

　子狐の賀茂を産み、ここまで育ててくれたのは、他ほかならぬあの母狐だった。たとえ賀茂の魂たましいが人間であろうと、彼女は紛まぎれもなく母だった。

　謝あやまらなくちゃ……。

　賀茂はのろのろと立ち上がった。夜風は相変わらず冷たかった。




　巣穴の前で、賀茂は立ち止まった。

　逆上していたとはいえ、出て行けと言われたのだ。母狐に許してもらわないうちは、中に入る気にはなれなかった。もし許してもらえなければ、このまま立ち去ろうと思っていた。自分から母との縁えんを切るような発言をしたのだ。追い出されても仕方ないと覚悟していた。

　どのみち、今のままの生活では母も自分も限界だ。賀か茂もが狐きつねの生活に馴な染じめない以上、いつかは出て行かざるを得なかった。

　それでも、たとえ追い出されるにしても、一言詫わびなければならないと思った。人として、いや、子として、慈いつくしみ育ててくれた母への最低限のけじめだった。

　穴の外から賀茂は声をかけた。

「母かあさん……」

　中で何かが動く気け配はいがした。だが、返事はなかった。母狐が出てくる様よう子すもなかった。

「さっきの事、ゴメンなさい。……その、人間に戻りたいってことで頭が一杯で……。……悪かったと思ってます。ゴメンなさい」

　しばらく待ったが、相変わらず中の気配は動かない。

　やっぱり、許してもらえそうにないな……。

　賀茂は諦あきらめ、そして心を決めた。

「……出て行けと言われた以上、もうここに置いてもらうわけにはいきません。今夜、ここを発たちます。……今まで育てて下さって、ありがとうございました」

　巣穴に向かって深々と一礼すると、踵きびすを返した。

　不意に、目から涙がこぼれた。別れは覚悟していた。だが、母狐と和解できないまま別れねばならないことが、思っていた以上にショックだった。わずか二ヶ月弱の短い付き合いだったが、それでも自分が母狐を愛していたことに、今いま更さらながら賀茂は気づいた。

　さよなら、母さん……。

　巣穴に背を向けたまま、賀茂は心の中で呟つぶやいた。

　数歩進んだ時、背後から声がした。

「……待って」

　母狐だった。

「……母さん」

　ずっと泣いていたらしく、目が真まっ赤かだった。賀茂と目が合うと、母狐は視し線せんを避けるように下を向いた。賀茂は黙だまって母狐の言葉を待った。

　長い沈ちん黙もくの後、母狐は小さい声で辛つらそうに口を開いた。

「謝あやまるのはママのほう……」

「……？」

「……坊やが人間の生まれ変わりで、記き憶おくも魂たましいも人間のままだって事は、ママ、初めっから気づいてたの……」

「え……」

「坊やの言うとおり、ママだって霊れい狐この端くれよ。それくらい、ちょっと『見』れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ」

　母はは狐ぎつねは小さく笑った。今まで見せたことのない、寂さびしげな微笑だった。

　母狐は町の方角へ目をやった。

「……ママね、ずっと怖かったの。いつ坊やが人間に戻りたいって言い出すかと思って。五匹産んだ子供がみんな死産で、無事に生まれたのが坊や一人ひとりだったものだから、その坊やまでママの前からいなくなってしまったらどうしようって……。たった一人残った坊やまで失ったらどうしようって……」

　死産というのは初耳だった。だが通常、狐は一度に数匹の子を産む。なのに子狐が賀か茂も一人しかいないということは、他ほかの兄弟は死んだに決まっていた。

「……町に下りるなって言ったのも、町に出て人と接しちゃったら里心がついちゃうんじゃないかって不安で……。食べ物だってそう。その気になれば店から何かかっぱらってくるくらい簡かん単たんなのに、坊やを人間の世界から引ひき離はなそうと思って、なんとか早く狐の生活に馴な染じませようと思って……」

　母狐は顔を背そむけて肩を震ふるわせた。

「坊やがお腹なかを空すかして辛つらい思いをしてるのは……分かってたはずなのに……」

　こぼれた涙が数滴、地面を濡ぬらした。堪こらえようとすればするほど、かえって涙はあふれてきた。

「ママのほうこそ……母親の資格なんて……ないわよね……」

　賀茂にはかける言葉が見つからなかった。黙だまって見守るのが精一杯だった。

　しばらくして涙が収まると、母狐は目を拭ぬぐって一通の書状を賀茂に手渡した。

「……東京の小こ石いし川かわにある伝でん通づう院いんって寺へ行って、伯はく蔵ぞう主すさんという狐をお訪ね。人間になる術を知ってるわ。この紹介状を見せればきっと無む下げにはしないから」

「………」

　賀茂は無言で紹介状と母の顔を見比べた。

「本当ならママが教えてあげたいとこだけど、残念ながらママのはただの幻術なの……」

　母狐はちょっと巣穴へ頭を突っ込むと、何か取り出した。

「それからこれ、持って行きなさい」

　投げて寄よ越こした箱を見ると、松まつ前まえ名物、蝦え夷ぞ寿ず司しだった。

「これ……。今夜はご馳ち走そうって、もしかして……」

「お腹なかが空すいてちゃ長旅は出来ないものね」

　賀茂の問いには答えず、母狐は笑った。

「坊やならきっと、人間に化ける術なんてあっという間に覚えられるわ。大丈夫。なんたって、生後十日で人の言葉を喋しやべったくらいなんだから」

　狐の声帯や口こう腔こうの機き構こうは、言葉を話せるようには出来ていない。したがって、人間の言葉を話すためには言葉がわかるだけでは足りない。自分の霊れい力りよくをもって鳴き声をコントロールする必要があるのだ。生まれて十日で人語を操あやつった事は、賀か茂もにある程度の霊力が具そなわっている事の証拠だった。

　母はは狐ぎつねは名残なごり惜おしそうに賀茂に頰ほお擦ずりした。

「体に気をつけて。無事人間に戻れて、もし北ほつ海かい道どうに旅行に来る事があったら、その時はママにも顔を見せにきてね」

「……母かあさん」

「もう行って。あんまりぐずぐずしてると、辛つらくなっちゃうから……」

　泣き笑いのような顔で母狐は賀茂を急せかした。

　賀茂は書状と蝦え夷ぞ寿ず司しを尻尾しつぽに巻き抱えると、深く頭を下げた。

「お世話になりました。今日きようまで育ててくれたご恩は一生忘れません」

　目をつぶって一息に言うと、賀茂は走り去った。一度も振り返らなかった。名残惜しさがなかったわけではない。ただ、泣いている顔を見られたくなかったのだ。

　賀茂は脇わき目めも振らず走った。目指すは一路、青せい函かんトンネル。世界最長を誇る海底トンネルにして、北ほつ海かい道どうと本ほん州しゆうをつなぐ唯一の陸路だ。

　暗い山道を下ってどんどん小さくなっていく子狐の姿を、母狐はいつまでも見送っていた。







あとがき




　お久しぶりです。佐さ藤とうケイです。

　前の巻から凄すごく間が空あいてしまいましたがようやく出ました。一応これでこのお話は完結です。『私立！三さん十じゆう三さん間げん堂どう学院』という書くのに時間のかかるシリーズを始めてしまったせいで、なかなかこっちに手が回らなくてこんなにも間が空いてしまいました。それでも忘れずにこの本を手にとってくださった皆様には本当に感かん謝しやです。ありがとうございます。

　前の巻までで終わらせるための準備は一応全部済んでいたので、こちらとしてはあまり間を空けてしまうよりはさっさと完結させてしまいたかったりもしたのですが、担当さんからは「ネタさえあればいくらでも続けられるし、一巻完結型だから物語が宙ぶらりんのままって事もないし、終わらせるのはいつでも出来るし」的な事を言われてしまって、気付けばそのままずるずると五年以上。さすがに放置しすぎだし、このまま時間が空けば空くほど読者は離はなれて売り上げの見込みも減り、そうなればますます出せる可能性が下がってしまうなぁと思っていたところへ、二代目担当さんから「三十三間堂シリーズと並行して新しいシリーズを始めたい」と言われたので、このタイミングを逃せば後はないと思って「その前に天国～の方を完結させてから」という条件を持ち出してみました。前の担当さんと同じ理由で渋る二代目担当さんを「一いつ旦たん終わらせても番外編へんとか外伝みたいな感じで続ける手もありますし」と言って丸め込んで、ようやく今回の刊行となりました。この最終巻に敢あえて巻数をつけていないのも、最終巻を刊行した後に十二巻、十三巻と出していく事を可能にするためだったりしたりしなかったり。……いや、多分ないから期待しちゃダメよ。

　とにかく結構間が空いてしまったりしつつ、十年目に無事完結という事になりました。一応これが自分のデビュー作ということでそれなりに思い入れもある作品でしたが、当初の構想通りの形で話を締しめる事が出来て個人的には結構満足したりしています。話を終わらせるまでにやっておきたかった事がちゃんと消化出来るだけの間シリーズを続ける事が出来たのも、読者の皆様のおかげです。改めてありがとう御ご座ざいます。書き手に自己満足に終わらず読んでくださった皆さんにも満足して頂けたなら、望外の幸せです。




　今回、巻末にオマケとして、元々二巻冒頭のプロローグとして書いたけど長すぎると言われたのでばっさりカットして、その後ドラマＣＤのおまけトラックに使われたお話もあわせて収録しました。二巻冒頭部と読み比べてみるとまた違った楽しみ方が出来るに違いないので、是ぜ非ひ読み比べてみてください。十年も前に出た二巻なんかもうどっかいっちゃって手元に無いよ、って方もきっと多いでしょうが、その場合は本屋さんで新しく買ってきてください。古本屋はこっちの収入には繫つながらないからなるべく新刊で買ってくださいね。




　などとセコいお願ねがいをしたところで、恒例のどうでもいい話タイムに。

　まずは現役の太陽神がすごく少ないという話ですが。

　実は最初は、各地の太陽神が順次仕事を引き継いでリレーしていたのに日本が太陽昇のぼらなくなってリレーが繫つながらなくなって世界中大混乱、となる予定だったんですよ。ところが調べてみると、現役で信仰されてる太陽神が意外なほど少ないんですね。そもそも太陽神ってアニミズム的な文化における信仰なんで、古代文明では当たり前のようにうじゃうじゃいても、王朝の交代や異民族による征服などで一度文化や信仰が途と切ぎれてしまうと、なかなか後代には引き継がれにくいんですよ。それに一神教が広まった文化圏では太陽だって神様が作った被造物ですし。キリスト教とイスラム教の信者だけで世界人口の半分を超えますからね。そんなわけで、古代ギリシャのアポロンやヘリオスも、エジプトのラーやアメンも、アステカのウィツィロポチトリも、今ではもういなくなってしまいました。畜生、みんないい奴やつらだったのに……。どうして俺おれを残していなくなっちまったんだよ……！

　とにかくそんなわけで数少ない現役太陽神として、我らが天あま照てらす大おおみ神かみ様の役割は一層大きくなっているわけです。伊い勢せ神じん宮ぐうに行った際にはパワースポットだなんだとはしゃぐだけでなく、懐に余裕があれば式しき年ねん遷せん宮ぐうのための寄付もちゃんと納めてきましょうね。




　そしてアウグスティヌスが「天国が幼子のものだと言われるのはただ幼子の背の低さ故ゆえだ」と言った話ですが。

　これはアウグスティヌスの『告白』の中の一節に出てきます。『告白』というのはアウグスティヌスが生まれてからキリスト教に改宗するまでの罪深き日々の懺ざん悔げと、今自分がどんなに神を愛しているかという事の赤裸々な吐と露ろからなる自伝で、罪の告白と愛の告白という二つの要素が主軸となっています。これを最初に『告白』と訳した人は上手な邦題を付けたものですね。特に愛の告白的部分はもう本当にただのラブレターじゃねえかテメエって感じのノリで、読んでいる方が恥ずかしくなってきます。罪の告白のほうでも、例えば「本気で改宗するなら当然妻と別れて修道士になるべきだけど、そんなの無理！　だって俺おれセックス大好きだもん！　だからやっぱり改宗したくねえ！　ってずっと思ってましたごめんなさい」とか、ある種清すが々すがしいまでの本音をさらけ出していて、なかなかに憎めないキャラです。これでも一応古代キリスト教最大の思想家なので、興きよう味みのある人は暇な時に読んでみると教養が増すかも知れません。




　そして、主動筋と拮抗筋のバランスが取れていればデリケートな作業に支障はないという話です。

　主動筋というのは、ある動作をする際に主として働く側の筋肉です。たとえば物を摑つかむ場合、指を曲げるために使う屈くつ筋きんを主しゆ動どう筋きんと言います。拮きつ抗こう筋きんというのはその逆で、指を伸ばす働きをする伸しん筋きんの事を言います。そして、指を曲げて物を摑つかもうとする場合には、この両方の筋肉が同時に働きます。曲げる側の筋肉だけが働くのではなくて、伸ばす側の筋肉も同時に働く事で、曲げる力や曲がるスピードを微び調ちよう整せいしているんですね。拮抗筋の発達が足りないと力の微調整が上手く行かず、動きに滑なめらかさが無くなり、とても不器用になってしまいます。たまに漫画とかでパワーがつきすぎたキャラがコップを持とうとしてうっかり握りつぶしちゃったりするような描写が出てきますけど、ああいう事になってしまうというのは屈筋ばかり鍛きたえて伸筋を鍛えるのを忘れてるって事なんですね。つまりああいう描写というのは、力の強さを示そうとしてむしろ拮抗筋が鍛え足りていない事を露ろ呈ていしているわけです。両方バランスよく鍛えていれば繊せん細さいな作業に支障はないどころか、むしろ鍛えれば鍛えるほどより繊細な力の使い方が出来るようになっていくのです。皆さんも体を鍛える時は伸筋と屈筋のバランスを考えながら鍛えるように気を付けましょう。これが、このシリーズの最後に皆さんに贈る私からのメッセージです。




　それでは、まずこのシリーズの一作目となりデビュー作ともなった応募原稿を拾い上げてくれた最初の担当の徳とく田ださんと金賞をくださった選考委員の先生方、素す敵てきなイラストを付けてくださったイラストレーターのさがのあおい様、カバーデザイン担当者様、毎回誤変換やら推すい敲こうミスによる意味不明な文の多い原稿をしっかりチェックしてくださった校閲の皆様、本の形に仕上げてくださった印刷所の皆様、全国の本屋さんにこのシリーズを置いてもらえる棚をゲットしてくださった営業の皆様、二代目担当の湯ゆ浅あささんと小こ原ばらさん、その他ここには書ききれないお世話になった大勢の皆様、本当にありがとうございました。

　そして何よりも読者の皆様、この最終巻までお付き合いくださいまして、本当にありがとうございました。『私立！三さん十じゆう三さん間げん堂どう学院』シリーズや新しいシリーズでもまたお会い出来たら幸いです。


佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。最近の散歩コースは多摩湖になりました！　オーブンもやって来ました！　スフレを…と言いたいところですが、パン作りにはまっています（笑）
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない　終おわり








佐さ藤とうケイ
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2011年3月7日　初版発行
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